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Ⅰ 高等専門学校の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 

詫間電波工業高等専門学校 

（２）所在地 

香川県三豊市詫間町香田551番地 

（３）学科等の構成 

学 科：情報通信工学科，電子工学科， 

    電子制御工学科，情報工学科 

専攻科：電子通信システム工学専攻， 

情報制御システム工学専攻 

（４）学生数及び教員数 

（平成19年５月１日現在） 

学生数：学 科 815人 

    専攻科 42人 

専任教員数：62人 

助手数：０人 

 

２ 特徴 

本校は，香川県の西北部，浦島伝説と内海美で知られ

る荘内半島の中腹にあり，予讃線詫間駅からバスで20分

のところにある。前方は大小の島々が点在する穏やかな

瀬戸内海に面し，背後は弥生式土器で脚光を浴びた紫雲

出山に続く七宝山系に囲まれた閑静な学園である。 

本校の歴史は古く，昭和18年無線電信講習所の設立に

さかのぼる。詫間電波高校を経て，昭和46年に時代の要

請により仙台，熊本，詫間の国立３電波高校が揃って，

高専へ昇格した。高専昇格までの変遷を概略すると，次

のようになる。 

・昭和18年10月 官立無線電信講習所大阪支所設立 

・昭和20年４月 官立大阪無線電信講習所に改称 

・昭和23年８月 文部省に移管 

・昭和24年４月 香川県三豊郡詫間町に移転  

・昭和24年５月 詫間電波高等学校に改称 

・昭和46年４月 詫間電波工業高等専門学校設置 

 電波高校時代から高専設立当初にかけては第１級無線

通信士の養成を本旨としていたが，通信技術の変遷と時

代の急速な技術革新により本校の使命も電子・情報系技

術者の育成へと変わっていった。時代の要請により学科

の改組・新設，専攻科の新設が行なわれ，現在は情報通

信工学科，電子工学科，電子制御工学科，情報工学科の

４学科の準学士課程と電子通信システム工学専攻と情報

制御システム工学専攻の２専攻の専攻科で構成され，電

子情報系に特化した教育･研究を行っている。 

・昭和51年４月 電波通信学科３学級のうち１学級を 

        電子工学科に改組 

・昭和55年４月 電波通信学科２学級のうち１学級を 

情報工学科に改組 

・昭和60年４月 電子制御工学科の新設 

 ・平成元年４月 電波通信工学科を情報通信工学科に 

名称変更 

・平成16年４月 専攻科（電子通信システム工学専攻， 

情報制御システム工学専攻）設置 

本校の校訓は，「志操高く，視野広く，身体たくまし

く，基礎学力を深め，創造能力を磨き，汝の使命の達成

に命をかけて生きよ。」であり，この校訓を本校の教育

理念として教育活動を行ってきた。専攻科設置によって

地域社会との連携など本校に対する社会の要望も変わっ

てきたので，2004年に教育目的を見直し，使命，教育目

的，学習･教育目標，学習成果を明確に定めた。 

 本校の使命は，「創造性ある実践的な電子情報系技術

者の育成」と「地域における知の拠点としての社会貢

献」である。創造性ある実践的な電子情報系技術者を育

成するために，本校の教育課程は数学，理科，社会，国

語，英語などの一般教科と電子情報系専門科目をバラン

スよく開講している。特に，実験実習を重視した専門教

育を行い，高等専門学校卒業時に大学の学部卒業生とほ

ぼ同等の専門的な知識や技術が身につけられるように工

夫している。 

 本校は「ものづくり」教育を積極的に取り入れ，準学

士課程の低学年の工学導入教育から，工学実験，卒業研

究，そして専攻科の特別実験，特別研究まで学生が自分

で考え，作り，改良することを繰り返して最終的に実現

するという，創造サイクルを各学年に合ったレベルで繰

り返し行えるようにカリキュラムを工夫している。また，

授業以外の「ものづくり」教育として，「ロボット・コ

ンテスト」，プログラミング・コンテスト」などの課外

活動への応用も積極的に行ってきており，積極的な「も

のづくり」教育の成果が「ロボット･コンテスト」，

「プログラミング・コンテスト」，「キャンパス･ベン

チャー」などでの好成績につながっている。 
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Ⅱ 目的 

 詫間電波高専の準学士課程では中学校卒業後の早い時期から５年間の一貫した専門教育により実践的な電子情

報系の技術者を養成することを目的とし，専攻科課程では更に２年間の専門教育により，より多くの知識とより

高度な技術を修得した開発型技術者を養成することを目的としている。 

 

詫間電波工業高等専門学校の使命 

１．創造性ある実践的な電子情報系技術者の育成 

２．地域における知の拠点としての社会貢献 

 

教育目的：養成すべき人材像 

１．健全な心身を持ち，チャレンジ精神に富んだ国際的に活躍できる技術者を育成する。 

２．自然の法則をよく知り，自然との調和を図り，人類の福祉に寄与できる技術者を育成する。 

３．広い視野を持ち，技術の発展に対応でき，社会にとって有益なシステムを構築できる技術者を育成する。 

 

準学士課程の学習･教育目標と卒業時に身に付ける学力や資質･能力 

Ａ：技術者としての責任を自覚し，人類の福祉に貢献できる倫理観を身に付ける. 

A1:3 製作物の安全性と有用性，環境保全と資源の有効利用，相互了解の確認の大切さを知っている。（技術

者としての責任を果たす能力） 

A2:2 公衆に対する責任，有用で安全な技術の提供について知っている。（人類の福祉に貢献できる能力） 

A3:3 公衆の安全，福祉，健康及び環境保全を優先して判断できる。（物事の良し悪しを根拠を示して判断で

きる能力） 

Ｂ：日本語及び英語で共同作業を行うことができる. 

B1:2 発言の内容を文法や語彙の面から正しく聞き取り，理解できる。（相手の意図を理解できる能力） 

B2:2 自分の考えを文法や語彙の面から正しく相手に伝えることができる。（自分の考えを相手に伝える能

力） 

B3:3 分担の作業を遂行できる。 

Ｃ：情報機器を活用して情報収集や情報分析，文書作成，口頭発表ができるようになる． 

C1 情報機器を活用して情報収集ができる。  C2 情報機器を活用して情報分析ができる。 

C3 情報機器を活用して文書作成ができる。   

C4:7 適切な時間配分，理解し易い構成，聞き取り易い話し方，簡潔な表現，適切な図表の使用，目的と成果

の要約，によって発表できる。（情報機器を活用して口頭発表ができる能力） 

Ｄ：技術者としての基礎知識を身につけ，関連技術を修得し，広い視野を持って技術の発展に対応できるように

なる． 

D1:3 基本的な問題が解け，基本的な法則や定理を説明できる。（数学，自然科学に関する知識） 

D2:3 基本的な問題が解け，専門用語や現象･仕組みを説明できる。（専門技術に関する知識） 

D3:2 学んだ知識を整理できていて，学んだ知識が応用されている分野を知っている。（幅広い知識） 

D4:1 技術の歴史を知っている。（技術の変遷を予測できる能力） 

D5:2 予習復習でき，文献調査ができる。（自ら学ぶ姿勢） 

Ｅ：与えられた課題を達成する手法を学び，問題解決に取り組むことができるようになる． 

E1:2 目的を言え，手順を示すことができる。（計画を立案できる能力） 

E2:2 回路又はシステムの設計手順，手法を知っている。（設計できる能力） 
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E3:3 設計どおりに組み立てる又は構築できる。（組み立て又は構築できる能力） 

E4:2 予測値と実測値を比較して，正常な動作かどうか検証できる。（問題点を見つけることができる能力） 

E5:2 問題点を理解し，助言を受けて，問題を解決できる。（問題点を解決できる能力） 

E6:3 興味を持って取り組み，達成するまで粘り強く取り組むことができる。（取り組む姿勢） 

Ｆ：運動能力の維持向上に努め，規律正しい団体行動がとれるようになる。 

 F1 運動能力の維持向上に努める姿勢を身に付けている。 F2 団体の規律を守る姿勢を身に付けている。 

 F3 他の学生と協調しながら積極的にスポーツに取り組む姿勢を身に付けている。 

 

専攻科課程の学習･教育目標と修了時に身に付ける学力や資質･能力 

Ａ：技術者としての責任を自覚し，人類の福祉に貢献できる倫理観を身に付け，物事の良し悪しを根拠を示して

判断できる. 

A1:4 製作物の安全性と有用性，環境保全と資源の有効利用，相互了解の確認の大切さを知って，生命を尊重

し自他の幸福を願う姿勢が身に付いている。（技術者としての責任を果たす能力） 

A2:4 公衆に対する責任，有用で安全な技術の提供について知り，有用性とリスクを知り，公衆の安全を最優

先する姿勢を身に付けている。（人類の福祉に貢献できる能力） 

A3:4 公衆の安全，福祉，健康及び環境保全を優先して判断でき，判断を多用な価値観から評価できる。（物

事の良し悪しを根拠を示して判断できる能力） 

Ｂ：日本語及び英語で共同作業を良好に行うことができる. 

B1:3 対話の状況と内容から，相手の意図を正しく理解できる。（相手の意図を理解できる能力） 

B2:3 自分の考えが相手に正しく伝わったかを確認できる。（自分の考えを相手に伝える能力） 

B3:4 助け合いながらお互いの作業を進めることができる。 

Ｃ：情報機器を活用して情報収集や情報分析，文書作成，口頭発表ができるようになる． 

C1 情報機器を活用して情報収集ができる。  C2 情報機器を活用して情報分析ができる。 

C3 情報機器を活用して文書作成ができる。 

C4:8 適切な時間配分，理解し易い構成，聞き取り易い話し方，簡潔な表現，適切な図表の使用，目的と成果

の要約によって発表でき，質問に適切に回答できる。（情報機器を活用して口頭発表ができる能力） 

Ｄ：技術者としての幅広い基礎知識を身につけ，高度な関連技術を修得し，広い視野を持って技術の発展に対応

でき，技術が社会に与える影響を考察できるようになる． 

D1:4 応用問題が解け，専門分野に応用できる。（数学，自然科学に関する知識） 

D2:4 応用問題が解け，実践的な問題解決に応用できる。（専門技術に関する知識） 

D3:3 学んだ知識を整理し，他の分野に応用できる。（幅広い知識） 

D4:2 技術の歴史を知り，技術の現状を知っている。（技術の変遷を予測できる能力） 

D5:3 予習復習と文献調査ができ，目標を立てて取り組むことができる。（自ら学ぶ姿勢） 

Ｅ：与えられた課題を達成する手段を設計し，粘り強く問題解決に取り組むことができるようになる． 

E1:3 目的を言え，計画案を示すことができる。（計画を立案できる能力） 

E2:3 回路又はシステムの設計手順，手法を知っていて，設計できる。（設計できる能力） 

E3:3 設計どおりに組み立てる又は構築できる。（構築できる能力） 

E4:2 予測値と実測値を比較して，正常な動作かどうか検証できる。（問題点を見つけることができる能力） 

E5:2 問題点を理解し，助言を受けて，問題を解決できる。（問題点を解決できる能力） 

E6:3 作業状況に応じて計画を見直し，達成するまで粘り強く取り組むことができる。（取り組む姿勢）  
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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等

が，明確に定められているか。 

（観点に係る状況） 

本校では，設立時に定めた目的を学則に掲げ（資料１－１－①－１）校訓（資料１－１－①－２）

を教育理念として教育を行ってきたが，平成16年４月の専攻科設置にあたって時代にあったより具体

的な表現にするために検討を行った。 

平成17年１月に“本校の使命”，教育研究活動を実施する上での基本方針である“本校の目標”並

びに“教育目的：養成すべき人材像”を定め（資料１－１－①－３，４），更に教育目的を達成する

ためのより具体的な学習･教育目標，学習･教育目標を達成したとき身に付く学習成果，身に付けた学

習成果の水準を示す達成度基準を定めている（資料１－１－①－５）。 

 資料１－１－①－５に示すように，全角のＡ～Ｆの記号がふられたものが学習･教育目標を表し，

半角の A～F と数字がふられたものが学習成果，更に半角の A～F と数字の後にコロンと数字がふられ

たものが達成度基準を表している。達成度基準のコロンの後の数字は，学習成果 C1～C4 以外はその

数が大きくなるほど水準が高く設定されている。学習成果 C1～C4 の場合は，達成度基準はコロンの

後の数字に関係なく水準は同等である。 

平成18年12月に，準学士課程と専攻科課程の“学習･教育目標と卒業（修了）時に身に付ける学力

や資質･能力”を，資料１－１－①－６に示すように学習･教育目標，学習成果，達成度基準を基に定

めている（資料１－１－①－７，８）。“学習･教育目標と卒業（修了）時に身に付く学力や資質･能

力”と“学習･教育目標と学習成果並びに達成度基準”は，それぞれの各項目に付記された記号によ

って対応づけられている。達成度は一部同等のものもあるが多くは専攻科課程の方が準学士課程より

高く設定されている（資料１－１－①－９）。 

“学習･教育目標と学習成果並びに達成度基準”の記号は，シラバスの学習到達目標の横に併記さ

れ（資料１－１－①－10），各科目が“卒業（修了）時に身に付く学力や資質･能力”のどの能力を

身に付けさせるかを示すように工夫されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－１－①－１

詫間電波工業高等専門学校学則（抜粋） 

第 1 章 本校の目的 

第１条 本校は，教育基本法の精神にのっとり，及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授

し，職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

（出典 学生便覧 19 頁）

資料１－１－①－２

校訓 

志操高く，視野広く，身体たくましく，基礎学力を深め，創造能力を磨き，汝の使命の達成に命をかけて生きよ。 

（出典 学生便覧 19 頁）
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資料１－１－①－３

本校の使命 

１．創造性ある実践的な電子情報系技術者の育成 

２．地域における知の拠点としての社会貢献 

 

本校の目標 

１．高い創造性をもつ実践的で個性豊かな電子情報系技術者の国内最高水準の養成機関となることを目指す。 

２．地域における重要な電子情報系研究機関となることを目指す。 

３．地域における教育･文化の発展に中心的な役割を果たす機関となることを目指す。 

 

教育目的： 養成すべき人材像 

１．健全な心身を持ち，チャレンジ精神に富んだ，国際的に活躍できる技術者を育成する。 

２．自然の法則をよく知り，自然との調和を図り，人類の福祉に寄与できる技術者を育成する。 

３．広い視野を持ち，技術の発展に対応でき，社会にとって有益なシステムを構築できる技術者を育成する。 

（出典 学生便覧 巻頭）

資料１－１－①－４

 

(出典 本校グループウェア各委員会議事要旨)
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資料１－１－①－５

学習･教育目標，学習成果，達成度基準（１／４） 

 

Ａ：技術者としての責任を自覚し，人類の福祉に貢献できる倫理観を身に付ける.  ← ◎学習･教育目標 

 A1 技術者としての責任を果たす能力（技術者倫理規定）             ← ○学習成果 

  A1:1 安全で有用なものを作ることの大切さを知っている。            ← 達成度基準 

  A1:2 環境を保全しつつ地球資源を有効に活用することの大切さを理解している。  ← 達成度基準 

  A1:3 人間同士の相互了解を確認しあうことの大切さを知っている。        ← 達成度基準 

  A1:4 生命を尊重し，自他の幸福を願う姿勢が身についている。          ← 達成度基準 

 A2 人類の福祉に貢献できる能力（文化，社会及び歴史）             ← ○学習成果 

  A2:1 技術者は公衆に対して責任を負う立場にあることを知っている。       ← 達成度基準 

  A2:2 技術者は有用で安全な技術を提供しなければならないことを知っている。   ← 達成度基準 

  A2:3 技術の有用性とリスクを示すことができる。                ← 達成度基準 

  A2:4 公衆の安全を最優先する姿勢を身に付けている。              ← 達成度基準 

 A3 物事の良し悪しを根拠を示して判断できる能力                ← ○学習成果 

  A3:1 事例において，何が問題か説明できる。                  ← 達成度基準 

  A3:2 事例を通して，他者の体験をわがものとしている。             ← 達成度基準 

  A3:3 公衆の安全，福祉，健康及び環境保全を優先して判断できる。        ← 達成度基準 

  A3:4 判断を多様な価値観から評価できる。                   ← 達成度基準 

Ｂ：日本語及び英語で共同作業を良好に行うことができる. 

 B1 相手の意図を理解できる能力 

  B1:1 相手の発言を正しく理解しようという態度を持っている。 

  B1:2 発言の内容を文法や語彙の面から正しく聞き取り，理解できる。 

  B1:3 対話の状況と内容から，相手の意図を正しく理解できる。 

  B1:4 自分の理解を確認するために質問できる。 

 B2 自分の考えを相手に伝える能力 

  B2:1 自分の考えを相手に正しく伝えようという態度を持っている。 

  B2:2 自分の考えを文法や語彙の面から正しく相手に伝えることができる。 

  B2:3 自分の考えが相手に正しく伝わったことを確認できる。 

 B3 役割を分担し，相互に協力して作業できる能力 

  B3:1 作業の目的を知っている。 

  B3:2 自分の役割を理解できる。 

  B3:3 分担の作業を遂行できる。 

  B3:4 助け合いながらお互いの作業を進めることができる。 

Ｃ：情報機器を活用して情報収集や情報分析，文書作成，口頭発表ができるようになる． 

 C1 情報機器を活用して情報収集ができる能力 

   C1:1 Web 検索ができる。 

  C1:2 電子メール，ファイル転送ツールを使用できる。 

  C1:3 文献検索システムを使用できる。 
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資料１－１－①－５

学習･教育目標，学習成果，達成度基準（２／４） 

 

C1:4 情報の有用性を判断できる。 

C1:5 収集したデータを管理できる。 

C1:6 測定器からのデータを収集できる。 

C2 情報機器を活用して情報分析ができる能力 

  C2:1 表計算ができる。 

  C2:2 表，グラフの作成ができる。 

  C2:3 統計処理ができる。 

C3 情報機器を活用して文書作成ができる能力 

  C3:1 ワープロを用いて文書を作成できる。 

  C3:2 図表を含む文書を作成できる。 

  C3:3 数式を含む文書を作成できる。 

  C3:4 作図ツールを使って図を作成できる。 

  C3:5 HTML 文書を作成して情報を発信できる。 

C4 情報機器を活用して口頭発表ができる能力 

  C4:1 時間配分が適切である。 

  C4:2 理解しやすい構成になっている。 

  C4:3 聞き取りやすい話し方ができている。 

  C4:4 情報機器を使って発表できている。 

  C4:5 簡潔に表現できている。 

  C4:6 図表を適切に用いている。 

  C4:7 目的と成果を要約して説明できている。 

  C4:8 質問に適切に回答できている。 

Ｄ：技術者としての基礎知識を身につけ，高度な関連技術を修得し，広い視野を持って技術の発展に対応できる

ようになる． 

D1 数学，自然科学に関する知識 

  D1:1 基本的な法則や定理を知っている。（基本的な法則や定理と説明文の対応付けができる。） 

  D1:2 基本的な問題が解ける。（法則を適用できる。） 

  D1:3 基本的な法則や定理を説明できる。 

  D1:4 応用問題を解くことができる。 

  D1:5 専門分野に活用できる。 

  D1:6 得られた解の矛盾を指摘できる。 

D2 専門技術に関する知識 

  D2:1 専門用語や現象･仕組みを知っている。（専門用語や現象と説明文の対応付けができる。） 

  D2:2 基本的な問題が解ける。（法則を適用できる。） 

  D2:3 専門用語や現象･仕組みを説明できる。 

  D2:4 応用問題を解くことができる。 
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資料１－１－①－５

学習･教育目標，学習成果，達成度基準（３／４） 

 

D2:5 実践的な問題解決に応用できる。 

  D2:6 性能を評価できる。 

 D3 幅広い知識 

    D3:1 学んだ知識が整理できている。 

    D3:2 学んだ知識が応用されている分野を知っている。 

    D3:3 学んだ知識を他の分野に応用できる。 

    D3:4 技術が社会に与える影響を考察できる。 

    D3:5 科学以外の視点から考えることができる。 

D4 技術の変遷を予測できる能力 

   D4:1 技術の歴史を知っている。 

   D4:2 技術の現状を知っている。 

   D4:3 技術の発展について展望できる。 

D5 自ら学ぶ姿勢 

   D5:1 予習復習している。 

   D5:2 文献調査ができている。 

   D5:3 目標を立てて取り組めている。 

Ｅ：与えられた課題を達成する手段を設計し，粘り強く問題解決に取り組むことができるようになる． 

 E1 計画を立案できる能力 

   E1:1 目的を言える。（課題を理解している。） 

    E1:2 手順を示すことができる。 

    E1:3 計画案を示すことができる。 

    E1:4 必要に応じて計画を改善できる。 

 E2 回路またはシステムを設計できる能力 

    E2:1 回路又はシステムを設計するための基礎知識を持っている。 

    E2:2 設計手順，手法を知っている。 

    E2:3 設計できる。 

 E3 回路を組み立てることができる能力，またはシステムを構築できる能力 

    E3:1 回路の組み立て又はシステム構築のための基礎知識を持っている。 

    E3:2 回路を組み立てる又はシステムを構築する手順，方法を知っている。 

    E3:3 設計どおりに組み立てる又は構築できる。 

    E3:4 回路又はシステムを評価し，調整あるいは改良できる。 

 E4 回路またはシステムの問題点を見つけることができる能力 

    E4:1 回路又はシステムの正常な動作を知っている。 

    E4:2 正常な動作かどうか検証できる。（予測値と実測値を比較して検証できる。） 

    E4:3 回路又はシステムの動作チェックリストを作成できる。 

  E4:4 区分して回路又はシステムの問題点を見つけている。 
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資料１－１－①－５

学習･教育目標，学習成果，達成度基準（４／４） 

 

 E5 問題点を解決できる能力 

    E5:1 問題点を理解している。 

    E5:2 教師の助言を受けて，問題を解決できる。 

    E5:3 学生間で問題を解決できる。 

 E6 粘り強く取り組む姿勢 

    E6:1 興味を持って取り組んでいる。 

    E6:2 作業状況に応じて計画を見直している。（再製作，再構築，再設計） 

    E6:3 達成するまで粘り強く取り組んでいる。 

Ｆ：運動能力の維持向上に努め，規律正しい団体行動がとれるようになる。 

 F1 運動能力の維持向上に努める姿勢 

    F1:1 自分の運動能力を把握している。 

    F1:2 自分の運動能力の変化を把握している。 

    F1:3 自分の運動能力の維持向上に努めている。 

    F1:4 運動能力を維持向上させている。 

  F2 団体の規律を守る姿勢 

    F2:1 規定の服装を着用している。 

    F2:2 整列や移動が速やかに行える。 

    F2:3 人の話を集中して聞くことができる。 

    F2:4 礼儀正しく挨拶ができる。 

 F3 他の学生と協調しながら積極的にスポーツに取り組む姿勢 

    F3:1 他の学生と協調してスポーツに取り組める。 

    F3:2 各種スポーツのルールやシステムを理解している。 

    F3:3 団体競技において，チームにおける自分の役割を理解できる。 

    F3:4 団体競技において，その戦術を組み立てることができる。 

    F3:5 団体競技において，チームの中でリーダーシップを取ることができる。 

 

（出典 平成 18 年 2 月 24 日第 15 回教員会議資料  

シラバス作成用学習･教育目標･学習成果･達成度基準） 
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資料１－１－①－６

「卒業（修了）時に身に付ける学力と資質・能力」設定の流れ 

 

（出典 教務主事作成資料）
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資料１－１－①－７

準学士課程の学習･教育目標と卒業時に身に付けるべき学力や資質･能力 

 

Ａ：技術者としての責任を自覚し，人類の福祉に貢献できる倫理観を身に付ける. 

A1:3 製作物の安全性と有用性，環境保全と資源の有効利用，相互了解の確認の大切さを知っている。 

（技術者としての責任を果たす能力） 

A2:2 公衆に対する責任，有用で安全な技術の提供について知っている。（人類の福祉に貢献できる能力） 

A3:3 公衆の安全，福祉，健康及び環境保全を優先して判断できる。 

（物事の良し悪しを根拠を示して判断できる能力） 

Ｂ：日本語及び英語で共同作業を行うことができる. 

B1:2 発言の内容を文法や語彙の面から正しく聞き取り，理解できる。（相手の意図を理解できる能力） 

B2:2 自分の考えを文法や語彙の面から正しく相手に伝えることができる。（自分の考えを相手に伝える 

能力） 

B3:3 分担の作業を遂行できる。（姿勢） 

Ｃ：情報機器を活用して情報収集や情報分析，文書作成，口頭発表ができるようになる． 

C1 情報機器を活用して情報収集ができる。   

C2 情報機器を活用して情報分析ができる。 

C3 情報機器を活用して文書作成ができる。   

C4:7 適切な時間配分，理解し易い構成，聞き取り易い話し方，簡潔な表現，適切な図表の使用，目的と成果 

の要約，によって発表できる。（情報機器を活用して口頭発表ができる能力） 

Ｄ：技術者としての基礎知識を身につけ，関連技術を修得し，広い視野を持って技術の発展に対応できるように 

なる． 

D1:3 基本的な問題が解け，基本的な法則や定理を説明できる。（数学，自然科学に関する知識） 

D2:3 基本的な問題が解け，専門用語や現象･仕組みを説明できる。（専門技術に関する知識） 

D3:2 学んだ知識を整理できていて，学んだ知識が応用されている分野を知っている。（幅広い知識） 

D4:1 技術の歴史を知っている。（技術の変遷を予測できる能力） 

D5:2 予習復習でき，文献調査ができる。（自ら学ぶ姿勢） 

Ｅ：与えられた課題を達成する手法を学び，問題解決に取り組むことができるようになる． 

E1:2 目的を言え，手順を示すことができる。（計画を立案できる能力） 

E2:2 回路又はシステムの設計手順，手法を知っている。（回路又はシステムを設計できる能力） 

E3:3 設計どおりに組み立てる又は構築できる。（回路を又はシステムを構築できる能力） 

E4:2 予測値と実測値を比較して，正常な動作かどうか検証できる。（問題発見能力） 

E5:2 問題点を理解し，助言を受けて，問題を解決できる。（問題点解能力） 

E6:3 興味を持って取り組み，達成するまで粘り強く取り組むことができる。（取り組む姿勢） 

Ｆ：運動能力の維持向上に努め，規律正しい団体行動がとれるようになる。 

 F1 運動能力の維持向上に努める姿勢を身に付けている。 

F2 団体の規律を守る姿勢を身に付けている。 

 F3 他の学生と協調しながら積極的にスポーツに取り組む姿勢を身に付けている。 

（出典 学生便覧 巻頭）
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資料１－１－①－８

専攻科課程の学習･教育目標と修了時に身に付けるべき学力や資質･能力 

 

Ａ：技術者としての責任を自覚し，人類の福祉に貢献できる倫理観を身に付け，物事の良し悪しを根拠を示して 

判断できる. 

A1:4 製作物の安全性と有用性，環境保全と資源の有効利用，相互了解の確認の大切さを知って，生命を尊重

し自他の幸福を願う姿勢が身に付いている。（技術者としての責任を果たす能力） 

A2:4 公衆に対する責任，有用で安全な技術の提供について知り，有用性とリスクを知り，公衆の安全を最優

先する姿勢を身に付けている。（人類の福祉に貢献できる能力） 

A3:4 公衆の安全，福祉，健康及び環境保全を優先して判断でき，判断を多用な価値観から評価できる。 

（物事の良し悪しを根拠を示して判断できる能力） 

Ｂ：日本語及び英語で共同作業を良好に行うことができる. 

B1:3 対話の状況と内容から，相手の意図を正しく理解できる。（相手の意図を理解できる能力） 

B2:3 自分の考えが相手に正しく伝わったかを確認できる。（自分の考えを相手に伝える能力） 

B3:4 助け合いながらお互いの作業を進めることができる。 

Ｃ：情報機器を活用して情報収集や情報分析，文書作成，口頭発表ができるようになる． 

C1 情報機器を活用して情報収集ができる。   

C2 情報機器を活用して情報分析ができる。 

C3 情報機器を活用して文書作成ができる。 

C4:8 適切な時間配分，理解し易い構成，聞き取り易い話し方，簡潔な表現，適切な図表の使用，目的と成果 

の要約によって発表でき，質問に適切に回答できる。（情報機器を活用して口頭発表ができる能力） 

Ｄ：技術者としての幅広い基礎知識を身につけ，高度な関連技術を修得し，広い視野を持って技術の発展に対応 

でき，技術が社会に与える影響を考察できるようになる． 

D1:4 応用問題が解け，専門分野に応用できる。（数学，自然科学に関する知識） 

D2:4 応用問題が解け，実践的な問題解決に応用できる。（専門技術に関する知識） 

D3:3 学んだ知識を整理し，他の分野に応用できる。（幅広い知識） 

D4:3 技術の歴史を知り，技術の現状を知っている。（技術の変遷を予測できる能力） 

D5:3 予習復習と文献調査ができ，目標を立てて取り組むことができる。（自ら学ぶ姿勢） 

Ｅ：与えられた課題を達成する手段を設計し，粘り強く問題解決に取り組むことができるようになる． 

E1:4 目的を言え，計画案を示すことができ，必要に応じて計画を改善できる。（計画を立案できる能力） 

E2:3 回路又はシステムの設計手順，手法を知っていて，設計できる。（設計できる能力） 

E3:3 設計どおりに組み立てる又は構築できる。（構築できる能力） 

E4:3 動作チェックリストを作成でき，正常な動作かどうか検証できる。（問題発見能力） 

E5:2 問題点を理解し，助言を受けて，問題を解決できる。（問題解決能力） 

E6:3 作業状況に応じて計画を見直し，達成するまで粘り強く取り組むことができる。（取り組む姿勢） 

（出典 学生便覧 巻頭，専攻科学生便覧 ６頁）
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資料１－１－①－９

準学士課程と専攻科課程の達成度の違い（１／３） 

 

準学士課程卒業時の達成目
標水準
部会(2006.2.7)確認
A-Fを設定
教務委員会(2007.2.14)

専攻科課程修了時の達成目
標水準
部会(2006.2.7)確認
A-Eを設定
教務委員会(2007.2.14)

A 技術者としての責任を自覚し，人類の福祉に貢献できる倫理観を身に付ける.
準学士課程 専攻課程

A1 技術者としての責任を果たす能力（技術者倫理規定）

　　1) 安全で有用なものを作ることの大切さを知っている。（技術者の使命）

　　2) 環境を保全しつつ地球資源を有効に活用することの大切さを理解している。（環境）

　　3) 人間同士の相互了解を確認しあうことの大切さを知っている。（歴史，文化）

　　4) 生命を尊重し，自他の幸福を願う姿勢が身についている。（人倫）

A2 人類の福祉に貢献できる能力（文化，社会及びその歴史）

　　1) 技術者は公衆に対して責任を負う立場にあることを知っている。

　　2) 技術者は有用で安全な技術を提供しなければならないことを知っている。

　　3) 技術の有用性とリスクを示すことができる。

　　4) 公衆の安全を最優先する姿勢を身に付けている。

A3 物事の良し悪しを根拠を示して判断できる能力

　　1) 事例において，何が問題か説明できる。

　　2) 事例を通して，他者の体験をわがものとしている。

　　3) 公衆の安全，福祉，健康及び環境保全を優先して判断できる。

　　4) 判断を多様な価値観から評価できる。

B 日本語及び英語で共同作業を良好に行うことができる.
準学士課程 専攻課程

B1 相手の意図を理解できる能力

　　1) 相手の発言を正しく理解しようという態度を持っている。

　　2) 発言の内容を文法や語彙の面から正しく聞き取り，理解できる。

　　3) 対話の状況と内容から，相手の意図を正しく理解できる。

　　4) 自分の理解を確認するために質問できる。

B2 自分の考えを相手に伝える能力

　　1) 自分の考えを相手に正しく伝えようという態度を持っている。

　　2) 自分の考えを文法や語彙の面から正しく相手に伝えることができる。

　　3) 自分の考えが相手に正しく伝わったことを確認できる。

B3 役割を分担し，相互に協力して作業できる能力

　　1) 作業の目的を知っている。

　　2) 自分の役割を理解できる。

　　3) 分担の作業を遂行できる。

　　4) 助け合いながらお互いの作業を進めることができる。

　　5) 話し合って個々の役割を決めることができる。

C
情報機器を活用して情報収集や情報分析，文書作成，口頭発表ができるように
なる．

準学士課程 専攻課程

C1 情報機器を活用して情報収集ができる能力

　　1) Web検索ができる。

　　2) 電子メール，ファイル転送ツールを使用できる。

　　3) 文献検索システムを使用できる

　　4) 情報の有用性を判断できる。

　　5) 収集したデータを管理できる。

　　6) 測定器からのデータを収集できる。

1), 2), 3) であること。

1), 2) であること。

1), 2), 3) であること。

学習・教育目標（Learning Objectives），
　　　学習成果（Learning Outcome），
　　　　　　達成度基準（Performance Criteria/Measure)

日本語能力により， 1), 2)であ
ること。
英語能力により， 1), 2) である
こと。

日本語能力により， 1), 2) であ
ること。
英語能力により， 1), 2) である
こと。

日本語能力により， 1), 2), 3) で
あること。

1) ～ 6) のうち，2項目以上であ
ること。

1), 2), 3), 4) であること。

1), 2), 3), 4) であること。

1), 2), 3), 4) であること。

日本語能力により， 1), 2), 3)で
あること。
英語能力により， 1), 2), 3) であ
ること。

日本語能力により， 1), 2), 3) で
あること。
英語能力により， 1), 2), 3) であ
ること。

日本語能力により， 1), 2), 3),
4) であること。

1) ～ 6) のうち，3項目以上であ
ること。
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資料１－１－①－９

準学士課程と専攻科課程の達成度の違い（２／３） 

C2 情報機器を活用して情報分析ができる能力

　　1) 表計算ができる。

　　2) 表，グラフの作成ができる。

　　3) 統計処理ができる

C3 情報機器を活用して文書作成ができる能力

　　1) ワープロを用いて文書を作成できる。

　　2) 図表を含む文書を作成できる。

　　3) 数式を含む文書を作成できる。

　　4) 作図ツールを使って図を作成できる。

　　5) HTML文書を作成して情報を発信できる。

C4 情報機器を活用して口頭発表ができる能力

　　1) 時間配分が適切である。

　　2) 理解しやすい構成になっている。

　　3) 聞き取りやすい話し方ができている。

　　4) 情報機器を使って発表できている。

　　5) 簡潔に表現できている。

　　6) 図表を適切に用いている。

　　7) 目的と成果を要約して説明できている。

　　8) 質問に適切に回答できている。

D
技術者としての基礎知識を身につけ，高度な関連技術を修得し，広い視野を
持って技術の発展に対応できるようになる．

準学士課程 専攻課程

D1 数学，自然科学に関する知識

　　1) 基本的な法則や定理を知っている。
                    （基本的な法則や定理と説明文の対応付けができる。）

　　2) 基本的な問題が解ける。（法則を適用できる。）

　　3) 基本的な法則や定理を説明できる。

　　4) 応用問題を解くことができる。

　　5) 専門分野に活用できる。

　　6) 得られた解の矛盾を指摘できる。

D2 専門技術に関する知識

　　1) 専門用語や現象･仕組みを知っている。
                   （専門用語や現象と説明文の対応付けができる。）

　　2) 基本的な問題が解ける。（法則を適用できる。）

　　3) 専門用語や現象･仕組みを説明できる。

　　4) 応用問題を解くことができる。

　　5) 実践的な問題解決に応用できる。

　　6) 性能を評価できる。

D3 幅広い知識

   1) 学んだ知識が整理できている。

   2) 学んだ知識が応用されている分野を知っている。

   3) 学んだ知識を他の分野に応用できる。

   4) 技術が社会に与える影響を考察できる。

   5) 科学以外の視点から考えることができる。

D4 技術の変遷を予測できる能力

   1) 技術の歴史を知っている。

   2) 技術の現状を知っている。

   3) 技術の発展について展望できる。

D5 自ら学ぶ姿勢

   1) 予習復習している。

   2) 文献調査ができている。

   3) 目標を立てて取り組めている。

1) ～ 3) のうち，2項目以上であ
ること。

1) ～ 5) のうち，3項目以上であ
ること。

1), 2), 3), 4), 5), 6), 7) であるこ
と。

1), 2), 3) であること。

1), 2), 3) であること。

1) , 2)

1) であること。

1), 2) であること。

1) ～ 3) のうち，2項目以上であ
ること。

1) ～ 5) のうち，4項目以上であ
ること。

1), 2), 3), 4), 5), 6), 7), 8) である
こと。

1), 2), 3), 4)であること。

1), 2), 3), 4) であること。

1), 2),  3) であること。

1), 2) であること。

1), 2), 3)であること。
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資料１－１－①－９

準学士課程と専攻科課程の達成度の違い（３／３） 

 

E
与えられた課題を達成する手段を設計し，粘り強く問題解決に取り組むことが
できるようになる．

準学士課程 専攻課程

E1 計画を立案できる能力

   1) 目的を言える。（課題を理解している。）

   2) 手順を示すことができる。

   3) 計画案を示すことができる。

   4) 必要に応じて計画を改善できる。

E2 回路又はシステムを設計できる能力

   1) 回路又はシステムを設計するための基礎知識を持っている。

   2) 設計手順，手法を知っている。

   3) 設計できる。

E3 回路を組み立てることができる能力，又はシステムを構築できる能力

   1) 回路の組み立て又はシステム構築のための基礎知識を持っている。
                    （回路部品や記述言語などの知識）

   2) 回路を組み立てる又はシステムを構築する手順，方法を知っている。

   3) 設計どおりに組み立てる又は構築できる。

   4) 回路又はシステムを評価し，調整あるいは改良できる。

E4 回路又はシステムの問題点を見つけることができる能力

   1) 回路又はシステムの正常な動作を知っている。

   2) 正常な動作かどうか検証できる。（予測値と実測値を比較して検証できる。）

   3) 回路又はシステムの動作チェックリストを作成できる。

   4) 区分して回路又はシステムの問題点を見つけている。

E5 問題点を解決できる能力

   1) 問題点を理解している。

   2) 教師の助言を受けて，問題を解決できる。

   3) 学生間で問題を解決できる。

E6 粘り強く取り組む姿勢

   1) 興味を持って取り組んでいる。

   2) 作業状況に応じて計画を見直している。（再製作，再構築，再設計）

   3) 達成するまで粘り強く取り組んでいる。

Ｆ 運動能力の維持向上に努め，規律正しい団体行動がとれるようになる。

準学士課程 専攻課程

F1 運動能力の維持向上に努める姿勢

   1) 自分の運動能力を把握している。

   2) 自分の運動能力の変化を把握している。

   3) 自分の運動能力の維持向上に努めている。

   4) 運動能力を維持向上させている。

F2 団体の規律を守る姿勢

   1) 規定の服装を着用している。

   2) 整列や移動が速やかに行える。

   3) 人の話を集中して聞くことができる。

   4) 礼儀正しく挨拶ができる。

F3 他の学生と協調しながら積極的にスポーツに取り組む姿勢

   1) 他の学生と協調してスポーツに取り組める。

   2) 各種スポーツのルールやシステムを理解している。

   3) 団体競技において，チームにおける自分の役割を理解できる。

   4) 団体競技において，その戦術を組み立てることができる。

   5) 団体競技において，チームの中でリーダーシップを取ることができる。

1), 2) であること。

1), 2) であること。

1), 2) であること。

1), 2), 3) であること。

1), 2) であること。

1), 2), 3) であること。

1), 2) であること。

1), 2), 3) , 4)であること。

1), 2), 3) であること。

1), 2), 3)であること。

1), 2), 3) であること。

1), 2), 3) であること。

1), 2)であること。

設定しない

1), 2) であること。

1), 2), 3) であること。

設定しない

設定しない

 

（出典 平成 19 年 2 月 14 日第 12 回教務委員会資料）
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資料１－１－①－10

シラバスの例：通信工学Ⅱのシラバス 

（出典 本校ホームページ 

http://www.takuma-ct.ac.jp/gakusei/syllabus/2006/pdf/T/06T05_30632.pdf） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校は，「電子情報系技術者の育成」と「地域における社会貢献」を“使命”として掲げ，教育研

究活動を実施する上での基本方針として教育面においては「高い創造性をもつ実践的で個性豊かな電

子情報系技術者の養成機関となること」研究面においては「地域における重要な電子情報系研究機関

となること」を“本校の目標”として示し，育成する技術者の人材像を “教育目的”として「健全

な心身を持ち，チャレンジ精神に富んだ，国際的に活躍できる技術者を育成する。」「自然の法則を

よく知り，自然との調和を図り，人類の福祉に寄与できる技術者を育成する。」「広い視野を持ち，

技術の発展に対応でき，社会にとって有益なシステムを構築できる技術者を育成する。」と明確に定

めている。 

その教育目的を達成するための学習・教育目標，それを達成したときに身に付く学習成果とその達

成度が表にして明確に定められている。その表を基にして，準学士課程と専攻科課程の卒業（修了）

時に身に付ける学力や資質･能力が明確に定められている（資料１－１－①－６）。 

以上のことから，高等専門学校の目的が明確に定められているといえる。 

 

 

 

観点１－１－②： 目的が，学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求められ

る目的から，はずれるものでないか。 

（観点に係る状況）  

 本校は使命に「創造性ある実践的な電子情報系技術者の育成」を掲げ，電子情報系の技術者を育成

することを目的としている。育成する技術者の人材像を定めた教育目的「１．健全な心身を持ち，チ

ャレンジ精神に富んだ，国際的に活躍できる技術者を育成する。２．自然の法則をよく知り，自然と

の調和を図り，人類の福祉に寄与できる技術者を育成する。３．広い視野を持ち，技術の発展に対応

でき，社会にとって有益なシステムを構築できる技術者を育成する。」を定めている。教育目的を達

成するために定めた具体的な学習･教育目標が教授する専門の学芸を表し，学習・教育目標を達成し

たときに得られる学習成果が育成する職業に必要な能力を表している。以上のことから，本校の目的

は高等専門学校一般に求められる目的からはずれるものではない（資料１－１－②－１）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

使命に「創造性ある実践的な電子情報系技術者の育成」を掲げ，育成する技術者の人材像を教育目

的として定めている。その教育目的を達成するために定められた学習･教育目標は，深く専門の学芸

を教授することを示している。またその学習･教育目標の達成によって培われる学習成果には，電子

情報系技術者として必要な能力や姿勢が明記されている。学習･教育目標と学習成果は学校教育法第

70条の２に規定された「高等専門学校は，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成す

る。」に合致しており，本校の使命と教育目的は高等専門学校一般に求められる目的からはずれるも

のではない。 
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資料１－１－②－１

 

学校教育法第 70 条の２に規定された目的と本校の教育目的，学習･教育目標，学習成果の関連 

「職業に必要な能力」に対応

A
技術者としての責任を自覚し，人類の福祉に貢献できる倫
理観を身に付ける.

A1 技術者としての責任を果たす能力

A2 人類の福祉に貢献できる能力

A3 物事の良し悪しを根拠を示して判断できる能力

B 日本語及び英語で共同作業を良好に行うことができる. B1 相手の意図を理解できる能力

B2 自分の考えを相手に伝える能力

B3 役割を分担し，相互に協力して作業できる能力

C
情報機器を活用して情報収集や情報分析，文書作成，口
頭発表ができるようになる．

C1 情報機器を活用して情報収集ができる能力

C2 情報機器を活用して情報分析ができる能力

C3 情報機器を活用して文書作成ができる能力

C4 情報機器を活用して口頭発表ができる能力

D
技術者としての基礎知識を身につけ，高度な関連技術を修
得し，広い視野を持って技術の発展に対応できるようにな
る．

D1 数学，自然科学に関する知識 D4 技術の変遷を予測できる能力

D2 専門技術に関する知識 D5 自ら学ぶ姿勢

D3 幅広い知識

Ｅ
与えられた課題を達成する手段を設計し，粘り強く問題解決
に取り組むことができるようになる．

E1 計画を立案できる能力

E2 回路又はシステムを設計できる能力

E3 回路を組み立てることができる能力，又はシステ
　　ムを構築できる能力

E4 回路又はシステムの問題点を見つけることができ
　　る能力

E5 問題点を解決できる能力

E6 粘り強く取り組む姿勢

Ｆ 運動能力の維持向上に努め，規律正しい団体行動がとれる
ようになる。

F1 運動能力の維持向上に努める姿勢

F2 団体の規律を守る姿勢

F3 他の学生と協調しながら積極的にスポーツに取り
　　組む姿勢

健全な心身を持ち，チャレンジ精神に富んだ，国際
的に活躍できる
自然との調和を図り，人類の福祉に貢献できる
広い視野を持ち，技術の発展に対応でき，社会に
とって有益なシステムを構築できる

学
習
･
教
育
目
標
，
学
習
成
果

「深く学芸を教授しに対応」に対応

教
育
目
的

　自然の法則をよく知り，

（出典 平成 17 年 1 月 20 日第 10 回企画運営委員会資料）
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観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

（観点に係る状況）  

 学校の目的，校訓，養成すべき人材像（教育目的）は，学生便覧，学校要覧に記載して周知してい

る。また，準学士課程の学習･教育目標と卒業時に身に付く学力や資質･能力は学生便覧に，専攻科課

程の学習･教育目標と修了時に身に付く学力や資質･能力は専攻科の学生便覧に掲載され，年度始めに

学生及び教員に配布されている。学校要覧は，６月中旬に，教職員に配布される（資料１－２－①－

１）。 

 校内の案内掲示板の裏面に，本校の使命と養成すべき人材像を掲載し，歩行者の目に留まるように

している（資料１－２－①－２）。 

 シラバスの学習到達目標の横に対応する学習成果の記号が記入されている（資料１－１－①－10）。

教科毎に，年度始めにシラバスを用いて教科の学習目標，学習内容，評価方法などを説明する。その

際に，学習到達目標と学習･教育目標，学習成果，達成度基準との関係を説明し，卒業（修了）時に

身に付く学力や資質･能力についても説明して，その教科ではどの能力を養成するかを説明している。 

学校の使命，養成すべき人材像（教育目的），準学士課程と専攻科課程の学習･教育目標と卒業

（修了）時に身に付く学力や資質･能力の認知度については，アンケート調査を行っている（資料１

－２－①－３～６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－２－①－１

 

（出典 学校要覧 １頁）
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資料１－２－①－２

校内の案内掲示板の裏面に掲載された本校の使命と教育目的 

 

 

 

（出典 校内の案内掲示板の裏面）
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資料１－２－①－３

学校の使命の認知度アンケート調査結果 

学生が本校の使命を知っている割合

7%

33%

32%

28%

よく知っている

ある程度知っている

あまり知らない

まったく知らない

 

常勤教職員が本校の使命を知っている割合

38%

56%

6% 0%

よく知っている

ある程度知っている

あまり知らない

まったく知らない

 

非常勤講師が本校の使命を知っている割合

60%

40%

0%

0%

よく知っている

ある程度知っている

あまり知らない

まったく知らない

 

（出典 平成 19 年 4 月 19 日第 1 回点検評価委員会資料） 



詫間電波工業高等専門学校 基準１ 

- 22 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－２－①－４

養成すべき人材像（教育目的）の認知度アンケート調査結果 

学生が本校の教育目的を知っている割合

7%

39%

32%

22%

よく知っている

ある程度知っている

あまり知らない

まったく知らない

 

常勤職員が教育目的を知っている割合

32%

59%

8% 1%

よく知っている

ある程度知っている

あまり知らない

まったく知らない

 

非常勤講師が本校の教育目的を知っている割合

58%

42%

0%

0%

よく知っている

ある程度知っている

あまり知らない

まったく知らない

 

（出典 平成 19 年 4 月 19 日第 1 回点検評価委員会資料） 
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資料１－２－①－５

準学士課程の卒業時に身に付けている学力や資質･能力の認知度アンケート調査結果 

学生が準学士課程を卒業するときに身につける学力や資質･
能力を知っている割合

6%

27%

43%

24%

よく知っている

ある程度知っている

あまり知らない

まったく知らない

 

常勤職員が準学士課程を卒業するときに身に付ける学力や
資質･能力を知っている割合

20%

60%

17%
3%

よく知っている

ある程度知っている

あまり知らない

まったく知らない

 

非常勤講師が準学士課程を卒業するときに身に付ける学力
や資質･能力について知っている割合

66%

30%

4% 0%

よく知っている

ある程度知っている

あまり知らない

まったく知らない

 

（出典 平成 19 年 4 月 19 日第 1 回点検評価委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 年度始めに，教員と学生全員に，学校の目的，校訓，学校の使命，養成すべき人材像（教育目的），

準学士課程と専攻科課程の学習･教育目標と卒業（修了）時に身に付く学力や資質･能力を記載した学

生便覧を配布して周知している。教員は，シラバスの作成時に，シラバスの学習到達目標の横に対応

する“学習･教育目標，学習成果，達成度の記号”を記載する。この作業を通して，教員は，教育目

的，学習･教育目標と学習成果を確認する。学生は，学習到達目標の横に付記された学習成果の記号

がどのような能力を表しているか学生便覧に記載された学習･教育目標と学習成果の一覧表で確認し

資料１－２－①－６

専攻科の教育目的の認知度アンケート調査結果 

常勤教職員が専攻科の教育目的について知っている割合

66%

30%

4% 0%

よく知っている

ある程度知っている

あまり知らない

まったく知らない

 

 

専攻科課程の修了時に身に付けている学力や資質･能力の認知度アンケート調査結果 

常勤教職員が専攻科を修了したときに身に付けている学力
や資質･能力について知っている割合

28%

58%

13% 1%

よく知っている

ある程度知っている

あまり知らない

まったく知らない

 

                   

（出典 平成 19 年 4 月 19 日第 1 回点検評価委員会資料）
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ている。年度の最初の授業でシラバスの説明が行われ，教育目的，学習･教育目標，学習成果が確認

されるので周知されているといえる。職員については，学校要覧の配布で周知を図っている。新入生

のガイダンスや新任教職員の研修会でも説明がなされ，周知されている。 

学校の使命，養成すべき人材像（教育目的），準学士課程と専攻科課程の学習･教育目標と卒業

（修了）時に身に付く学力や資質･能力の認知度については，平成 18 年度２月上旬に行ったアンケー

ト調査結果から，教職員の認知度は高いが学生の認知度は低いといえる（資料１－２－①－３～６）。 

 

 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

（観点に係る状況）  

 学校の目的，校訓，養成すべき人材像（教育目的），学習･教育目標と学習成果を学校要覧に記載

し，来校者や中学校，企業に配布して公表している（資料１－２－②－１）。学生募集要項入学案内

にも記載し，志願者中学生，高校からの編入学志願者，専攻科志望学生に配布して公表している（資

料１－２－②－２）。また，本校のウェブサイトへの掲載によって，広く社会に公表している（資料

１－２－②－３）。 

体験入学や入学者募集説明会では，参加中学生や中学校教諭に対してはスライドと学校要覧を用い

て，本校の使命，養成すべき人材像（教育目的）について説明している（資料１－２－②－4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－２－②－１

学校要覧の配布先 

 

                            （出典 総務課，学生課） 
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資料１－２－②－２

学生募集要項入学案内の配布先 

 

○ 平成 1９年度学生募集要項入学案内配布先 

   本校での体験入学･オープンキャンパス参加者     280 部 

   高松での体験入学･オープンキャンパス参加者     20 部 

   入学者募集説明会         40 部 

   中学校訪問        1,005 部 

香川県西部（130），香川県中部（290）， 

高松･香川県東部（200）， 

徳島（180），愛媛（95），岡山（110） 

 

   中学校へ送付         622 部 

香川県西部（13），香川県中部（29）， 

高松･香川県東部（４0）， 

徳島（83），愛媛（133），高知（93）， 

岡山（155），他県（16），各高専（54）， 

教育委員会等（6） 

 

   中学生･保護者訪問        50 部 

   中学校からの請求         60 部 

   進学塾･個人請求         15 部 

   電波祭(学園祭)         28 部 

   残り          380 部 

計 2,500 部 

 

○ 平成 18 年度編入学生募集要項配布先 

香川県西部（6），香川県中部（16），高松･香川県東部（23）， 

徳島県（12），愛媛県（8），高知県（5），岡山県（10）， 

広島県（7），山口県（12），島根県（4），鳥取県（5）， 

京都府（3），滋賀県（4），大阪府（18），兵庫県（9）， 

和歌山県（4），三重県（7），奈良県（3），熊本県（14） 

の工業高校並びに普通高校 

各高専（23），高専機構（2）     計 195 部 

 

○ 平成 18 年度専攻科学生募集要項入学案内配布先 

  各高専（29），四国地区企業（21） 

準学士課程の学生（38）     計  88 部 

（出典 学生課入試係） 
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資料１－２－②－３

（出典 本校ホームページ H18.12.22 現在）
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（分析結果とその根拠理由）  

 学校の目的，校訓，使命，養成すべき人材像（教育目的），学習･教育目標と学習成果を記載した

学校要覧が，関係機関，編入先等の大学，体験入学参加中学生，入学者募集説明会参加中学校教諭，

入学募集中学校訪問，求人に来られた企業関係者，本校教職員が訪問した企業等へ平成18年度は

1,847冊を配布して公表している。体験入学や入学者募集説明会において，参加中学生や中学校教諭

に対してはスライドと学校要覧を用いて，本校の使命，養成すべき人材像（教育目的）について説明

がなされている（資料１－２－②－４）。 

 学校の使命，養成すべき人材像（教育目的）を記載した学生募集要項入学案内は中学校訪問時に持

参或いは送付，体験入学･オープンキャンパス参加者や入学者募集説明会参加中学校教諭に配布する

などして，平成18年度は2,120冊を配布して公表している。 

 また，本校のウェブサイトにも掲載されており，本校の目的は社会に広く公表されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－２－②－４

入学者募集説明会でのスライド 

（出典 入学者募集説明会スライド）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

使命，養成すべき人材像（教育目的）が定められ，教育目的を達成するためにより具体的な“学

習･教育目標と学習成果並びに達成度基準”が明確に定められている。準学士課程と専攻科課程の学

習･教育目標と卒業（修了）時に身に付く学力や資質･能力は，この“学習･教育目標と学習成果並び

に達成度基準”に対応して定められている。また，各教科のシラバスに記載された学習到達目標は

“学習･教育目標と学習成果並びに達成度基準”と対応づけられているので，どの教科でどの学力や

資質･能力を培うのかが明らかになっている。“学習･教育目標と学習成果並びに達成度基準”は，教

育研究活動を実施する上での指針となっている。 

 

（改善を要する点）  

 本校の使命，養成すべき人材像（教育目的），準学士課程の学習･教育目標と卒業時に身に付く学

力や資質･能力について学生の認知度が低い点。 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

本校は，「創造性ある実践的な電子情報系技術者の育成」と「地域における知の拠点としての社会

貢献」を使命として掲げ，育成する技術者の人材像を教育目的として明確に定めている。その教育目

的を達成するための学習･教育目標と，学習･教育目標を達成したときに身に付く学習成果とその達成

度基準が表にして明確に定められている。その表を基にして，準学士課程と専攻科課程毎に“卒業

（修了）時に身に付ける学力や資質･能力”がそれぞれ明確に定められている。 

教育目的を達成するために定められた学習･教育目標は深く専門の学芸を教授することを示してお

り，またその学習･教育目標の達成によって培われる学習成果には電子情報系技術者として必要な学

力や資質･能力が明記されている。このことから，本校の教育目的は，学校教育法第70条の２に規定

された「高等専門学校は，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成する」という目的に合

致しており，高等専門学校一般に求められる目的からはずれるものではない。 

 “本校の使命”，“教育目的：養成すべき人材像”は学生便覧，学校要覧に記載され，“卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質･能力”と“学習･教育目標，学習成果，達成度基準”は学生便覧に記

載され周知されている。学生便覧は年度始めに学生及び教員に配布され，学校要覧は６月上旬に教職

員に配布される。また，校内の案内掲示板の裏面に，“本校の使命”と”教育目的：養成すべき人材

像”を掲載し，歩行者の目に留まるようにしている。 

 教員は，シラバスの学習到達目標の横に対応する学習･教育目標，学習成果，達成度基準の記号を

記載する。この作業を通して，教員は教育目的，学習･教育目標と学習成果を確認する。学生は，学

習到達目標の横に付記された記号がどのような能力を表しているか，学生便覧に記載された学習･教

育目標，学習成果，達成度基準の表で確認している。年度の最初の授業でシラバスの説明が行われ，

教育目的，学習･教育目標，学習成果が確認されるので周知されているといえる。本校の使命，教育

目的，学習･教育目標は，新入生のガイダンスや新任教職員の研修会でも説明がなされ，周知されて

いる。 

 本校の目的は，ウェブページ，学校要覧や学生募集要項に掲載し，体験入学や中学校訪問時の説明

及び学校要覧や学生募集要項の学外配布によって社会に広く公表されている。 
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基準２ 教育組織（実施体制） 

（１）観点ごとの分析 

観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

電子情報系技術者の育成を使命とする本校は，情報通信工学科，電子工学科，電子制御工学科，情

報工学科の４学科で構成され（資料２－１－①－１），各学科の定員は40名である（資料２－１－①

－２）。本校の教育目的を基に各学科の教育目的が定められ（資料２－１－①－３），各学科の教育

内容が明示されている（資料２－１－①－４）。各学科の教育目的を達成するために教育課程がそれ

ぞれ定められている（資料２－１－①－５）。 

「準学士課程卒業時に身に付ける学力と資質･能力」は，本校の教育目的（養成すべき人材像）を

基に定められ（資料２－１－①－６），各学科の教育目的は，専門分野における「準学士課程卒業時

に身に付ける学力と資質・能力」に対応して定められている（資料２－１－①－７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－１－①－１

 

（出典 学校要覧 ５頁）
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資料２－１－①－２

各学科，各専攻の定員と現員 

（出典 学校要覧 30 頁）
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資料２－１－①－３

専門４学科の教育目的 

 

情報通信工学科 

１．コンピュータ，ネットワーク，エレクトロニクスの知識を基盤とした情報通信分野の技術者を養成する。 

２．無線・有線通信に関する資格を取得すると共に，技術の変化に対応できる技術者を養成する。 

３．既成概念にとらわれず，工学技術の創意工夫と向上に努力し，共同作業ができる技術者を養成する。 

４．情報機器を用い，情報収集，文書作成および発表ができる技術者を養成する。 

 

電子工学科 

１．回路，通信，計算機，デバイスの専門技術に関する基礎知識を持つ技術者を養成する。 

２．広い視野を持ち，設計，製作，問題発見，問題解決ができる技術者を養成する。 

３．計画を立案し，継続して課題に取り組むことができる技術者を養成する。 

４．物事を論理的に考え，文章や口頭で発表できる技術者を養成する。 

 

電子制御工学科 

１． 創造力にあふれた実践的電子制御技術者を養成する。 

２． 新しい技術に対応できる柔軟性を有する実践的電子制御技術者を養成する。 

３． コミュニケーション能力･プレゼンテーション能力を有する技術者を養成する。 

４． 自ら学習する姿勢を涵養する。 

 

情報工学科 

１． コンピュータの基礎から応用まで体系的に理解させ，コンピュータを活用できる技術者を養成する。 

２． 広い視野を持ち，社会の要求する情報システムを設計・構築できる技術者を養成する。 

３． 主体的に問題を提起し，継続して課題に取り組み，解決できる技術者を養成する。 

４． 文章能力，コミュニケーション能力，プレゼンテーション能力を有する技術者を養成する。 

 

（出典 平成 17 年度運営懇話会報告書 24，27，30，33 頁

並びに 平成 18 年 8 月 18 日第７回入学試験委員会資料） 
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資料２－１－①－４

専門４学科の教育内容（１／２） 

 

 

（出典 学校要覧 14，16 頁）
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資料２－１－①－４

専門４学科の教育内容（２／２） 

 

 

 （出典 学校要覧 18，20 頁）
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資料２－１－①－５

一般教科の教育課程（１／５） 
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資料２－１－①－５

情報通信工学科の教育課程（２／５） 
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資料２－１－①－５

電子工学科の教育課程（３／５） 
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資料２－１－①－５

電子制御工学科の教育課程（４／５） 
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資料２－１－①－５

情報工学科の教育課程（５／５） 

 

（出典 学生便覧 30,42～45 頁）
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資料２－１－①－６

教育目的：養成
すべき技術者像 準学士課程の卒業時に身に付ける学力や資質･能力

A1:3　製作物の安全性と有用性，環境保全と資源の有効利用，相互了解の確認の大切さを知っている。（技
術者としての責任を果たす能力）

A2:2　公衆に対する責任，有用で安全な技術の提供について知っている。（人類の福祉に貢献できる能力）

A3:3　公衆の安全，福祉，健康及び環境保全を優先して判断できる。（物事の良し悪しを根拠を示して判断
できる能力）
F1　運動能力の維持向上に努める姿勢を身に付けている。

F2　団体の規律を守る姿勢を身に付けている。

F3　他の学生と協調しながら積極的にスポーツに取り組む姿勢を身に付けている。

D3:3　学んだ知識を整理し，応用されている分野を知り，他の分野に応用できる。（幅広い知識）

D4:1　技術の歴史を知っている。（技術の変遷を予測できる能力）

D5:2　予習復習でき，文献調査ができる。（自ら学ぶ姿勢）

E6:3　興味を持って取り組み，達成するまで粘り強く取り組むことができる。（粘り強く取り組む姿勢）

B1:2　発言の内容を文法や語彙の面から正しく聞き取り，理解できる。

B2:2　自分の考えを文法や語彙の面から正しく相手に伝えることができる。

B3:3　役割を分担し，相互に協力して作業できる。

C1　情報機器を活用して情報収集ができる。

C2　情報機器を活用して情報分析ができる。

C3　情報機器を活用して文書作成ができる。

C4:7　適切な時間配分，理解し易い構成，聞き取り易い話し方，簡潔な表現，適切な図表の使用，目的と成
果の要約，によって発表できる。（情報機器を活用して口頭発表ができる能力）
D1:3　基本的な問題が解け，基本的な法則や定理を説明できる。（数学，自然科学に関する知識）

D2:3　基本的な問題が解け，専門用語や現象･仕組みを説明できる。（専門技術に関する知識）

A1　製作物の安全性と有用性，環境保全と資源の有効利用，相互了解の確認の大切さを知っている。（技術
者としての責任を果たす能力）
A3　公衆の安全，福祉，健康及び環境保全を優先して判断できる。（物事の良し悪しを根拠を示して判断で
きる能力）

人類の福祉に寄
与できる(技術者
を育成する。）

A2　公衆に対する責任，有用で安全な技術の提供について知っている。（人類の福祉に貢献できる能力）

C1　情報機器を活用して情報収集ができる。

C2　情報機器を活用して情報分析ができる。

D3:3　学んだ知識を整理し，応用されている分野を知り，他の分野に応用できる。（幅広い知識）

D4:1　技術の歴史を知っている。（技術の変遷を予測できる能力）

D5:2　予習復習でき，文献調査ができる。（自ら学ぶ姿勢）

C1　情報機器を活用して情報収集ができる。

C2　情報機器を活用して情報分析ができる。

D1:3　基本的な問題が解け，基本的な法則や定理を説明できる。（数学，自然科学に関する知識）

D2:3　基本的な問題が解け，専門用語や現象･仕組みを説明できる。（専門技術に関する知識）

D3:3　学んだ知識を整理し，応用されている分野を知り，他の分野に応用できる。（幅広い知識）

D4:1　技術の歴史を知っている。（技術の変遷を予測できる能力）

D5:2　予習復習でき，文献調査ができる。（自ら学ぶ姿勢）

C1　情報機器を活用して情報収集ができる。

C2　情報機器を活用して情報分析ができる。

C3　情報機器を活用して文書作成ができる。

C4:7　適切な時間配分，理解し易い構成，聞き取り易い話し方，簡潔な表現，適切な図表の使用，目的と成
果の要約，によって発表できる。（情報機器を活用して口頭発表ができる能力）
E1:2　目的を言え，手順を示すことができる。（計画を立案できる能力）

E2:2　回路又はシステムの設計手順，手法を知っている。（回路又はシステムを設計できる能力）

E3:3　設計どおりに組み立てる又は構築できる。（回路を又はシステムを構築できる能力）

E4:2　正常な動作かどうか検証できる。（回路又はシステムの問題点を見つけることができる能力）

E5:2　問題点を理解し，助言を受けて，問題を解決できる。（問題点を解決できる能力）

E6:3　興味を持って取り組み，達成するまで粘り強く取り組むことができる。（粘り強く取り組む姿勢）

社会にとって有
益なシステムを
構築できる(技術
者を育成す
る。）

技術の発展に対
応でき

国際的に活躍で
きる(技術者を育
成する。）

広い視野を持ち

自然との調和を
図り

学校の教育目的と準学士課程卒業時に身に付ける学力と資質･能力との対応関係

自然の法則をよ
く知り

健全な心身を持
ち

チャレンジ精神
に富んだ

（出典 平成 18 年 8 月 18 日第 7 回入学試験委員会資料）
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資料２－１－①－７

学科の教育目的と学校が掲げた教育の目的との対応関係（１／２） 

情報通信工学科
の教育目的 準学士課程の卒業時に身に付ける学力や資質･能力

D1:3　基本的な問題が解け，基本的な法則や定理を説明できる。（数学，自然科学に関する知識）

D2:3　基本的な問題が解け，専門用語や現象･仕組みを説明できる。（専門技術に関する知識）

D3:2　学んだ知識を整理し，学んだ知識が応用されている分野を知っている。（幅広い知識）

D4:1　技術の歴史を知っている。（技術の変遷を予測できる能力）

D5:2　予習復習でき，文献調査ができる。（自ら学ぶ姿勢）

D1:3　基本的な問題が解け，基本的な法則や定理を説明できる。（数学，自然科学に関する知識）

D2:3　基本的な問題が解け，専門用語や現象･仕組みを説明できる。（専門技術に関する知識）

D3:2　学んだ知識を整理し，学んだ知識が応用されている分野を知っている。（幅広い知識）

D4:1　技術の歴史を知っている。（技術の変遷を予測できる能力）

D5:2　予習復習でき，文献調査ができる。（自ら学ぶ姿勢）

B1:2　発言の内容を文法や語彙の面から正しく聞き取り，理解できる。

B2:2　自分の考えを文法や語彙の面から正しく相手に伝えることができる。

B3:3　役割を分担し，相互に協力して作業できる。

E1:2　目的を言え，手順を示すことができる。（計画を立案できる能力）

E2:2　回路又はシステムの設計手順，手法を知っている。（回路又はシステムを設計できる能力）

E3:3　設計どおりに組み立てる又は構築できる。（回路を又はシステムを構築できる能力）

E4:2　正常な動作かどうか検証できる。（回路又はシステムの問題点を見つけることができる能力）

E5:2　問題点を理解し，助言を受けて，問題を解決できる。（問題点を解決できる能力）

E6:3　興味を持って取り組み，達成するまで粘り強く取り組むことができる。（粘り強く取り組む姿勢）

C1　情報機器を活用して情報収集ができる。

C2　情報機器を活用して情報分析ができる。

C3　情報機器を活用して文書作成ができる。

C4:7　適切な時間配分，理解し易い構成，聞き取り易い話し方，簡潔な表現，適切な図表の使用，目的と
成果の要約，によって発表できる。（情報機器を活用して口頭発表ができる能力）

A1:3,A2:2,A3:3並びにF1,F2,F3は一般教科で培う。

電子工学科の教
育目的 準学士課程の卒業時に身に付ける学力や資質･能力

D1:3　基本的な問題が解け，基本的な法則や定理を説明できる。（数学，自然科学に関する知識）

D2:3　基本的な問題が解け，専門用語や現象･仕組みを説明できる。（専門技術に関する知識）

D3:2　学んだ知識を整理し，学んだ知識が応用されている分野を知っている。（幅広い知識）

D4:1　技術の歴史を知っている。（技術の変遷を予測できる能力）

D5:2　予習復習でき，文献調査ができる。（自ら学ぶ姿勢）

B1:2　発言の内容を文法や語彙の面から正しく聞き取り，理解できる。

B2:2　自分の考えを文法や語彙の面から正しく相手に伝えることができる。

B3:3　役割を分担し，相互に協力して作業できる。

D3:2　学んだ知識を整理し，学んだ知識が応用されている分野を知っている。（幅広い知識）

E2:2　回路又はシステムの設計手順，手法を知っている。（回路又はシステムを設計できる能力）

E3:3　設計どおりに組み立てる又は構築できる。（回路を又はシステムを構築できる能力）

E4:2　正常な動作かどうか検証できる。（回路又はシステムの問題点を見つけることができる能力）

E5:2　問題点を理解し，助言を受けて，問題を解決できる。（問題点を解決できる能力）

E1:2　目的を言え，手順を示すことができる。（計画を立案できる能力）
E6:3　興味を持って取り組み，達成するまで粘り強く取り組むことができる。（粘り強く取り組む姿勢）

C1　情報機器を活用して情報収集ができる。

C2　情報機器を活用して情報分析ができる。

C3　情報機器を活用して文書作成ができる。
C4:7　適切な時間配分，理解し易い構成，聞き取り易い話し方，簡潔な表現，適切な図表の使用，目的と
成果の要約，によって発表できる。（情報機器を活用して口頭発表ができる能力）

A1:3,A2:2,A3:3並びにF1,F2,F3は一般教科で培う。

情報機器を用
い，情報収集，
文書作成および
発表ができる技
術者を養成す
る。

情報通信工学科の教育目的と学校が掲げた教育目的との対応関係

コンピュータ，
ネットワーク，
エレクトロニク
スの知識を基盤
とした情報通信
分野の技術者を
養成する。

無線・有線通信
に関する資格を
取得すると共
に，技術の変化
に対応できる技
術者を養成す
る。
既成概念にとら
われず，工学技
術の創意工夫と
向上に努力し，
共同作業ができ
る技術者を養成
する。

物事を論理的に
考え，文章や口
頭で発表できる
技術者を養成す
る。

電子工学科の教育目的と学校が掲げた教育目的との対応関係

回路，通信，計
算機，デバイス
の専門技術に関
する基礎知識を
持つ技術者を養
成する。
広い視野を持
ち，設計，製
作，問題発見，
問題解決ができ
る技術者を養成
する。

計画を立案し，
継続して課題に
取り組むことが
できる技術者を
養成する。
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資料２－１－①－７

学科の教育目的と学校が掲げた教育の目的との対応関係（２／２） 

電子制御工学科
の教育目的 準学士課程の卒業時に身に付ける学力や資質･能力

E1:2　目的を言え，手順を示すことができる。（計画を立案できる能力）

E2:2　回路又はシステムの設計手順，手法を知っている。（回路又はシステムを設計できる能力）

E3:3　設計どおりに組み立てる又は構築できる。（回路を又はシステムを構築できる能力）

E4:2　正常な動作かどうか検証できる。（回路又はシステムの問題点を見つけることができる能力）

E5:2　問題点を理解し，助言を受けて，問題を解決できる。（問題点を解決できる能力）

E6:3　興味を持って取り組み，達成するまで粘り強く取り組むことができる。（粘り強く取り組む姿勢）

B3:3　役割を分担し，相互に協力して作業できる。

D1:3　基本的な問題が解け，基本的な法則や定理を説明できる。（数学，自然科学に関する知識）

D2:3　基本的な問題が解け，専門用語や現象･仕組みを説明できる。（専門技術に関する知識）

D3:2　学んだ知識を整理し，学んだ知識が応用されている分野を知っている。（幅広い知識）

D4:1　技術の歴史を知っている。（技術の変遷を予測できる能力）

D5:2　予習復習でき，文献調査ができる。（自ら学ぶ姿勢）

B1:2　発言の内容を文法や語彙の面から正しく聞き取り，理解できる。

B2:2　自分の考えを文法や語彙の面から正しく相手に伝えることができる。

C3　情報機器を活用して文書作成ができる。
C4:7　適切な時間配分，理解し易い構成，聞き取り易い話し方，簡潔な表現，適切な図表の使用，目的と
成果の要約，によって発表できる。（情報機器を活用して口頭発表ができる能力）

D5:2　予習復習でき，文献調査ができる。（自ら学ぶ姿勢）

E6:3　興味を持って取り組み，達成するまで粘り強く取り組むことができる。（粘り強く取り組む姿勢）

A1:3,A2:2,A3:3並びにF1,F2,F3は一般教科で培う。

情報工学科の教
育目的 準学士課程の卒業時に身に付ける学力や資質･能力

D1:3　基本的な問題が解け，基本的な法則や定理を説明できる。（数学，自然科学に関する知識）

D2:3　基本的な問題が解け，専門用語や現象･仕組みを説明できる。（専門技術に関する知識）

D3:2　学んだ知識を整理し，学んだ知識が応用されている分野を知っている。（幅広い知識）

D4:1　技術の歴史を知っている。（技術の変遷を予測できる能力）

D5:2　予習復習でき，文献調査ができる。（自ら学ぶ姿勢）

C1　情報機器を活用して情報収集ができる。

C2　情報機器を活用して情報分析ができる。

C3　情報機器を活用して文書作成ができる。

B3:3　役割を分担し，相互に協力して作業できる。

D3:2　学んだ知識を整理し，学んだ知識が応用されている分野を知っている。（幅広い知識）

E2:2　回路又はシステムの設計手順，手法を知っている。（回路又はシステムを設計できる能力）

E3:3　設計どおりに組み立てる又は構築できる。（回路を又はシステムを構築できる能力）

E1:2　目的を言え，手順を示すことができる。（計画を立案できる能力）

E4:2　正常な動作かどうか検証できる。（回路又はシステムの問題点を見つけることができる能力）

E5:2　問題点を理解し，助言を受けて，問題を解決できる。（問題点を解決できる能力）
E6:3　興味を持って取り組み，達成するまで粘り強く取り組むことができる。（粘り強く取り組む姿勢）

B1:2　発言の内容を文法や語彙の面から正しく聞き取り，理解できる。

B2:2　自分の考えを文法や語彙の面から正しく相手に伝えることができる。

C3　情報機器を活用して文書作成ができる。
C4:7　適切な時間配分，理解し易い構成，聞き取り易い話し方，簡潔な表現，適切な図表の使用，目的と
成果の要約，によって発表できる。（情報機器を活用して口頭発表ができる能力）

A1:3,A2:2,A3:3並びにF1,F2,F3は一般教科で培う。

コンピュータの
基礎から応用ま
で体系的に理解
させ，コン
ピュータを活用
できる技術者を
養成する。

広い視野を持
ち，社会の要求
する情報システ
ムを設計・構築
できる技術者を
養成する。

文章能力，コ
ミュニケーショ
ン能力，プレゼ
ンテーション能
力を有する技術
者を養成する。

情報工学科の教育目的と学校が掲げた教育目的との対応関係

主体的に問題を
提起し，継続し
て課題に取り組
み，解決できる
技術者を養成す
る。

電子制御工学科の教育目的と学校が掲げた教育目的との対応関係

創造力にあふれ
た実践的電子制
御技術者を養成
する。

自ら学習する姿
勢を涵養する。

新しい技術に対
応できる柔軟性
を有する実践的
電子制御技術者
を養成する。

コミュニケー
ション能力･プレ
ゼンテーション
能力を有する技
術者を養成す
る。

（出典 平成 18 年 8 月 18 日第 7 回入学試験委員会資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

本校の使命「創造性ある実践的な電子情報系の技術者の育成」を達成するために，準学士課程は電

子情報系の情報通信工学科，電子工学科，電子制御工学科，情報工学科の４学科で構成され，各学科

の目的･内容が明記されている。「準学士課程卒業時に身に付ける学力と資質･能力」は，本校の教育

目的（養成すべき人材像）を基に定められている（資料２－１－①－６）。各学科の教育目的は，専

門分野における「準学士課程卒業時に身に付ける学力と資質･能力」に対応している（資料２－１－

①－７）ので，学校の教育目的と整合性が取れている。 

各学科の教育課程は，専門基礎科目は共通部分が多いが，学年進行に伴って学科毎にそれぞれ通信，

電子，制御，情報工学の専攻分野を教育するように専門科目と工学実験や卒業研究が編成され，各学

科の教育目的を達成するように編成されている。また，学生の入学定員と現員数も適切であり（資料

２－１－①－２），高等専門学校設置基準の規定に適合している。各学科はいずれも電子情報系の学

科であり，学校の使命や教育目的を達成する上で適切な学科構成となっている。 

 

 

観点２－１－②： 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

電子情報系技術者の育成を使命とする本校の専攻科課程は，電子通信システム工学専攻と情報制御

システム工学専攻の２専攻で構成され，各専攻科の定員と現員が示されている（資料２－１－①－

２）。専攻科の教育理念（教育目的）（資料２－１－②－１）と各専攻の教育目的が定められ（資料

２－１－②－１），各専攻の教育内容が明示されている（資料２－１－②－２）。各専攻の教育目的

を達成するために教育課程（資料２－１－②－３）が定められている。 

専攻科の教育理念（教育目的）と各専攻の教育目的は，学校の教育目的を基に設定された“専攻科

修了時に身に付ける学力や資質･能力”に対応している（資料２－１－②－４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－１－②－１

専攻科の教育理念と各専攻の教育目的 

専攻科の教育理念 

 開校精神を核として持ち，それに加えて，国際的なコミュニケーション能力と創造的技術開発

能力と技術者倫理･責任自覚能力とを備えた高度開発型実践技術者を養成する。 

 

電子通信システム工学専攻の教育目的 

 マルチメディア通信を専門分野とする実践的な高度開発型技術者を育成する。 

 

情報制御システム工学専攻の教育目的 

ＩＴ技術を専門分野とするシステム構築能力に長けた実践的な高度開発型技術者を育成する。 

 

（出典 専攻科学生便覧 ４頁）
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資料２－１－②－２

各専攻科の内容 

 

（出典 学校要覧 27，28 頁）
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資料２－１－②－３

専攻科の教育課程（１／２） 

（出典 専攻科学生便覧 23 頁）
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資料２－１－②－３

専攻科の教育課程（２／２） 

 

（出典 専攻科学生便覧 24 頁）
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（分析結果とその根拠理由）  

専攻科課程はマルチメディア通信分野を専門とする電子通信システム工学専攻とIT技術を専門分野

とする情報制御システム工学専攻の２専攻で構成され，「電子情報系技術者の育成」という本校の使

命に適っている。専攻科の教育理念（教育目的）と各専攻の教育目的が設定され，その教育目的を達

成するために教育課程が設定されている。教育課程の内容は，修業年限２年間で準学士課程よりも高

度な内容を教授し研究を指導する内容となっており，学校教育法の規定に適合している。専攻科の教

育理念（教育目的）と各専攻の教育目的は，学校の教育目的を基に設定された“専攻科修了時に身に

付ける学力と資質･能力”に対応しており，学校の教育目的と整合性が取れている（資料２－１－②

－４）。 

以上のように，専攻科の構成は教育の目的を達成する上で適切なものになっている。 

 

 

 

資料２－１－②－４

専攻科及び各専
攻の教育目的

専攻科課程の修了時に身に付ける学力や資質･能力

A1:4　製作物の安全性と有用性，環境保全と資源の有効利用，相互了解の確認の大切さを知って，生命を
　　　尊重し自他の幸福を願う姿勢が身に付いている。（技術者としての責任を果たす能力）
A2:4　公衆に対する責任，有用で安全な技術の提供について知り，有用性とリスクを知り，公衆の安全を
　　　最優先する姿勢を身に付けている。（人類の福祉に貢献できる能力）
A3:4　公衆の安全，福祉，健康及び環境保全を優先して判断でき，判断を多用な価値観から評価できる。
　　　（物事の良し悪しを根拠を示して判断できる能力）

B1:3　対話の状況と内容から，相手の意図を正しく理解できる。（相手の意図を理解できる能力）

B2:3　自分の考えが相手に正しく伝わったかを確認できる。（自分の考えを相手に伝える能力）

B3:4　役割を分担し，相互に協力して作業できる。

C1　情報機器を活用して情報収集ができる。

C2　情報機器を活用して情報分析ができる。

C3　情報機器を活用して文書作成ができる。
C4:8　適切な時間配分，理解し易い構成，聞き取り易い話し方，簡潔な表現，適切な図表の使用，目的と
　　　成果の要約によって発表でき，質問に適切に回答できる。（情報機器を活用した口頭発表能力）

D1:4　応用問題が解け，専門分野に応用できる。（数学，自然科学に関する知識）

D2:4　応用問題が解け，実践的な問題解決に応用できる。（専門技術に関する知識）

D3:3　学んだ知識を整理し，他の分野に応用できる。（幅広い知識）

D4:3　技術の歴史を知り，技術の現状を知っている。（技術の変遷を予測できる能力）

D5:3　予習復習でき，文献調査が，目標を立てて取り組むことができる。（自ら学ぶ姿勢）

E1:4　目的を言え，計画案を示すことができ，必要に応じて計画を改善できる。（計画を立案できる能力）

E2:3　回路又はシステムの設計手順，手法を知っていて，設計できる。（設計できる能力）

E3:3　設計どおりに組み立てる又は構築できる。（構築できる能力）

E4:3　動作チェックリストを作成でき，正常な動作かどうか検証できる。（問題発見能力）

E5:2　問題点を理解し，助言を受けて，問題を解決できる。（問題点を解決できる能力）

E6:3　作業状況に応じて計画を見直し，達成するまで粘り強く取り組むことができる。（取り組む姿勢）

D1:4　応用問題が解け，専門分野に応用できる。（数学，自然科学に関する知識）

D2:4　応用問題が解け，実践的な問題解決に応用できる。（専門技術に関する知識）

D3:3　学んだ知識を整理し，他の分野に応用できる。（幅広い知識）

D4:3　技術の歴史を知り，技術の現状を知っている。（技術の変遷を予測できる能力）

マルチメディア
通信を専門分野
とする，または
ＩＴ技術を専門
分野とする

専攻科の教育目的と学校が掲げた教育目的との対応関係

国際的なコミュ
ニケーション能
力

技術者倫理･責任
自覚能力

創造的技術開発
能力，
実践的な高度開
発型技術者の育
成

（出典 平成 18 年 8 月 18 日第 7 回入学試験委員会資料）
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観点２－１－③： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成する

上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

全学的なセンターとして情報処理センター，集積回路実験室が設けられている（資料２－１－①－

１）。情報処理センターは，コンピュータリテラシー，プログラミング教育，インターネットを用い

たマルチメディア教育に利用され，電子情報系技術者に必須の情報処理技術教育に活用されている

（資料２－１－③－１，２）。集積回路実験室は，学生が設計した電子回路を薄膜回路で製作する学

生実験や卒業研究，特別研究で使用され，電子系技術者を育成するために活用されている（資料２－

１－③－３～５）。新しい装置が購入されると，講習会を開いて安全な使用の促進を図っている。

（資料２－１－③－６）。 
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資料２－１－③－１

 

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料２－１－③－２

平成１８年度 情報処理センター演習室利用状況

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7

計工 計工

４ E ４ E

２　I ２　T ３　T ３　I ２　I 専攻科 １ ２　T ４　I

数解サ
イ
バ

情処Ⅱ 情処Ⅱ 実験 ソフト 情処Ⅱ 数計論 情処Ⅱ

４　I １　I ５　C ５　I ５　I ４　T

高
度

シスプロ 情処Ⅰ 制御Ⅳ 言語 データ セミナー

２ C ５　C ４　C ５　C ５　C ５　C 専攻科 １

第
３

情処Ⅱ  シ制Ⅱ 数解Ⅱ 知工Ⅱ 画像Ⅱ 実験 画処工

３　E ３　T５ I ４　I ４ T ５　T

無線 ネットⅠ 情処Ⅲ 情処Ⅲ

１　I

実験

後
期

第
１

セミナ 情処Ⅰ 情シスⅡ 知工Ⅰ

５　T １　T

情処Ⅱ

２　E

情処Ⅱ

２　E

ソフト

３ T ２　I ３　I

画像

５　C

月      火      水      

前
期

第
１

知工Ⅰ

高
度

情シスⅠ

２　T

３　I

５ C

５ I

情処Ⅲ

サ
イ
バ

情処Ⅱ

情処Ⅰ 実験構造

実験 情処Ⅱ

情処Ⅰ 応物Ⅰ情シスⅡ

４　I １　T ３　C 専攻科 １ ３　T

情工論

第
３

通シス 情処Ⅱ 知工Ⅰ 実験

２ C ５ C ５ C４　C

言語 アル構造

情処Ⅱ

２　T

４　C４　I

情処Ⅱ

５　I 専攻科 1

ネットⅠ

５　T

２　I ４ I

数解

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7

４　T２　E ３　I ２　E ５　I

知工Ⅱ 情処Ⅳ情処Ⅱ ソフト 情処Ⅱ

４　I ３　I

サ
イ
バ

実験 構造 情シスⅠ

５　E

１　C ５ C ２ C

高
度

情処Ⅰ 通シスⅡ 情処Ⅱ

専攻科 １ ３　C

第
３

１　E 専攻科 １

情処Ⅰ 物科特 人工知 応物Ⅰ

後
期

第
１

木      金      

前
期

第
１

高
度

情処Ⅰ

サ
イ
バ

情ネット論 セミナ 情処Ⅲ

１　E 専攻科 １ ５　T ３　E

第
３

情処Ⅰ シ制Ⅰ 実験 情処Ⅱ

１ C

実験セミナー 実験 シスプロ

５　E４ T

２ C５ C ４ C

情処Ⅳ

４　I ４　C

４ T３　I ５　I

ソフト 知工Ⅱ

○ 各演習室の空き時間は，一般教科（ 国語，歴史 ）のインターネットやＰｏｗｅｒPｏｉｎtを利用する授業，また専
門教科の実験等で単発的に利用されている。

○ 平成18年度は専攻科棟が竣工し利用できるようになったため，専攻科の授業での利用が平成17年度より減
少している。

（出典 情報処理センター）
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資料２－１－③－３

 

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料２－１－③－４

（出典 電子工学科５年工学実験資料）
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資料２－１－③－５

平成 17 年度集積回路実験室を使用した卒業研究と特別研究テーマ 

 

情報通信工学科 ナノクリスタルシリコン層のカソードルミネッセンス測定 

  PLD 法による透明導電薄膜の作成と評価 

  MOS 構造のエネルギーバンド図を描画する Java アプレットの作成 

 

電子工学科 プラズマ CVD 装置の性能改善 

  サブナノメータ配線用多層レジストプロセス 

  高分子薄膜中における電子線軌跡のモンテカルロシミュレーション 

  色素増感太陽電池の変換効率改善に関する基礎的検討 

 

電子制御工学科 Cu 薄膜の堆積速度と膜厚分布評価 

  色素増感太陽電池の作製と評価の研究 

  スパッタ法によるナノシリコン薄膜の形成と評価 

  抵抗測定用エッチングマスクの作製 

  Cu 薄膜のウェットエッチング特性の評価 

   （出典 平成 17 年度卒業研究発表会予稿集より抜粋）

電子通信システム工学専攻  

  色素増感太陽電池の作製と評価 

  高周波マグネトロンスパッタ法によるナノクリスタルシリコンの発光層の作製 

 

 

（出典 平成 17 年度専攻科特別研究論文集より抜粋）
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（分析結果とその根拠理由） 

実践的な電子情報系の技術者を育成するという本校の使命を達成するために，情報処理センター，

集積回路実験室が設けられている。情報処理センター内に４室ある情報処理演習室は，週35時間の授

業時間の内20時間以上授業で使用され，情報処理技術教育に活用されている。集積回路実験室は，電

子工学科の工学実験と情報通信工学科，電子工学科，電子制御工学科の卒業研究，専攻科の特別研究

で全学的に使用され，電子系技術者を育成するために活用されている。以上のことから，全学的に利

用され，教育の目的を達成する上で適切なものとなっている。 

 

 

 

資料２－１－③－６

（出典 平成 17 年度年報 67 頁）
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観点２－２－①： 教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開

するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議するな

どの必要な活動を行っているか。 

（観点に係る状況） 

 教育課程全体を企画調整し有効に展開するための検討を行う委員会として，企画運営委員会，教務

委員会，運営改善委員会，点検評価委員会がある（資料２－２－①－１）。 

教務委員会では，教育課程の編成及び改廃，授業時間の編成，学生の履修，学業成績の評価，教務

に係る学校行事，教育・研究など教務に関することを審議決定する（資料２－２－①－２）（資料２

－２－①－３ 議題８のその他(2)）。教務委員会で審議決定されたことは企画運営委員会に報告され，

事項によっては企画運営委員会で審議して決定される（資料２－２－①－４）（資料２－２－①－５

の議題１の協議事項(1)）。 

運営改善委員会は，年度始めに教育活動上の改善目標を設定して計画を立案し，年度末に実施結果

を報告書にまとめて点検評価委員会に報告する。点検評価委員会は，報告書を点検評価して年報とし

て公表している（資料２－２－①－６～８）。 

各学科，専攻科における教育活動上の情報・課題等についての報告・検討は学科会議，専攻科委員

会で行われ，必要に応じて教務委員会において全学的な検討を行う体制となっている（資料２－２－

①－９，10）（資料２－２－①－３の議題６）（資料２－２－①－３の議題７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－２－①－１

 

企画運営委員会 点検評価委員会

教務委員会 運営改善委員会

専攻科
委員会

学科会議
情報処理
センター
委員会

集積回路
実験室
委員会

図　書
･紀要
委員会

進路指導
委員会

･･･
実施計画，
自己評価，

報告書の作成

計画･報告書のとりまとめ

校長

情報処理
センター

集積回路
実験室

図書館
進路指導

室

評価

PDCAサイクル

教育課程を企画調整する
ための検討･運営体制

教育課程を有効に展開するための検討･運営体制並びに実施体制

教育課程を企画調整，有効に展開するための委員会構成図

（出典 教務主事作成）
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資料２－２－①－２

 
（出典 本校グループウェア規程集）
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資料２－２－①－３

平成１８年度第１回教務委員会議事要録（１／２） 

 
 



詫間電波工業高等専門学校 基準２ 

- 58 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－２－①－３

平成１８年度第１回教務委員会議事要録（２／２） 

（出典 本校グループウェア各委員会議事要旨）
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資料２－２－①－４

 

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料２－２－①－５

 

（出典 本校グループウェア各委員会議事要旨）
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資料２－２－①－６

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料２－２－①－７

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料２－２－①－８

 

（出典 本校グループウェア各委員会議事要旨）



詫間電波工業高等専門学校 基準２ 

- 64 - 

 

 

 

 

 

資料２－２－①－９

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料２－２－①－10

 

（出典 本校グループウェア各委員会議事要旨）
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（分析結果とその根拠理由）  

教務委員会が設置され，教務に関することについて審議を行っている。内容によっては，事前に学

科会議あるいは専攻科会議で検討され，そこで策定された案を教務委員会で審議し決定している。教

務委員会での審議内容と結果は，企画運営委員会に報告され審議決定されている。以上のことから，

教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開するための検討・運営

体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議するなどの必要な活動を行っている。 

 

 

観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

（観点に係る状況）  

教育実践シンポジウムの開催が平成18年度第６回の教務委員会で審議決定され（資料２－２－②－

１），前期末試験中の９月27日に実施された。数学については，一般教科で教えられる数学と専門科

目で必要とする数学について意見が交わされた。英語と専門科目担当教員による専門教科の内容を英

語の教材とする取り組みで，共同で製作されたロボット工学の教材の発表がなされた（資料２－２－

②－２）。 

１月には，次年度のシラバス作成にあたって，一般教科の数学と専門科目担当教員間で次年度の教

育内容等について話し合いがなされている。 

卒業研究担当教員の要請により，英語Ⅴで英語での発表，質疑応答方法，論文要旨の作成演習が行

われた（資料２－２－②－３）。卒業論文に記載される英文による概要（資料２－２－②－４）の作

成の際に，学生の要望と専門教員の依頼により，英語教員による文章のチェックがなされている。平

成16年度以降は，TOEICの受験対策が要望され，内容が変わっている（資料２－２－②－５）。 
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資料２－２－②－１

（出典 本校グループウェア各委員会議事要旨）
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資料２－２－②－２

教育実践シンポジウム（１／３） 
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資料２－２－②－２

教育実践シンポジウム（２／３） 
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資料２－２－②－２

教育実践シンポジウム（３／３） 

（出典 平成 18 年度教育実践シンポジウム配布資料）
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資料２－２－②－３

（出典 平成 15 年度シラバス）
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資料２－２－②－４

（出典 平成 15 年度電子工学科卒業研究発表予稿集）
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資料２－２－②－５

 

（出典 平成 16 年度シラバス）
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（分析結果とその根拠理由）  

 教育実践シンポジウムが開催され，数学教育についての討論，専門教科の内容を英語で教育する教

材開発の成果の発表等がなされている。１月には，次年度のシラバス作成にあたって，一般教科の数

学の教員と専門学科の教員で次年度の教育内容等について話し合いがなされている。専門科目担当教

員からの要請を受けて，平成15年度までは英語の教員によって英語での発表，質疑応答，論文の書き

方の教育が，平成16年度からはTOEICの試験対策の教育が行われている。 

 以上のことから，一般科目及び専門科目を担当する教員の連携が行われているといえる。 

 

 

観点２－２－③： 教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

（観点に係る状況）  

学習や教育課程に関することは教務委員会が，生活指導，授業料免除，課外活動に関することにつ

いては厚生補導委員会が，就職･進学については進路指導委員会が諸問題を審議し，教務主事･主事補，

学生主事･主事補，進路指導室長･副室長が学級担任や専攻主任の支援を行っている。学生の精神面で

の問題等については学生相談室員が支援を行っている（資料２－２－③－１，２）。 

学級運営や学習・生活指導，教育課程の展開，特別活動を企画・実施するための指針として学級担

任のしおりが配布されている（資料２－２－③－３）。 

学生への連絡事項，生活指導上の注意，行事予定などの伝達のために，毎週，学級担任連絡事項

（資料２－２－③－４）が学生主事から全教員にメール配送されている。 

ロボコン，プロコン，地域イベントへの出展などの指導については，指導教員を技術教育支援室の

技術職員が協力して支援に当たっている（資料２－２－③－５）。 

学生相談室は，学生への対応の仕方等について外部カウンセラーによる講演会を催している（資料

２－２－③－５）。また，保護者から学生の精神的な問題について相談され対応が難しい場合はカウ

ンセラーを紹介するように，学生相談室長から学級担任に指示されている（資料２－２－③－６）。

LD･ADHD･高機能自閉症等の精神障害や身障者に対する接し方の講習会には，毎年複数名の教職員が参

加している（資料２－２－③－７）。 

進路指導室長が代表して企業あるいは大学関係者と応対し，求人情報，就職試験や進学の願書受付

期間，合否などの情報を本校のウェブに掲載して迅速に学生や進路指導を行う５年の担任と専攻科主

任に伝えている（資料２－２－③－８）。 

ロボコン，プロコン，地域イベントへの出展などの指導については指導教員を技術教育支援室の技

術職員が協力して支援している。以上のことから，支援体制が整備され，活動しているといえる。 
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資料２－２－③－１

詫間電波工業高等専門学校内部組織規程（１／２） 
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資料２－２－③－１

詫間電波工業高等専門学校内部組織規程（２／２） 

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料２－２－③－２

平成 19 年度校務分担表（抜粋） 

  

 
       （出典 本校グループウェア総務課人事係）
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資料２－２－③－３

平成１９年度 学級担任のしおり（抜粋） 

目 次 

１．学級担任の主な業務（項目別）                                       1 

1.1 学級担任の心得・心構え 

1.2 学生指導の要点 

1.3 ホームルーム 

1.4 学習支援  

２. 学級担任の主な業務（全学年共通）                                     3 

2.1 年度の授業開始前の業務 

2.2 学年始め（後期始め）の業務 

2.3 日常の業務 

2.4 各種行事 

2.5 次期担任との引継ぎ業務等  

３. 学級担任の主な業務（学年別）                                         8 

3.1 第１学年 

3.2 第２学年 

3.3 第３学年 

3.4 第４学年 

3.5 第５学年 

付録 

Ⅰ. 週番の任務                                                         12  

Ⅱ. 中間試験・定期試験受験上の注意事項                                 13 

Ⅲ. 中間試験・定期試験監督の実施要                                    14 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

1. 学級担任の主な業務（項目別） 

1.1 学級担任の心得・心構え 

(1) 勉学の動機づけ 

学生の本分は勉学であり，本校学生としてのプライドを持たせ，また社会情勢等の情報を提

供し，学生が夢や希望を持ち勉学に励むよう動機づける努力をする。 

(2) 人間形成 

目線を学生に合わせ，信頼関係を構築し，一人ひとりを大切に育てるよう努め，良識を持っ

た若者としての人間形成の助けとなる。 

(3) カウンセリング 

人格は千差万別であるから日常的に学生と時間を共有し，一人ひとりの思考や悩みをしっか

り聞き，学生の心を開かせるように心がける。 

(4) 保護者とのコミュニケーション 

   ･ ･ ･ 

（出典 学級担任のしおり）
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資料２－２－③－４

平成１８年１２月２２日

学級担任 

教  員 各位 

                                     学生主事 

学級担任連絡事項 

 

別紙の学生連絡事項の周知並びにご指導をお願いいたします。 

１．月例清掃について 

  本日７限終了後のホームルームの時間を利用して全クラス月例大掃除を行うようご指導よろ

しくお願いいたします。 

教室の清掃を行う学生は，冬期休業期間中に業者による教室の清掃を実施しますので，机の上

に椅子にのせて，教室後方に移動させてください。また，教室内の私物は，必ず持ち帰るようご

指導ください。 

２．冬期休業中の生活について 

 冬期休業中は，生活のリズムが不規則になりがちです。しっかりした生活をするようご指導く

ださい。また，他の迷惑になる行為や校則に違反する行為などは，絶対にしないよう（始業式

で，茶髪の学生がいないよう）ご指導よろしくお願いいたします。 

３．冬期休業中の車の持ち込みについて 

 冬期休業中であっても，車もしくは許可されていないバイクで学校に来た場合は，持ち込みの

違反になります。違反をした学生は，２ヶ月の免許預かりになります。絶対に持ち込まないよう

ご指導ください。 

４．始業式について 

 来年の始業式は，１月９日（火）９：１０から第２体育館で行います。５分前には集合して整

列をするようご指導よろしくお願いいたします。 

 １限目の授業開始は９：５０となるため，午前中の授業は４０分の短縮授業とし，午後の授業

は平常どおりとします｡ご連絡お願いいたします。 

５．四国地区共通試験について 

 １月１１日（木）９：１０から１４：１０の間，３年生を対象とした四国地区共通試験を行い

ます。それに伴い授業時間の変更がありますので，連絡をお願いします。関係される教員にはご

迷惑をお掛けいたしますが，ご協力よろしくお願いいたします。また３年生以外の学生は，教室

移動などで試験の妨げにならないようご指導お願いいたします。 

６．ＡＥＤの設置場所の移動について 

 本校には，現在２基のＡＥＤが設置されています。場所は，図書館玄関を入って右側の壁面と

寄宿舎管理棟２階寮事務室前に変更し，専用のＡＥＤボックスを設置しましたのでご周知よろし

くお願いいたします。 

緊急事態発生時のみ使用してください。（周囲への緊急事態発生連絡および盗難防止のため，ア

ラーム・警報灯が点滅しますので，注意してください。） 

（出典 平成 18 年 12 月 22 日の学級担任連絡事項 ）
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資料２－２－③－５

（出典 本校ホームページ http://www.takuma-ct.ac.jp/kouhou/93/kouhou93.htm）
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資料２－２－③－６

 
（出典 保護者懇談会配布資料）
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資料２－２－③－７

障害者の学生がいるクラス担任の支援（１／２） 
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資料２－２－③－７

障害者の学生がいるクラス担任の支援（２／２） 

 

（出典 出張報告書）
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資料２－２－③－８

平成 18 年度就職進学情報状況

 

（出典 平成 18 年度進路指導室資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

 学級担任のしおりが年度初めに配布され，学級担任連絡事項が毎週メールで配信され，学級担任の

必要な業務が伝達されて学級担任の教育活動を支援している。また，学生相談室や進路指導室が設置

され，学級担任に適切な支援がなされている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

進路指導のために，進路指導室長，副室長と５年生の学級担任で進路指導室が構成され，５年の学

級担任の進路指導を支援している。進路指導室長が代表して企業あるいは大学関係者と応対し，情報

を本校のウェブに掲載して迅速に学生や教員に伝えている。対外的な窓口の一本化により，来校者の

手間が省け，的確な情報が公平に学生に伝えられ，学生と担任は迅速に対応できるようになっている。 

 

（改善を要する点）  

一般教科と専門科目の科目間連携については，教育についての総論的な意見交換はなされているが，

各論的な意見交換は十分にできていないので改善を要する。 

 

 

（３）基準２の自己評価の概要 

本校の使命「創造性ある実践的な電子情報系の技術者の育成」の達成のために準学士課程は情報通

信工学科，電子工学科，電子制御工学科，情報工学科の４学科で，専攻科は電子通信システム工学専

攻と情報制御システム工学専攻の２専攻で構成されている。電子情報系技術者を育成するために定め

た本校の教育目的と各学科及び各専攻が定めた教育目的は整合がとれている。各学科及び各専攻はい

ずれも電子情報系の学科であり，学校の使命や教育目的を達成する上で適切な構成となっている。 

実践的な電子情報系の技術者を育成するために，情報処理センター，集積回路実験室が設置されて

おり，全学的に利用され，教育目的達成のために機能している。 

教育活動を展開するために，企画運営委員会，教務委員会，専攻科委員会が設けられている。教務

委員会では，教育課程の編成及び改廃，授業時間の編成，学生の履修，学業成績の評価，教務に係る

学校行事，教育・研究など教務に関することについて審議を行っている。内容によっては，事前に学

科会議あるいは専攻科委員会で検討され，そこで策定された案を教務委員会で審議し決定している。

教務委員会での審議内容と結果は，企画運営委員会に報告され審議決定されている。以上のことから，

教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開するための検討・運営

体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議するなどの必要な活動を行っている。 

進路指導の世話をする進路指導室，精神面の世話をする学生相談室，ロボコン，プロコン，地域イ

ベントへの出展などの指導の補助をする技術支援室が設けられており，担任やクラブ顧問の教育活動

の支援を行っている。以上のことから，支援体制が整備され，機能していると言える。 
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基準３ 教員及び教育支援者 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

（観点に係る状況）  

本校は「健全な心身を持ち，チャレンジ精神に富んだ，国際的に活躍できる技術者を育成する。」，

「自然の法則をよく知り，自然との調和を図り，人類の福祉に寄与できる技術者を育成する。」，

「広い視野を持ち，技術の発展に対応でき，社会にとって有益なシステムを構築できる技術者を育成

する。」の３つを教育目的に掲げている。この教育目的を達成するための基礎となる健全な心身，コ

ミュニケーション能力，自然科学の基礎学力，技術者倫理，教養を養成する教育課程を遂行するため

に，一般科目担当の18名の専任教員と18名の非常勤講師が配置されている（資料３－１－①－１）

（「学習・教育目標」と担当科目の対応については，観点５－１－①で説明）。また，各教員の専門

分野と担当授業科目との整合性がとれた配置となっている（資料３－１－①－２）。 
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資料３－１－①－１

一般科目担当教員 

 

（出典 平成19年度学校要覧）
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資料３－１－①－２

一般科目担当教員専門分野 

 

（出典 本校ホームページ http://www.takuma-ct.ac.jp/crdc/index.htm）

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

一般科目担当の専任教員は18名であり，高等専門学校設置基準に定められた相当数を配置している。

技術者として必要な自然科学の基礎学力を養成する数学に５名，理科に３名，技術者倫理並びに教養

を養成するために社会３名，国際的に活躍できるコミュニケーション能力を養成する英語に３名，国

語に２名，健全な心身を育成するために体育に２名が配置され，非常勤講師も交えて，教育目的を達

成するために教員が適切に配置されている。 
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観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

本校の３つの教育目的を達成するため，情報通信工学科11名，電子工学科11名，電子制御工学科10

名，情報工学科11名の計43名の常勤教員が配置されている（「学習・教育目標」と担当科目の対応に

ついては，観点５－１－①で説明）。教員の中には技術資格や実務経験を有する者が含まれている

（資料３－１－②－１）。特殊な専門的知識・技術を必要とする授業の実施及び授業内容の一層の充

実を図るため，民間企業や大学から非常勤講師を各学科４名程度採用している（資料３－１－②－

２）。各教員の専門分野と担当科目の整合性はとれている（資料３－１－②－３）。 

 

資料３－１－②－１

（出典 総務課人事係）
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資料３－１－②－２

専門科目担当教員（１／４） 

 

 

 



詫間電波工業高等専門学校 基準３ 

- 91 - 

資料３－１－②－２

専門科目担当教員（２／４） 
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資料３－１－②－２

専門科目担当教員（３／４） 
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資料３－１－②－２

専門科目担当教員（４／４） 

 

（出典 平成19年度学校要覧）
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資料３－１－②－３

専門科目担当教員専門分野（１／２） 
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資料３－１－②－３

専門科目担当教員専門分野（２／２） 

 

 

（出典 本校ホームページ http://www.takuma-ct.ac.jp/crdc/index.htm）
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（分析結果とその根拠理由）  

高等専門学校設置基準が定める専任者数29名を上回る43名の専門科目担当教員が配置されている。

実践的な技術者を育成するために民間企業等経験者，博士の学位や高度の資格を持つ者が配置され，

情報通信工学科には第一級陸上無線技術士，情報工学科には情報処理技術者など技術資格を有する教

員も配置されている。各教員の専門分野と担当授業科目には整合性が有り，教育目的の実現にとって

適切である。 

 

 

観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況） 

 平成16年度に電子通信システム工学専攻と情報制御システム工学専攻の２専攻で構成される専攻科

が設置された。独立行政法人大学評価・学位授与機構による審査では，授業科目を担当する教員の経

歴・講義要目・個人調書を提出し，認定を受けるに至った。専攻科専任の教員はおらず，すべて一般

教科と専門４学科の教員の兼任である。各教員の専攻科担当科目は（資料３－１－①－１，資料３－

１－②－２）に示すとおりである（「学習・教育目標」と担当科目の対応については，観点５－５－

②で説明）。本校専攻科では研究開発能力・コミュニケーション能力の充実及び技術者倫理の強化を

教育理念としており，特に重要な特別研究には学位を有した研究実績のある専門性の高い教員が指導

に当たるなど，教員の配置は適切である。 

  

（分析結果とその根拠理由）  

専攻科設置申請時に大学評価・学位授与機構による審査を受けており，教育の目的を達成するため

の適切な科目の配置及び教員の資格について審査され承認されている。マルチメディア通信を専門分

野とする電子通信システム工学専攻では，情報通信工学科と電子工学科の多くの教員が授業科目を担

当し，IT技術を専門分野とする情報制御システム工学専攻では，電子制御工学科と情報工学科の多く

の教員が授業科目を担当し適切な担当区分となっている。 

 以上により，必要な専攻科授業科目担当教員が適切に配置されている。 

 

 

観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置（例

えば，均衡ある年齢構成への配慮，教育経歴や実務経験への配慮等が考えられ

る。）が講じられているか。 

（観点に係る状況）  

年齢構成は平成19年５月１日現在（資料３－１－④－１）のようになっている。教員全体では年齢

分布に極端な偏りはないものの一般教科において若干高齢者が多い構成となっている。欠員が生じた

場合の後任補充では，教員の年齢構成を考慮した応募資格で公募を行っている（資料３－１－④－

２）。教員の選考には教員選考基準（資料３－１－④－３），教員選考基準に関する申合せ（資料３

－１－④－４）及び教員選考に係る評価基準を設け，教育経歴・実務経験を含む職歴や，留学等によ

る経歴の総合評価を行っている。過去５年間の採用状況（資料３－１－④－５）に示すとおり，多様

な経歴を持つ者を採用している。 
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 また，専門科目担当教員43名のうち博士号取得者は29名でその割合は68％である（資料３－１－②

－１）。未取得者については大学への研修など学位取得に対する配慮を行っており，過去６年間の取

得実績は博士９名，修士１名である（資料３－１－④－６）。 

 更に平成18・19年度には高専間教員交流制度により受入れ１名派遣２名の教員の人事交流を行い，

国立高等専門学校全体の活性化及び人事における流動性の確保に努めている。 

 

資料３－１－④－１

 

（出典 総務課人事係） 

 

教員全体年齢構成

60代 11名

18%

50代 18名

30%

40代 16名

26%

30代 15名

25%

20代 1名

1%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60歳以上
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資料３－１－④－２

教員公募 

 

（出典 総務課人事係）
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資料３－１－④－３

 

 

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料３－１－④－４

詫間電波工業高等専門学校教員選考基準に関する申合せ（１／２） 
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資料３－１－④－４

詫間電波工業高等専門学校教員選考基準に関する申合せ（２／２） 

 

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料３－１－④－５

（出典 総務課人事係）

 

資料３－１－④－６

（出典 総務課人事係）

 



詫間電波工業高等専門学校 基準３ 

- 103 - 

（分析結果とその根拠理由）  

教員の採用にあたっては公募制を導入し，年齢構成及び教育経験や実務経験への配慮がなされてい

る。また，学位未取得者については大学へ研修に行く機会を与える等の配慮がなされ，取得実績は上

がっている。高専間の教員交流制度も導入し，教員組織の活動を活発化するための適切な措置が講じ

られている。 

 

 

観点３－２－①： 教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用

がなされているか。 

（観点に係る状況） 

本校では校長，副校長，各学科長及び一般教科長，事務部長で構成される人事委員会において教員

の採用及び昇格等が審議される（資料３－２－①－１）。教員の採用・昇格は設置基準に基づき定め

られた教員選考基準（資料３－１－④－３），教員選考基準に関する申合せ（資料３－１－④－４）

及び教員選考に係る評価基準に従って行われている。採用については原則公募とし，多数の応募者で

あれば書類審査で３名程度に選考し，模擬授業及び面接により１名の候補者に絞っている。また，昇

任の場合は教育，学生指導，研究業績はもちろんのこと，地域貢献やボランティア活動など学内外に

おける学校への貢献度についても審査されている。 

なお非常勤講師についても，教員選考基準の講師の資格を有するものを人事委員会の審議を経て採

用している。 
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資料３－２－①－１

 

 

（出典 本校グループウェア規程集）

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

高等専門学校設置基準に基づく本校教員選考基準，教員選考基準に関する申合せ及び教員選考に係

る評価基準により教員の採用や昇格等に関する規定や基準が明確に定められている。教育上の能力を

考慮・評価した適切な運用がなされている。 
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観点３－２－②： 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，

実際に評価が行われているか。また，その結果把握された事項に対して適切な取

組がなされているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の教育点検システムは，各教員が年度末に教科毎の自己点検をした後に相互点検を行い，翌年

度の教育に役立てるというものである（観点９－１－①で説明）。毎年，学生による授業評価アンケ

ートも実施しており（観点９－１－②で説明），その結果は図書館閲覧室で公開され，教員各自の教

育方法改善に役立てられている。ウェブ入力・結果のOCR読取等，実施方法の改善にも取り組んでい

る。 

また，前にも述べたとおり教員の昇任の際には，研究業績，教育業績，学内外における貢献度及び

学生指導状況を評価している。 

 国立高等専門学校機構において実施されている国立高等専門学校教員顕彰では，教員による自己評

価と相互評価・学生による評価の総合評価に基づき候補者を推薦し，平成15年度には三崎幸典「もの

づくり・ひとづくり教育の実践における顕著な功績」が国立高等専門学校協会会長賞を受賞している。 

 本校では年度当初に各学科，進路指導室，共同利用施設の年度目標を運営改善委員会で作成し（観

点11－３－②で説明），取組成果を年度末に点検評価委員会で点検し，翌年度の目標に反映させる点

検評価体制を取っている。また運営懇話会を開催し，教育・研究及び学校運営等について助言を求め

て学校改善に役立てている（観点11－２－①で説明）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

毎年，国立高等専門学校機構が実施する教員顕彰に，教員による自己評価と相互評価，学生による

評価の総合評価により，候補者を推薦している。 

 また，教育点検システムの一貫として毎年学生による授業評価アンケート，教科毎の自己点検を行

っている。 

 教員の昇任の際には，研究業績，教育業績，学内外における貢献度及び学生指導状況を評価してお

り，教員の教育活動に関する評価を行う体制が整備され，実際に評価も行われている。 

 

 

観点３－３－①： 学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の

教育支援者が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況）  

本校の事務組織は，平成18年度からこれまでの３課体制を改め，総務課，学生課の２課体制で管理

運営を担当している（資料３－３－①－１，２）。教育課程を担当する学生課は，学生課長，課長補

佐，入試係１名，教務係３名，学生支援係６名，学生生活係２名，技術教育支援室７名からなる。技

術支援室では技術専門職員及び技術職員計７名が，学生の実験・実習及び卒業研究支援，技術教育支

援のための技術開発及び技術業務等を行っている（資料３－３－①－３）。学生支援係には司書を１

名配置し，計画的な収書や学生に対するアドバイスを行っている。 
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資料３－３－①－１

 

（出典 総務課人事係）
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資料３－３－①－２

 

詫間電波工業高等専門学校の事務組織等に関する規程（１／５） 
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資料３－３－①－２

 

詫間電波工業高等専門学校の事務組織等に関する規程（２／５） 
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資料３－３－①－２

 

詫間電波工業高等専門学校の事務組織等に関する規程（３／５） 
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資料３－３－①－２

 

詫間電波工業高等専門学校の事務組織等に関する規程（４／５） 
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資料３－３－①－２

 

詫間電波工業高等専門学校の事務組織等に関する規程（５／５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料３－３－①－３

（出典 本校グループウェア規程集）
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（分析結果とその根拠理由）  

 定員削減に対応して，事務組織を庶務，会計，学生の３課体制から総務，学生の２課体制に変え，

事務分掌も定められ十分な教育支援体制ができている。学校において編成された教育課程を展開する

為に必要な事務職員，技術職員等が適切に配置されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

多様な経歴を持つ教員が，年齢構成上もバランス良く配置されている。学位取得者も増加しつつあ

り，採用及び昇格は明確な基準の下で適切に運用されている。 

 教員の力量を高め，学校全体としての教育力を向上させるための教員の人事交流も実施している。 

 

（改善を要する点）  

 国立高等専門学校機構中期計画では，専門科目（理系の一般科目を含む。）教員のうち70％以上を

博士の学位や技術士等の職業上の資格を持つ者とし，理系以外の一般科目については，修士以上の学

位や民間企業等における経験を通して高度な実務能力を持つ者を80％以上とすることを掲げている。

本校も達成できるように努力していく。 

 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

本校の使命である「創造性ある実践的な電子情報系技術者育成」を果たし，「健全な心身を持ち，

チャレンジ精神に富んだ，国際的に活躍できる技術者を育成する。」，「自然の法則をよく知り，自

然との調和を図り，人類の福祉に寄与できる技術者を育成する。」，「広い視野を持ち，技術の発展

に対応でき，社会にとって有益なシステムを構築できる技術者を育成する。」の３つの教育目的を達

成するため，一般科目担当教員，専門科目担当教員ならびに専攻科授業科目担当教員が適切に配置さ

れている。教員数は高等専門学校設置基準に定められた数を十分満たしている。多様な経歴を持つ教

員を配置し，年齢構成のバランスもとれており，教員組織の活動をより活発化するための措置が取ら

れている。高等専門学校設置基準に基づき教育能力や研究業績を考慮した採用や昇格等の基準も明確

に定められ，適切に運用されている。 

教育点検システムが構築され，学生によるアンケート，授業参観，教員の自己点検・相互点検を通

して教育活動を定期的に点検評価し，教育改善に役立てている。また，運営改善委員会，点検評価委

員会，運営懇話会といった評価体制も整備されている。 

教育活動に関わる事務分掌が定められ，教育課程遂行のため教育支援者である事務職員，技術職員

が適切に配置され，教員と協力して教育の目的を達成できる体制ができている。 
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基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入学者

選抜，編入学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられる。）の基本

方針などが記載された入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定

められ，学校の教職員に周知されているか。また，将来の学生を含め社会に公表

されているか。 

（観点に係る状況）  

平成17年度に入試委員会の議を経てアドミッション･ポリシーが明確に定められ，平成18年度の準

学士課程の学生募集要項（資料４－１－①－１），編入学生募集要項（資料４－１－①－２）並びに

専攻科募集要項（資料４－１－①－３）に掲載され，将来の学生に配布され（資料４－１－①－４），

公表されている。アドミッション･ポリシーは入学者選抜試験実施要領の中にも記載され，入試前の

教員会議において入学者選抜試験（学力）実施要領の説明の際に周知されている（資料４－１－①－

５）。また，本校のウェブサイト（資料４－１－①－６）と学校要覧（資料１－２－①－１）へ掲載

して本校の教職員に周知すると共に，社会に公表している。入学生に求める資質については，中学校

を訪問して入試について説明する際のスライドにも記載して，説明している（資料４－１－①－７）。 

本校教職員のアドミッション・ポリシーについての認知度を把握するためにアンケート調査を行って

いる（資料４－１－①－８）。 
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資料４－１－①－１

 

（出典 平成 19 年度学生募集要項入学案内）



詫間電波工業高等専門学校 基準４ 

- 116 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４－１－①－２

 
（出典 平成 19 年度編入学生募集要項）
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資料４－１－①－３

 

（出典 平成 19 年度専攻科学生募集要項入学案内）
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資料４－１－①－４

平成 19 年度学生募集要項入学案内配布先 

 本校での体験入学･オープンキャンパス参加者 280 部 

 高松での体験入学･オープンキャンパス参加者  20 部 

 入学者募集説明会          40 部 

 中学校訪問          1,005 部 

  香川県西部（130），香川県中部（290），高松･香川県東部（200） 

  徳島（180），愛媛（95），岡山（110） 

 中学校へ送付       622 部 

  香川県西部（13），香川県中部（29），高松･香川県東部（４0）， 

  徳島（83），愛媛（133），高知（93）， 

岡山（155），他県（16），各高専（54）， 

教育委員会等（6） 

 中学生･保護者訪問       50 部 

 中学校からの請求       60 部 

 進学塾･個人請求       15 部 

 電波祭(学園祭)       28 部 

 残り        388 部 

        計 2,500 部 

 

平成 18 年度編入学生募集要項配布先 

 香川県西部（6），香川県中部（16），高松･香川県東部（23），徳島県（12）， 

愛媛県（8），高知県（5），岡山県（10），広島県（7）， 

山口県（12），島根県（4），鳥取県（5），京都府（3）， 

滋賀県（4），大阪府（18），兵庫県（9），和歌山県（4）， 

三重県（7），奈良県（3），熊本県（14）の工業高校， 

各高専（23），高専機構（2）    計 195 部 

平成 18 年度専攻科学生募集要項入学案内配布先 

  各高専（29），四国地区企業（21） 

準学士課程の学生（38）  計 88 部 

 

 

（出典 学生課入試係）
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資料４－１－①－５

平成１８年度第１７回教員会議議事要録の抜粋 

日 時   平成１９年２月１３日（火） １６時１５分～１７時００分 

場 所   第１会議室 

出席者   別紙のとおり 

１．校長連絡事項（ － 内容は省略 － ） 

２．教務関係連絡事項 

 (1) 教務関係（ － 内容は省略 － ） 

(2) 入試関係 

    三崎教務主事補から，次の事項について説明等があった。 

  ①推薦入試の結果について 

   ・推薦入試結果の報告があった。 

     応募者 情報通信工学科 １６名，電子工学科 ３０名， 

         電子制御工学科  ６名，情報工学科 ２３名   計 ７５名 

   ・昨年より１５名増であったこと。応募者は昨年より増加したが，各学科のばらつきが大

きく定員１６名×４学科＝６４名にもかかわらず２１名の不合格者が出たこと。 

   ・他高専の推薦基準，推薦合格者数を調査し，入学試験委員会で検討する必要があるこ

と。  

   ・合格内定者について報告があった。 

     内定者 情報通信工学科 １６名，電子工学科 １６名， 

         電子制御工学科  ６名，情報工学科 １６名   計 ５４名 

  ②入学者選抜試験（学力検査）について 

   ・資料 平成１９年度入学者選抜試験（学力）実施要領，同監督要領に基づき，説明が 

    あった。 

（ － 以下省略 － ） 

（出典 本校グループウェア各委員会議事要旨）
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資料４－１－①－６

 

（出典 本校ホームページ http://www.takuma-ct.ac.jp/nyuushi/admissionpolicy.htm）
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資料４－１－①－７

中学校訪問時の入試説明スライド 

 

（出典 中学校訪問，入試説明会スライド）

資料４－１－①－８

アドミッション･ポリシーの認知度   （2007 年 3 月 アンケート調査実施） 

よく知ってい
る

ある程度知っ
ている

あまり知らな
い

まったく知らな
い

よく知ってい
る

ある程度知っ
ている

あまり知らな
い

まったく知らな
い

よく知ってい
る

ある程度知っ
ている

あまり知らな
い

まったく知らな
い

総務課 3 14 6 1 3 8 11 2 2 12 9 1 24
学生課 10 11 0 0 5 7 8 1 9 10 2 0 21
一般 3 15 1 0 3 10 5 1 3 11 5 0 19

情報通信 2 7 2 0 0 5 5 1 0 8 3 0 11
電子 3 7 0 0 2 6 1 1 2 6 2 0 10

電子制御 1 6 2 0 1 3 4 1 1 6 2 0 9
情報 5 5 1 0 2 4 5 0 4 5 2 0 11

27 65 12 1 16 43 39 7 21 58 25 1 105
25.7% 61.9% 11.4% 1.0% 15.2% 41.0% 37.1% 6.7% 20.0% 55.2% 23.8% 1.0% 100.0%

計

常勤
教職員

アドミッション・ポリシー

回答数
準学士課程のアドミッション･ポリシー（受入

れ方針）を知っていますか。
編入学生のアドミッション･ポリシー（受入れ

方針）を知っていますか。
専攻科課程のアドミッション･ポリシー（受入

れ方針）を知っていますか。

準学士課程のアドミッショ ン･ポリシーの認知度

26%

62%

11%
1%

よく知っている

ある程度知っている

あまり知らない

まったく知らない

 

（出典 平成 19 年 4 月 19 日第 1 回点検評価委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

アドミッション･ポリシーは明確に定められ，学生募集要項，編入学生募集要項並びに専攻科募集

要項に「技術や科学に夢を持っている人」のように中学生にも分かり易い表現で掲載されている。教

員に対しては，入学者選抜試験実施要領の中に記載して教員会議の席で周知されている。また，ウェ

ブサイト，学生募集要項，学校要覧に記載されて，将来の学生を含め社会に公表されている。アドミ

ッション・ポリシーとして入学生に求める資質が記載された学校要覧は全教職員に配布され，教員以

外の職員にも周知されている（資料４－１－①－８）。 

 

 

観点４－２－①： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入方法 

が採用されており，実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

 準学士課程の推薦入試実施要綱並びに学力入試実施要綱，編入学の推薦入試実施要綱並びに学力入

試実施要綱，専攻科課程の推薦入試実施要綱並びに学力入試実施要綱が定められ，アドミッション・

ポリシーに沿って面接や書類審査などが行われており入学者選抜が適切に実施されている。 

 アドミッション･ポリシーに記載された入学生に求める資質については，準学士課程の推薦入試

（資料４－２－①－１），編入学の推薦入試と学力入試（資料４－２－①－２），専攻科課程の推薦

入試と学力入試（資料４－２－①－３）の面接で，資質を備えているかどうかの検査を行っている。 
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資料４－２－①－１

準学士課程推薦入試について（１／２） 
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資料４－２－①－１

 

平成19年度準学士課程推薦入試について（２／２） 

 

（出典 本校グループウェア各委員会議事要旨）
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資料４－２－①－２

平成 19 年度編入学試験について（１／２） 
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資料４－２－①－２

平成１９年度編入学試験について（２／２） 

（出典 本校グループウェア各委員会議事要旨）
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資料４－２－①－３

平成 19 年度専攻科入学試験について（１／２） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程，編入学，専攻科課程の入学者選抜の入試実施要綱が明確に定められ，実施要綱にした

がって入学者選抜が適切に実施されている。 

 

資料４－２－①－３

平成 19 年度専攻科推薦入試，学力入試について（２／２）

（出典 本校グループウェア各委員会議事要旨）
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観点４－２－②： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に行

われているかどうかを検証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立ててい

るか。 

（観点に係る状況）  

アドミッション・ポリシーに沿った資質と学力とが適切に評価できているかどうかを入学試験委員

会において検証し，準学士課程における推薦入試基準の見直しを行っている（資料４－２－②－１）。

中学校での成績と入学後の本校での成績の相関関係の調査結果を基に学力入試における入学者選抜の

改善を図っている（資料４－２－②－２～４）。 

 専攻科課程の学力入試におけるTOEIC400点以上の受験者に対する英語の学力検査の免除と得点への

換算の見直しを行い，入学者選抜の改善を図っている（資料４－２－②－５～７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４－２－②－１

推薦入試基準見直しに関する入学試験委員会議事要録（１／２） 

 

－ 途中省略 － 
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資料４－２－②－１

推薦入試基準見直しに関する入学試験委員会議事要録（２／２） 

（出典 本校グループウェアのサーバ内の各種委員会議事要旨より）
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資料４－２－②－３ 

 

平成 18 年度入学者選抜検査データと定期試験データの相関について（１／３） 

 

１．目的 

平成 18 年度入学者の入学者選抜検査データと入学後の定期試験のデータの相関を調べ，入学

者選抜方法の妥当性を検証する。 

２．データの解析 

２．１ 入学者選抜試験の基礎データ 

平成 18 年度の入学者数はつぎのとおりである。 

 
情報通信 

工学科 
電子工学科 

電子制御 

工学科 
情報工学科 合計 

推薦入学者 10 16 9 16 51 

学力入学者 31 25 32 25 113 

 

 

資料４－２－②－２

中学の成績と中間試験の成績の相関

0

5

10

15

20

25

30

0.00 20.00 40.00 60.00 80.00 100.00

H18中間試験の平均点

中
学

校
3
年

5
教

科
の

合
計

点

系列1

 

（出典 平成 18 年 12 月 19 日第 11 回入学試験委員会資料）
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資料４－２－②－３ 

 

平成 18 年度入学者選抜検査データと定期試験データの相関について（２／３） 

 

２．２ 前期期末試験の得点分布と平均 

下表は平成 18 年度入学者の前期期末試験の得点分布である。 

 40～49 50～59 60～69 70～79 80～89 90～100 

推薦入学者 0 3 9 18 19 1 

学力入学者 4 27 43 36 3 0 

（注）推薦入学者のうち，１名は退学したため，上記表に含まれていない。 

成績分布

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

40～49 50～59 60～69 70～79 80～89 90～100

点数

人
数 推薦

学力試験

 

下表は平成 18 年度入学者の前期期末試験の平均点である。 

 平均 

推薦入学者 76.8 

学力入学者 65.1 

  

２．３ 入試データと定期試験データの相関 

（１）相関の意味 

2 つのデータ群の相関係数は-1 から 1 の値を持ち，負の値のとき，負の相関を持つ。正の値の

とき，正の相関を持つ。その絶対値の意味は下表のとおりである。 

相関係数 意味 

0～0.2 ほとんど相関関係がない。 

0.2～0.4 やや相関関係がある。 

0.4～0.7 かなり相関関係がある。 

0.7～1 強い相関関係がある。 



詫間電波工業高等専門学校 基準４ 

- 133 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４－２－②－３ 

 

平成 18 年度入学者選抜検査データと定期試験データの相関について（３／３） 

 

（２）推薦入学者 

推薦選抜検査は調査書と面接の合計で行われる。推薦選抜検査と前期期末試験の相関は以下のと

おりである。 

 相関係数

調査書＋面接： 前期期末試験 0.55 

調査書   ： 前期期末試験 0.54 

面接    ： 前期期末試験 0.16 

調査書   ： 面接 0.17 

 

（２）学力入学者 

学力選抜検査は調査書と学力試験の合計で行われる。学力選抜検査と前期期末試験の相関は以下

のとおりである。 

 相関係数

調査書＋学力試験 ： 前期期末試験 0.32 

調査書      ： 前期期末試験 0.48 

学力試験     ： 前期期末試験 0.14 

調査書      ： 学力試験 0.22 

 

３．考察 

３．１ 推薦選抜検査 

前期期末試験において，推薦入学者は学力入学者より，平均で約１２点高い得点を得ており，成

績優秀者を選抜しているといえる。 

また，推薦選抜検査（調査書と面接の合計）と前期期末試験の相関係数は０．５５であり，かな

り相関がある。したがって，推薦選抜検査は妥当であるといえる。 

 

３．２ 学力選抜検査 

学力選抜検査（調査書と学力試験の合計）と前期期末試験の相関係数は０．３２であり，やや相

関がある。したがって，学力選抜検査はほぼ妥当であるといえる。 

 なお，調査書と前期期末試験はかなり相関がある（０．４８）ため，調査書の配点比率を上げる

と，相関係数は向上する。試みに，現在の配点比率（調査書■■■点，学力試験■■■点）を等分

比率（調査書５００点，学力試験５００点）にしたときの相関係数を計算すると，０．４３とな

る。 

（出典 平成 18 年 12 月 19 日第 11 回入学試験委員会資料） 
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資料４－２－②－４

（出典 本校グループウェア各委員会議事要旨）
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資料４－２－②－５

 

 

 

（出典 本校グループウェア各委員会議事要旨）
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資料４－２－②－６

 

 

 

（出典 本校グループウェア各委員会議事要旨）
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（分析結果とその根拠理由）  

準学士課程の推薦入試では推薦基準を上位15％以内としていたが，少人数校では曖昧な基準となる

ため理科，数学，国語，英語，社会の５教科の５段階評価で4.0以上と改め，推薦入試におけるアド

ミッション・ポリシーに沿った学生の受け入れが行われるよう改善を行っている。また，学力入試で

は中学３年次の５教科の５段階評価成績と学力入試成績を総合して選抜を行っているが，５教科の５

段階評価成績と入学後の定期試験の成績とを検証した結果両者に相関関係が存在することが認められ

たので，内申書の５段階評価成績と学力入試成績の比率の見直しを入試委員会において検討している。

アドミッション・ポリシーに沿った学生受け入れ実態の検証結果が入学者選抜の改善に役立てられて

いる。 

 

資料４－２－②－７

（出典 本校グループウェア各委員会議事要旨）
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観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

いか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，入学定

員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程は，160名の入学定員に対して平成15年度から平成17年度は 168名の入学者，平成18，

19年度は164名が入学している。 

専攻科課程は，16名の入学定員に対して平成16年度は20名，平成17年度は20名，平成18年度20名が

入学している。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程は，平成15年度から平成17年度の入試では入学辞退による定員割れを防ぐために各学科

40名の定員に対し42名，平成18，19年度は41名を合格させている。過去５年間に渡り入学辞退者が出

なかったため，平成18年度からは合格者を168名から164名に減らしたことにより，実入学者数と入学

定員数がより近づき適正化が図られている。 

 専攻科課程は，少人数教育という特徴を維持しながら入学辞退による定員割れを防止するために，

推薦入試で12名以内，学力選抜で８名以上，計24名以内を合格させる方針で入試を実施してきた。入

学辞退者が出なかったため実入学者数が入学定員を上回っている。  

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 アドミッション・ポリシーが明確に定められており，アドミッション・ポリシーに沿った学生の受

入を行うために実施要項が作成され，入学者選抜が適切に実施されている。 

 

（改善を要する点）  

 該当なし 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

 準学士課程，専攻科課程ともに教育目的を達成するために必要な資質と学力を備えている学生を受

け入れるためのアドミッション･ポリシーが明確に定められ，学生募集要項，学校要覧，Webサイトに

掲載されている。準学士課程のアドミッション･ポリシーは，中学校訪問や入試説明会において中学

生や中学校教諭に説明がなされている。 

本校の教職員にも学生募集要項，学校要覧でアドミッション･ポリシーが周知され，入試委員会に

おける合否判定ではアドミッション･ポリシーに則した実施要項によって入学者選抜が適切に実施さ

れている。 

 入試委員会では，準学士課程における推薦基準見直しや学力入試における内申書の成績と入試の成

績の比率改正を中学校での成績と入学後の成績との相関を検証した結果に基づいて審議しており，入

学者選抜の改善を図っている。 

準学士課程では入学定員に平成17年度までは５％増，平成18年度からは2.5％増の実入学者数とな

っており入学定員と実入学者数の適正化が図られている。専攻科課程では，入学定員に対して25％増

の実入学者数となっており，適正化を図る余地がある。 
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基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置（例えば，一般科目

及び専門科目のバランス，必修科目，選択科目等の配当等が考えられる。）され，

教育課程が体系的に編成されているか。また，授業の内容が，全体として教育課

程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている

か。 

（観点に係る状況）  

 本校は，一般科目と専門科目の授業時間配当を各学科とも同じとして，いわゆる楔形科目配置（資

料５－１－①－１）を行っている。授業概要と開講科目の時間割を示す（資料５－１－①－２～８）。 

教育課程（資料２－１－①－５）の編成では，まず１・２学年に全学科共通の理数系一般科目と専

門科目を配置して，本校の使命とする「電子情報系技術者の育成」の基礎としている。そして，第３

学年からは専門科目を学科ごとに設定して，専門分野別の技術者教育を実施する編成としている。 

 

資料５－１－①－１

一般科目と専門科目の学年配当 

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年
一般科目 28 26 18 7 6
専門科目 6 8 16 28 29
特別活動 1 1 1 0 0
一週計 35 35 35 35 35 （時間）  

（出典 授業時間割から集計）

 

資料５－１－①－２

一般科目の概要と授業内容 

１．概要 

21 世紀を迎えた現代は，過去のどの時代にも見られないほど科学・技術が発達し，また国際化が進んできた。それに比して，人

間性はむしろ希薄となり，個人の能力を超えて発達していく科学・技術によって従来の価値観が変えられ，その急激な変化にと

まどいを感じている人が少なくない。一方，教育現場では対人関係やアイデンティティの問題にうまく適応できない学生をはじ

め，新たに様々な問題が生じているのが現状である。 

いかに科学・技術が発達しても，その科学・技術を用いる人間そのものが，優れた識見と豊かな人間性を備えていなければなら

ないということは過去の歴史が明確に示しているところである。ところが，今日の社会では，すべての分野で細分化と専門化が

進行しており，その結果，学校教育もまた細分化，専門化がなされている。これは全人教育という面において少し軽視される状

況が出てきているのではないかと我々は危惧している。 

そうした点から，本校においては「深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成（学校教育法第７０条の２，本校学則第

１条）」する専門教科とあいまって，豊かな人間性と優れた識見を備えた学生を育成することが，一般教科に課せられた教育理

念と捉えている。 

本校の校訓には「志操高く，視野広く，身体たくましく，基礎学力を深め，創造的能力を磨き，汝の使命の達成に命をかけて生

きよ」と謳っているが，まさにこれこそ，一般教科の目指す目標なのである。 
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高等専門学校は，中学校を卒業した若い１５歳の学生を受け入れ，僅か５年間で社会人として必要な一般教養を修得させ，専門

の学芸と職業に必要な能力を身につけさせ，専門の技術者として実社会へ送り出さなければならないので，大学等に比して一般

教科の任務は重大である。 

更に、一般教科では新指導要領によるゆとり教育等の導入を踏まえて，教科内容を点検し，見直しすることが行われている。 

２．授業内容 

本校の一般科目では，人間教育，人格形成を重視し，志操高く，視野広い人間を育成するために，国語，歴史，哲学，倫理・社

会，政治・経済，法学，地理の緒科目，健全な心身を形成するために体育科目，豊かな情操を育てるために美術，音楽，書道の

芸術科目，さらに，専門教育につながる基礎学力の向上を図るものとして，数学，物理，化学の緒科目が課されている。また，

ますます国際化していく社会に適応できる人間を育成するために，英語，ドイツ語の外国語を重視しており，特に，数学におい

ては習熟度別授業を導入することによりきめの細かい指導を行っている。これにより，従来不足しがちであった演習を積極的に

取り入れた授業を行うことに努めている。 

（出典 http://www.takuma-ct.ac.jp/gakusei/syllabus/2007/pdf/G/07GSYLLABUS.pdf）

 

資料５－１－①－３

情報通信工学科の科目の概要と授業内容 

１．概要 

情報通信工学科は，長い歴史と伝統をもった電波通信学科を平成元年に名称の変更をすることになり，これを機に従来のカリキ

ュラムを一新し，社会情勢の変化を先取りした情報通信工学科に生まれ変わったものである。 

社会ではいま，２１世紀を迎え高度情報化社会に対応する次世代通信網として，全国の各家庭にまで光ファイバー通信網の整備

を進めている。これにインターネット技術が融合して映像・データ・音声などの情報や，それらを組み合わせた情報など，さま

ざまなマルチ情報がオフィスや家庭から相互にしかも簡単に取り出せるような社会になってきた。情報通信基盤や情報ネットワ

ークの整備は，いわゆる社会資本整備として重要な役割を占めている。今後のインターネット技術の展開や光ファイバー通信網

の全国的な整備は，内需拡大，産業振興などにとって欠くことの出来ないものである。 

情報通信工学科では，通信関連企業をはじめ広範囲の魅力ある産業分野から嘱望されている技術者を育成するため，『通信工

学』と『コンピュータ技術』の両分野を修得した有能な実践的技術者の育成を目的としている。 

２．授業内容 

低学年ではエレクトロニクスの基礎理論を多くの演習を通じて学び，実際にコンピュータの操作もしながら情報処理を中心に情

報工学の基礎を学ぶことになる。高学年では，これらをベースに情報理論，通信工学，電波伝送，通信方式，データ通信，コン

ピュータのソフトウェア・ハードウェアなどの高度な専門科目を学べるように編成している。 

専門科目の履修に併せて実験実習を組み込み，電気・電子現象の計測や情報・通信端末機器の操作を通じて，講義で学んだ原理

や理論の理解を深めている。更に学年進行とともに，理論と実験結果との対比検討やソフトウェアの開発を通じて洞察力と応用

力の育成を行っている。また，実験実習をすることによって作業手順を体で覚え，問題点の解決および処理能力などを育成して

いる。 

卒業研究においては，自主的に選んだテーマについて情報通信工学科の教員の指導のもとに，一年間にわたって研究調査・製作

・実験を行い，その成果を論文にまとめて提出する。この卒業研究を通して論理的な思考能力，問題解決能力，情報活用能力な

ど研究開発のための基本的な能力を育成する。 

（出典 http://www.takuma-ct.ac.jp/gakusei/syllabus/2007/pdf/T/07TSYLLABUS.pdf）
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資料５－１－①－４

電子工学科の科目の概要と授業内容 

１．概要 

現在はエレクトロニクスの時代といわれているが，これは電子工学がさまざまな方面に応用されている成果の現れであるといえ

る。したがって，電子工学を修めたエレクトロニクスエンジニアはコンピュータや通信機器や電子機器などの電子産業だけでな

く，広く他の工業界からも嘱望されている。 

電子工学科では，電子工学の基礎から，レーザー，集積回路，コンピュータ，データ通信メカトロニクスなどの応用までを学

び，技術を修得することを教育目標としている。実験は少人数のグループで行うなど，行き届いた指導体制のもとで，自主性や

創造性の豊かな技術者を育成する教育を行っている。 

また，第一級陸上無線技術士の無線従事者国家試験に合格できるよう教育課程を編成している。 

２．授業内容 

低学年では電気・電子工学の基礎を確実にするために，電気磁気学，電気・電子回路，および情報処理の科目が根幹をなし，そ

れらの内容を体験により確実に習得するために，工学実験を行っている。講義による授業と実験による授業は車の両輪の様なも

ので，高専教育では特にこのシステムを大切にしている。したがって，工学実験では少人数で一つの実験グループをつくり，一

人一人が実験に能動的に参加できるようにしている。情報処理では，１学年でコンピュータに慣れ親しむようにし，２学年でプ

ログラミング言語を扱えるようにし，そして３学年で技術活動に必要な数値解法を習得させるように体系化している。つまり低

学年ではソフトウェアを中心にコンピュータが扱える能力が身に付くようにしている。その後，４学年以降ではハードウェアを

中心に教育し，コンピュータを組み込んだ機器の設計・製作が出来る能力を教えている。 

高学年になると選択科目数が増して，学生個人個人により履修科目は異に出来るが，全体を大まかにグループ分けすると，計算

機関係，通信関係，デバイス関係，および画像，音響，制御工学，ロボットなどの応用関係の科目になる。 

一般教科とは別に専門科目として，応用数学，応用物理などの電子工学のどの分野にも共通する基礎的な必修科目がある。さら

に電子工学の周辺科目として，電波・電気法規，機械工学，電力工学などが選択科目として履修できるようにしている。 

卒業研究は，学生一人一人が自分の研究テーマをもち，担当教官の指導の下で一年間にわたって研究を行うものである。ここで

は新しい知識を得るだけでなく，エンジニアとしての研究も含めての仕事の方法，また仕事に対する態度も修得することを重要

視している。 

（出典 http://www.takuma-ct.ac.jp/gakusei/syllabus/2007/pdf/E/07ESYLLABUS.pdf）

 

資料５－１－①－５

電子制御工学科の科目の概要と授業内容 

１．教育目標 

エレクトロニクスを用いて様々な機器やシステムを制御する技術は，社会のあらゆる所に用いられており，我々の生活のために

なくてはならないものになっている。さらに，近年の集積回路やコンピュータの急速な小型化により，コンピュータを用いて各

種電子機器を高度に制御することが求められるようになってきた。このような状況の下で，制御するシステム全体を総合的に理

解し，設計・運用できる技術者が求められている。 

電子制御工学科では，このような技術的・社会的状況を適確に把握でき，設計・開発や製造部門の中枢を担える技術者の育成を

目的としている。 

電子制御工学科の教育目標は以下の通りである。 

(1) ５年間の一貫した教育により，一般教育と専門教育を有機的に関連させて，効果的な技術教育を行う。また，制御技術の基

礎として電子工学及び情報工学の素養を身につけさせるとともに，制御，計測等に関連する教育を行う。 
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(2) 基礎的な科目を重視し，工学実験や卒業研究等を通して，それらの知識を応用し，自ら学習する姿勢を涵養する。 

(3) 電子制御技術の急速な進展に対処するため，理解力，創造力，判断力を育成し，新しい技術に対応できる柔軟性を有する技

術者を養成する。 

２．授業内容 

(1) 専門科目の授業 

●低学年の工学基礎では，基礎電気工学，情報処理をはじめ電気回路，応用物理，制御工学，電気磁気学，電子回路，デジタル

回路等を通して，広い範囲の専門科目を修得できるように配慮されている。 

●高学年では，工学基礎の延長線上にある上級科目及び即戦力として必要な情報処理技術，ロボット工学を含むメカトロニクス

や制御技術などの専門科目を修得できるように配慮されている。 

すなわち，応用数学，半導体工学，機械力学及び計測工学などの必修科目に加えて，数値解析，確率統計論，制御機器，オペレ

ーションズリサーチ，システム工学，通信理論，固体物理，シ－ケンス制御，知識工学，ロボット工学，流体力学，熱力学，計

算機工学，画像処理及び通信システムなどの選択科目が準備されている。 

●平成１６年度から，自ら学習する姿勢を身につけるため，高学年の選択科目を細分化し，前期および後期それぞれの学期にお

いて単位を認定することとした。 

(2) 工学実験及び卒業研究 

第３学年では毎週４時間，第５学年では毎週２時間の工学実験が配当されている。１クラス４グループ制を採用し，第３学年で

は８テーマの実験を行う。第５学年では３テーマの実験を行う。実験内容としては，ハードウェア関係のテーマとソフトウェア

関係のテーマがバランスよく配備されている。 

第４学年では毎週４時間の工学実験が配当されている。第４学年の前期は制御工学実験及びプログラミング演習を，後期は各教

員に配属し，それぞれのテーマについて実験（課題研究）を行う。実験内容には，技術者として必要な基礎的なものと応用的な

ものを含む。さらに，最新の高度専門技術を体験し，社会的責任を自覚し自立した技術者を育成するために，企業の工場見学及

び校外実習などを積極的に取り入れている。 

卒業研究では，各教員に配属し一つのテーマについて研究を行わせる。研究計画の立案，実験に関する検討及び実験結果の考察

などを通して，創造性を活かした独力解決型の探求力の習熟を図るとともに，報告書の作成や口頭発表など発表能力・コミュニ

ケーション能力の強化について指導する。 

（出典 http://www.takuma-ct.ac.jp/gakusei/syllabus/2007/pdf/C/07CSYLLABUS.pdf）

 

資料５－１－①－６

情報工学科の科目の概要と授業内容 

１．教育目標 

本学科の専門教育では，計算機の基礎と応用についての知識と技術を教授するとともに，実際に計算機を利用して様々な問題解

決ができる能力を育成する。さらに，計算機システムおよびソフトウェアシステムに対して，工学的な技量によるシステムの設

計，開発および実現に関する能力の育成をめざす。 

教育目標は，以下の通りである。 

１．コンピュータの基礎から応用まで体系的に理解させ，コンピュータを活用できる技術者を養成する。 

２．広い視野を持ち，社会の要求する情報システムを設計・構築できる技術者を養成する。 

３．主体的に問題を提起し，継続して課題に取り組み，解決できる技術者を養成する。 

４．文章能力，コミュニケーション能力，プレゼンテーション能力を有する技術者を養成する。 

２．教育内容 
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（１）基礎工学・理論，電気・電子工学，計算機システム，ソフトウェア，情報・通信システムおよびマルチメディア等関連技

術の分野をバランスよく系統的に配置する。 

（２）実務や新しい問題に創造的に立ち向かう方法や能力あるいは意欲を養うために，講義では，できる限り実習・演習をとり

いれる。また，「卒業研究」等の問題解決型の教育効果を重視し，基本的に同じ形式で運用する「情報工学セミナー」を第４学

年に導入する。 

（３）工学実験では，実験を大きなテーマとして実施することにより，その中の個別の実験項目の意義を理解させる。また，テ

ーマに対するマクロスコピックな把握と理解を促し，これらを基礎に実践的かつ創造的な応用能力を育成するようにする。 

（４）情報工学関連技術の急激な進歩に対応できるように，選択科目の一部について科目内容については柔軟な対応がとれるよ

うにしている。 

（出典 http://www.takuma-ct.ac.jp/gakusei/syllabus/2007/pdf/I/07ISYLLABUS.pdf）
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資料５－１－①－７

開講状況 平成 18 年度前期時間割（１／３） 

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7

物理 歴史 Ｈ．Ｒ． 保体 英Ⅱ 国語

東田 内田 南 塩田 森和 冨士原

合併教室         

Ｈ．Ｒ． 英Ⅱ

冨士原 森和

        

地理 保体 Ｈ．Ｒ． 英Ⅱ

細谷 塩田 森岡 森和

        

英Ⅲ 物理 歴史 英Ⅱ Ｈ．Ｒ． 化学 地理 保体

野口 東田 内田 森和 森和 笠井 細谷 塩田

メディア 合併教室         

倫社 英Ⅰ Ｈ．Ｒ． 倫社 保体 英Ⅰ

細谷 鳥越秀 細谷 細谷 有馬 鳥越秀

        

歴史 英Ⅰ Ｈ．Ｒ． 倫社 英Ⅰ 保体

内田 鳥越秀 有馬 細谷 鳥越秀 有馬

合併教室         

英Ⅰ 国語 倫社 保体 Ｈ．Ｒ． 英Ⅰ

鳥越秀 森孝 細谷 有馬 橋本 鳥越秀

        

英Ⅰ 歴史 Ｈ．Ｒ． 保体

鳥越秀 内田 笠井 有馬

合併教室         

Ｈ．Ｒ． 国語Ａ 英Ⅰ 政経

辻琢 高木保 畑 井上斌

        

Ｈ．Ｒ． デ回Ⅱ 国語Ａ 保体 電磁 政経

三崎 高木 高木保 山本澄 住友 井上斌

        

Ｈ．Ｒ． 英Ⅰ

奥山 畑

        

Ｈ．Ｒ． 英Ⅰ

奥山 畑

        

Ｈ．Ｒ． 英Ⅰ 保体 国語Ａ

鰆目 畑 山本澄 森孝

        

保体 通法Ⅰ 電回Ⅱ

小阪 張 石川進 綾 三河

（５） （２）

計工 保体 音響Ⅰ 音響Ⅰ 音Ⅱ・法規

小阪 張 高木 石川 増田 増田 増田　　綾

（５） （２）
確率Ⅰ・通理Ⅰ 制御Ⅱ

村上 近藤満 小阪 張 奥山　一色 山本

（４） （５） （２） （専）第１　　　　　

電磁 英Ⅳ

小阪 張 河田純 森和

（５） （２）

電磁 英Ⅳ

小阪 張 河田純 森和

（５） （２）

英Ⅴ 保体

畑 塩田

電送 英Ⅴ

新庄 石丸 横澤 木下 真鍋克 畑

（専）第１ 視聴覚 （２）

電送 英Ⅴ

新庄 石丸 横澤 木下 真鍋克 畑

（専）第１ 視聴覚 （２）

保体 英Ⅴ

福間 田嶋 塩田 野口

（５） メディア

保体 英Ⅴ

福間 田嶋 塩田 野口

（５） メディア

保体

塩田

                
電通                 

１                 

                
情制                 

１                 

        
電通         

2         

        
情制         

2         

（４）

視聴覚

国語

森孝

三崎

視聴覚

一色，田嶋，奥山，雛元

一色，田嶋，奥山，雛元

実験

辻憲

数概Ⅲ

南

南

数Ⅰ

森岡

（４）

第３演習室

土屋

実験
一色，田嶋，奥山，雛元

田嶋

情処Ⅱ実験日本語

冨士原
冨士原教員室

一色，田嶋，奥山，雛元

微積

南

英Ⅱ

土屋

学科別授業

１－２教室

笠井

化学

サイバー

新海

情処Ⅰ

南

物理

情処Ⅰ

三河

第１演習室

数Ⅰ

基電

松下
高情ラボ

(４）

サイバー

情処Ⅱ

井上忠

通シス

視聴覚

視聴覚

視聴覚

応計   ・  光エレ

第1演習室

第１演習室

応計   ・  光エレ

視聴覚

半導体

数概Ⅲ 半導体

画像数概Ⅲ

須那

実験
鰆目，野中，宮武，川染

近藤 徳永

応数

数概Ⅲ

電力

三崎

視聴覚

高城南

梶

実験

澤田

半導体

長岡

固体Ⅰ ・  ロボットⅠ

田中東田

物理

草間，青海

回路Ⅱ

実験

回路Ⅰ

解析

基電

第３演習室

天造

工業数

河田進

情処Ⅱ

英Ⅱ

藤沢

英Ⅱ

南

河田進藤沢 須那

青海

第３演習室

情処Ⅱ

知工Ⅰ 構造

辻琢

電工

三崎

橋本

解析

野中

第３演習室

サイバー

近藤

　独 Ⅰ ・ 中国語Ⅰ

情シスⅠ

鰆目
高情ラボ

　独 Ⅰ ・ 中国語Ⅰ

山本　・　村上

笠井

計測 固体Ⅰ ・  ロボットⅠ

電力　 ・ 　ロ工

　独 Ⅰ ・ 中国語Ⅰ

横澤

英Ⅱ

国語

森孝

近藤

化学

須那

デ回Ⅰ

月本

解析
真鍋克，森本峯，三河

        

電回Ⅰ 微積

応数

澤田

小野

実験

実験

真鍋克，梶，草間，青海（５）

通シスＡ

森本敏，森本峯，三河，

福永，高木，増田，

近藤
第３演習室

徳永
第３演習室

アル構造特実験 工業数

数概Ⅲ 言語
金澤，野中，今城，鰆目，宮武，川染真鍋久南

実験

高情ラボ

２

Ｔ

Ｅ

３

Ｃ留

Ｉ

Ｃ

Ｉ

４ Ｃ

Ｉ留

５

I

Ｔ

画像

画像

Ｅ

Ｃ

Ｅ

Ｉ

Ｔ

C留

Ｃ

Ｅ

Ｔ

E留

４

１

１

２

平成１８

前期

３

天造

月      火      

計シス

制御Ⅰ

応物

辻憲

真鍋克，辻琢，草間，住友

南

福間

南 福永

画像

高情ラボ

松下

特別研究

特別研究

田嶋，村上，福間，徳永，一色
國井，野中，今城，鰆目，河田進，河田純

オ指向

矢木

(専）第２ 

（専）第３

電物性

特講義

田嶋，福間，徳永，一色，近藤，奥山

松下，宮武，金澤，高城

応数

澤田

専
攻
科

特実験
真鍋克，辻琢，草間，住友

特実験

特実験
森本敏，澤田，森本峯，小野，梶

高木，福永，増田，木下，三崎，矢木

特実験

応物

英Ⅰ

鳥越洋

応物

辻憲

計シス

鰆目

田嶋，村上，福間，徳永，一色

特実験 アル構造

（専）演習室

松下
高情ラボ

河田進

特実験 シス工学

國井，野中，今城，鰆目，河田進，河田純 （専）演習室
福間

高木，福永，増田，木下，三崎，矢木

森本敏，澤田，森本峯，小野，梶 木下

特講義特実験 生体工

高木，福永，増田，木下，三崎，矢木 （専）第２

森本敏，澤田，森本峯，小野，梶

松下，宮武，金澤，高城 松下，宮武，金澤，高城 （専）第３

田嶋，福間，徳永，一色，近藤，奥山 一色田嶋，福間，徳永，一色，近藤，奥山

新海

電磁

住友

視聴覚

電工Ⅰ

　独 Ⅰ ・ 中国語Ⅰ

電回Ⅱ

高情ラボ

野中

構造

松下

   ＯＲⅠ  ・ ｼｽﾃﾑⅠ

知工Ⅰ

第１演習室

　独 Ⅰ ・ 中国語Ⅰ

松下
高情ラボ

電力　 ・ 　ロ工

デ通

三河

制御

木下

小野

通工Ⅱ

計測

制御

木下

視聴覚

通シス

近藤

第３演習室

基ソフト

今城

情シスⅡ

高城
第１演習室

石丸

情特 

鳥越洋

数Ⅱ

田中

数Ⅱ数Ⅰ

英Ⅰ

（４）

須那

数Ⅰ

森岡

習熟度別授業

数Ⅱ

田中

英Ⅰ

鳥越洋

東田

国語

冨士原

実験

三河

金澤，高城，川染

情処Ⅱ

谷口

橋本

東田

國井宮武

微積

デ回Ⅱ

第１演習室

制御Ⅰ

サイバー

情処Ⅱ

サイバー

微積

2年

ソフト

鰆目

ネットⅠ数概Ⅲ 通工Ⅱ

奥山，山本，新海，雛元

長岡，矢木，天造

機力 セミナー

徳永

福永

近藤
第３演習室

知工

知工

応物Ⅰ

森岡

谷口

物理

長谷部

田嶋

村上

村上
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開講状況 平成 18 年度前期時間割（２／３） 

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7

格技 歴史 地理 英Ⅲ

松 /本 内田 細谷 野口

武 /武 合併教室 メディア

物理 格技 英Ⅲ 国語 保体 化学 地理 歴史

東田 松 /本 野口 冨士原 塩田 笠井 細谷 内田

武 /武 メディア 合併教室

物理 格技 化学 地理 歴史 保体

東田 松 /本 長谷部 細谷 内田 塩田

武 /武 合併教室

格技 英Ⅱ 国語 保体

松 /本 森和 冨士原 塩田

武 /武

英Ⅰ 国語 歴史 保体

鳥越秀 森孝 井上斌 有馬

保体 英Ⅰ 保体 倫社

有馬 鳥越秀 有馬 細谷

保体 歴史 倫社 英Ⅰ

有馬 内田 細谷 鳥越秀

合併教室

歴史 英Ⅰ 保体 保体 英Ⅰ 倫社

内田 鳥越秀 有馬 有馬 鳥越秀 細谷

合併教室

回路Ⅱ 保体 英Ⅰ 国語Ｂ 回路Ⅱ 電磁Ⅰ 英Ⅰ 政経

青海 山本澄 畑 野口 青海 森本敏 畑 井上斌

国語Ｂ 英Ⅰ 電磁 国語A 保体 英Ⅰ

野口 畑 住友 高木保 山本澄 畑

国語Ｂ 演習 電回Ⅰ 政経 国語A 保体 演習 英Ⅰ

野口 山本･奥山 雛元 井上斌 高木保 山本澄 山本･奥山 畑

日本語 演習 電回Ⅰ 保体 演習 英Ⅰ

森孝 山本･奥山 雛元 山本澄 山本･奥山 畑
森孝教員室

保体 国語Ｂ 英Ⅰ 国語A 英Ⅰ 政経

山本澄 野口 畑 森孝 畑 井上斌

英Ⅳ 英Ⅳ

文特　畑 英特　畑 森和 森和

数Ⅰ　南 数Ⅱ　橋本

計工 英Ⅳ

文特　畑 英特　畑 高木 森和

数Ⅰ　南 数Ⅱ　橋本

英Ⅳ 保体 確率Ⅰ・通理Ⅰ 制御Ⅱ

文特　畑 英特　畑 森和 石川進 奥山　一色 雛元 村上 山本

数Ⅰ　南 数Ⅱ　橋本 （専）第１　　　　　 （専）第１

保体 英Ⅳ 電磁

文特　畑 英特　畑 石川進 森和 河田純

数Ⅰ　南 数Ⅱ　橋本

保体 英Ⅳ 電磁

文特　畑 英特　畑 石川進 森和 河田純

数Ⅰ　南 数Ⅱ　橋本

電送Ⅱ 通法Ⅱ

真鍋克 梶

パルス パルス

木下 木下

視聴覚 視聴覚

パルス パルス

木下 木下

視聴覚 視聴覚

セミナー
村上・田嶋・新海

セミナー
村上・田嶋・新海

英Ⅴ

野口

メディア

電通

１

情制

１

電通

2

情制

2

５

Ｔ

Ｅ

E留

Ｃ

C留

I

４

Ｔ

Ｅ

Ｃ

Ｉ

Ｉ留

３

Ｔ

Ｅ

Ｃ

Ｃ留

Ｉ

２

Ｔ

Ｅ

Ｃ

Ｉ

平成１８

前期

１

１

２

３

４

回理

卒研

全教員

井上斌　小阪　前崎

井上斌　小阪　前崎

卒研

高木

鰆目

須那 森岡

情処Ⅰ

１－１教室

学科別授業

基電

森本峯

国語

冨士原

（５）　（専）第１　５Ｃ

（５）　（専）第１　５Ｃ

卒研

橋本

デ回Ⅰ

森本峯

化学

笠井

（専）第３

情工論

高木 森本敏

金澤

回路Ⅱ

数Ⅱ

長谷部

小野，青海，辻琢

演習

辻憲

英Ⅱ

藤沢

福間，村上，徳永

辻琢，草間，澤田，青海

実験

福間，村上，徳永

データ 法　・独Ⅱ・中Ⅱ

特研究グ理論 技倫理

細谷　井上斌　内田

全教員

情ネッ論

数解Ⅰ　・　デ回Ⅱ

全教員

第１演習室

応数特

谷口

谷口 今城

今城

（専）演習室

（専）演習室

技倫理

細谷　井上斌　内田
合併教室

今井

英Ⅱ回路Ⅰ

矢木

藤沢

回路Ⅰ

解析

一色

回路Ⅱ

応物Ⅱ

辻憲

微積

今井

データ

高木

実験

矢木，住友，高木，木下，

河田純，國井，松下，今城，高城，川染

電送Ⅱ

真鍋克

橋本

微積

澤田

山地

応数

制機Ⅰ

電回

セミナー

井上忠

宮武
サイバー

ソフト

（５）　（専）第１　５Ｃ

実験

（５）　（専）第１　５Ｅ

（５）　（専）第１　５Ｅ

法　・独Ⅱ・中Ⅱ

井上斌　小阪　前崎

法　・独Ⅱ・中Ⅱ

数解

卒研

全教員

宮武

全教員

法　・独Ⅱ・中Ⅱ

法　・独Ⅱ・中Ⅱ

井上斌　小阪　前崎

法　・独Ⅱ・中Ⅱ

哲学　松下　

哲学　松下　

１－１教室

学科別授業

基工

三河，森本峯，梶

数Ⅱ

水      木      

サイバー

情処Ⅲ

英Ⅱ

真鍋久

第１演習室

電磁Ⅰ

井上斌　小阪　前崎

計算

今井

計算

徳永

奥山

コンパイラ

熱力

通シスⅡ

実験

矢木，住友，高木，木下，

熱力

卒研

応数Ⅱ

奥山

応数Ⅱ

徳永

卒研

全教員

卒研

全教員

河田進

データ

井上忠，森本敏，真鍋克，辻琢

実験

実験

セミナー

河田純，國井，松下，今城，高城，川染 全教員

全教員

小野，草間，青海

増田，長岡，三崎，月本

情工論 情ネッ論

第１演習室

特研究

高木，福永，増田，三崎，月本 合併教室

応数特

コミ英Ⅱ

國井，野中，今城，鰆目，河田進，河田純

森本敏
第１演習室 （専）演習室

田嶋，村上，福間，徳永，一色

森本敏，澤田，森本峯，小野，梶青海

特研究マルチメ工 光通信

専
攻
科

デ信処

福永

メディア （専）演習室

鳥越
高木，福永，増田，木下，三崎，矢木（専）演習室

特研究マルチメ工 シス制御

（専）第２

コミ英Ⅱ

山本金澤 福永鳥越 近藤
（専）第２

デ信処

（専）演習室

数処論

メディア

森孝

サイバー

基工

国語

１－３教室

三崎，月元，天造

１－２教室

基工

奥山

応数

哲学　松下　

哲学　松下　

解析英Ⅱ

土屋

電回Ⅱ

三河

（専）演習室

グ理論

第１演習室

高木

（専）演習室

田嶋，福間，徳永，一色，近藤，奥山

松下，宮武，金澤，高城

第３演習室

情処Ⅰ

情処Ⅰ

福間

野中

第１演習室

草間

福間

第３演習室

長岡

数Ⅰ

須那

数Ⅰ

谷口

数Ⅱ

谷口

情処Ⅱ

井上忠

物理

長谷部

基工

河田純，川染
１－４教室

土屋

デ回Ⅰ

月本佐久間

数Ⅱデ回Ⅰ

英Ⅱ

橋本

化学

笠井

雛元

情処Ⅱ

電回

増田

解析

森岡

化学

長谷部

国語

冨士原

数Ⅰ

南

物理

東田

数Ⅰ

一色

森岡

国語

森孝

基電

天造
１－４教室

谷口

一色

増田，長岡，三崎，月本

物理

応物Ⅰ

福永

応数

澤田

セミナー

月本

数Ⅱ

佐久間

金澤，高城，川染

電磁Ⅰ

一色

サイバー

哲学　松下　

井上斌　小阪　前崎

サイバー

数解

宮武

福間

電磁Ⅱ

実験

（５）　（専）第１　５Ｅ

応物Ⅱ

一色

澤田

辻憲

土屋

高情ラボ

電磁Ⅱ

通信
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資料５－１－①－７

開講状況 平成 18 年度前期時間割（３／３） 

1 2 3 4 5 6 7

英Ⅱ 地理 化学 芸術 保体

森和 細谷 長谷部 穴/川/石 塩田

視/美/書

保体 英Ⅱ 歴史 芸術 地理

塩田 森和 内田 穴/川/石 細谷

合併教室 視/美/書

英Ⅱ 歴史 芸術 英Ⅲ 国語

森和 内田 穴/川/石 野口 冨士原

合併教室 視/美/書 メディア

地理 歴史 芸術

細谷 内田 穴/川/石

合併教室 視/美/書

歴史 芸術 保体

井上斌 穴/川/石 有馬

視/美/書

芸術 国語 歴史

穴/川/石 森孝 内田

視/美/書 合併教室

芸術 保体 歴史

穴/川/石 有馬 内田

視/美/書 合併教室

国語 芸術 倫社

森孝 穴/川/石 細谷

視/美/書

国語A 保体 電磁Ⅰ

高木保 山本澄 森本敏

政経 英Ⅰ

井上斌 畑

政経 国語A 保体 電回Ⅰ 英Ⅰ

井上斌 高木保 山本澄 雛元 畑

保体 電回Ⅰ 英Ⅰ

山本澄 雛元 畑

政経

井上斌

電回Ⅱ

井上忠 福永 三河

サイバー

英Ⅳ

森和

英Ⅳ

森和

                         

                         

電送Ⅱ

真鍋克

保体

塩田

保体

塩田

田嶋 山本
第３演習室

田嶋 山本
第３演習室

電通

１

情制

１

電通

2

情制

2

５

Ｔ

Ｅ

E留

Ｃ

C留

I

４

Ｔ

Ｅ

Ｃ

Ｉ

Ｉ留

２

Ｔ

Ｅ

Ｃ

Ｉ

平成１８

前期

１

１

２

３

４

実験

電送

全教員

全教員

通工 卒研

応数

今城
高情ラボ

長岡

第1演習室

澤田

セミナー

卒研

全教員

卒研

サイバー

電磁Ⅱ

増田

通工

辻琢草間

応物電計

情処Ⅱ

近藤

第３演習室

基情

習熟度別授業

情処Ⅳ　・　回理

川染

辻憲森本敏

高城

応物

電工Ⅰ

第１演習室

三崎，住友，木下，月本，天造

橋本３

Ｔ

Ｅ

Ｃ

Ｃ留

Ｉ

半導体

宮武

長岡

鳥越
メディア

真鍋克

回路Ⅰ

橋本

矢木

解析 計測Ⅰ

森岡

草間

電回

2年

微積

須那

情処Ⅲ

住友

解析

特別研究応電磁 コミ英Ⅰ

シ制Ⅰ ・  制御Ⅲ

全教員

画像

金澤

卒研

卒研

國井，野中，今城，鰆目，河田進，河田純

特別研究

高木，福永，増田，三崎，月本メディア

コミ英Ⅰ

辻琢，草間，澤田，青海

田嶋，村上，福間，徳永，一色

鳥越

全教員

南

金      

谷口

微積

知工Ⅱ

シ制Ⅰ ・  制御Ⅲ

卒研

全教員

実験

山本　・　村上新海

シスプロ

今城

高情ラボ

応数

澤田

（専）第２

集回工 特別研究

長岡

文学特
森本敏，澤田，森本峯，小野，梶

専
攻
科

高木，福永，増田，木下，三崎，矢木

森孝・冨士原

メディア （専）第２

田嶋，福間，徳永，一色，近藤，奥山

特別研究文学特

森孝・冨士原

教育シス

メディア （専）第３
宮武

松下，宮武，金澤，高城

シスプロ

井上忠他

セミナー

全教員

セミナー

全教員

須那

        

國井

物理

東田

化学

長谷部

国語

冨士原

化学

近藤

情処Ⅱ

笠井

英Ⅰ

鳥越洋

物理

化学

笠井

（４）

長谷部

第３演習室

応数Ⅰ

南

 
（出典 平成 18 年度前期時間割）
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資料５－１－①－８

開講状況 平成 18 年度後期時間割（１／３） 

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7

英Ⅱ 歴史 Ｈ．Ｒ． 保体 物理 地理

森和 内田 南 塩田 東田 細谷

合併教室         

歴史 英Ⅱ Ｈ．Ｒ． 物理

内田 森和 冨士原 東田

合併教室         

保体 歴史 Ｈ．Ｒ． 化学 英Ⅱ 国語

塩田 内田 森岡 長谷部 森和 冨士原

合併教室         

化学 英Ⅲ 地理 英Ⅱ Ｈ．Ｒ． 地理

笠井 野口 細谷 森和 森和 細谷

メディア         

歴史 国語 Ｈ．Ｒ． 保体

井上斌 森孝 細谷 有馬

        

英Ⅰ 保体 Ｈ．Ｒ． 保体

鳥越秀 有馬 有馬 有馬

        

Ｈ．Ｒ． 倫社 保体 英Ⅰ

橋本 細谷 有馬 鳥越秀

        

国語 保体 Ｈ．Ｒ． 英Ⅰ

森孝 有馬 笠井 鳥越秀

        

Ｈ．Ｒ． 英Ⅰ

辻琢 畑

        

Ｈ．Ｒ． 国語A 保体 政経

三崎 高木保 山本澄 井上斌

        

Ｈ．Ｒ． 政経 国語A 保体 演習 英Ⅰ

奥山 井上斌 高木保 山本澄 山本・奥山 畑

        

Ｈ．Ｒ． 保体 演習 英Ⅰ

奥山 山本澄 山本・奥山 畑

        

Ｈ．Ｒ． 国語Ａ 英Ⅰ 政経

鰆目 森孝 畑 井上斌

        

保体 通法Ⅰ 英Ⅳ

小阪 張 石川進 綾 森和 辻琢 真鍋・小野

（５） （２） 第１演習室

半導体 保体 計工 英Ⅳ 音Ⅱ・法規

小阪 張 長岡 石川進 高木 森和 増田　　綾

（５） （２） 第１演習室
確率Ⅱ・通理Ⅱ 確率Ⅱ・通理Ⅱ

村上 近藤満 小阪 張 奥山　一色 雛元 村上 奥山　一色

（４） （５） （２） （５）　　　　　 第３演習室 （５）　　　　　

電磁 英Ⅳ

小阪 張 河田純 森和

（５） （２）                 

電磁 英Ⅳ

小阪 張 河田純 森和

（５） （２）         

通シスB 保体

井上忠 塩田

パルス パルス

新庄 石丸 横澤 木下 木下 木下

視聴覚 視聴覚 （２） 視聴覚 視聴覚

パルス パルス

新庄 石丸 横澤 木下 木下 木下

視聴覚 視聴覚 （２） 視聴覚 視聴覚

保体 英Ⅴ

福間 田嶋 田嶋 山本 塩田 福間　 徳永 野口

視聴覚 第３演習室 高情ラボ メディア

保体 英Ⅴ

福間 田嶋 田嶋 山本 塩田 福間　 徳永 野口

視聴覚 第３演習室 高情ラボ メディア

保体

塩田

電通

１

情制

１

        
電通         

2         

        
情制         

2         

住友

応数

微積

電回

金澤
サイバー

電回

森孝

サイバー

物理情処Ⅱ

第１演習室

制御

視聴覚

半導体

近藤
第３演習室

知工Ⅱ

視聴覚

流体Ⅱ　・　熱力Ⅱ

徳永

流体Ⅱ　・　熱力Ⅱ

画像Ⅱ

画像Ⅱ

第３演習室

土屋

微積

南

第３演習室

近藤

実験
近藤，山本，徳永，新海

情処Ⅱ実験
近藤，山本，徳永，新海

英Ⅱ

土屋

学科別授業

１－２教室

新海

情処Ⅰ

松下

数Ⅱ

橋本

高情ラボ

基工

数Ⅰ

森岡

英Ⅱ

藤沢

南

数Ⅰ

三河

第１演習室

鳥越洋

化学

(４）

（４）

（４）

数Ⅱ

情処Ⅱ

藤沢

英Ⅱ

情処Ⅱ

井上忠

サイバー

物理

化学

微積

南

        

草間

解析

須那

一色

三崎

長岡，矢木，天造

応数

澤田

高城

第1演習室

半導体

鰆目，野中，宮武，川染

三崎

全教員

日本語

２年

実験 デ回Ⅱ ソフト

冨士原教員室

國井

福永 長岡

知工Ⅱ

視聴覚

木下

制御電力　 ・ 　ロ工

奥山

須那

物理

草間，青海

習熟度別授業

実験
真鍋克，森本峯，三河 小野，青海，辻琢

応数Ⅱ

演習

長谷部

国語

デ回Ⅰ

月本

森本敏

解析

森岡

橋本

解析

電回

増田

冨士原

　独 Ⅰ ・ 中国語Ⅰ

解析

須那

　独 Ⅰ ・ 中国語Ⅰ

画像

高情ラボ

回路Ⅰ

矢木

　独 Ⅰ ・ 中国語Ⅰ

辻憲

情処Ⅱ

金澤，高城，川染

応物Ⅰ

サイバー

英Ⅱ

笠井近藤

第３演習室

新庄

鰆目

計シス

電力

計シス

計測Ⅱ

鰆目

横澤

基ソフト

ネットⅠ

通工

通工

新庄

実験

近藤
第３演習室

言語

真鍋久

２

Ｔ

Ｅ

３

Ｃ留

Ｉ

Ｃ

Ｉ

Ｔ

Ｅ

４ Ｃ

Ｉ留

５

I

Ｃ

Ｅ

Ｉ

Ｔ

C留

Ｃ

Ｅ

Ｔ

E留

４

１

１

２

平成１８

後期

３

三崎，月元，天造

基電

情処Ⅰ

月      

物理

東田

数Ⅱ

田中

火      

数Ⅱ 英Ⅰ

特別研究

河田純
サイバー

特別研究

田嶋，村上，福間，徳永，一色

國井，野中，今城，鰆目，河田進，金澤

高木，福永，増田，木下，三崎，矢木

森本敏，澤田，森本峯，小野，梶

コミ英Ⅰ

鳥越
メディア

(専)演習室

田嶋，福間，徳永，一色，近藤，奥山

松下，宮武，高城

応数

澤田

専
攻
科

特実験
辻琢，草間，澤田，青海

高木，福永，増田，三崎，月本

特実験

特実験
森本敏，澤田，森本峯，小野，梶

高木，福永，増田，木下，三崎，矢木

特実験

鳥越洋

知工Ⅰ

野中

応物

辻憲

冨士原

田中

国語

須那

國井，野中，今城，鰆目，河田進，金澤

田嶋，村上，福間，徳永，一色

特実験

応物

辻琢，草間，澤田，青海

木下

高情ラボ

三河

長岡

ニュファ技

住友

特実験

高木，福永，増田，木下，三崎，矢木 (専)第２

森本敏，澤田，森本峯，小野，梶

特実験

松下，宮武，高城 松下，宮武，高城

田嶋，福間，徳永，一色，近藤，奥山田嶋，福間，徳永，一色，近藤，奥山

辻憲

　独 Ⅰ ・ 中国語Ⅰ

応物Ⅱ

電磁

福永，高木，増田，

実験

実験

　独 Ⅰ ・ 中国語Ⅰ

電送Ⅰ

真鍋克，梶，草間，青海

森本敏，森本峯，三河，

数解Ⅱ　・　デ回Ⅲ

澤田

今城

   ＯＲⅡ  ・ ｼｽﾃﾑⅡ

シスプロ

応計   ・  光エレ

高情ラボ

今城

第1演習室

シスプロ

応計   ・  光エレ

セミナー

固体Ⅱ ・  ロボットⅡ

固体Ⅱ ・  ロボットⅡ

画像

福永

応数Ⅱ

奥山

コンパイラ

英Ⅰ

（４）

笠井

数Ⅱ

田中

英Ⅰ

鳥越洋

東田

谷口

計測Ⅰ

回路Ⅱ

天造

視聴覚

橋本

回路Ⅰ

矢木

計測Ⅱ デ通

辻憲

知工Ⅰ

森岡 金澤，高城，川染

電回Ⅱ

回路Ⅱ

一色

辻憲

新海

回路Ⅱ

月本

電工Ⅱ  ・  無線

計工特

村上

計工特

高木，福永，増田，三崎，月本

河田進 高城
第１演習室

コミ英Ⅰ 特実験

石丸

谷口

セミナー

國井

応物

長谷部

森本峯

化学

笠井

デ回Ⅰ

(専)演習室

シ制Ⅱ ・  制御Ⅳ

電力　 ・ 　ロ工

シ制Ⅱ ・  制御Ⅳ

鳥越

メディア

情シスⅡ情特 

村上

奥山，山本，新海，雛元

野中

数計論

河田純

サイバー

金澤，野中，今城，鰆目，宮武，川染

第１演習室

数計論

今城

徳永
第３演習室
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資料５－１－①－８

開講状況 平成 18 年度後期時間割（２／３） 

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7

格技 地理 国語 英Ⅲ

松 /本 細谷 冨士原 野口

武 /武 メディア

国語 格技 地理 保体

冨士原 松 /本 細谷 塩田

武 /武

物理 格技 歴史 地理 英Ⅱ 保体

東田 松 /本 内田 細谷 森和 塩田

武 /武 合併教室

英Ⅱ 物理 格技 国語 保体 歴史

森和 東田 松 /本 冨士原 塩田 内田

武 /武 合併教室

　

倫社 保体 英Ⅰ 英Ⅰ

細谷 有馬 鳥越秀 鳥越秀

倫社 英Ⅰ 歴史 保体 倫社 国語

細谷 鳥越秀 内田 有馬 細谷 森孝

合併教室

保体 歴史 英Ⅰ 英Ⅰ 歴史 保体

有馬 内田 鳥越秀 鳥越秀 内田 有馬

合併教室 合併教室

英Ⅰ 歴史 保体 倫社 保体 歴史

鳥越秀 内田 有馬 細谷 有馬 内田

合併教室 合併教室

電磁Ⅰ 保体 回路Ⅱ 国語Ｂ 政経 回路Ⅱ 国語A 電磁Ⅰ 政経 英Ⅰ

森本敏 山本澄 青海 野口 井上斌 青海 高木保 森本敏 井上斌 畑

国語Ｂ デ回Ⅱ 英Ⅰ 国語A 電磁 保体 英Ⅰ 政経

野口 高木 畑 高木保 住友 山本澄 畑 井上斌

国語Ｂ 英Ⅰ

野口 畑

日本語 英Ⅰ

森孝 畑
森孝教員室

保体 国語Ｂ 英Ⅰ 英Ⅰ 保体 国語A

山本澄 野口 畑 畑 山本澄 森孝

通信Ⅰ 英Ⅳ

文特　畑 英特　畑 小野 森和

数Ⅰ　南 数Ⅱ　橋本

計工 英Ⅳ

文特　畑 英特　畑 高木 森和

数Ⅰ　南 数Ⅱ　橋本 第１演習室

制御Ⅱ 保体 英Ⅳ 制御Ⅱ

文特　畑 英特　畑 山本 石川進 森和 山本

数Ⅰ　南 数Ⅱ　橋本

保体 英Ⅳ 電磁

文特　畑 英特　畑 石川進 森和 河田純

数Ⅰ　南 数Ⅱ　橋本

保体 英Ⅳ 電磁

文特　畑 英特　畑 石川進 森和 河田純

数Ⅰ　南 数Ⅱ　橋本

英語Ⅴ 通法Ⅱ

畑 梶

電送 保体

真鍋克 塩田

電送 保体

真鍋克 塩田

セミナー
村上・田嶋・新海

セミナー
村上・田嶋・新海

英Ⅴ

野口

メディア

電通

１

情制

１

電通

2

情制

2

専
攻
科

Ｉ留

５

Ｔ

Ｅ

E留

Ｃ

C留

I

Ｔ

Ｅ

Ｃ

Ｉ

Ｅ

Ｃ

Ｉ

３

Ｔ

Ｅ

Ｃ

Ｃ留

Ｉ

平成１８

後期

１

１

２

３

４

小野

電回Ⅰ

通信Ⅰ

第３演習室

応物

辻憲

セミナー

全教員 福永 澤田

応数

４

デ回Ⅰ

橋本

藤澤雛元

第３演習室

数Ⅱ

井上忠，森本敏，真鍋克，辻琢，梶

実験

実験

小野，草間，青海

法　・独Ⅱ・中Ⅱ

井上斌　小阪　前崎

福間，村上，徳永

微積

辻憲

今井

通シスB

今井

実験データ

近藤

通シスⅡ

増田，長岡，三崎，月本

応物Ⅱ

森岡 金澤
サイバー

数Ⅰ

(専)演習室

全教員

卒研

高木

（５）　 ５T 　５Ｅ

（５）　 ５T 　５Ｅ

卒研

情処Ⅱ

井上忠

サイバー

橋本

第１演習室

解析

情処Ⅰ

須那

制機Ⅱ

三崎

特研究材料工

（５）　 ５I 　５Ｃ

（５）　 ５I 　５Ｃ

井上斌　小阪　前崎

法　・独Ⅱ・中Ⅱ

（５）　 ５T 　５Ｅ

卒研

全教員

法　・独Ⅱ・中Ⅱ

井上斌　小阪　前崎

実験

福間，村上，徳永

高情ラボ

データ

第３演習室

鰆目

井上斌　小阪　前崎

物科特

電磁Ⅱ

全教員

卒研

第３演習室

第３演習室

河田純，國井，松下，今城，高城，川染

矢木，住友，高木，木下，

知的財

長岡

工業英

データ

増田，長岡，三崎，月本

矢木，住友，高木，木下，

通シスⅡ

長岡 東田

東田森本峯

物科特

(専)演習室

(専)演習室

工業英

森本峯
(専)演習室 第１演習室

第１演習室

物理回路Ⅰ

森孝佐久間

２

Ｔ

澤田

ソフト

応数

実験 セミナー

南小野尊

応数Ⅰ

福間

回理

一色近藤，山本，徳永，新海

微積

計測

卒研

卒研

通シスⅡ

計算Ⅱ 計測

村上

全教員

哲学　松下　

哲学　松下　

１－１教室

学科別授業

基電

森本峯

数Ⅰ

南

数Ⅱ

基電

天造

１－２教室

基工

奥山

水      木      

視聴覚

学科別授業

基工

三河，森本峯，梶

情処Ⅰ

セミナー

河田純，國井，松下，今城，高城，川染 全教員

実験

今井

法　・独Ⅱ・中Ⅱ

第３演習室 （５）　 ５I 　５Ｃ

実験

高木

井上斌　小阪　前崎

法　・独Ⅱ・中Ⅱ

全教員

計算Ⅱ

金澤

村上

(専)演習室

知的財

画像

近藤

電デ工

國井，野中，今城，鰆目，河田進，金澤

徳永
(専)第３ 第３演習室

田嶋，村上，福間，徳永，一色國井

森本敏，澤田，森本峯，小野，梶

特研究ソフ工論

宮武

(専)第２

矢木・辻琢
高木，福永，増田，木下，三崎，矢木(専)演習室

特研究ソフ工論 電制機

宮武 田嶋
(専)第３

画処工

田嶋，福間，徳永，一色，近藤，奥山

松下，宮武，高城

情処Ⅰ

福間

野中

第１演習室

第３演習室

解析英Ⅱ

１－３教室

長谷部

デ回Ⅰ

福間

一色

セミナー

全教員

澤田

梶

応数

哲学　松下　

哲学　松下　

数Ⅰ

谷口

森岡

数Ⅰ

第１演習室

真鍋久

須那

土屋

英Ⅱ

情処Ⅲ

住友

解析

河田進

物理

長谷部

化学

笠井

英Ⅱ

実験

近藤，山本，徳永，新海

微積

一色

電磁Ⅰ

実験

谷口

電磁Ⅰ

森岡

井上忠

天造

宮武

数解

宮武
サイバー

制御Ⅰ

英Ⅱ

土屋

哲学　松下　

土屋

雛元

田嶋

制御Ⅰ

田嶋

徳永

医用工

化学

笠井

通シスA

高情ラボ

橋本

視聴覚

情処Ⅲ

特研究

河田純，川染

月本

電回Ⅰ

雛元

１－４教室

国語

冨士原

数Ⅰ

谷口

基電基工

国語

英Ⅱ

藤沢

回路Ⅰ

青海

物理

東田

国語

冨士原

化学

長谷部

数Ⅰ

南

１－４教室

情処Ⅱ

サイバー

森孝

数Ⅱ

佐久間

国語

全教員

機力

数解

井上斌　小阪　前崎

全教員

(専)第２ (専)第２ 高木，福永，増田，三崎，長岡・月本

辻琢，草間，澤田，青海井上忠

サイバー

法　・独Ⅱ・中Ⅱ

通信理

卒研

全教員
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資料５－１－①－８

開講状況 平成 18 年度後期時間割（３／３） 

1 2 3 4 5 6 7

歴史 保体 化学 芸術 英Ⅱ

内田 塩田 長谷部 穴/川/石 森和

合併教室 視/美/書

地理 歴史 英Ⅲ 英Ⅱ 保体 芸術 化学

細谷 内田 野口 森和 塩田 穴/川/石 笠井

合併教室 メディア 視/美/書

芸術 地理 英Ⅲ

穴/川/石 細谷 野口

視/美/書 メディア

歴史 保体 芸術

内田 塩田 穴/川/石

合併教室 視/美/書

保体 歴史 英Ⅰ 芸術 倫社

有馬 井上斌 鳥越秀 穴/川/石 細谷

視/美/書

芸術 英Ⅰ 歴史

穴/川/石 鳥越秀 内田

視/美/書 合併教室

芸術 倫社 国語

穴/川/石 細谷 森孝

視/美/書

倫社 芸術 英Ⅰ

細谷 穴/川/石 鳥越秀

視/美/書

国語A 保体 英Ⅰ

高木保 山本澄 畑

英Ⅰ 電磁

畑 住友

政経 国語A 保体 演習 英Ⅰ

井上斌 高木保 山本澄 山本・奥山 畑

保体 演習 英Ⅰ

山本澄 山本・奥山 畑

政経

井上斌

通信Ⅰ

辻琢 小野・真鍋 小野 井上忠 福永

（４） サイバー

半導体

長岡

英Ⅳ

森和

                         

                         

通シスB

谷口 野口 井上忠

（５） （２）

英Ⅴ

谷口 野口 畑

（５） （２）

英Ⅴ

谷口 野口 畑

（５） （２）

谷口 野口

（５） （２）

谷口 野口

（５） （２）

谷口 野口

（５） （２）

電通

１

情制

１

電通

2

情制

2

Ｃ

Ｉ

Ｉ留

５

Ｔ

Ｅ

E留

Ｃ

C留

I

Ｃ

Ｉ

３

Ｔ

Ｅ

Ｃ

Ｃ留

Ｉ

平成１８

後期

１

１

２

３

４

２

Ｔ

情処Ⅱ

近藤

森孝

第３演習室

国語

森岡
        

松下

応数

澤田

セミナー構造

全教員

自然 　・ 　英Ⅵ 卒研

高情ラボ

応数

高情ラボ

自然 　・ 　英Ⅵ

応物情シスⅠ

情処Ⅳ　・　回理

基情

高城 鰆目

河田進Ｅ

(専)演習室

自然 　・ 　英Ⅵ

松下

澤田

量子力

専
攻
科

(専)演習室

野中

南

２年

電工

東田

三崎

応物Ⅰ

第１演習室

微積

谷口

須那

森本敏

電送Ⅰ

第３演習室

電工Ⅱ  ・  無線

４

Ｔ

Ｅ

近藤

情処Ⅱ

卒研

自然 　・ 　英Ⅵ

全教員

卒研

卒研

全教員

知工Ⅱ

宮武
サイバー

辻琢，草間，澤田，青海

田嶋，村上，福間，徳永，一色

真鍋克

特別研究電光工

國井，野中，今城，鰆目，河田進，金澤

特別研究

高木，福永，増田，三崎，長岡・月本(専)第２

人工知

第１演習室

全教員

金      

卒研

澤田

全教員

卒研

全教員

澤田

量子力

自然 　・ 　英Ⅵ

エネ変論 特別研究

田嶋

コミ英Ⅱ
森本敏，澤田，森本峯，小野，梶

高木，福永，増田，木下，三崎，矢木

鳥越

メディア (専)演習室

田嶋，福間，徳永，一色，近藤，奥山

特別研究コミ英Ⅱ

鳥越

エネ変論

メディア (専)演習室
田嶋

松下，宮武，高城

構造 セミナー

全教員

自然 　・ 　英Ⅵ

全教員

化学

長谷部

物理

東田

橋本

高情ラボ

        

三河須那

解析 電回Ⅰ

笠井

サイバー

情処Ⅱ

三崎，住友，木下，月本，天造

実験

英Ⅰ

鳥越洋
（４）

習熟度別授業

微積

化学

南

国語

冨士原

増田森本敏

川染

電計

長岡

電送 通信

実験

全教員新海

半導体

 

（出典 平成 18 年度後期時間割）
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各学科とも学校の教育目的を具体化した「学習・教育目標」(資料１－１－①－５)Ａ～Ｆを科目に

展開して，卒業までに「学習・教育目標」を達成できるよう科目の授業を実施している（資料５－１

－①－９～12）。 

学習・教育目標Ａ（技術者としての責任を自覚し，人類の福祉に貢献できる倫理観を身に付ける）

の達成のために，「特別活動（HR）の履修が良好であること」を進級の条件と定めるほか入学時から

国語，歴史，倫理・社会，政治経済の必修科目を設定している。また４・５学年での科目「環境と人

間」を実施している。 

学習・教育目標Ｂ（日本語及び英語で共同作業を良好に行なうことができる）の達成のために，入

学時から国語と英語の教育を展開し，学年進行につれて発表や共同作業をともなうセミナーや工学実

験の科目を取り入れている。 

学習・教育目標Ｃ（情報機器を活用して情報収集や情報分析，文書作成，口頭発表ができるように

なる）の達成のために，入学時からの情報処理教育で早期に情報機器活用の素地を育成するほか，各

学年で情報機器を使った授業を展開している。 

学習・教育目標Ｄ（技術者としての基礎知識を身につけ，高度な関連技術を修得し，広い視野を持

って技術の発展に対応できるようになる）の達成のために，３学年までの科目を全て必修科目とする

ことで基礎知識を与え，４・５学年の専門科目に選択科目を取り入れることで高度で幅広い専門教育

が可能な教育課程としている。 

学習・教育目標Ｅ（与えられた課題を達成する手段を設計し，粘り強く問題解決に取り組むことが

できるようになる）の達成のために，各学科とも３年間（３～５学年）に渡って実験実習の科目を実

施する教育課程としている。 

学習・教育目標Ｆ（運動能力の維持向上に努め，規律正しい団体行動がとれるようになる）の達成

のために，５年間を通して体育科目を必修とした教育課程を編成している。 

科目連携においては，一般科目，専門科目とも平易な内容から入って順に高度な内容に授業を進め

てゆく科目展開としている。一般科目は内容の系統性が確保される教育課程とし，専門科目は専門知

識の深さと広がりが得られる教育課程としている。科目進行表（科目関連図）を示す（資料５－１－

①－13～17）。表では関係の強い科目が矢印で示され，上下関係で授業内容（分野）の違いが示され

ている。 

情報通信工学科では，「電気・電子計測Ⅰ」により計測分野の授業をおこなって工学実験科目の基

礎とし，学科の教育目的(資料２－１－①－７)に沿って，コンピュータとネットワークを含んだ通信

分野の技術者が必要とする広範囲の専門知識を与える多くの選択科目を開講している。選択的に科目

履修が可能なように，学年進行と科目接続を配慮している。 

電子工学科では，「電気回路Ⅱ」や「ディジタル回路Ⅱ」で専門知識を深め「電気磁気学」や「電

子回路」で知識を広げるカリキュラムとしている。電子工学科では，回路，通信，計算機，デバイス

に関係する知識を持つ技術者を養成するという学科の教育目的(資料２－１－①－７)に沿って，1 年

間または２年間に渡る専門科目の授業が展開されている。 

電子制御工学科では，「制御工学Ⅰ」「制御工学Ⅱ」｢制御工学Ⅲ｣と３年間に渡って専門的授業を

行なう一方，この分野で必要な「機械力学」「熱力学」「流体力学」の機械工学分野の科目も開講し

て専門分野の体系性を確保している。 

 情報工学科では，特にコンピュータの基礎から応用までを体系的に理解させることを学科の教育目

的(資料２－１－①－７)とし，資料５－１－①－17 のとおりに，1 学年の科目「情報処理Ⅰ」から順
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次接続する科目を各学年で 11 科目にわたって開講している。 

 各学科とも専門性に合致した科目の体系性を確認できる。 

各科目のシラバスに記載された「学習・教育目標」（Ａ～Ｆ）「学習成果」（A1,A2,B1 等）と

「達成度基準」（資料１－１－①－５）をまとめると，資料５－１－①－18～21 となり，教育課程

が「学習・教育目標」に沿って展開され，実際の授業科目の内容に適切に反映されていることを確認

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



詫間電波工業高等専門学校 基準５ 
 

- 152 - 

資料５－１－①－９

「学習・教育目標」と科目の対応 情報通信工学科 

第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年

国語 国語 国語A

歴史 倫理・社会 国語B

地理 歴史 政治経済

音楽／書道 音楽／書道 微分積分学

哲学 法学

文学特論

国語 国語 国語A

物理 国語B 通信工学実験Ⅰ 通信工学実験Ⅱ

音楽／美術／書道 音楽／美術／書道 日本語 工学セミナーⅠ 卒業研究

英語Ⅰ 英語Ⅰ 英語Ⅰ

英語Ⅱ 英語Ⅱ 英語Ⅱ

英語Ⅲ 基礎工学実験

英語特論 英語Ⅴ

英語Ⅳ 英語Ⅵ

独語Ⅰ 独語Ⅱ

中国語Ⅰ 中国語Ⅱ

国語 国語 国語A

物理

情報処理Ⅰ 情報処理Ⅱ 工学セミナーⅠ 卒業研究

基礎数学Ⅰ 微分積分学 微分積分学

基礎数学Ⅱ 基礎数学Ⅱ 応用解析学 応用数学

物理 物理 応用物理Ⅰ 応用物理Ⅱ

化学 化学

情報処理Ⅱ 情報処理Ⅲ

基礎電気工学 電気回路Ⅰ 電気回路Ⅱ 工学セミナーⅠ 工学セミナーⅡ

基礎工学演習 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路Ⅰ 電気磁気学Ⅰ 卒業研究

電子回路Ⅰ

電気電子計測Ⅰ

工学演習

基礎工学実験 通信工学実験Ⅰ 通信工学実験Ⅱ

数学概論Ⅰ 自然特論

数学概論Ⅱ 数学概論Ⅲ

電気磁気学Ⅱ 電気電子計測Ⅱ

電子回路Ⅱ

電子工学Ⅰ

電子工学Ⅱ

通信工学Ⅰ 通信工学Ⅱ

電波伝送学Ⅰ 電波伝送学Ⅱ

電気通信ｼｽﾃﾑA 電気通信ｼｽﾃﾑB

通信法Ⅱ

回路網理論 計算機ﾈｯﾄﾜｰｸⅠ

情報処理Ⅳ データ通信

無線工学演習

美術 美術 基礎工学実験 通信工学実験Ⅰ 通信工学実験Ⅱ

物理 卒業研究

情報処理Ⅱ 情報処理Ⅲ

英語Ⅳ 英語Ⅴ

英語Ⅵ

電気電子計測Ⅱ

計算機ﾈｯﾄﾜｰｸⅠ

F 必修 保健・体育 保健・体育 保健・体育 保健・体育 保健・体育

E

必修

選択

D

必修

選択

環境と人間

B

必修

選択

C 必修

環境と人間

学習・教育目標

A

必修

選択

 

＊日本語は留学生対象の科目             （出典 平成 19 年 5 月 7 日 教務委員会資料）
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資料５－１－①－10

「学習・教育目標」と科目の対応 電子工学科 

第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年

国語 国語 国語A

歴史 倫理・社会 国語Ｂ

地理 歴史 政治経済

音楽／書道 音楽／書道 微分積分学

哲学 法学

文学特論

電波電気法規

国語 国語 国語A

物理 国語Ｂ
音楽／美術／書道 音楽／美術／書道 日本語

英語Ⅰ 英語Ⅰ 英語Ⅰ

英語Ⅱ 英語Ⅱ 英語Ⅱ

英語Ⅲ

工学実験 工学実験

卒業研究

英語特論 英語Ⅴ

英語Ⅳ 英語Ⅵ

独語Ⅰ 独語Ⅱ

中国語Ⅰ 中国語Ⅱ

国語 国語 国語A

物理

情報処理Ⅰ 通信工学 通信工学

基礎工学演習 工学実験 工学実験 工学実験

卒業研究

歴史

基礎数学Ⅰ 微分積分学 微分積分学

基礎数学Ⅱ 基礎数学Ⅱ 応用解析学 応用数学

物理 物理 応用物理 応用物理

化学 化学 電気磁気学 電気磁気学

電気回路Ⅰ 電気回路Ⅱ 回路網理論

電子工学 半導体工学 半導体工学

基礎電気工学 電子回路 電子回路

基礎工学演習 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路Ⅰ ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路Ⅱ 通信工学 通信工学

情報処理Ⅰ 情報処理Ⅱ 情報処理Ⅲ 電子計測 制御工学

計算機工学

電子工学セミナー 卒業研究

工学実験 工学実験 工学実験

数学概論Ⅰ 数学概論Ⅲ

数学概論Ⅱ 自然特論

音響工学Ⅰ パルス工学

音響工学Ⅱ 光エレクトロニクス

電波伝送学 応用計測

電波電気法規 画像工学

電波伝送学

データ通信

ロボット工学

美術

物理 電子回路 電子回路 通信工学

基礎工学演習 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路Ⅰ ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路Ⅱ 計算気工学

情報処理Ⅱ 電子工学セミナー 卒業研究

工学実験 工学実験 工学実験

英語Ⅳ 英語Ⅴ

英語Ⅵ

音響工学Ⅱ 応用計測

F 必修 保健・体育 保健・体育 保健・体育 保健・体育 保健・体育

環境と人間

E

必修

選択

C 必修

D

必修

選択

環境と人間

B

必修

選択

学習・教育目標

A

必修

選択

 
＊日本語は留学生対象の科目               （出典 平成 19 年 5 月 7 日教務委員会資料）
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資料５－１－①－11

「学習・教育目標」と科目の対応 電子制御工学科 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年
国語 国語 国語Ａ

歴史 倫理・社会 国語Ｂ

地理 歴史 政治・経済

微分積分学

音楽 音楽 環境と人間 計算機工学Ⅰ

書道 書道 哲学 法学

文学特論 数学概論Ⅲ

国語 国語 国語Ａ 制御工学セミナー 制御工学セミナー

英語Ⅰ 物理 国語Ｂ

英語Ⅱ 英語Ⅰ 英語Ⅰ

英語Ⅲ 英語Ⅱ 英語Ⅱ

日本語

工学実験

音楽 音楽 制御機器Ⅰ 英語Ⅴ

美術 美術 英語特論 英語Ⅵ

書道 書道 英語Ⅳ 独語Ⅱ

独語Ⅰ 中国語Ⅱ

中国語Ⅰ

国語 国語 国語Ａ 工学実験

情報処理Ⅰ 物理 卒業研究

選択 制御機器Ⅰ 通信システムⅡ

基礎数学Ⅰ 基礎数学Ⅱ 微分積分学 応用数学Ⅰ 応用数学Ⅱ

基礎数学Ⅱ 微分積分学 応用解析学 応用物理Ⅱ 計測工学

物理 物理 応用物理Ⅰ 制御工学Ⅱ 制御工学セミナー

化学 化学 制御工学Ⅰ 電気磁気学Ⅱ 工学実験

基礎電気工学 電気回路Ⅰ 電気回路Ⅱ 電子回路Ⅱ 卒業研究

基礎工学演習 ディジタル回路Ⅰ 電気磁気学Ⅰ 半導体工学

情報処理Ⅱ 電子回路Ⅰ 機械力学

工学演習 制御工学セミナー

工学実験 工学実験

環境と人間 固体物理Ⅰ

数値解析Ⅰ 固体物理Ⅱ

数値解析Ⅱ シーケンス制御Ⅰ

確率統計論Ⅰ シーケンス制御Ⅱ

確率統計論Ⅱ 制御工学Ⅲ
ディジタル回路Ⅱ 制御工学Ⅳ
ディジタル回路Ⅲ 知識工学Ⅰ

制御機器Ⅰ 知識工学Ⅱ

制御機器Ⅱ ロボット工学Ⅰ
オペレーショ ンズ リサーチⅠ ロボット工学Ⅱ
オペレーショ ンズ リサーチⅡ 流体力学Ⅰ

システム工学Ⅰ 流体力学Ⅱ

システム工学Ⅱ 熱力学Ⅰ

通信理論Ⅰ 熱力学Ⅱ

通信理論Ⅱ 計算機工学Ⅰ

数学概論Ⅰ 計算機工学Ⅱ

数学概論Ⅱ 画像処理Ⅰ

英語Ⅳ 画像処理Ⅱ

通信システムⅠ

通信システムⅡ

数学概論Ⅲ

自然特論

英語Ⅴ

英語Ⅵ

物理 制御工学Ⅰ 電子回路Ⅱ 卒業研究
ディジタル回路Ⅰ 工学実験 工学実験

美術 美術 制御機器Ⅱ シーケンス制御Ⅰ

システム工学Ⅰ シーケンス制御Ⅱ

システム工学Ⅱ 制御工学Ⅲ

英語Ⅳ 制御工学Ⅳ

ロボット工学Ⅰ

ロボット工学Ⅱ

通信システムⅠ

英語Ⅴ

英語Ⅵ

Ｆ 必修 保健・体育 保健・体育 保健・体育 保健・体育 保健・体育

Ｄ

必修

選択

Ｅ

必修

選択

Ｂ

必修

選択

Ｃ
必修

学習・教育目標

Ａ

必修

選択

 

＊日本語は留学生対象の科目             （出典 平成 19 年 5 月 7 日 教務委員会資料）
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資料５－１－①－12

「学習・教育目標」と科目の対応 情報工学科 

第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年
国語 国語 国語A
歴史 倫理・社会 国語B
地理 歴史 政治経済
音楽／書道 音楽／書道 微分積分学

哲学 法学
文学特論

国語 国語 国語A
音楽／美術／書道 物理 国語B
英語Ⅰ 音楽／美術／書道 日本語
英語Ⅱ 英語Ⅰ 英語Ⅰ
英語Ⅲ 英語Ⅱ 英語Ⅱ

工学実験 卒業研究
英語特論 英語Ⅴ
英語Ⅳ 英語Ⅵ
独語Ⅰ 独語Ⅱ
中国語Ⅰ 中国語Ⅱ

国語 国語 国語A 情報工学ｾﾐﾅｰ 工学実験
物理 情報システムⅠ 工学実験 卒業研究

情報処理Ⅰ 工学実験
基礎数学Ⅰ 基礎数学Ⅱ
基礎数学Ⅱ 微分積分学 微分積分学
物理 物理 応用解析学
化学 化学

応用物理Ⅰ 応用数学
電子回路 応用物理Ⅱ
ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路Ⅱ 電気磁気学
基礎情報工学 計算機ｼｽﾃﾑ

基礎電気工学 電気回路Ⅰ 情報システムⅠ 情報構造論
情報処理Ⅰ ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路Ⅰ ｿﾌﾄｳｪｱ設計論 情報工学ｾﾐﾅｰ 工学実験
基礎工学演習 情報処理Ⅱ 工学実験 工学実験 卒業研究

数学概論Ⅰ 数学概論Ⅲ
数学概論Ⅱ 自然特論

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語
基本ソフトウェア
コンパイラ

数値解析 通信システムⅡ
ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 情報システムⅡ
知識工学Ⅰ 知識工学Ⅱ

データベース
画像工学
情報特論Ⅱ

美術 物理
美術

基礎工学演習 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路Ⅰ ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路Ⅱ 電気磁気学
情報処理Ⅱ 情報システムⅠ 情報工学ｾﾐﾅｰ

ｿﾌﾄｳｪｱ設計論 工学実験 工学実験
工学実験 卒業研究

英語Ⅳ 英語Ⅴ
英語Ⅵ
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語

数値解析 基本ソフトウェア
ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 通信システムⅡ
知識工学Ⅰ 情報システムⅡ

知識工学Ⅱ
データベース

F 必修 保健・体育 保健・体育 保健・体育 保健・体育 保健・体育

環境と人間

E

必修

選択

C 必修

D

必修

選択

環境と人間

B

必修

選択

学習・教育目標

A

必修

選択

 

＊日本語は留学生対象の科目              （出典 平成 19 年 5 月 7 日 教務委員会資料）
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資料５－１－①－13

科目進行表 一般科目 

（出典 本校ホームページ（学内限定））

 

　
一

般
科

目
進

行
表

　
（
平

成
１

５
年

以
降

入
学

者
）

専
攻

科
電

子
通

信
シ

ス
テ

ム
工

学
専

攻
・
情

報
制

御
シ

ス
テ

ム
工

学
専

攻
第

１
学

年
（
一

般
：
２

８
，

専
門

：
６

）
第

２
学

年
（
一

般
：
２

６
，

専
門

：
８

）
第

３
学

年
（
一

般
：
１

８
，

専
門

１
６

）
第

４
学

年
（
一

般
：
７

，
専

門
：
２

８
）

第
５

学
年

（
一

般
：
６

，
専

門
：
２

９
）

専
攻

科
第

１
学

年
専

攻
科

第
２

学
年

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

国
語

(3
)

国
語

(3
)

国
語

A
(2

)
※

哲
学

 (
2
)

哲
学

ま
た

は
数

学
概

論
Ⅰ

，
Ⅱ

の
ど

ち
ら

か
を

選
択

文
学

特
論

文
学

特
論

  
 (

1)
英

語
特

論
 (

1)
国

語
B

(1
)

※
数

学
概

論
Ⅰ

(1
)

数
学

概
論

Ⅱ
 (

1)
技

術
者

倫
理

知
的

財
産

権

倫
理

・社
会

(2
)

歴
史

(2
)

歴
史

(2
)

政
治

・経
済

(2
)

地
理

(2
)

数
学

概
論

Ⅲ
(1

)

基
礎

数
学

Ⅰ
(4

)
応

用
数

学
特

論
基

礎
数

学
Ⅱ

(2
)

基
礎

数
学

Ⅱ
(2

)

微
分

積
分

学
(4

)
微

分
積

分
学

(2
)

自
然

特
論

 (
1)

応
用

解
析

学
(4

)
英

語
Ⅵ

(1
)

物
理

科
学

特
論

物
理

(3
)

物
理

(2
)

応
用

物
理

化
学

(3
)

化
学

(2
)

保
健

・体
育

(3
)

保
健

・体
育

(3
)

保
健

・体
育

(2
)

保
健

・体
育

(1
)

保
健

・体
育

(1
)

音
楽

・美
術

・書
道

(1
)

音
楽

・美
術

・書
道

(1
)

英
語

Ⅰ
(2

)
英

語
Ⅰ

(3
)

英
語

Ⅰ
(3

)
英

語
Ⅳ

 (
1
)

英
語

Ⅴ
 (
1
)

英
語

Ⅱ
(2

)
英

語
Ⅱ

(2
)

英
語

Ⅱ
(2

)
法

学
(2

)
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

英
語

Ⅰ
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

英
語

Ⅱ
※

独
語

Ⅰ
(2

)
独

語
Ⅱ

(2
)

英
語

Ⅲ
(1

)
※

中
国

語
Ⅰ

(2
)

中
国

語
Ⅱ

(2
)

※
独

語
Ⅰ

ま
た

は
中

国
語

Ⅰ
を

選
択
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資料５－１－①－14

科目進行表 専門科目 情報通信工学科 

（出典 本校ホームページ（学内限定））

情
報

通
信

工
学

科
　

改
訂

専
門

科
目

進
行

表
（
平

成
１

６
（
１

４
）
年

以
降

入
学

者
）

電
子

通
信

シ
ス

テ
ム

工
学

専
攻

第
１

学
年

（
一

般
：２

８
，

専
門

：６
）

第
２

学
年

（
一

般
：２

６
，

専
門

：８
）

第
３

学
年

（
一

般
：
１

８
，

専
門

１
６

）
第

４
学

年
（
一

般
：７

，
専

門
：
２

８
）

第
５

学
年

（
一

般
：６

，
専

門
：
２

９
）

専
攻

科
第

１
学

年
専

攻
科

第
２

学
年

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

応
用

物
理

Ⅰ
(2

)
応

用
物

理
Ⅱ

(2
)

量
子

力
学

応
用

数
学

(4
)

電
気

通
信

シ
ス

テ
ム

B
(2

)

工
業

数
学

回
路

網
理

論
(2

)
グ

ラ
フ

理
論

電
子

回
路

Ⅲ
(2

)
情

報
処

理
Ⅳ

(2
)

基
礎

電
気

工
学

(2
)

電
気

回
路

Ⅰ
(2

)
電

気
回

路
Ⅱ

(2
)

電
子

回
路

Ⅱ
(2

)
通

信
工

学
Ⅰ

(2
)

通
信

工
学

Ⅱ
(2

)
通

信
理

論
電

子
回

路
Ⅰ

(2
)

電
気

磁
気

学
Ⅰ

(2
)

電
気

磁
気

学
Ⅱ

(2
)

応
用

電
磁

気
学

電
磁

波
・
光

波
工

学
光

通
信

工
学

電
波

伝
送

学
Ⅰ

(2
)

電
波

伝
送

学
Ⅱ

(2
)

集
積

回
路

工
学

電
子

工
学

Ⅰ
(2

)
電

子
物

性
材

料
工

学
電

子
デ

バ
イ

ス
工

学

電
気

電
子

計
測

Ⅱ
(2

)

電
気

電
子

計
測

Ⅰ
(2

)
計

測
工

学
特

論
デ

ィ
ジ

タ
ル

回
路

Ⅰ
(2

)
情

報
工

学
基

礎
論

電
気

通
信

シ
ス

テ
ム

A
(2

)
デ

ー
タ

通
信

(2
)

デ
ィ

ジ
タ

ル
信

号
処

理
工

学

数
値

計
算

論
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

工
学

情
報

処
理

Ⅰ
(2

)
情

報
処

理
Ⅱ

(4
)

情
報

処
理

Ⅲ
(2

)
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
と

デ
ー

タ
構

造
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
工

学
概

論

電
子

工
学

Ⅱ
(2

)
計

算
機

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

Ⅰ
(2

)
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
論

無
線

工
学

演
習

(2
)

電
力

工
学

概
論

(2
)

シ
ス

テ
ム

工
学

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
論

通
信

法
Ⅰ

(１
)

通
信

法
Ⅱ

(１
)

ニ
ュ

ー
ロ

フ
ァ

ジ
ー

技
術

基
礎

工
学

演
習

(2
)

工
学

演
習

(2
)

工
学

セ
ミ

ナ
ー

Ⅰ
(2

)
工

学
セ

ミ
ナ

ー
Ⅱ

(2
)

工
業

英
語

特
別

講
義

基
礎

工
学

実
験

(2
)

通
信

工
学

実
験

Ⅰ
(3

)
通

信
工

学
実

験
Ⅱ

(4
)

特
別

実
験

・
演

習
Ⅰ

(2
,2

)
特

別
実

験
・
演

習
Ⅱ

(2
,2

)
二

重
枠

「一
陸

特
」
学

校
認

定
に

修
得

が
必

要
な

科
目

卒
業

研
究

(8
)

特
別

研
究

(2
,2

)
特

別
研

究
(3

,3
)

環
境

と
人

間
(1

) 
夏

季
集

中
講

義
，

4
年

次
ま

た
は

5
年

次
に

履
修

校
外

実
習

(1
)

特
別

講
義

(1
)
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科目進行表 専門科目 電子工学科 

（出典 本校ホームページ（学内限定））

 

電
子

工
学

科
　

専
門

科
目

進
行

表
電

子
通

信
シ

ス
テ

ム
工

学
専

攻

第
１

学
年

（
一

般
：
２

８
，

専
門

：６
）

第
２

学
年

（
一

般
：
２

６
，

専
門

：８
）

第
３

学
年

（
一

般
：
１

８
，

専
門

１
６

）
第

４
学

年
（
一

般
：
７

，
専

門
：
２

８
）

第
５

学
年

（
一

般
：
６

，
専

門
：
２

９
）

専
攻

科
第

１
学

年
専

攻
科

第
２

学
年

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

応
用

数
学

(4
)

工
業

数
学

応
用

物
理

(2
)

応
用

物
理

(2
)

量
子

力
学

電
子

工
学

(2
)

半
導

体
工

学
(2

)
半

導
体

工
学

(2
)

電
子

物
性

材
料

工
学

電
子

デ
バ

イ
ス

工
学

光
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
(2

)
集

積
回

路
工

学

電
気

磁
気

学
(2

)
電

気
磁

気
学

(2
)

応
用

電
磁

気
学

電
磁

波
・
光

波
工

学

電
波

伝
送

学
(2

)
電

波
伝

送
学

(1
)

基
礎

電
気

工
学

(2
)

電
気

回
路

Ⅰ
(2

)
電

気
回

路
Ⅱ

(2
)

回
路

理
論

(2
)

グ
ラ

フ
理

論

電
子

計
測

(2
)

応
用

計
測

(2
)

計
測

工
学

特
論

電
子

回
路

(2
)

電
子

回
路

(2
)

パ
ル

ス
工

学
(2

)

通
信

工
学

(2
)

通
信

工
学

(2
)

通
信

理
論

光
通

信
工

学

デ
ー

タ
通

信
(2

)
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
論

画
像

工
学

(2
)

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
工

学

デ
ィ

ジ
タ

ル
回

路
Ⅰ

(2
)

デ
ィ

ジ
タ

ル
回

路
Ⅱ

(1
)

計
算

機
工

学
(2

)
情

報
工

学
基

礎
論

デ
ィ

ジ
タ

ル
信

号
処

理
工

学

情
報

処
理

Ⅰ
(2

)
情

報
処

理
Ⅱ

(4
)

情
報

処
理

Ⅲ
(2

)
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
と

デ
ー

タ
構

造
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
工

学
概

論

数
値

計
算

論

制
御

工
学

(2
)

シ
ス

テ
ム

工
学

ロ
ボ

ッ
ト

工
学

(2
)

ニ
ュ

ー
ロ

フ
ァ

ジ
ー

技
術

音
響

工
学

Ⅰ
(1

)
前

期
２

ｈ

音
響

工
学

Ⅱ
(1

)
電

力
工

学
概

論
(2

)
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

論

電
波

・
電

気
法

規
(1

)

工
業

英
語

特
別

講
義

基
礎

工
学

演
習

(2
)

工
学

実
験

(3
)

工
学

実
験

(3
)

工
学

実
験

(4
)

特
別

実
験

・
演

習
Ⅰ

(2
,2

)
特

別
実

験
・
演

習
Ⅱ

(2
,2

)

電
子

工
学

ｾ
ﾐﾅ

ｰ
(1

)
卒

業
研

究
(1

2
)

特
別

研
究

(2
,2

)
特

別
研

究
(3

,3
)

後
期

２
ｈ

二
重

枠
「一

陸
特

」
学

校
認

定
に

修
得

が
必

要
な

科
目

校
外

実
習

(1
)

環
境

と
人

間
(1

)

特
別

講
義

(1
)
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科目進行表 専門科目 電子制御工学科 

 

（出典 本校ホームページ（学内限定））

 

電
子

制
御

工
学

科
　

専
門

科
目

進
行

表
情

報
制

御
シ

ス
テ

ム
工

学
専

攻

第
１

学
年

（
一

般
：
２

８
，

専
門

：６
）

第
２

学
年

（
一

般
：
２

６
，

専
門

：８
）

第
３

学
年

（
一

般
：
１

８
，

専
門

１
６

）
第

４
学

年
（
一

般
：
７

，
専

門
：
２

８
）

第
５

学
年

（
一

般
：
６

，
専

門
：
２

９
）

専
攻

科
第

１
学

年
専

攻
科

第
２

学
年

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

環
境

と
人

間
(1

) 
夏

季
集

中
講

義
，

4
年

次
ま

た
は

5
年

次
に

履
修

応
用

物
理

Ⅰ
(2

)
応

用
物

理
Ⅱ

(2
)

熱
力

学
Ⅰ

熱
力

学
Ⅱ

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
論

流
体

力
学

Ⅰ
流

体
力

学
Ⅱ

半
導

体
工

学
(2

)
固

体
物

理
Ⅰ

固
体

物
理

Ⅱ
量

子
力

学
光

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

基
礎

工
学

演
習

(2
)

工
学

演
習

(2
)

応
用

数
学

Ⅰ
(2

)
応

用
数

学
Ⅱ

(2
)

確
率

統
計

論
Ⅰ

確
率

統
計

論
Ⅱ

工
業

数
学

基
礎

電
気

工
学

(2
)

電
気

回
路

Ⅰ
(2

)
電

気
回

路
Ⅱ

(2
)

グ
ラ

フ
理

論

電
子

回
路

Ⅰ
(2

)
電

子
回

路
Ⅱ

(2
)

電
気

磁
気

学
Ⅰ

(2
)

電
気

磁
気

学
Ⅱ

(2
)

デ
ィ

ジ
タ

ル
回

路
Ⅰ

(2
)

デ
ィ

ジ
タ

ル
回

路
Ⅱ

デ
ィ

ジ
タ

ル
回

路
Ⅲ

計
算

機
工

学
Ⅰ

計
算

機
工

学
Ⅱ

情
報

工
学

基
礎

論

シ
ス

テ
ム

制
御

理
論

制
御

工
学

Ⅰ
(2

)
制

御
工

学
Ⅱ

(2
)

制
御

工
学

Ⅲ
制

御
工

学
Ⅳ

※
電

力
制

御
機

器
工

学

制
御

機
器

Ⅰ
制

御
機

器
Ⅱ

シ
ー

ケ
ン

ス
制

御
Ⅰ

シ
ー

ケ
ン

ス
制

御
Ⅱ

※
計

測
工

学
(2

)
計

測
工

学
特

論

機
械

力
学

(2
)

ロ
ボ

ッ
ト

工
学

Ⅰ
ロ

ボ
ッ

ト
工

学
Ⅱ

医
用

工
学

生
体

工
学

情
報

処
理

Ⅰ
(2

)
情

報
処

理
Ⅱ

(4
)

数
値

解
析

Ⅰ
数

値
解

析
Ⅱ

数
値

計
算

論
数

式
処

理
概

論

画
像

処
理

Ⅰ
画

像
処

理
Ⅱ

画
像

処
理

工
学

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
工

学

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

と
デ

ー
タ

構
造

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

工
学

概
論

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

指
向

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ

オ
ペ

レ
-
シ

ョ
ン

ズ
リ

サ
-
チ

Ⅰ
オ

ペ
レ

-
シ

ョ
ン

ズ
リ

サ
-
チ

Ⅱ
知

識
工

学
Ⅰ

知
識

工
学

Ⅱ
教

育
シ

ス
テ

ム
工

学

人
工

知
能

シ
ス

テ
ム

工
学

Ⅰ
シ

ス
テ

ム
工

学
Ⅱ

通
信

理
論

Ⅰ
通

信
理

論
Ⅱ

通
信

シ
ス

テ
ム

Ⅰ
通

信
シ

ス
テ

ム
Ⅱ

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

論
デ

ィ
ジ

タ
ル

信
号

処
理

工
学

制
御

工
学

セ
ミ

ナ
ー

(2
)

制
御

工
学

セ
ミ

ナ
ー

(1
)

工
業

英
語

特
別

講
義

工
学

実
験

(4
)

工
学

実
験

(4
)

工
学

実
験

(2
)

特
別

実
験

・
演

習
Ⅰ

(2
,2

)
特

別
実

験
・
演

習
Ⅱ

(2
,2

)

卒
業

研
究

(1
2
)

特
別

研
究

(2
,2

)
特

別
研

究
(3

,3
)

校
外

実
習

(1
)

特
別

講
義

(1
)
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科目進行表 専門科目 情報工学科 

（出典 本校ホームページ（学内限定））

 

情
報

工
学

科
　

改
訂

専
門

科
目

進
行

表
（
平

成
1
7
（
１

5
）
年

以
降

入
学

者
）

情
報

制
御

シ
ス

テ
ム

工
学

専
攻

第
１

学
年

（
一

般
：
２

８
，

専
門

：６
）

第
２

学
年

（
一

般
：
２

６
，

専
門

：８
）

第
３

学
年

（
一

般
：
１

８
，

専
門

１
６

）
第

４
学

年
（
一

般
：
７

，
専

門
：
２

８
）

第
５

学
年

（
一

般
：
６

，
専

門
：
２

９
）

専
攻

科
第

１
学

年
専

攻
科

第
２

学
年

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

応
用

数
学

(4
)

工
業

数
学

応
用

物
理

(2
)

応
用

物
理

(2
)

量
子

力
学

情
報

特
論

(２
)

光
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
論

基
礎

電
気

工
学

(2
)

電
気

磁
気

学
(2

)
計

測
工

学
特

論

電
子

回
路

(2
)

自
動

制
御

(２
)

シ
ス

テ
ム

制
御

理
論

基
礎

工
学

演
習

(2
)

電
気

回
路

Ⅰ
(2

)
グ

ラ
フ

理
論

電
力

制
御

機
器

工
学

デ
ィ

ジ
タ

ル
回

路
Ⅰ

(2
)

デ
ィ

ジ
タ

ル
回

路
Ⅱ

(2
)

計
算

機
シ

ス
テ

ム
(2

)
情

報
工

学
基

礎
論

デ
ィ

ジ
タ

ル
信

号
処

理
工

学

情
報

シ
ス

テ
ム

Ⅱ
　

(２
)

通
信

シ
ス

テ
ム

Ⅱ
(２

)
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
論

基
礎

情
報

工
学

(2
)

シ
ス

テ
ム

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
(2

)
基

本
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
(２

)
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
と

デ
ー

タ
構

造
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
工

学
概

論

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

指
向

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ

コ
ン

パ
イ

ラ
(２

)
情

報
処

理
Ⅰ

(2
)

情
報

処
理

Ⅱ
(4

)
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
設

計
論

(４
)

情
報

構
造

論
(２

)
情

報
シ

ス
テ

ム
Ⅰ

(２
)

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
言

語
(２

)

知
識

工
学

Ⅰ
(2

)
知

識
工

学
Ⅱ

(２
)

人
工

知
能

数
式

処
理

概
論

数
値

解
析

(2
)

数
値

計
算

論

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

(２
)

画
像

工
学

(２
)

画
像

処
理

工
学

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
工

学

医
用

工
学

生
体

工
学

教
育

シ
ス

テ
ム

工
学

環
境

と
人

間
(1

) 
夏

季
集

中
講

義
，

4
年

次
ま

た
は

5
年

次
に

履
修

工
業

英
語

特
別

講
義

工
学

実
験

(2
)

工
学

実
験

Ⅰ
(4

)
工

学
実

験
(３

)
特

別
実

験
・
演

習
Ⅰ

(2
,2

)
特

別
実

験
・
演

習
Ⅱ

(2
,2

)

情
報

工
学

セ
ミ

ナ
ー

Ⅰ
(6

)
卒

業
研

究
(8

)
特

別
研

究
(2

,2
)

特
別

研
究

(3
,3

)

校
外

実
習

(1
)

特
別

講
義

(1
)
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科目と「学習・教育目標」の対応 情報通信工学科 

A1 A2 A3 B1 B2 B3 C1 C2 C3 C4 D1 D2 D3 D4 D5 E1 E2 E3 E4 E5 E6 F1 F2 F3

国語 1 必 3 ○ 3 2 2 1-2 2 1 2
歴史 1 必 2 ○ 1,3 2

地理 1 必 2 ○ 3,4 1,3 1-4

基礎数学Ⅰ 1 必 4 ○ 2,4
基礎数学Ⅱ 1 必 2 ○ 1,2,4
物理 1 必 3 ○ 1,2
化学 1 必 3 ○ 3
保健・体育 1 必 3 ○ 1-4 1-4 1,2
音楽 1 選 1 3 1 1,2

美術 1 選 1 1 1
書道 1 選 1 3 1 1 1

英語Ⅰ 1 必 2 ○ 1-3 1-3

英語Ⅱ 1 必 2 ○ 1-3 1-3

英語Ⅲ 1 必 1 ○ 1,2 1,2

国語 2 必 3 ○ 3 2,4 1,2 1,2 1-3 1 1-4
倫理・社会 2 必 2 ○ 1-4 1,2,4

歴史 2 必 2 ○ 1,3 2  

基礎数学Ⅱ 2 必 2 ○ 2
微分積分学 2 必 4 ○ 2,4
物理 2 必 2 ○ 4 3 4 1,5,6 1-3 1-3 1,3 1-4 2,3 1-3
化学 2 必 2 ○ 3
保健・体育 2 必 3 ○ 1-4 1-4 1-5
音楽 2 選 1 3,4 1,2 1

美術 2 選 1 1 1
書道 2 選 1 1,2 1

英語Ⅰ 2 必 3 ○ 1,2 　

英語Ⅱ 2 必 2 ○ 1,2 1

国語Ａ 3 必 2 ○ 3,4 1-2 1-2 4 1-2
国語Ｂ 3 必 1 ○ 4 1-2

政治・経済 3 必 2 ○ 3,4

微分積分学 3 必 2 ○ 1,4 4
応用解析学 3 必 4 ○ 4
保健・体育 3 必 2 ○ 1-4 1-4 1-5
英語Ⅰ 3 必 3 ○ 1-3 1-3

英語Ⅱ 3 必 2 ○ 1-3 1-2

日本語 3 必 3 1-3

基礎電気工学 1 必 2 ○ 2,4
情報処理Ⅰ 1 必 2 ○ 1 1,2 1-4
基礎工学演習 1 必 2 ○ 2,4
電気回路Ⅰ 2 必 2 ○ 1-4
ディジタル回路Ⅰ 2 必 2 ○ 2,4
情報処理Ⅱ 2 必 4 ○ 1,2,3 1,2,4,5 1,2
応用物理Ⅰ 3 必 2 ○ 1,2,3
情報処理Ⅲ 3 必 2 ○ 1,2,4 1 3
電気回路Ⅱ 3 必 2 ○ 2,5 2,3
電気磁気学Ⅰ 3 必 2 ○ 1 1-4
電子回路Ⅰ 3 必 2 ○ 1,2,3
電気電子計測Ⅰ 3 必 2 ○ 1,2 2-6 1,2
工学演習 3 必 2 ○ 1,2,3
基礎工学実験 3 必 2 ○ 1,3,4 3 1-4,6 1,2 1,2 2 1 1-4 2 1,3 1,3

応用数学 4 必 4 ○ 1,2,3,4
応用物理Ⅱ 4 必 2 ○ 1,2,3
工学セミナーⅠ 4 必 2 ○ 1-4 1,2,3 1-5 1,3,4 1,2 1-4 1-6 3
通信工学実験Ⅰ 4 必 3 ○ 1-4 1-3 1 1-3 1,2 1,2
電気磁気学Ⅱ 4 選 2 1-4 1-4 1,2
電子回路Ⅱ 4 選 2 3,4
電子工学Ⅰ 4 選 2 1,2,3
電子工学Ⅱ 4 選 2 1,2,3
通信工学Ⅰ 4 選 2 1 1,2,3
電波伝送学Ⅰ 4 選 2 1,2 1,3,4 1,2 1,2
電気通信システムＡ 4 選 2 1 1
通信法Ⅰ 4 選 1

回路網理論 4 選 2 1,2,3 1,2
情報処理Ⅳ 4 選 2 1,2,3 1
無線工学演習 4 選 2 1-4
環境と人間 4 選 1 2 1,3,4 1
校外実習 4 選 1

特別講義 4 選 1

保健・体育 4 必 1 ○ 1-4 1-4 1-5

哲学 4 選 2 3,4

文学特論 4 選 1 4

英語特論 4 選 1 1,2 1,2

数学概論Ⅰ 4 選 1 4

数学概論Ⅱ 4 選 1 2,3,4

英語Ⅳ 4 選 2 4 1-3 　 1

独語Ⅰ 4 選 2 1-3 1-2

中国語Ⅰ 4 選 2 1,2 1,2

工学セミナーⅡ 5 必 2 ○ 1,2,3 1,2,3 1,2 1,2

通信工学実験Ⅱ 5 必 4 ○ 1-5 3 2 1 1-4 1,2 1,2,3 1

卒業研究 5 必 12 ○ 1-4 1,2,3 1-5 1-4 1,2,3 1-4 1-8 1,2,3 1,2,3 1,2 1,2,3 1,2,3 1,2 1,2,3 1,2 1,2 1,2,3

通信工学Ⅱ 5 選 2 1,2,3

電波伝送学Ⅱ 5 選 2 1-3 2

電気通信システムＢ 5 選 2 1,2,3 1,2 1 1

通信法Ⅱ 5 選 1 1 1

電気電子計測Ⅱ 5 選 2 1,3,4 1 1

計算機ネットワークⅠ 5 選 2 1-5 1,2 1,2 1,2,3 1,2,3 1,2 1,2

データ通信 5 選 2 1,2

電力工学概論 5 選 2

保健・体育 5 必 1 ○ 1-4 1-4 1-5

法学 5 選 2 1,3,4

数学概論Ⅲ 5 選 1 　 4

自然特論 5 選 1 2,4

英語Ⅴ 5 選 1 1,2 1,2 　 1

英語Ⅵ 5 選 1 1,2 1,2 　 1

独語Ⅱ 5 選 2 1-3 1,2

中国語Ⅱ 5 選 2 1-3 1,2

1 2 3
4

1 2 3
4

1 2 3
4

日 1 2
3 4
英 1 2
3 4

日 1 2
3
英 1 2
3

日  1 2
3 4 5
英 1 2
3 4 5

1 2 3
4 5 6

1 2 3 1 2 3
4 5

1 2 3
4 5 6
7 8

1 2 3
4 5 6

1 2 3 4
5 6

1 2 3
4 5

1 2 3 1 2 3 1 2 3
4

1 2 3 1 2 3
4

1 2 3
4

1 2 3 1 2 3 1 2 3
4

1 2 3
4

1 2 3
4 5

1-3 1,2 1-3 日1,2
英1,2

日1,2
英1,2

日1-3 2項
目以
上

2項目
以上

3項
目以
上

1-7 1-3 1-3 1,2 1 1,2 1,2 1,2 1-3 1,2 1,2 1-3 1,2 1-4 1-3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

達成度チェック
　履修科目の達成度を○で囲む
　修得科目の達成度に✔を入れる

準学士課程の達成度水準

達成度水準を満たしているかをチェック
　必修科目のみで満たせば　○
　必修と選択科目で満たせば△
　水準を満たしていなければ×

Ｃ
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択

単
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Ｄ Ｅ F履
修

修
得

Ａ Ｂ
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目
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目
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目
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科
目

専
門
科
目

 

（出典 平成 19 年 5 月 7 日 教務委員会資料）
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資料５－１－①－19

科目と「学習・教育目標」の対応 電子工学科 

A1 A2 A3 B1 B2 B3 C1 C2 C3 C4 D1 D2 D3 D4 D5 E1 E2 E3 E4 E5 E6 F1 F2 F3

国語 1 必 3 ○ 3 2 2 1-2 2 1 2

歴史 1 必 2 ○ 1,3 2

地理 1 必 2 ○ 3,4 1,3 1-4

基礎数学Ⅰ 1 必 4 ○ 2,4

基礎数学Ⅱ 1 必 2 ○ 1,2,4

物理 1 必 3 ○ 1,2

化学 1 必 3 ○ 3

保健・体育 1 必 3 ○ 1-4 1-4 1,2

音楽 1 選 1 3 1 1,2

美術 1 選 1 1 1

書道 1 選 1 3 1 1 1

英語Ⅰ 1 必 2 ○ 1-3 1-3

英語Ⅱ 1 必 2 ○ 1-3 1-3

英語Ⅲ 1 必 1 ○ 1,2 1,2

国語 2 必 3 ○ 3 2,4 1,2 1,2 1-3 1 1-4

倫理・社会 2 必 2 ○ 1-4 1,2,4

歴史 2 必 2 ○ 1,3 2

基礎数学Ⅱ 2 必 2 ○ 2

微分積分学 2 必 4 ○ 2,4

物理 2 必 2 ○ 4 3 4 1,5,6 1-3 1-3 1,3 1-4 2,3 1-3

化学 2 必 2 ○ 3

保健・体育 2 必 3 ○ 1-4 1-4 1-5

音楽 2 選 1 3,4 1,2 1

美術 2 選 1 1 1

書道 2 選 1 1,2 1

英語Ⅰ 2 必 3 ○ 1,2

英語Ⅱ 2 必 2 ○ 1,2 1

国語Ａ 3 必 2 ○ 3,4 1-2 1-2 4 1-2

国語Ｂ 3 必 1 ○ 4 1-2

政治・経済 3 必 2 ○ 3,4

微分積分学 3 必 2 ○ 1,4 4

応用解析学 3 必 4 ○ 4

保健・体育 3 必 2 ○ 1-4 1-4 1-5

英語Ⅰ 3 必 3 ○ 1-3 1-3

英語Ⅱ 3 必 2 ○ 1-3 1-2

日本語 3 必 3 1-3

基礎電気工学 1 必 2 ○ 1,2

情報処理Ⅰ 1 必 2 ○ 1,2 1,2 1,2,5 1 1

基礎工学演習 1 必 2 ○ 1-3 1-5 1-8 1 1-4 1-3 1-3

電気回路Ⅰ 2 必 2 ○ 1,2 1,2 1

ディジタル回路Ⅰ 2 必 2 ○ 1,2,4 1 1

情報処理Ⅱ 2 必 4 ○ 1 1,2,4 2

応用物理 3 必 2 ○ 1-3

電気磁気学 3 必 2 ○ 1-4

電気回路Ⅱ 3 必 2 ○ 1,2 1,2 1

電子工学 3 必 2 ○ 1-3

電子回路 3 必 2 ○ 1-3 1,2

ディジタル回路Ⅱ 3 必 1 ○ 1 1-4 1-3 1-3

情報処理Ⅲ 3 必 2 ○ 1-4

工学実験 3 必 3 ○ 1,2 1,2 1 1-3 1-3 1-4 1-4 1-3 1-3

応用数学 4 必 4 ○ 1-4

応用物理 4 必 2 ○ 1-3

電気磁気学 4 必 2 ○ 1,2,4

回路理論 4 必 2 ○ 1-3 1,2

半導体工学 4 必 2 ○ 1,2

電子回路 4 必 2 ○ 1-3 1-3

電子計測 4 必 2 ○ 1-3 1,2

通信工学 4 必 2 ○ 1-4 1-3 1-3 1,2 2

計算機工学 4 必 2 ○ 1-3 1-3 1-2 1-2 1

電子工学セミナー 4 必 1 ○ 2 1 1

工学実験 4 必 3 ○ 2 1 1,2 1,2 3 3 4 2,4 2 3

音響工学Ⅰ 4 選 1 1-3 1,2

音響工学Ⅱ 4 選 1 1-3 1-3 1

電波伝送学 4 選 2 1,2 1,3,4 1,2 1,2

電波・電気法規 4 選 1

環境と人間 4 選 1 2 1,3,4 1

校外実習 4 選 1

特別講義 4 選 1

保健・体育 4 必 1 ○ 1-4 1-4 1-5

哲学 4 選 2 3,4

文学特論 4 選 1 4

英語特論 4 選 1 1,2 1,2

数学概論Ⅰ 4 選 1 4

数学概論Ⅱ 4 選 1 2-4

英語Ⅳ 4 選 2 4 1-3 1

独語Ⅰ 4 選 2 1-3 1,2

中国語Ⅰ 4 選 2 1,2 1,2

半導体工学 5 必 2 ○ 1-3 1-3 1,2

通信工学 5 必 2 ○ 1-4 1-3 1-3 1,2 1,2 2 1

制御工学 5 必 2 ○ 1-3

工学実験 5 必 4 ○ 1,2 1-3 1-3 1-5 1-3 1-3 1-4 1-4 1,2 1-3

卒業研究 5 必 12 ○ 2 2 2 1 1,2 1-4 1-8 3 2 3 2 1

パルス工学 5 選 2 2 1-3

光エレクトロニクス 5 選 2 1,2

応用計測 5 選 2 1,3,4 1 1

画像工学 5 選 2 1-3 3 2

電波伝送学 5 選 1 1-3 2

データ通信 5 選 2 1-3

ロボット工学 5 選 2 1-3

電力工学概論 5 選 2

保健・体育 5 必 1 ○ 1-4 1-4 1-5

法学 5 選 2 1,3,4

数学概論Ⅲ 5 選 1 4

自然特論 5 選 1 2,4

英語Ⅴ 5 選 1 1,2 1,2 1

英語Ⅵ 5 選 1 1,2 1,2 1

独語Ⅱ 5 選 2 1-3 1,2

中国語Ⅱ 5 選 2 1-3 1,2

1 2 3
4

1 2 3
4

1 2 3
4

日 1 2
3 4
英 1 2
3 4

日 1 2
3
英 1 2
3

日  1 2
3 4 5
英 1 2
3 4 5

1 2 3
4 5 6

1 2 3 1 2 3
4 5

1 2 3
4 5 6
7 8

1 2 3
4 5 6

1 2 3 4
5 6

1 2 3
4 5

1 2 3 1 2 3 1 2 3
4

1 2 3 1 2 3
4

1 2 3
4

1 2 3 1 2 3 1 2 3
4

1 2 3
4

1 2 3
4 5

1-3 1,2 1-3 日1,2
英1,2

日1,2
英1,2

日1-3 2項
目以
上

2項目
以上

3項
目以
上

1-7 1-3 1-3 1,2 1 1,2 1,2 1,2 1-3 1,2 1,2 1-3 1,2 1-4 1-3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

達成度チェック
　履修科目の達成度を○で囲む
　修得科目の達成度に✔を入れる

準学士課程の達成度水準

達成度水準を満たしているかをチェック
　必修科目のみで満たせば　○
　必修と選択科目で満たせば△
　水準を満たしていなければ×
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（出典 平成 19 年 5 月 7 日 教務委員会資料）
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資料５－１－①－20

科目と「学習・教育目標」の対応 電子制御工学科 

A1 A2 A3 B1 B2 B3 C1 C2 C3 C4 D1 D2 D3 D4 D5 E1 E2 E3 E4 E5 E6 F1 F2 F3

国語 1 必 3 3 2 2 12 2 1 2

歴史 1 必 2 13 2

地理 1 必 2 34 13 1234

基礎数学Ⅰ 1 必 4 24

基礎数学Ⅱ 1 必 2 124

物理 1 必 3 12

化学 1 必 3 3

保健・体育 1 必 3 1234 1234 12

音楽 1 選 1 3 1 12

美術 1 選 1 1 1

書道 1 選 1 3 1 1 1

英語Ⅰ 1 必 2 123 123

英語Ⅱ 1 必 2 123 123

英語Ⅲ 1 必 1 12 12

国語 2 必 3 3 24 12 12 123 1 1234

倫理・社会 2 必 2 1234 124

歴史 2 必 2 13 2  

基礎数学Ⅱ 2 必 2 2

微分積分学 2 必 4 2,4

物理 2 必 2 4 3 4 156 123 123 13 1234 23 123

化学 2 必 2 3

保健・体育 2 必 3 1234 1234 12345

音楽 2 選 1 34 12 1

美術 2 選 1 1 1

書道 2 選 1 12 1

英語Ⅰ 2 必 3 12 　

英語Ⅱ 2 必 2 12 1

国語Ａ 3 必 2 34 12 12 4 12

国語Ｂ 3 必 1 4 12

政治・経済 3 必 2 34

微分積分学 3 必 2 14 4

応用解析学 3 必 4 4

保健・体育 3 必 2 1234 1234 12345

英語Ⅰ 3 必 3 123 123

英語Ⅱ 3 必 2 123 12

日本語 3 必 3 123

基礎電気工学 1 必 2 1234

情報処理Ⅰ 1 必 2 123 1234

基礎工学演習 1 必 2 12

電気回路Ⅰ 2 必 2 2 124

ディジタル回路Ⅰ 2 必 2 23 2 12

情報処理Ⅱ 2 必 4 234 1

応用物理Ⅰ 3 必 2 123

制御工学Ⅰ 3 必 2 2 1236 2 1 1

電気回路Ⅱ 3 必 2 2 12

電気磁気学Ⅰ 3 必 2 12 12

電子回路Ⅰ 3 必 2 123

工学演習 3 必 2 12

工学実験 3 必 4 3 1 12 123 1 2

応用数学Ⅰ 4 必 2 4

応用物理Ⅱ 4 必 2 12

制御工学Ⅱ 4 必 2 25 12345

電気磁気学Ⅱ 4 必 2 1234 1

電子回路Ⅱ 4 必 2 123 1

半導体工学 4 必 2 123

機械力学 4 必 2 2 12

制御工学セミナー 4 必 2 3 12 13 12

工学実験 4 必 4 2 1 12

環境と人間 4 選 1 2 134 1

数値解析Ⅰ 4 選 1 1234

数値解析Ⅱ 4 選 1 23

確率統計論Ⅰ 4 選 1 1234

確率統計論Ⅱ 4 選 1 23

ディジタル回路Ⅱ 4 選 1 123 1

ディジタル回路Ⅲ 4 選 1 123 1

制御機器Ⅰ 4 選 1 1 1 1 1 1234 1 1

制御機器Ⅱ 4 選 1 1234 12 123 1
オペレーションズ リサーチⅠ 4 選 1 12 12 2

オペレーションズ リサーチⅡ 4 選 1 123 12

システム工学Ⅰ 4 選 1 14 2

システム工学Ⅱ 4 選 1 34 2

通信理論Ⅰ 4 選 1 2 2

通信理論Ⅱ 4 選 1 2

校外実習 4 選 1

特別講義 4 選 1

保健・体育 4 必 1 1234 1234 12345

哲学 4 選 2 34

文学特論 4 選 1 4

英語特論 4 選 1 12 12

数学概論Ⅰ 4 選 1 4

数学概論Ⅱ 4 選 1 234

英語Ⅳ 4 選 2 4 123 　 1

独語Ⅰ 4 選 2 123 12

中国語Ⅰ 4 選 2 12 12

応用数学Ⅱ 5 必 2 123

計測工学 5 必 2 12 1 2

制御工学セミナー 5 必 1 4 2 3 1 2

工学実験 5 必 2 123 2 1

卒業研究 5 必 12 1 1234 12345678 5 1 4 1 123

固体物理Ⅰ 5 選 1 1234 1

固体物理Ⅱ 5 選 1 123 1

シーケンス制御Ⅰ 5 選 1 12345 123 12

シーケンス制御Ⅱ 5 選 1 1245 3 123 1234 12

制御工学Ⅲ 5 選 1 3 3 2 12

制御工学Ⅳ 5 選 1 34 1 13 2 2 12

知識工学Ⅰ 5 選 1 123 1

知識工学Ⅱ 5 選 1 12

ロボット工学Ⅰ 5 選 1 1245 123

ロボット工学Ⅱ 5 選 1 1245 123

流体力学Ⅰ 5 選 1 1234

流体力学Ⅱ 5 選 1 1234 1234 12

熱力学Ⅰ 5 選 1 12 2 1

熱力学Ⅱ 5 選 1 12

計算機工学Ⅰ 5 選 1 3 123 4

計算機工学Ⅱ 5 選 1 3

画像処理Ⅰ 5 選 1 12

画像処理Ⅱ 5 選 1 12

通信システムⅠ 5 選 1 2 2 1

通信システムⅡ 5 選 1 4 2 3 2 2

保健・体育 5 必 1 1234 1234 12345

法学 5 選 2 134

数学概論Ⅲ 5 選 1 　 4

自然特論 5 選 1 24

英語Ⅴ 5 選 1 12 12 　 1

英語Ⅵ 5 選 1 12 12 　 1

独語Ⅱ 5 選 2 123 12

中国語Ⅱ 5 選 2 123 12
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4
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1-3 1,2 1-3 日1,2
英1,2

日1,2
英1,2

日1-3 2項目
以上

2項目
以上

3項目
以上

1-7 1-3 1-3 1,2 1 1,2 1,2 1,2 1-3 1,2 1,2 1-3 1,2 1-4 1-3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

達成度チェック
　履修科目の達成度を○で囲む
　修得科目の達成度に✔を入れる

準学士課程の達成度水準

達成度水準を満たしているかをチェック
　必修科目のみで満たせば　○
　必修と選択科目で満たせば△
　水準を満たしていなければ×
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択
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得

Ａ Ｂ

一
般
科
目
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目
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目
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（出典 平成 19 年 5 月 7 日 教務委員会資料）
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資料５－１－①－21

科目と「学習・教育目標」の対応 情報工学科 

A1 A2 A3 B1 B2 B3 C1 C2 C3 C4 D1 D2 D3 D4 D5 E1 E2 E3 E4 E5 E6 F1 F2 F3

国語 1 必 3 ○ 3 2 2 1-2 2 1 2

歴史 1 必 2 ○ 1,3 2

地理 1 必 2 ○ 3,4 1,3 1-4

基礎数学Ⅰ 1 必 4 ○ 2,4

基礎数学Ⅱ 1 必 2 ○ 1,2,4

物理 1 必 3 ○ 1,2

化学 1 必 3 ○ 3

保健・体育 1 必 3 ○ 1-4 1-4 1,2

音楽 1 選 1 3 1 1,2

美術 1 選 1 1 1

書道 1 選 1 3 1 1 1

英語Ⅰ 1 必 2 ○ 1-3 1-3

英語Ⅱ 1 必 2 ○ 1-3 1-3

英語Ⅲ 1 必 1 ○ 1,2 1,2

国語 2 必 3 ○ 3 2,4 1,2 1,2 1-3 1 1-4

倫理・社会 2 必 2 ○ 1-4 1,2,4

歴史 2 必 2 ○ 1,3 2  

基礎数学Ⅱ 2 必 2 ○ 2

微分積分学 2 必 4 ○ 2,4

物理 2 必 2 ○ 4 3 4 1,5,6 1-3 1-3 1,3 1-4 2,3 1-3

化学 2 必 2 ○ 3

保健・体育 2 必 3 ○ 1-4 1-4 1-5

音楽 2 選 1 3,4 1,2 1

美術 2 選 1 1 1

書道 2 選 1 1,2 1

英語Ⅰ 2 必 3 ○ 1,2 　

英語Ⅱ 2 必 2 ○ 1,2 1

国語Ａ 3 必 2 ○ 3,4 1-2 1-2 4 1-2

国語Ｂ 3 必 1 ○ 4 1-2

政治・経済 3 必 2 ○ 3,4

微分積分学 3 必 2 ○ 1,4 4

応用解析学 3 必 4 ○ 4

保健・体育 3 必 2 ○ 1-4 1-4 1-5

英語Ⅰ 3 必 3 ○ 1-3 1-3

英語Ⅱ 3 必 2 ○ 1-3 1-2

日本語 3 必 3 1-3

基礎電気工学 1 必 2 ○ 1,2

情報処理Ⅰ 1 必 2 ○ 5 3 4,5 1,2

基礎工学演習 1 必 2 ○ 1-3 1 1-3 1,3

電気回路Ⅰ 2 必 2 ○ 1,2 1,2 1

ディジタル回路Ⅰ 2 必 2 ○ 1,2,4 1 1

情報処理Ⅱ 2 必 4 ○ 1-4 1-3 1,2 1,2

応用物理 3 必 2 ○ 1-3

電子回路 3 必 2 ○ 1-4

ディジタル回路Ⅱ 3 必 2 ○ 1-3 1

基礎情報工学 3 必 2 ○ 1-3 1

情報システムⅠ 3 必 2 ○ 3-5 1-4 1,2 1,2

ソフトウェア設計論 3 必 4 ○ 1,2,4 2,3 2,3 2

情報工学演習(留) 3 留 2 ○ 1 1 2,3 1 2

工学実験 3 必 2 ○ 5 1,2 1,2 1,2 1

応用数学 4 必 4 ○ 1-4

応用物理 4 必 2 ○ 1-3

電気磁気学 4 必 2 ○ 1-3 1-3 1,2 1,2 1-3 1-3 1-3

計算機システム 4 必 2 ○ 1-3

情報構造論 4 必 2 ○ 1-4

情報工学セミナー 4 必 6 ○ 1,2 1-4 1-8 1,2 1-3 1-4 1,2

工学実験 4 必 4 ○ 1-4 1-3 1-5 1,2 1-3 1,2 1,2 1,2 1-3 1-3 1-4 1-3 1-3

数値解析 4 選 2 1 2 3

システムプログラミング 4 選 2 1-3 2

知識工学Ⅰ 4 選 2 1-4 1

環境と人間 4 選 1 2 1,3,4 1

校外実習 4 選 1

特別講義 4 選 1

保健・体育 4 必 1 ○ 1-4 1-4 1-5

哲学 4 選 2 3,4

文学特論 4 選 1 4

英語特論 4 選 1 1,2 1,2

数学概論Ⅰ 4 選 1 4

数学概論Ⅱ 4 選 1 2,3,4

英語Ⅳ 4 選 2 4 1-3 　 1

独語Ⅰ 4 選 2 1-3 1-2

中国語Ⅰ 4 選 2 1,2 1,2

工学実験 5 必 3 ○ 1,2 1-3 1-3 1-3 1-3

卒業研究 5 必 12 ○ 1-3 1,2 1 1,2,4 1-8 1 1-3 1-4 1,2

プログラミング言語 5 選 2 1,2,4 1,2

基本ソフトウェア 5 選 2 1,3 1

コンパイラ 5 選 2 1,3,4 1

通信システムⅡ 5 選 2 1-5 1,2 1,2 1-3 1-3 1,2 1,2

情報システムⅡ 5 選 2 1 2 3

知識工学Ⅱ 5 選 2 1 2 1 1 1,3

データベース 5 選 2 1-4 1 1-3 1-3

画像工学 5 選 2 1-3 1,2

情報特論Ⅱ 5 選 2 1,2

保健・体育 5 必 1 ○ 1-4 1-4 1-5

法学 5 選 2 1,3,4

数学概論Ⅲ 5 選 1 　 4

自然特論 5 選 1 2,4

英語Ⅴ 5 選 1 1,2 1,2 　 1

英語Ⅵ 5 選 1 1,2 1,2 　 1

独語Ⅱ 5 選 2 1-3 1,2

中国語Ⅱ 5 選 2 1-3 1,2

1 2 3
4

1 2 3
4

1 2 3
4

日 1 2
3 4
英 1 2
3 4

日 1
2 3
英 1
2 3

日  1 2
3 4 5
英 1 2
3 4 5

1 2 3
4 5 6

1 2 3 1 2 3
4 5

1 2 3
4 5 6
7 8

1 2 3 4
5 6

1 2 3 4
5 6

1 2 3 4
5

1 2
3

1 2 3 1 2 3
4

1 2 3 1 2 3 4 1 2
3 4

1 2 3 1 2 3 1 2 3
4

1 2 3
4

1 2 3
4 5

1-3 1,2 1-3 日1,2
英1,2

日1,2
英1,2

日1-3 2項目
以上

2項目
以上

3項目
以上

1-7 1-3 1-3 1,2 1 1,2 1,2 1,2 1-3 1,2 1,2 1-3 1,2 1-4 1-3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

達成度チェック
　履修科目の達成度を○で囲む
　修得科目の達成度に✔を入れる

準学士課程の達成度水準

達成度水準を満たしているかをチェック
　必修科目のみで満たせば　○
　必修と選択科目で満たせば△
　水準を満たしていなければ×
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（出典 平成 19 年 5 月 7 日 教務委員会資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

学校の目的を具体化した「学習・教育目標」が資料５－１－①－９～12 のとおりに展開されてお

り，資料５－１－①－13～17 のとおりに専門技術者の教育がおこなわれていることから，教育課程

が体系的に編成されていると判断する。また４学科それぞれ，学科の専門性に照らして適切な教育課

程となっていると判断できる。 

 授業の内容は，資料５－１－①－18～21 に示されたように「学習・教育目標」に沿っており，目

標を達成できる適切な教育課程となっていることが確認できる。 

以上の資料によって，授業の内容は準学士課程の卒業者が身に付ける学力や資質・能力（資料１－

１－①－６）として定めた「学習・教育目標」の水準を満たしており，教育の目的を達成するために

適切な教育課程となっていると判断できる。 

 

 

観点５－１－②： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他学科の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施，専攻科教育との連携等が考えら

れる。）に配慮しているか。 

（観点に係る状況）  

 本観点について，（1）他学科の授業科目の履修，（2）他高等教育機関との単位互換の制度，（3）資

格取得を学修と見なしての単位認定，（4）インターンシップ，（5）留学生対象の補充教育として

「日本語」科目の開講，を実施している。これらは高専や大学等に求められる社会的な要請及び学生

の動向を鑑みて取り入れられたもので，教育課程の編成上無理のない制度の導入を学校として進めて

いる。 

まず（1）ついては，各学科で「特別講義」を開講し，所属学科によらず履修可能としている。他

学科の特徴的授業内容，たとえば「無線従事者国家試験対策」を受講したいという学生ニーズに応え

て，夏季休業期間の約 1 週間(30 時間)で開講している（資料５－１－②－１）。 

 （2），（3）については，授業科目以外の学習を卒業単位の一部に認めようとする社会的な動向を

捉えて「大学等における学修に関する規程」による単位互換と，各種資格取得を学修と見なした単位

認定を行っている。また，香川大学と相互単位互換に関する協定を締結している（資料５－１－②－

２～４）。 

(4)については，就業経験が専門知識や技術の修得に有効と考えて，選択科目「校外実習」の１単

位をあてて単位認定を行っている（資料５－１－②－５～６）。 

(5）については，日本語学習を継続することで正しい授業理解につながると考え「日本語」の授業

を３単位の科目として開講している（資料５－１－②－７）。また別に，近年入学者の急激な学力低

下対策として，補充的教育が可能なように「基礎工学演習」の科目を各学科第１学年に設定している

（資料５－１－②－８）。 

 また本校では，学校設置の歴史的経緯から，情報通信工学科と電子工学科の教育課程で無線従事者

等の国家資格取得が可能なように配慮されている（資料５－１－②－９）。 

上記(1)～(4)及び資格関係の運用実績を資料５－１－②－10～15 に示す。 
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資料５－１－②－１

特別講義履修届 

 

（出典 学生課教務係）
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資料５－１－②－２

詫間電波工業高等専門学校 大学等における学修に関する規程 

 （趣旨） 

第１条 詫間電波工業高等専門学校学則（以下「学則」という。）第１３条の３第１項に規

定する大学における学修その他文部科学大臣が別に定める学修（以下「大学等における学

習」という。）については，この規程の定めるところによる。 

 

 （文部科学大臣が別に定める学修）                              

第２条 学則第１３条の３第１項に規定する文部科学大臣が別に定める学修とは，次の各号

の一に掲げる学修をいう。 

  (1) 大学における学修 

  (2) 高等専門学校の専攻科における学修 

 

 （学修手続） 

第３条 学生は，大学等における学修を行おうとするときは，大学等における学修許可願 

（別紙様式１）に，その学修を証明する書類を添えて，校長に願い出なければならない。 

 

 （単位認定申請）        

第４条 学生は，大学等における学修を行い，単位の認定を受けようとするときは，大学等

における学修単位認定願（別紙様式２）に，次の各号の一に掲げる書類を添えて，校長に願

い出なければならない。 

   (1) 当該学修を行った教育施設等の長の交付する単位修得証明書又は成績証明書 

  (2) その他学校が必要と認める書類 

２ 校長は，前項の規定により申請のあった学修について，相当する単位数を，本校におけ

る授業科目の履修とみなし単位の修得を認定することができる。 

 

    附 則 

   この規程は，平成１６年４月１日から施行する。 

  

    附 則 

  この規程は，平成１８年４月１日から施行する。 

 

（出典 平成 19 年度 学生便覧 66 頁）
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資料５－１－②－３

課題研究による単位修得の認定について 

 

１．課題研究は，本校が適当と認める課題について，学生が自ら選択して学修するものと

し，教員の指導及び 外部で受けた評価をもって単位の修得を認定するもので，別表に定め

るものの中から選択して行うものとする。 

 

２．課題研究を履修しようとする学生は，学期の始めに，学級担任に相談の上，指導を受け

ようとする教員の 許可を得て，「課題研究履修届」（別紙様式１）を教務係へ提出するも

のとする。 

 

３．指導教員は，指導を行った学生の課題研究を「課題研究評価報告書」（別紙様式２）に

より学期末（２月末日まで）に教務係へ提出するものとする。 

 

４．教務委員会は，指導教員から提出された「課題研究評価報告書」に基づき単位認定を行

い，認定結果を指導教員を経て当該学生に通知するものとする。 

  

５．単位認定については，２月末日までに課題研究評価報告書において合格の評価を得たも

のは，申請のあった年度内で認定するものとする。 

  

６．修得を認定された課題研究の科目名は，「課題研究（試験の種類，級）」と標記するも

のとし，当該学生の 成績表に科目名，単位数及び評価を記載するものとする。 

  

７．課題研究によって修得を認定できる単位数は，大学における学修を含め 30 単位を超え

ないものとする。 

  

８．既に単位の修得を認定された課題研究について，さらに別表太枠内において，上位の課

題研究を履修した 場合は，当該上位の課題研究の単位数を修得単位数とする。 

  

９．この取扱いにより単位を認定する対象学生は，１年次学生から５年次学生とする。 

 

 

（出典 平成 19 年度 学生便覧 69 頁）
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資料５－１－②－４

香川大学との相互単位互換に関する協定 

 

平成 15 年３月 16 日（火），本校と香川大学との間で相互単位互換に関する協定書調印式が，香

川大学において行われた。 

 これは，本校が香川大学全学部との間で，相互に交流と協力を促進するとともに，教育内容の充

実を図ることを目的としたものである。 

 これまでに，明石，小山，仙台，宮城高専等が大学の工学部，理学部と取り交わしているが，今

回のように高専と大学の全学部間を対象とした締結は全国でも初めてである。 

 対象となる学生は，それぞれに在籍する学生（ただし，本校においては，本科４年生以上及び専

攻科学生）で，身分は「特別聴講学生」となり，入学料，検定料は徴収しないこととしている。 

 同様の協定は，香川大学と高松高専との間でも取り交わされ，調印式では，香川大学木村学長，

高松高専早野校長と本校竹内校長がそれぞれ協定書に調印し，握手を交わした。  

 

参照ＵＲＬ http://www.takuma-ct.ac.jp/kouhou/63/kouhou63.htm 

（出典 本校ホームページ）
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資料５－１－②－５

校外実習の履修に関する規則 

 

（出典 平成 19 年度学生便覧 74 頁）
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資料５－１－②－６

校外実習実施要領 

 

（出典 平成 19 年度学生便覧 75 頁）
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資料５－１－②－７

留学生「日本語」 

 

（出典 シラバス）
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資料５－１－②－８

情報通信工学科「基礎工学演習」 

 

（出典 シラバス）
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資料５－１－②－９

認定校となっている国家資格一覧 

 

情報通信工学科 

資格 認定の別 要件

第一級陸上特殊無線技士 資格認定 長期養成課程の修了

第二級陸上特殊無線技士 資格認定 指定科目の履修と卒業
第二級陸上無線技術士 国家試験科目免除 指定科目の履修と卒業
第二級海上特殊無線技士 資格認定 指定科目の履修と卒業

工事担任者 国家試験科目免除 指定科目の履修と卒業  

 

電子工学科 

資格 認定の別 要件

第一級陸上特殊無線技士 資格認定 長期養成課程の修了

第二級陸上特殊無線技士 資格認定 指定科目の履修と卒業
第二級陸上無線技術士 国家試験科目免除 指定科目の履修と卒業  

 

＊「長期養成課程」とは，準学士課程の教育課程に含まれる形で設定されている養成課程であって，高等専門学校卒業者に対し

て通常は資格認定されない国家資格を教育課程の修了とともに得ることが出来る課程である。 

（出典 教務係，認定書・確認書）
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資料５－１－②－10

「特別講義」の履修状況 

 

平成 18 年度 

情報
通信

電子
電子
制御

情報
情報
通信

電子
電子
制御

情報

無線従事者国家試験対策
（情報通信）

14 1 0 0 0 0 0 0 15

コンピュータ実務入門
(電子)

3 24 5 8 2 1 2 0 45

機械システム解析論
(電子制御)

0 2 4 2 0 0 0 0 8

EXCELによるグラフ表示と数値計算
(情報)

6 12 7 19 0 0 0 0 44

23 39 16 29 2 1 2 0

講義内容
第４学年(169名) 第５学年(163名)

平成18年度選択科目「特別講義」受講者数(7/25～31)

計

112
107 (63%) 5

計
 

 

平成 17 年度 

情報
通信

電子
電子
制御

情報
情報
通信

電子
電子
制御

情報

無線従事者国家試験対策
(情報通信)

11 11 0 0 0 0 0 0 22

コンピュータ実務入門
(電子)

23 15 3 2 0 0 0 0 43

機械システム解析論
(電子制御)

0 7 19 6 0 0 3 0 35

ネットワークプログラミング基礎
(情報)

3 6 7 32 0 0 0 0 48

37 39 29 40 0 0 3 0
計 148

145 (85%) 3

平成17年度選択科目「特別講義」受講者数(7/25～31)

講義内容
第４学年(170名) 第５学年(153名)

計

 

 

（出典 学生課教務係）
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資料５－１－②－11

「大学等における学修に関する規程」の利用状況 

平成 17 年度 

 

(注意) 平成 17 年度については，文部科学省認定資格を当該年度の規程により「大学等における学修に関する規程」で単位認

定した。平成 18 年度にあっては，規程の変更により同資格を「課題研究による単位修得の認定」の定めにより単位認定した。 

（計 30 件）

 

 

 

（出典 平成 18 年 2 月 10 日 教務委員会資料）
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資料５－１－②－12

「課題研究による単位修得の認定」の利用状況（１／２） 

平成 18 年度 

学年・学科 氏　　　　名 名 　　　　　　　　称 資格等取得年月日 単位数
５Ｔ 秋山淳那 ＴＯＥＩＣ（４２５点） 18.4.7 1

荻田恵梨香 ＴＯＥＩＣ（４１５点） 18.4.7 1
永原彩加 ＴＯＥＩＣ（４００点） 18.4.18 1
水尾遼人 ＴＯＥＩＣ（４００点） 18.4.17 1

５Ｅ 塩田愛知 ＴＯＥＩＣ（４１５点） 18.4.26 1
５Ｃ 網中梨緒 ＴＯＥＩＣ（４６０点） 18.6.24 2

上田早織 ＴＯＥＩＣ（４４０点） 18.6.24 1
５Ｉ 五井孝典 ＴＯＥＩＣ（４４０点） 18.4.25 1
４Ｔ 山内悠司 ＴＯＥＩＣ（８６０点） 18.12.12 6

清水弦也 ＴＯＥＩＣ（５６５点） 18.12.12 2
島田崇弘 ＴＯＥＩＣ（４７５点） 18.12.12 2
長谷川讃太 ＴＯＥＩＣ（４２０点） 18.12.12 1

４Ｅ 堀瀬友貴 ＴＯＥＩＣ（４４５点） 18.12.12 1
藤谷貴志 ＴＯＥＩＣ（４０５点） 18.6.24 1
吉田達哉 ＴＯＥＩＣ（４００点） 18.6.24 1

４Ｉ 池田美沙子 ＴＯＥＩＣ（７２５点） 18.12.12 4
デット ＴＯＥＩＣ（６３０点） 18.12.12 4
井下智加 ＴＯＥＩＣ（５００点） 18.12.12 2
森健太郎 ＴＯＥＩＣ（４６５点） 18.12.12 2
入江広大 ＴＯＥＩＣ（４６５点） 18.12.12 2
尾崎俊輔 ＴＯＥＩＣ（４１５点） 18.12.12 1
田中　緑 ＴＯＥＩＣ（４１０点） 18.6.24 1
石谷　淳 ＴＯＥＩＣ（４００点） 18.12.12 1
藤田亜由美 ＴＯＥＩＣ（４００点） 18.6.24 1
松浦伸彦 ＴＯＥＩＣ（４００点） 18.12.12 1
森　勇喜 ＴＯＥＩＣ（４００点） 18.12.12 1

５Ｅ 石本剛史 情報処理活用能力検定２級 18.12.10 2
４Ｃ 須崎孝之 情報処理活用能力検定２級 18.6.18 2
５Ｅ 石本剛史 基本情報処理技術者試験 18.11.8 2
５Ｉ 五井孝典 基本情報処理技術者試験 18.5.16 2

林　治希 基本情報処理技術者試験 18.6.9 2
４Ｉ 池田美沙子 基本情報処理技術者試験 18.5.16 2

井下智加 基本情報処理技術者試験 18.6.16 2
入江広大 基本情報処理技術者試験 18.6.16 2
木下和俊 基本情報処理技術者試験 18.6.12 2
浜辺亮介 基本情報処理技術者試験 18.11.8 2
松本典子 基本情報処理技術者試験 18.5.16 2

５Ｉ 堀田健登 初級システムアドミニストレータ試験 18.11.8 1
４Ｅ 横山英俊 初級システムアドミニストレータ試験 18.4.26 1
４Ｉ 尾崎俊輔 初級システムアドミニストレータ試験 18.5.16 1

中野直樹 初級システムアドミニストレータ試験 18.11.8 1
森　勇喜 初級システムアドミニストレータ試験 18.11.8 1

３Ｉ 真鍋淳次 初級システムアドミニストレータ試験 18.11.8 1
４Ｃ 吉岡秀浩 デｨジタル技術検定１級制御部門 18.11.26 4
５Ｃ 上田早織 デｨジタル技術検定２級制御部門 18.6.25 2
４Ｃ 石井　豪 ディジタル技術検定２級制御部門 18.11.26 2

合田武史 ディジタル技術検定２級制御部門 18.6.25 2
坂田昌平 ディジタル技術検定２級制御部門 18.6.25 2
篠原義和 ディジタル技術検定２級制御部門 18.11.26 2
須崎孝之 ディジタル技術検定２級制御部門 18.6.25 2
田尾勇人 ディジタル技術検定２級制御部門 18.11.26 2
田中琢也 ディジタル技術検定２級制御部門 18.6.25 2
戸張誠也 ディジタル技術検定２級制御部門 18.11.26 2
野島大輔 ディジタル技術検定２級制御部門 18.11.26 2
吉岡秀浩 ディジタル技術検定２級制御部門 18.6.25 2

３Ｃ 林野耕平 ディジタル技術検定２級制御部門 18.11.26 2
４Ｅ 脇　翔太 ディジタル技術検定２級情報部門 18.11.26 2
４Ｉ 綾　賢治 ディジタル技術検定２級情報部門 18.11.26 2

庄野博志 ディジタル技術検定２級情報部門 18.11.26 2
３Ｅ 石川和稔 ディジタル技術検定２級情報部門 18.11.26 2

石田勇作 ディジタル技術検定２級情報部門 18.11.26 2
児玉和樹 ディジタル治術検定２級情報部門 18.6.25 2
谷口浩太 ディジタル治術検定２級情報部門 18.11.26 2
松田祐季 ディジタル技術検定２級情報部門 18.6.25 2
三好哲郎 ディジタル技術検定２級情報部門 18.11.26 2
篠原正一 ディジタル技術検定２級情報部門 18.6.25 2

４Ｔ 清水弦也 電気通信主任技術者試験（線路） 18.7.31 4
４Ｔ 高津敏宏 工事担当者試験ディジタル第１種 18.12.18 4

平成１８年度資格取得状況

 

(計 68 件)
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資料５－１－②－12

「課題研究による単位修得の認定」の利用状況（２／２） 

平成 17 年度 

 

(計 30 件)

（出典 平成 18 年 2 月 10 日，平成 19 年 2 月 22 日 教務委員会資料）

 

資料５－１－②－13

「香川大学との相互単位互換に関する協定」の利用状況 

平成 18 年度 

学年 学科 科目名 評価 単位数 

５ 情報工学科 ランドスケープデザイン 優 ２ 

(計 １名)

（出典 平成 18 年 10 月 27 日 教務委員会議事要録，資料５－３－①－11 参照）
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資料５－１－②－14

「校外実習」の状況 

企　業　名 実習場所 日  程 人数

1 ＮＥＣテレネットワークス株式会社 東京都 7/24　～　7/28 1

2 越智技研工業株式会社　 四国中央市 7/31　～　8/4 1

8/7　～　8/11 1

7/24　～　8/4 1

5 株式会社加ト吉 観音寺市 8/7　～　8/11 1

6 株式会社ＣＲＣシステムズ 東京都 7/31　～　8/2 1

7 四国計測工業株式会社 多度津町 7/31　～　8/4 2

広島県尾道市 8/7　～　8/11 1

倉敷市 8/1　～　8/11 1

山口県柳井市 7/31　～　8/4 1

広島市 8/21　～　8/25 1

10 中部電力株式会社 名古屋市 8/7　～　8/11 3

12 ＮＨＫ高松放送局 高松市 7/24　～　7/27 1

13 富士通サポート＆サービス株式会社 高松市 8/7　～　8/11 1

15 株式会社エフエム徳島 徳島市 7/31　～　8/4 1

17 株式会社ＪＡＬアビテック 千葉県成田市 8/21　～　8/25 1

18 株式会社ｱｲ･ｴｲﾁ･ｱｲ　ﾏﾘﾝﾕﾅｲﾃｯﾄﾞﾞ 広島県呉市 8/21　～　8/25 2

19 岩谷瓦斯株式会社 滋賀県守山市 8/7　～　8/11 1

20 （株）エステンナイン京都 京都市 8/21　～　8/25 1

21 株式会社芙蓉ビデオエイジェンシー 横浜市 8/2　～　8/8 1

23 株式会社イーシーエス 愛知県刈谷市 8/1　～　8/11 1

24 ムラテックＣ.Ｃ.Ｓ株式会社 愛知県犬山市 7/24　～　7/29 1

25 スパイシーソフト株式会社 東京都 7/18　～　7/21 1

27 株式会社メイテックフィルダーズ 神戸市 8/21　～　8/31 1

29 中外製薬工業株式会社 栃木県宇都宮市 8/21　～　8/25 1

30 瀬戸内オール印刷株式会社 坂出市 8/21　～　8/24 1

計　５１名

平成１8年度 校外実習先企業一覧

3 オリエンタルモーター株式会社高松事業所 高松市

4 香川大学工学部 高松市

8 四国電力株式会社 高松市外

7/31　～　8/4

7/31　～　8/11 2

9 中国電力株式会社

8/7　～　8/11

2

14 隆祥産業株式会社 高松市香南町 7/24　～　7/28 3

11 豊橋技術科学大学 豊橋市

8/21　～　8/25

2

22 コスモ石油株式会社坂出製油所 坂出市 8/21　～　8/23 2

16 山陽新聞社 岡山市

3

28 ＮＴＴデータカスタマサービス株式会社 高松市 8/7　～　8/11 3

26 ＮＥＣネッツエスアイエンジニアリング（株） 東京都

 

 

（出典 学生課教務係）
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資料５－１－②－15

「学校認定による資格等の認定」の状況 

 

情報通信工学科 

認定要件を満足して卒業した人数 
資格 認定の別 

平成 18 年度 平成 17 年度 

第一級陸上特殊無線技士 資格認定 ３８ ２９ 

第二級陸上特殊無線技士 資格認定 ４０ ３８ 

第二級海上特殊無線技士 資格認定 ３５ なし(H19.3 卒業生から) 

第二級陸上無線技術士 
国家試験 

科目免除 
３７ ３３ 

工事担任者 
国家試験 

科目免除 
３９ なし(H19.3 卒業生から) 

 

 

電子工学科 

認定要件を満足して卒業した人数 
資格 認定の別 

平成 18 年度 平成 17 年度 

第一級陸上特殊無線技士 資格認定 ４０ ２５ 

第二級陸上特殊無線技士 資格認定 ４３ ３８ 

第二級陸上無線技術士 
国家試験 

科目免除 
３２ ３０ 

 

（出典 学生課教務係）

 

（分析結果とその根拠理由）  

 学生の学習要望を単位認定する制度やインターンシップの単位認定制度が整備運用されている。ま

た，補充的教育や資格取得を意識した教育課程を編成運用している。 

学校をとりまく情勢を配慮して教育課程を編成し，また単位の認定を行なっていることから，観点

を満足していると判断する。 
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観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮等が考えられる。） 

（観点に係る状況）  

いずれの学科も，25～29 単位を演習，実験・実習，セミナー，研究の必修科目として（資料５－

２－①－１）講義以外の科目を積極的に取り入れた教育課程を展開している。また，情報処理関連科

目など授業形態を主として演習形式で行っている科目が多くある。各科目の授業形態を資料５－２－

①－２～６に示す。学科間で授業形態のバランスは異なるものの特別な偏りはなく，学科の専門性を

考慮すると妥当なバランス状況であるといえる。 

 「学習・教育目標」と授業形態のバランスと工夫は以下のようである。 

学習・教育目標Ａは倫理観の育成であり，主として一般科目における講義を中心とした授業を行っ

ている。直接に関係する科目「環境と人間」を設定し，学生に地球環境問題から技術者の責任と人類

の福祉を問いかける授業内容(資料５－２－①－７)としている。 

学習・教育目標Ｂに関しては，英語能力について一般科目の講義形式主体で，また日本語での共同

作業能力について国語や実験・実習科目で授業されており，語学と共同作業の観点に沿って偏ること

のない妥当なバランスと判断できる。マルチメディアラーニングラボでの語彙習得システムの利用 

(資料５－２－①－８)， TOEICスコアを意識した英語授業(資料５－２－①－９)の展開によって，学

習動機を高める工夫をしている。 

学習・教育目標Ｃについては，講義より演習，実験・実習での授業形態が多く，情報機器の操作が

身につくように配慮した実践的な授業形態をとっており，形態上のバランスは適切である。英語や国

語(資料５－２－①－10)，歴史(資料５－２－①－11)においても授業展開を工夫して，学生が情報機

器を扱う授業を実施している。さらに，本校では一人１台のコンピュータ環境を利用した授業が多数

開講され（資料５－２－①－12），情報処理演習を適時に取り入れながら効果的な授業を展開するこ

とで，「情報機器を活用できる」技術者の育成に努力している。 

学習・教育目標Ｄについては，低学年は講義形式主体であるが高学年では演習，実験・実習の割合

が増え，講義での知識と実験・実習での経験を持った実践的技術者の育成のために適切なバランスで

ある。学生の基礎知識の習得と確実な知識・技術の修得に配慮して，一部の授業にチームティーチン

グや習熟度別授業を採用している(資料５－２－①－13)。 

学習・教育目標Ｅの問題解決能力の育成には，講義よりも演習，実験・実習に重きを置いて学生自

らが取り組む授業形態とすることが重要であるので，形態のバランスは妥当なものと判断できる。実

験・実習では，可能な限り少人数の班編成としたり，教員あたりの学生数を減らしたりする工夫を行

なっている（資料５－２－①－14～15）。 

学習・教育目標Ｆについては体育科目がこれにあたっており，バランスの適切性に問題はない。 
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資料５－２－①－１

演習，実験・実習等の必修科目単位数 

 

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計（単位）

演習 2 2 4

実験・実習 2 3 4 9
セミナー 2 2 4
研究 12 12

合計 29

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計（単位）

演習 2 2

実験・実習 3 3 4 10
セミナー 1 1
研究 12 12

合計 25

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計（単位）

演習 2 2 4

実験・実習 4 4 2 10
セミナー 2 1 3
研究 12 12

合計 29

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計（単位）

演習 2 2

実験・実習 2 4 3 9
セミナー 6 6
研究 12 12

合計 29

情報通信工学科

電子工学科

電子制御工学科

情報工学科

 

（出典 教育課程表から集計）
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資料５－２－①－２

「学習・教育目標」に対する授業形態の割合 

講義 演習
実験
実習

累計 講義 演習
実験
実習

累計 講義 演習
実験
実習

累計 講義 演習
実験
実習

累計 講義 演習
実験
実習

累計 講義 演習
実験
実習

累計

合計単位数 7 2 0 9 8 3 0 11 3 2 0 5 14 2 0 16 0 1 0 1 0 0 3 3

割合 78% 22% 0% 26% 73% 27% 0% 32% 60% 40% 0% 15% 88% 13% 0% 47% 0% 100% 0% 3% 0% 0% 100% 9%

合計単位数 7 2 0 9 10 3 0 13 5 4 0 9 14 4 0 18 2 5 0 7 0 0 3 3

割合 78% 22% 0% 26% 77% 23% 0% 38% 56% 44% 0% 26% 78% 22% 0% 53% 29% 71% 0% 21% 0% 0% 100% 9%

合計単位数 7 0 0 7 8 0 2 10 2 0 0 2 18 2 2 22 0 2 2 4 0 0 2 2

割合 100% 0% 0% 21% 80% 0% 20% 29% 100% 0% 0% 6% 82% 9% 9% 65% 0% 50% 50% 12% 0% 0% 100% 6%

合計単位数 4 0 0 4 7 2 3 12 0 2 0 2 23 6 3 32 2 0 3 5 0 0 1 1

割合 100% 0% 0% 11% 58% 17% 25% 34% 0% 100% 0% 6% 72% 19% 9% 91% 40% 0% 60% 14% 0% 0% 100% 3%

合計単位数 2 0 0 2 4 0 16 20 0 0 12 12 15 0 18 33 6 0 16 22 0 0 1 1

割合 100% 0% 0% 6% 20% 0% 80% 57% 0% 0% 100% 34% 45% 0% 55% 94% 27% 0% 73% 63% 0% 0% 100% 3%

合計単位数 27 4 0 31 37 8 21 66 10 8 12 30 84 14 23 121 10 8 21 39 0 0 10 10

割合 87% 13% 0% 19% 56% 12% 32% 40% 33% 27% 40% 18% 69% 12% 19% 72% 26% 21% 54% 23% 0% 0% 100% 6%

合計単位数 7 2 0 9 8 3 0 11 3 4 0 7 14 4 0 18 0 3 0 3 0 0 3 3

割合 78% 22% 0% 26% 73% 27% 0% 32% 43% 57% 0% 21% 78% 22% 0% 53% 0% 100% 0% 9% 0% 0% 100% 9%

合計単位数 7 2 0 9 10 3 0 13 5 0 0 5 14 4 0 18 4 4 0 8 0 0 3 3

割合 78% 22% 0% 26% 77% 23% 0% 38% 100% 0% 0% 15% 78% 22% 0% 53% 50% 50% 0% 24% 0% 0% 100% 9%

合計単位数 7 0 0 7 9 0 0 9 2 0 3 5 18 1 3 22 3 0 3 6 0 0 2 2

割合 100% 0% 0% 21% 100% 0% 0% 26% 40% 0% 60% 15% 82% 5% 14% 65% 50% 0% 50% 18% 0% 0% 100% 6%

合計単位数 5 0 0 5 7 0 3 10 2 0 3 5 28 0 4 32 7 0 4 11 0 0 1 1

割合 100% 0% 0% 14% 70% 0% 30% 29% 40% 0% 60% 14% 88% 0% 13% 91% 64% 0% 36% 31% 0% 0% 100% 3%

合計単位数 2 0 0 2 4 0 16 20 2 0 16 18 23 0 16 39 5 0 16 21 0 0 1 1

割合 100% 0% 0% 6% 20% 0% 80% 57% 11% 0% 89% 51% 59% 0% 41% 111% 24% 0% 76% 60% 0% 0% 100% 3%

合計単位数 28 4 0 32 40 6 19 65 14 4 22 40 97 9 23 129 19 7 23 49 0 0 10 10

割合 88% 13% 0% 19% 62% 9% 29% 39% 35% 10% 55% 24% 75% 7% 18% 77% 39% 14% 47% 29% 0% 0% 100% 6%

合計単位数 7 2 0 9 8 3 0 11 3 2 0 5 15 1 0 16 0 1 0 1 0 0 3 3

割合 78% 22% 0% 26% 73% 27% 0% 32% 60% 40% 0% 15% 94% 6% 0% 47% 0% 100% 0% 3% 0% 0% 100% 9%

合計単位数 7 2 0 9 10 3 0 13 5 0 0 5 15 3 0 18 4 1 0 5 0 0 3 3

割合 78% 22% 0% 26% 77% 23% 0% 38% 100% 0% 0% 15% 83% 17% 0% 53% 80% 20% 0% 15% 0% 0% 100% 9%

合計単位数 7 0 0 7 8 0 4 12 2 0 0 2 17 1 4 22 2 0 4 6 0 0 2 2

割合 100% 0% 0% 21% 67% 0% 33% 35% 100% 0% 0% 6% 77% 5% 18% 65% 33% 0% 67% 18% 0% 0% 100% 6%

合計単位数 4 0 0 4 8 2 0 10 1 0 0 1 33 2 4 39 7 0 4 11 0 0 1 1

割合 100% 0% 0% 11% 80% 20% 0% 29% 100% 0% 0% 3% 85% 5% 10% 111% 64% 0% 36% 31% 0% 0% 100% 3%

合計単位数 4 0 0 4 6 1 0 7 1 0 14 15 23 6 14 43 6 3 12 21 0 0 1 1

割合 100% 0% 0% 11% 86% 14% 0% 20% 7% 0% 93% 43% 53% 14% 33% 123% 29% 14% 57% 60% 0% 0% 100% 3%

合計単位数 29 4 0 33 43 9 4 56 12 2 14 28 103 13 22 138 19 5 20 44 0 0 10 10

割合 88% 12% 0% 20% 77% 16% 7% 34% 43% 7% 50% 17% 75% 9% 16% 83% 43% 11% 45% 26% 0% 0% 100% 6%

合計単位数 7 2 0 9 8 3 0 11 3 2 0 5 13 5 0 18 0 3 0 3 0 0 3 3

割合 78% 22% 0% 26% 73% 27% 0% 32% 60% 40% 0% 15% 72% 28% 0% 53% 0% 100% 0% 9% 0% 0% 100% 9%

合計単位数 7 2 0 9 10 3 0 13 5 0 0 5 15 3 0 18 6 3 0 9 0 0 3 3

割合 78% 22% 0% 26% 77% 23% 0% 38% 100% 0% 0% 15% 83% 17% 0% 53% 67% 33% 0% 26% 0% 0% 100% 9%

合計単位数 7 0 0 7 8 0 0 8 2 2 2 6 16 4 2 22 4 4 2 10 0 0 2 2

割合 100% 0% 0% 21% 100% 0% 0% 24% 33% 33% 33% 18% 73% 18% 9% 65% 40% 40% 20% 29% 0% 0% 100% 6%

合計単位数 4 0 0 4 7 0 4 11 0 0 10 10 18 3 10 31 7 3 10 20 0 0 1 1

割合 100% 0% 0% 11% 64% 0% 36% 31% 0% 0% 100% 29% 58% 10% 32% 89% 35% 15% 50% 57% 0% 0% 100% 3%

合計単位数 2 0 0 2 6 0 12 18 0 0 15 15 15 5 15 35 9 5 15 29 0 0 1 1

割合 100% 0% 0% 6% 33% 0% 67% 51% 0% 0% 100% 43% 43% 14% 43% 100% 31% 17% 52% 83% 0% 0% 100% 3%

合計単位数 27 4 0 31 39 6 16 61 10 4 27 41 77 20 27 124 26 18 27 71 0 0 10 10

割合 87% 13% 0% 19% 64% 10% 26% 37% 24% 10% 66% 25% 62% 16% 22% 74% 37% 25% 38% 43% 0% 0% 100% 6%

各学年の累計欄のパーセントは，累計単位数を１週の授業時間数（1，2，3年=34；4，5年=35）で割った値を示す。
全学年の累計欄のパーセントは，累計単位数を卒業単位167で割った値を示す。
留学生対象科目は含まれていない。

情報
工学科

１年

２年

３年

４年

５年

全学年

電子制御
工学科

１年

２年

３年

４年

５年

全学年

電子
工学科

１年

２年

３年

４年

５年

全学年

学習・教育目標F
運動能力の維持向上に努
め，規律正しい団体行動

がとれるようになる

情報通信
工学科

１年

２年

３年

４年

５年

全学年

学習・教育目標Ｂ
日本語及び英語で共同作
業を良好に行なうことがで

きる

学習・教育目標Ｃ
情報機器を活用して情報
収集や情報分析，文書作
成，口頭発表ができるよう

になる

学習・教育目標Ｄ
技術者としての基礎知識
を身につけ，高度な関連

技術を修得し，広い視野を
持って技術の発展に対応

できるようになる

学習・教育目標Ｅ
与えられた課題を達成す
る手段を設計し，粘り強く
問題解決に取り組むこと

ができるようになる学科名 学年
合計単位数

割合

学習・教育目標Ａ
技術者としての責任を自
覚し，人類の福祉に貢献
できる倫理観を身に付け

る

（出典 平成 19 年 5 月 7 日 教務委員会資料）
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資料５－２－①－３

情報通信工学科の授業形態 

A B C D E F 講義 演習 実験・実習

国語 1 必 3 1 1 1 3 ○
歴史 1 必 2 1 2 ○
地理 1 必 2 1 2
基礎数学Ⅰ 1 必 4 1 4
基礎数学Ⅱ 1 必 2 1 2
物理 1 必 3 1 3
化学 1 必 3 1 3
保健・体育 1 必 3 1 3
音楽 1 選 1 1 1 1
美術 1 選 1 1 1 1
書道 1 選 1 1 1 1
英語Ⅰ 1 必 2 1 2  
英語Ⅱ 1 必 2 1 2  
英語Ⅲ 1 必 1 1 1  
国語 2 必 3 1 1 1 3 ○
倫理・社会 2 必 2 1 2
歴史 2 必 2 1 2 ○
基礎数学Ⅱ 2 必 2 1 2
微分積分学 2 必 4 1 4 ○
物理 2 必 2 1 1 1 1 2
化学 2 必 2 1 2
保健・体育 2 必 3 1 3
音楽 2 選 1 1 1 1
美術 2 選 1 1 1 1
書道 2 選 1 1 1 1
英語Ⅰ 2 必 3 1 3  
英語Ⅱ 2 必 2  1 2  
国語Ａ 3 必 2 1 1 1 2
国語Ｂ 3 必 1 1 1 1
政治・経済 3 必 2 1 2
微分積分学 3 必 2 1 1 2 ○
応用解析学 3 必 4 1 4 ○
保健・体育 3 必 2 1 2
英語Ⅰ 3 必 3 1 3 ○
英語Ⅱ 3 必 2 1 2  
日本語 3 留 3 1 3

基礎電気工学 1 必 2 1 2
情報処理Ⅰ 1 必 2 1 2 ○
基礎工学演習 1 必 2 1 2
電気回路Ⅰ 2 必 2 1 2
ディジタル回路Ⅰ 2 必 2 1 2
情報処理Ⅱ 2 必 4 1 1 1 4 ○
応用物理Ⅰ 3 必 2 1 2
情報処理Ⅲ 3 必 2 1 1 2 ○
電気回路Ⅱ 3 必 2 1 2
電気磁気学Ⅰ 3 必 2 1 2
電子回路Ⅰ 3 必 2 1 2
電気電子計測Ⅰ 3 必 2 1 2
工学演習 3 必 2 1 2
基礎工学実験 3 必 2 1 1 1 2 ○

応用数学 4 必 4 1 2
応用物理Ⅱ 4 必 2 1 2
工学セミナーⅠ 4 必 2 1 1 1 2 ○
通信工学実験Ⅰ 4 必 3 1 1 1 3
電気磁気学Ⅱ 4 選 2 1 2
電子回路Ⅱ 4 選 2 1 2
電子工学Ⅰ 4 選 2 1 2
電子工学Ⅱ 4 選 2 1 2
通信工学Ⅰ 4 選 2 1 2
電波伝送学Ⅰ 4 選 2 1 2
電気通信システムＡ 4 選 2 1 2
通信法Ⅰ 4 選 1 1
回路網理論 4 選 2 1 2
情報処理Ⅳ 4 選 2 1 2 ○
無線工学演習 4 選 2 1 2
環境と人間 4 選 1 1 1 1
校外実習 4 選 1 1
特別講義 4 選 1 1
保健・体育 4 必 1 1 1
哲学 4 選 2 1 2
文学特論 4 選 1 1 1
英語特論 4 選 1 1 1
数学概論Ⅰ 4 選 1 1 1
数学概論Ⅱ 4 選 1 1 1
英語Ⅳ 4 選 2 1 1 2
独語Ⅰ 4 選 2 1 2
中国語Ⅰ 4 選 2 1 2

工学セミナーⅡ 5 必 2 1 2
通信工学実験Ⅱ 5 必 4 1 1 1 4 ○
卒業研究 5 必 12 1 1 1 1 12 ○
通信工学Ⅱ 5 選 2 1 2
電波伝送学Ⅱ 5 選 2 1 2
電気通信システムＢ 5 選 2 1 2
通信法Ⅱ 5 選 1 1 1
電気電子計測Ⅱ 5 選 2 1 1 2
計算機ネットワークⅠ 5 選 2 1 1 2 ○
データ通信 5 選 2 1 2
電力工学概論 5 選 2 2
保健・体育 5 必 1 1 1
法学 5 選 2 1 2
数学概論Ⅲ 5 選 1 1 1
自然特論 5 選 1 1 1
英語Ⅴ 5 選 1 1 1 1
英語Ⅵ 5 選 1 1 1 1
独語Ⅱ 5 選 1 1 1
中国語Ⅱ 5 選 1 1 1

学習・教育目標
授業形態

(単位時間） 学生が情報
機器を利用
する科目

本科　科目
学
年

選
択

単
位

 

（注）科目が対応する学習・教育目標の欄に 1 を記入して表示。他学科の資料も同じ。 

（出典 平成 19 年 5 月 7 日 教務委員会資料）
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資料５－２－①－４

電子工学科の授業形態 

A B C D E F 講義 演習 実験・実習

国語 1 必 3 1 1 1 3 ○
歴史 1 必 2 1 2 ○
地理 1 必 2 1 2
基礎数学Ⅰ 1 必 4 1 4
基礎数学Ⅱ 1 必 2 1 2
物理 1 必 3 1 3
化学 1 必 3 1 3
保健・体育 1 必 3 1 3
音楽 1 選 1 1 1 1
美術 1 選 1 1 1 1
書道 1 選 1 1 1 1
英語Ⅰ 1 必 2 1 2  
英語Ⅱ 1 必 2 1 2  
英語Ⅲ 1 必 1 1 1  
国語 2 必 3 1 1 1 3 ○
倫理・社会 2 必 2 1 2
歴史 2 必 2 1 2 ○
基礎数学Ⅱ 2 必 2 1 2
微分積分学 2 必 4 1 4 ○
物理 2 必 2 1 1 1 1 2
化学 2 必 2 1 2
保健・体育 2 必 3 1 3
音楽 2 選 1 1 1 1
美術 2 選 1 1 1
書道 2 選 1 1 1 1
英語Ⅰ 2 必 3 1 3  
英語Ⅱ 2 必 2  1 2  
国語Ａ 3 必 2 1 1 1 2
国語Ｂ 3 必 1 1 1 1
政治・経済 3 必 2 1 2
微分積分学 3 必 2 1 1 2 ○
応用解析学 3 必 4 1 4 ○
保健・体育 3 必 2 1 2
英語Ⅰ 3 必 3 1 3 ○
英語Ⅱ 3 必 2 1 2  
日本語 3 留 3 1 3

基礎電気工学 1 必 2 1 2
情報処理Ⅰ 1 必 2 1 1 2 ○
基礎工学演習 1 必 2 1 1 1 2 ○
電気回路Ⅰ 2 必 2 1 2
ディジタル回路Ⅰ 2 必 2 1 1 2
情報処理Ⅱ 2 必 4 1 1 4 ○
応用物理 3 必 2 1 2
電気磁気学 3 必 2 1 2
電気回路Ⅱ 3 必 2 1 2
電子工学 3 必 2 1 2
電子回路 3 必 2 1 1 2
ディジタル回路Ⅱ 3 必 1 1 1 1 1
情報処理Ⅲ 3 必 2 1 1 1 ○
工学実験 3 必 3 1 1 1 3 ○

応用数学 4 必 4 1 4
応用物理 4 必 2 1 2
電気磁気学 4 必 2 1 2
回路理論 4 必 2 1 2
半導体工学 4 必 2 1 2
電子回路 4 必 2 1 1 2
電子計測 4 必 2 1 2
通信工学 4 必 2 1 1 2
計算機工学 4 必 2 1 1 2 ○
電子工学セミナー 4 必 1 1 1 1 ○
工学実験 4 必 3 1 1 1 1 3 ○
音響工学Ⅰ 4 選 1 1 1
音響工学Ⅱ 4 選 1 1 1 1
電波伝送学 4 選 2 1 2
電波・電気法規 4 選 1 1 1 1
環境と人間 4 選 1 1 1 1
校外実習 4 選 1 1
特別講義 4 選 1 1
保健・体育 4 必 1 1 1
哲学 4 選 2 1 2
文学特論 4 選 1 1 1
英語特論 4 選 1 1 1
数学概論Ⅰ 4 選 1 1 1
数学概論Ⅱ 4 選 1 1 1
英語Ⅳ 4 選 2 1 1 2
独語Ⅰ 4 選 2 1 2
中国語Ⅰ 4 選 2 1 2

半導体工学 5 必 2 1 2
通信工学 5 必 2 1 1 1 2
制御工学 5 必 2 1 2
工学実験 5 必 4 1 1 1 1 4 ○
卒業研究 5 必 12 1 1 1 1 12 ○
パルス工学 5 選 2 1 2
光エレクトロニクス 5 選 2 1 2
応用計測 5 選 2 1 1 2
画像工学 5 選 2 1 2
電波伝送学 5 選 1 1 1
データ通信 5 選 2 1 2
ロボット工学 5 選 2 1 2
電力工学概論 5 選 2 2
保健・体育 5 必 1 1 1
法学 5 選 2 1 2
数学概論Ⅲ 5 選 1 1 1
自然特論 5 選 1 1 1
英語Ⅴ 5 選 1 1 1 1
英語Ⅵ 5 選 1 1 1 1
独語Ⅱ 5 選 1 1 1
中国語Ⅱ 5 選 1 1 1

学習・教育目標
授業形態

(単位時間）
学生が情
報機器を
利用する

科目

本科　科目
学
年

選
択

単
位

 

（出典 平成 19 年 5 月 7 日 教務委員会資料）
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資料５－２－①－５

電子制御工学科の授業形態 

A B C D E F 講義 演習 実験・実習

国語 1 必 3 1 1 1 3 ○
歴史 1 必 2 1 2 ○
地理 1 必 2 1 2
基礎数学Ⅰ 1 必 4 1 4
基礎数学Ⅱ 1 必 2 1 2
物理 1 必 3 1 3
化学 1 必 3 1 3
保健・体育 1 必 3 1 3
音楽 1 選 1 1 1 1
美術 1 選 1 1 1 1
書道 1 選 1 1 1 1
英語Ⅰ 1 必 2 1 2  
英語Ⅱ 1 必 2 1 2  
英語Ⅲ 1 必 1 1 1  
国語 2 必 3 1 1 1 3 ○
倫理・社会 2 必 2 1 2
歴史 2 必 2 1 2 ○
基礎数学Ⅱ 2 必 2 1 2
微分積分学 2 必 4 1 4 ○
物理 2 必 2 1 1 1 1 2
化学 2 必 2 1 2
保健・体育 2 必 3 1 3
音楽 2 選 1 1 1 1
美術 2 選 1 1 1 1
書道 2 選 1 1 1 1
英語Ⅰ 2 必 3 1 3  
英語Ⅱ 2 必 2 1 2  
国語Ａ 3 必 2 1 1 1 2
国語Ｂ 3 必 1 1 1 1
政治・経済 3 必 2 1 2
微分積分学 3 必 2 1 1 2 ○
応用解析学 3 必 4 1 4 ○
保健・体育 3 必 2 1 2
英語Ⅰ 3 必 3 1 3 ○
英語Ⅱ 3 必 2 1 2
日本語 3 留 3 1 3

基礎電気工学 1 必 2 1 2

情報処理Ⅰ 1 必 2 1 2 ○

基礎工学演習 1 必 2 1 1 1

電気回路Ⅰ 2 必 2 1 2

ディジタル回路Ⅰ 2 必 2 1 1 2

情報処理Ⅱ 2 必 4 1 1 3 ○

応用物理Ⅰ 3 必 2 1 2

制御工学Ⅰ 3 必 2 1 1 2

電気回路Ⅱ 3 必 2 1 2

電気磁気学Ⅰ 3 必 2 1 2

電子回路Ⅰ 3 必 2 1 2

工学演習 3 必 2 1 1 1

工学実験 3 必 4 1 1 1 4 ○

応用数学Ⅰ 4 必 2 1 2

応用物理Ⅱ 4 必 2 1 2

制御工学Ⅱ 4 必 2 1 2

電気磁気学Ⅱ 4 必 2 1 2

電子回路Ⅱ 4 必 2 1 1 2

半導体工学 4 必 2 1 2

機械力学 4 必 2 1 2

制御工学セミナー 4 必 2 1 1 2

工学実験 4 必 4 1 1 4 ○

環境と人間 4 選 1 1 1 1

数値解析Ⅰ 4 選 1 1 1

数値解析Ⅱ 4 選 1 1 1

確率統計論Ⅰ 4 選 1 1 1

確率統計論Ⅱ 4 選 1 1 1

ディジタル回路Ⅱ 4 選 1 1 1

ディジタル回路Ⅲ 4 選 1 1 1

制御機器Ⅰ 4 選 1 1 1 1 1

制御機器Ⅱ 4 選 1 1 1 1
オペレーションズ リサーチⅠ 4 選 1 1 1
オペレーションズ リサーチⅡ 4 選 1 1 1

システム工学Ⅰ 4 選 1 1 1 1

システム工学Ⅱ 4 選 1 1 1 1

通信理論Ⅰ 4 選 1 1 1

通信理論Ⅱ 4 選 1 1 1

校外実習 4 選 1 1

特別講義 4 選 1 1

保健・体育 4 必 1 1 1

哲学 4 選 2 1 2

文学特論 4 選 1 1 1

英語特論 4 選 1 1 1

数学概論Ⅰ 4 選 1 1 1

数学概論Ⅱ 4 選 1 1 1

英語Ⅳ 4 選 2 1 1 1 2

独語Ⅰ 4 選 2 1 2

中国語Ⅰ 4 選 2 1 2

応用数学Ⅱ 5 必 2 1 2

計測工学 5 必 2 1 2

制御工学セミナー 5 必 1 1 1 1 ○

工学実験 5 必 2 1 1 2 ○

卒業研究 5 必 12 1 1 1 12 ○

固体物理Ⅰ 5 選 1 1 1

固体物理Ⅱ 5 選 1 1 1

シーケンス制御Ⅰ 5 選 1 1 1 1 ○

シーケンス制御Ⅱ 5 選 1 1 1 1 ○

制御工学Ⅲ 5 選 1 1 1 1

制御工学Ⅳ 5 選 1 1 1 1 ○

知識工学Ⅰ 5 選 1 1 1

知識工学Ⅱ 5 選 1 1 1

ロボット工学Ⅰ 5 選 1 1 1 1

ロボット工学Ⅱ 5 選 1 1 1 1

流体力学Ⅰ 5 選 1 1 1

流体力学Ⅱ 5 選 1 1 1

熱力学Ⅰ 5 選 1 1 1

熱力学Ⅱ 5 選 1 1 1

計算機工学Ⅰ 5 選 1 1 1 1

計算機工学Ⅱ 5 選 1 1 1

画像処理Ⅰ 5 選 1 1 1 ○

画像処理Ⅱ 5 選 1 1 1 ○

通信システムⅠ 5 選 1 1 1 1

通信システムⅡ 5 選 1 1 1 1

保健・体育 5 必 1 1 1

法学 5 選 2 1 2

数学概論Ⅲ 5 選 1 1 1 1

自然特論 5 選 1 1 1

英語Ⅴ 5 選 1 1 1 1 1

英語Ⅵ 5 選 1 1 1 1 1

独語Ⅱ 5 選 2 1 2

中国語Ⅱ 5 選 2 1 2

学習・教育目標
授業形態

(単位時間）
学生が情
報機器を
利用する

科目

本科　科目
学
年

選
択

単
位

 
（出典 平成 19 年 5 月 7 日 教務委員会資料）
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資料５－２－①－６

情報工学科の授業形態 

A B C D E F 講義 演習 実験・実習

国語 1 必 3 1 1 1 3 ○
歴史 1 必 2 1 2 ○
地理 1 必 2 1 2
基礎数学Ⅰ 1 必 4 1 4
基礎数学Ⅱ 1 必 2 1 2
物理 1 必 3 1 3
化学 1 必 3 1 3
保健・体育 1 必 3 1 3
音楽 1 選 1 1 1 1
美術 1 選 1 1 1 1
書道 1 選 1 1 1 1
英語Ⅰ 1 必 2 1 2  
英語Ⅱ 1 必 2 1 2  
英語Ⅲ 1 必 1 1 1

国語 2 必 3 1 1 1 3 ○
倫理・社会 2 必 2 1 2
歴史 2 必 2 1 2 ○
基礎数学Ⅱ 2 必 2 1 2
微分積分学 2 必 4 1 4 ○
物理 2 必 2 1 1 1 1 2
化学 2 必 2 1 2
保健・体育 2 必 3 1 3
音楽 2 選 1 1 1 1
美術 2 選 1 1 1 1
書道 2 選 1 1 1 1
英語Ⅰ 2 必 3 1 3  
英語Ⅱ 2 必 2  1 2  

国語Ａ 3 必 2 1 1 1 2
国語Ｂ 3 必 1 1 1 1
政治・経済 3 必 2 1 2
微分積分学 3 必 2 1 1 2 ○
応用解析学 3 必 4 1 4 ○
保健・体育 3 必 2 1 2
英語Ⅰ 3 必 3 1 3 ○
英語Ⅱ 3 必 2 1 2  
日本語 3 留 3 1 3

基礎電気工学 1 必 2 1 1 1

情報処理Ⅰ 1 必 2 1 1 2 ○

基礎工学演習 1 必 2 1 1 2

電気回路Ⅰ 2 必 2 1 1 1

ディジタル回路Ⅰ 2 必 2 1 1 2

情報処理Ⅱ 2 必 4 1 1 2 2 ○

応用物理 3 必 2 1 2

電子回路 3 必 2 1 2

ディジタル回路Ⅱ 3 必 2 1 1 2

基礎情報工学 3 必 2 1 2

情報システムⅠ 3 必 2 1 1 1 2 ○

ソフトウェア設計論 3 必 4 1 1 2 2 ○

工学実験 3 必 2 1 1 1 2 ○

応用数学 4 必 4 1 4

応用物理 4 必 2 1 2

電気磁気学 4 必 2 1 1 2

計算機システム 4 必 2 1 2

情報構造論 4 必 2 1 2

情報工学セミナー 4 必 6 1 1 1 6 ○

工学実験 4 必 4 1 1 1 1 4 ○

数値解析 4 選 2 1 1 1 1 ○

システムプログラミング 4 選 2 1 1 1 1 ○

知識工学Ⅰ 4 選 2 1 1 1 1 ○

環境と人間 4 選 1 1 1 1

校外実習 4 選 1 1

特別講義 4 選 1 1

保健・体育 4 必 1 1 1

哲学 4 選 2 1 2

文学特論 4 選 1 1 1

英語特論 4 選 1 1 1

数学概論Ⅰ 4 選 1 1 1

数学概論Ⅱ 4 選 1 1 1

英語Ⅳ 4 選 2 1 1 2

独語Ⅰ 4 選 2 1 2

中国語Ⅰ 4 選 2 1 2

工学実験 5 必 3 1 1 1 3 ○

卒業研究 5 必 12 1 1 1 1 12 ○

プログラミング言語 5 選 2 1 1 1 1 ○

基本ソフトウェア 5 選 2 1 1 2 ○

コンパイラ 5 選 2 1 2

通信システムⅡ 5 選 2 1 1 1 1 ○

情報システムⅡ 5 選 2 1 1 1 1 ○

知識工学Ⅱ 5 選 2 1 1 1 1 ○

データベース 5 選 2 1 1 1 1 ○

画像工学 5 選 2 1 2 ○

情報特論Ⅱ 5 選 2 1 2

保健・体育 5 必 1 1 1

法学 5 選 2 1 2

数学概論Ⅲ 5 選 1 1 1

自然特論 5 選 1 1 1

英語Ⅴ 5 選 1 1 1 1

英語Ⅵ 5 選 1 1 1 1

独語Ⅱ 5 選 2 1 2

中国語Ⅱ 5 選 2 1 2

学習・教育目標
授業形態

(単位時間）
学生が情
報機器を
利用する

科目

本科　科目
学
年

選
択

単
位

 

（出典 平成 19 年 5 月 7 日 教務委員会資料）
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資料５－２－①－７

「環境と人間」シラバス 

 

（出典 シラバス）
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資料５－２－①－８

マルチメディアラーニングラボ利用状況 

 

（出典 本校グループウェア）
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資料５－２－①－９

４年「英語Ⅳ」シラバス 

 

（出典 シラバス）
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資料５－２－①－10

２年「国語」シラバス 

 

（出典 シラバス）
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資料５－２－①－11

１年「歴史」シラバス 

 

（出典 シラバス）
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資料５－２－①－12

平成 19 年度 情報処理センター演習室利用科目一覧 

 

前期 後期

1 Ｔ 情報処理Ⅰ 2 44 三河 タイプ練習，MS office 2 2 第１

1 E 情報処理Ⅰ 2 45 野中 タイプ練習，MS office，Ｂａｓｉｃ 2 2 第１

3 Ｔ 英語 1 44 森 和憲 Windows XP 1 第１

3 Ｔ 情報処理Ⅲ 2 44 真鍋久志 Linux　C 2 2 第１

3 E 情報処理Ⅲ 2 37 天造 Linux　C 2 2 第１
4 T 無線工学演習 4 43 真鍋克也 Windows XP(I.E) 0 2 第１

4 E 計算機工学 2 44 高木 Windows XP 0 2 第１

4 C 応物Ⅰ 2 29 東田 Mathematica 2 2 第１

5 Ｔ 計算機ネットワーク 2 36 高城 Windows XP　Network Visualizer 2 2 第１

5 T 工学セミナーⅡ 2 36 井上 Windows XP，MS office 2 2 第１

5 Ｉ 通信システムⅡ 2 42 高城 Windows XP　Network Visualizer 2 2 第１

5 Ｉ 情報システムⅡ 2 42 安藤 Windows XP　Network Visualizer 2 2 第１

専1 全 情報工学基礎論 2 20 高木 Windows XP 2 0 第１

専1 全 物理科学特論 2 20 東田 Mathematica 0 2 第１

専１ 全 情報ネットワーク論 2 20 今城 Windows XP　Network Visualizer 2 0 第１

専１ ＩＣ 人工知能 2 10 野中 Az Prolog　 0 2 第１

33 23 26

1 C 情報処理Ⅰ 2 45 福間 MS Office XP , 独自ソフト 2 2 第３

2 C 情報処理Ⅱ 4 40 白石 MS  Visual Studio 4 4 第３

4 C 数値解析Ⅰ 2 20 雛元 独自ソフト 2 0 第３

4 C 数値解析Ⅱ 2 20 雛元 独自ソフト 0 2 第３

4 C 工学実験 4 15 山本 独自ソフト　（工学実験(村上 ）と並列） 4 0 第３

5 C 工学実験 2 39 福間 MS Visual Studio, Maple 他 2 2 第３

5 C セミナー 1 田嶋 1 第３

5 C シーケンス制御Ⅰ 2 20 田嶋 独自ソフト 2 0 第３

5 C シーケンス制御Ⅱ 2 20 田嶋 独自ソフト 0 2 第３

5 C 知識工学Ⅰ 2 39 白石 Windows XP　　MS Visual Studio 2 0 第３

5 C 知識工学Ⅱ 2 39 白石 Windows XP　　MS Visual Studio 0 2 第３

5 C 計算機工学Ⅰ 2 39 白石 Windows XP　　MS Visual Studio 2 0 第３

5 C 計算機工学Ⅱ 2 39 白石 Windows XP　　MS Visual Studio 0 2 第３

5 C 画像処理Ⅰ 2 39 徳永 MS Visual Studio 2 0 第３

5 C 画像処理Ⅱ 2 39 徳永 MS Visual Studio 0 2 第３

専１ ＩＣ 画像処理工学 2 10 徳永 MS Visual Studio 0 2 第３

専１ ＩＣ 数式処理論 2 10 白石 MS Visual Studio 2 0 第３

37 25 20

1 I 情報処理Ⅰ 2 43 松下 Ｗｏｒｄ ， Ｅｘｃｅｌ ， Ｊａｖａ 2 2 高度

3 I 情報システムⅠ 2 33 鰆目 Visual Basic 2 2 高度

4 T 工学セミナーⅠ 2 43 井上 Windows XP，MS office 2 2 高度

4 C 工学実験 4 15 村上 Linux Ｃ 　（工学実験(山本）と並列） 4 0 高度

4 I 情報構造論 2 40 松下 C　Java 2 2 高度

4 I システムプログラミング 2 40 今城 Linux　Ｃ 2 2 高度

5 T 工学セミナーⅡ 2 36 井上忠 Windows XP，MS office 0 2 高度

20 月本 WindowsXP ：Micro Wind 2

20 長岡 Windows　　Linux

5 C 制御工学Ⅳ 2 20 山本 独自ソフト 2 2 高度

5 C セミナー 1 村上 1 高度

5 Ｉ プログラミング言語 2 42 真鍋久志 Visual Basic 2 2 高度

5 Ｉ データベース 2 42 鰆目 Access　 0 2 高度

専1 全 アルゴリズムとデータ構造 2 20 松下 C　Java 2 0 高度

29 25 22

2 Ｔ 情報処理Ⅱ 4 46 井上 Linux　 4 4 ｻｲﾊﾞｰ

2 E 情報処理Ⅱ 4 46 河田進 Linux　Ｃ 4 4 ｻｲﾊﾞｰ

2 Ｉ 情報処理Ⅱ 4 47 金澤・高城 Linux　Ｃ 4 4 ｻｲﾊﾞｰ

3 Ｔ 基礎工学実験 2 20 真鍋克也 Ｓｏｌａｒｉｓ 2 2 ｻｲﾊﾞｰ

3 I ソフトウェア設計論 4 33 宮武，金澤 Linux　Ｃ 4 4 ｻｲﾊﾞｰ

4 Ｔ 情報処理 Ⅳ 2 20 井上忠 Linux　 2 2 ｻｲﾊﾞｰ

4 Ｉ 数値解析 2 40 宮武 Linux　Ｃ 2 2 ｻｲﾊﾞｰ

5 Ｉ 知識工学Ⅱ 2 42 宮武 Linux　　　Lisp (Scheme） 2 2 ｻｲﾊﾞｰ

24 24 24

演習室

5 E 工学実験 4 4 4 高度

平成１９年度　情報処理センター演習室 利用授業 資料　３　

学年 クラス 科　目　名
時間割
コマ数

人数 担当教官 使用ソフトウェア
実習期間

 

 

（出典 情報処理センター資料）
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資料５－２－①－13

チームティーチング，習熟度別授業 

 

写真は，平成 19 年 4 月 18 日 「微分積分学」γクラス授業風景 

 

* チームティーチング実施科目：「基礎工学演習」(T,E,I），「情報処理Ⅱ」(I)，「微分積分学」(2 年γクラス) 

* 習熟度別授業科目：「微分積分学」（2 年） 

（出典 数学科，授業時間割）

 

 

資料５－２－①－14

実験科目の担当教員数 

学科 学年 科目
単位
数

担当教員
人数

3 基礎工学実験 2 6
4 通信工学実験Ⅰ 3 7
5 通信工学実験Ⅱ 4 9
2 工学実験 3 5
4 工学実験 3 7
5 工学実験 4 8
3 工学実験 4 8
4 工学実験 4 2
5 工学実験 2 3
3 工学実験 2 3
4 工学実験 4 5
5 工学実験 3 5

情報通信

電子

電子制御

情報

 

（出典 授業時間割から集計）
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資料５－２－①－15

電子工学科４年「工学実験」 

 

（出典 シラバス）
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（分析結果とその根拠理由）  

 教育の目的を具体化した「学習・教育目標」を作成し，これに沿って各学科の特質に合わせた授業

形態が考慮されている。また，教育課程は学年進行とともに実験・実習の時間配分を増加させて実践

的な電子情報系技術者の育成を行なおうとするもので，「学習・教育目標」ごとに授業形態上のバラ

ンスも考慮されている。 

情報機器の活用，複数教員をあてての授業や，少人数での実験など，授業の展開において個々の学

生に手厚く対応しようとする学習指導上の工夫や努力が行われている。 

 以上のことから観点を満足していると判断できる。 

 

 

観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，適切なシラバスが作成され，活用されている

か。 

（観点に係る状況）  

 シラバスは毎年見直しをおこなって改定され，授業で配布されるほか，過年度分も含めてホームペ

ージ上で公開されている（資料５－２－②－１）。 

シラバスは，学習到達目標や評価方法等の社会的に記載が求められる事項を含み，学習項目と「学

習・教育目標，学習成果と達成度基準」の対応，科目間の接続，また学修単位の適用や資格取得に関

わる情報など，科目履修の便を考えた不足のないシラバス様式としている (資料５－２－②－２)。 

シラバスの活用状況についてアンケート調査を実施した結果を資料として示す（資料５－２－②－

３，４）。 

 学生からのアンケート回答を見ると，授業内容説明の際に用いられた後にシラバスを参照利用して

いる学生は少数（問３～６，８，９）で，試験や成績評価の際にシラバスを参照している状況が理解

できる(問７，10)。シラバスはインターネット上で入手確認できる状況にあり，印刷物としてのシラ

バス保存の必要性や，授業でのアナウンスと合わせてシラバス記載事項確認が必要であるとは感じて

いない状況である。資格についての確認や授業内容の説明書として活用されている姿も見える(問

10)。 

 教員からのアンケート回答を見ると，シラバスの印刷配布の状況は良く，シラバスに示した授業計

画を確実に実施しようとする姿勢が理解できる。シラバスに大きな変更が生じたときに再作成・再配

付を行なう教員は約半分で（問８），口頭やシラバスに代わる文書によっての変更連絡が多い様子で

ある。 
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資料５－２－②－１

シラバス公開ホームページ 

 

 

（出典 本校ホームページ http://www.takuma-ct.ac.jp/gakusei/syllabus/index.htm）
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資料５－２－②－２

シラバスの例（45 時間の学修を１単位とする計算方法を行なう科目シラバス） 

 
（出典 シラバス）
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資料５－２－②－３

学生に対しての「シラバスの活用についてのアンケート」結果 

問１． 配布されたシラバスを保存している。
問２． 授業全体の内容をシラバスで確認した。
問３． 科目の授業内容と「学習・教育目標，学習成果，達成度基準」との

関係の理解にシラバスが役立っている。
問４． 予習するとき，シラバスの学習項目を確認している。
問５． 復習するとき，シラバスの学習項目と学習到達目標を確認している。
問６． 定期試験の勉強の際に，シラバスの学習到達目標を確認している。
問７． シラバスの評価方法を意識して勉強をしている。
問８． シラバスどおりに成績評価されているかの確認をしている。
問９． 学習成果の自己評価にシラバスを役立てている。
問10． 「シラバスを○○に利用している」という，活用事例がありましたら，

紹介してください。（記述欄に回答）

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７ 問８ 問９ 回答数

はい はい はい はい はい はい はい はい はい 計

79 62 23 9 8 17 28 17 10 167

47% 37% 14% 5% 5% 10% 17% 10% 6% 100%
71 39 20 11 14 16 38 22 16 151

47% 26% 13% 7% 9% 11% 25% 15% 11% 100%
74 57 12 6 7 13 42 24 8 156

47% 37% 8% 4% 4% 8% 27% 15% 5% 100%
100 61 31 9 14 23 49 33 12 163
61% 37% 19% 6% 9% 14% 30% 20% 7% 100%
59 57 19 7 6 13 36 24 10 126

47% 45% 15% 6% 5% 10% 29% 19% 8% 100%
12 11 7 0 3 5 8 7 6 17

71% 65% 41% 0% 18% 29% 47% 41% 35% 100%

15 9 4 0 0 2 6 3 0 17
88% 53% 24% 0% 0% 12% 35% 18% 0% 100%

398 285 109 42 49 84 199 123 56 780
51% 37% 14% 5% 6% 11% 26% 16% 7% 100%

問10　（活用に関する主なもの）
・単位数の確認に使っている(6)
・教師の評価，生徒に対する気持ちを考えるため(1)
・授業内容,順番の確認(2)
・テスト範囲の確認する(2)
・資格を取れるかどうかの確認(1)
・残り授業数(1)
・試験までの内容の確認(2)
・科目選択の目安として使っている(1)
・どのような授業を受けているかを説明するときに活用する(1)
・成績のつけ方について確認(1)

計

１学年

２学年

３学年

４学年

学生

５学年

専１年

専２年

 

 

（出典 平成 19 年 4 月 19 日 点検評価委員会資料）
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資料５－２－②－４

教員に対しての「シラバスの活用についてのアンケート」結果 

問１． シラバスを授業時間に印刷配布した
問２． 授業内容の説明にシラバスを用いた．
問３． シラバスの学習到達目標と，

本校の「学習・教育目標，学習成果，達成度基準」との関係を説明した．
問４． 授業の進度をシラバスによって確認している．
問５． 授業の進度がシラバスから大きくずれた場合は，学生に変更を説明する．
問６． 試験問題を作成する際に，シラバスの学習到達目標を確認している．
問７． 成績評価を行う際に，シラバスの評価方法を確認している．
問８． 成績評価方法を変更するときにはシラバスを再配布して周知する．
問９． 授業に関する自己評価にシラバスを活用している．
問10． シラバスを活用している事例がありましたらお書きください．

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７ 問８ 問９ 回答数

はい はい はい はい はい はい はい はい はい 計

74 77 29 95 82 72 97 81 88 97

76% 79% 30% 98% 85% 74% 100% 84% 91% 100%
38 38 8 37 29 24 39 17 27 39

97% 97% 21% 95% 74% 62% 100% 44% 69% 100%
26 30 18 31 25 22 31 14 30 31

84% 97% 58% 100% 81% 71% 100% 45% 97% 100%
44 53 10 53 26 35 45 16 47 53

83% 100% 19% 100% 49% 66% 85% 30% 89% 100%
34 35 14 34 27 29 38 20 38 38

89% 92% 37% 89% 71% 76% 100% 53% 100% 100%
9 14 10 20 15 18 20 6 19 21

43% 67% 48% 95% 71% 86% 95% 29% 90% 100%

225 247 89 270 204 200 270 154 249 279
81% 89% 32% 97% 73% 72% 97% 55% 89% 100%

問10　（活用に関する主なもの）
・資格試験の受験を説明するときに使用する。
・時間調整，他科目のシラバスを見ての割愛項目の検討

H18非常勤

計

一般

教員

情報通信

電子

電子制御

情報

 

（出典 平成 19 年 4 月 19 日 点検評価委員会資料）

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 シラバスの作成，収集，保存，公開の作業が組織的に行われて，過年度分のシラバスも含めてイン

ターネットで公開されている。在学生と卒業生に配慮した対応が行われている。シラバスの記載項目

は，要求される事項を含んだ過不足のないものである。 

シラバスは教員による授業内容の説明や学生達の試験範囲の確認などに活用されており，観点を満

足していると判断する。 
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観点５－２－③： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

（観点に係る状況）  

 教育課程上で創造性を育む教育は，本校の学習・教育目標Ｅに対応している。創造性教育へのアプ

ローチはさまざまにあり（資料５－２－③－１），本校でも学科によって対応が異なる。 

 本観点に関係する報告資料を資料５－２－③－２～13 に示す。 

 

 情報通信工学科では，学生が個別に製作を行う電子回路の設計・製作・測定の実験テーマを計 3 テ

ーマ（34 時間）設定して創造性教育を実施している。個別に製作させる実験を複数回繰り返し，自

ら電子回路製作できるように教育することで，その後の研究活動を創造的に展開してゆける素地を与

え，具体的な研究作業の中で創造力を育もうとしている（資料５－２－③－２～４）。 

 電子工学科では，「創造性の中心の能力は物事を体系的に考えまとめ上げる構想力（想像力）であ

る。構想力を培うためには，自由な発想で創作し，その過程で何故という疑問を持ち，問題を発見・

解決して完成させる工学的色彩の強い工学実験教育が有益である。」と考え，実験教育に力を注いで

いる。１学年で工学導入教育を行い，３学年でロボットコンテストを取り入れている。４学年では回

路設計，製作，特性測定を行い，問題を発見して知識と実験によって得られた事象を基に体系的に考

えて解決し，実験を完成させている。５年生では，フィルタの設計･製作，薄膜回路の設計･製作，

VHDLによるディジタル回路設計･製作，集積回路設計等を行っている（資料５－２－③－５～７）。 

電子制御工学科では，第４学年の工学実験でテーマ「古典的制御理論に基づく制御系設計演習」に

ついて，PBLに基づく運営を実施している。実験の運営に心理学的な性格検査を取り入れる工夫を行

い，マイヤーズ・ブリッグス・タイプ指標をもとに４つのチームに分け，それぞれのチームに異なる

課題を与えて実験を行なっている（資料５－２－③－８～10）。 

情報工学科では，３学年から学生一人ひとりが独自に課題を設定したオリジナルのプログラム開発

やプレゼンテーションを経験させることで，研究活動における課題設定や問題解決能力等の創造性を

具体的経験によって育もうとしている（資料５－２－③－11～13）。 

 インターンシップは，学生と教職員の前で発表する報告会を開催することにより，学生のプレゼン

テーション機会として活用している(資料５－２－③－14)。 

 

資料５－２－③－１

創造性を育む学習テーマの例 

 

• 情報通信工学科：3 年基礎工学実験での「電子工作実習」，4 年通信工学実験Ⅰでの「低周

波増幅回路」「中間周波増幅回路の製作」，5 年通信工学実験Ⅱでの「ＦＭワイヤレスマイ

クの製作」 

• 電子工学科：1 年での工学導入教育，4 年工学実験での「回路製作実験」 

• 電子制御工学科：4 年工学実験での「古典制御理論に基づく制御系設計演習」 

• 情報工学科：第 3 学年情報システムIでの「オリジナルのプログラム作成」 

 

（出典 平成 18 年度運営懇話会報告書，平成 17 年度年報，シラバスからの集約）
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資料５－２－③－２

情報通信工学科の「創造性を育む教育の工夫について」の取り組み 

 

 

 

 

 

  

  

（出典 平成 18 年度運営懇話会報告書 23 頁）
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資料５－２－③－３

情報通信工学科での創造性を育む教育の例 

 

－「通信工学実験Ⅱ」テキスト例－ 

 
 

（出典 情報通信工学科「通信工学実験Ⅱ」テキスト）
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資料５－２－③－４

創造性を育む「卒業研究」の例 

 

 
 

（出典 平成 16，17 年度 創造性を育む「卒業研究」集） 
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資料５－２－③－５

電子工学科の「創造性を育む教育の工夫について」の取り組み 

 

 

 

（出典 平成 18 年度運営懇話会報告書 28 頁）
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資料５－２－③－６

電子工学科での創造性を育む教育の例 

 

－工学導入教育報告書－ 

 

（出典 平成 15 年度高専教育講演論文集(2003)）
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資料５－２－③－７

－「工学実験」テキスト例－ 

 

（出典 電子工学科「工学実験」テキスト）
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資料５－２－③－８

電子制御工学科の「創造性を育む教育の工夫について」の取り組み 

 

 

 

 

  

  

（出典 平成 18 年度運営懇話会報告書 30 頁）
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資料５－２－③－９

 

電子制御工学科での創造性を育む教育の例 

 

－PBLの導入報告－ 

 

 

 

（出典 平成 17 年度年報）
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資料５－２－③－10

－「工学実験」テキスト例－ 

直列補償法による制御系設計 

 

 

（出典 電子制御工学科「工学実験」テキスト）
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資料５－２－③－11

 

情報工学科の「創造性を育む教育の工夫について」の取り組み 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 18 年度運営懇話会報告書 35 頁）
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資料５－２－③－12

情報工学科での創造性を育む教育の例 

 

－「情報システムⅠ」シラバス－ 

 

 

（出典 シラバス）
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資料５－２－③－13

 

準卒業研究（１／２） 
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資料５－２－③－13

 

準卒業研究（２／２） 

 

 

（出典 情報工学科作成「準卒業研究の手引き」，準卒業研究発表会プログラム）
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資料５－２－③－14

校外実習報告書（発表風景） 

 

 

（出典 平成 18 年度校外実習報告書）

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 高専での工学実験は，講義で学んだ知識を検証して理解を明確にするという特質がある。これまで

工学実験で計画的に与えてきた知識の検証経験を，現在では学生の創造的な活動に結びつけるための

努力がなされ，PBLなどの取り組みが試行的に行われている。 

学科によっては，創造性の中心の能力は物事を体系的に考えまとめ上げる構想力（想像力）である

と考え，構想力を培うために工学的色彩の強い実験教育に力を注いできている。この実験では，設

計･製作し，特性測定を行う過程で問題を発見し問題を解決する際に，知識と事象を基に体系的に考

えさせる工夫を行っている。 

インターンシップは単に実習先での活動のみで単位に認定はせず，報告会を開催してプレゼンテー

ションを行わせた上で評価し単位認定している。 

 以上の点から，観点を満足していると判断する。 
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観点５－３－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に

周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認

定，卒業認定が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

 本観点に関係する規定が資料５－３－①－１～７のとおりに策定されており，毎年度配布する学生

便覧によって学生に周知されている。 

 教務関係規程の認知状況をアンケート調査した結果を示す（資料５－３－①－８）。 

 調査結果を分析すると，学年進行とともに各種教務関係規定の認知度は向上し，5 年生では十分に

周知理解されている状況とわかる。 

 成績評価の適切な実施のために，成績評価方法をシラバスに示し，試験答案等を電子ファイル化し

て組織的に保存している。学生による採点答案の確認と意見申し立ての機会を与えており，定期試験

毎に成績一覧を学生本人と保護者に通知する（資料５－３－①－９）ことで，科目成績の透明性と厳

格性を高め，成績評価を適切に実施する仕組みとしている。 

 科目の単位認定は，担当教員からの 100 点法による成績評価に基づき「優，良，可，合格」の評語

で単位認定している。但し，単位追認試験（資料５－３－①－10）に合格の場合は，「追認・可」の

評価で単位を認定している。また，校外実習等の単位認定については，規程により教務委員会の議を

経て単位を認定している（資料５－３－①－11）。 

 進級や卒業の認定においては，科目担当教員の科目成績評価から認定される科目の単位，教務委員

会の議を経て認定された単位を総合して，学生課教務係で審査資料が作成される。審査にあっては，

教務委員会での予備審査を経て進級審査会で再度審査した後に，規程に基づく進級・卒業・原級留置

の判定を行っている（資料５－３－①－12）。 

 なお，「学業成績の評価並びに進級及び卒業に関する規程」(資料５－３－①－２)第 8 条 2 項の適

用は実質的に行なわれていない。 

 

 

資料５－３－①－１

教務関係規程 

（１）
学業成績の評価並びに進級及び卒業
に関する規程

資料５－３－①－２

（２）単位追認試験実施細則 資料５－３－①－３
（３）大学等における学修に関する規程 資料５－３－①－４
（４）課題研究による単位修得の認定について 資料５－３－①－５
（５）校外実習の履修に関する規則 資料５－３－①－６
（６）校外実習実施要領 資料５－３－①－７ 

* 追試験の扱いについては，「学業成績の評価並びに進級及び卒業に関する規程」第３条のとおり。 

* 再試験の定めはない。 

* 単位追認試験は，不可となった科目について科目単位の追認を行う試験制度である。 

* 一般単位追認試験は例年９月に実施されている。 

（出典 平成 19 年度学生便覧）
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資料５－３－①－２

学業成績の評価並びに進級及び卒業に関する規程（１／３） 
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資料５－３－①－２

学業成績の評価並びに進級及び卒業に関する規程（２／３） 

 

 

 

 



詫間電波工業高等専門学校 基準５ 
 

- 219 - 

資料５－３－①－２

学業成績の評価並びに進級及び卒業に関する規程（３／３） 

 
 

 

（出典 平成 19 年度学生便覧）
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資料５－３－①－３

単位追認試験実施細則（１／２） 
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資料５－３－①－３

単位追認試験実施細則（２／２） 

 
 

 

（出典 平成 19 年度学生便覧）
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資料５－３－①－４

大学等における学修に関する規程 

 

（出典 平成 19 年度学生便覧）
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資料５－３－①－５

課題研究による単位修得の認定について 

 

（出典 平成 19 年度学生便覧）
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資料５－３－①－６

校外実習の履修に関する規則 

 

（出典 平成 19 年度学生便覧）
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資料５－３－①－７

校外実習実施要領 

 

（出典 平成 19 年度学生便覧）

 

 



詫間電波工業高等専門学校 基準５ 
 

- 226 - 

資料５－３－①－８

教務関係規程の認知状況についてのアンケート調査結果(学生) 

 

 Q.1 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定に関する規定が，学生便覧に掲載されていることを知っていますか。

Q.2  進級・卒業の審査が行なわれていることを知っていますか。 　(関連規程：学業成績の評価並びに進級及び卒業に関する規程)

Q.3  単位追認試験が実施されていること知っていますか。 　（関連規程：単位追認試験実施細則）

Q.4  本校以外での学修が単位認定されることを知っていますか。 　(関連規程：大学等における学修に関する規程)

Q.5  資格取得等によって単位認定されることを知っていますか。 　（関連規程：課題研究による単位修得の認定について）

Q.6  校外実習により単位認定されることを知っていますが。 　（関連規程：校外実習の履修に関する規則，校外実習実施要項）

Q.7  「必修科目の出席時数が年間授業時数の３分の２以上であること」が，進級又は卒業の要件の一つとなっていることを知っていますか。

Q.8 「特別活動（ＨＲ）の履修が良好であること」が，進級の要件の一つとなっていることを知っていますか。

Q.9 各学年で，進級・卒業するのに必要な単位数が定められていることを知っていますか。

 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 回答数

133 35 136 31 159 9 78 89 93 75 65 103 145 23 84 84 151 18 168
79% 21% 81% 18% 95% 5% 46% 53% 55% 45% 39% 61% 86% 14% 50% 50% 90% 11% 100%
129 21 129 20 141 9 88 63 126 23 85 65 137 13 73 77 140 10 150
86% 14% 86% 13% 94% 6% 59% 42% 84% 15% 57% 43% 91% 9% 49% 51% 93% 7% 100%
143 9 136 16 144 8 100 52 140 12 104 48 141 11 101 51 140 11 152
94% 6% 89% 11% 95% 5% 66% 34% 92% 8% 68% 32% 93% 7% 66% 34% 92% 7% 100%
154 5 156 4 158 2 113 47 156 3 154 6 155 5 109 53 157 4 162
95% 3% 96% 2% 98% 1% 70% 29% 96% 2% 95% 4% 96% 3% 67% 33% 97% 2% 100%
149 6 150 5 153 2 133 23 153 2 147 8 152 3 103 52 153 2 155
96% 4% 97% 3% 99% 1% 86% 15% 99% 1% 95% 5% 98% 2% 66% 34% 99% 1% 100%

708 76 707 76 755 30 512 274 668 115 555 230 730 55 470 317 741 45 787
90% 10% 90% 10% 96% 4% 65% 35% 85% 15% 71% 29% 93% 7% 60% 40% 94% 6% 100%

準学士課程

Q.1 Q.2 Q.3 Q.4 Q.5 Q.6 Q.7 Q.8 Q.9

5学年

全学年

1学年

2学年

3学年

4学年

（出典 平成 19 年 4 月 19 日 点検評価委員会資料）
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資料５－３－①－９

成績通知資料 

 

（出典 学生課教務係）
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資料５－３－①－10

平成 18 年度一般単位追認試験時間割(部分) 

 

（出典 学生課教務係）
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資料５－３－①－11

校外実習等の単位認定資料（１／２） 

 

平成 18 年度単位認定に関する議事録 
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資料５－３－①－11

校外実習等の単位認定資料（２／２） 

 

 

（出典 平成 18 年 10 月 27 日 教務委員会資料，同議事録）
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資料５－３－①－12

進級・卒業審査会議事要録 

 

（出典 平成 19 年 3 月 15 日 卒業・進級審査会議事要録）

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 成績評価，単位認定，進級認定，卒業認定に関する各種規程が策定されており，成績評価の透明性

を高める努力が行なわれている。成績評価，単位認定，進級認定，卒業認定の作業が厳格な規定のも

とで行なわれて，規定に基づいた一貫性のある審査が行われている。 

各種教務関連規程の学生への周知状況は良好である。 

以上の点から，観点を満足していると判断する。 
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観点５－４－①： 教育課程の編成において，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよう

配慮されているか。 

（観点に係る状況）  

 特別活動（ホームルーム：HR）を第１・２・３学年において週 1 単位時間，合計 90 単位時間実施

している。HR活動では，人間の素養としての「人権意識」「性意識」「平和意識」「交通安全に関す

る意識」の涵養を柱とした教育を行なっている（資料５－４－①－１）。HR活動では，クラス毎の年

間実施計画と活動記録報告書が作成されている（資料５－４－①－２，資料５－４－①－３）。担任

は「担任のしおり」（資料５－４－①－４）にある心得・心構えを基本にして学生と接し，HR活動を

展開している。 

 １学年では，学生の交友関係に広がりを与え「健全な社会性」や「協調性」「幅広い考え方」の涵

養を第一の目的とした混合学級として，４月に１泊２日の「新入生合宿研修」を実施している。この

ほか，人間関係を円滑に保てるよう各種行事展開を行っている。(資料５－４－①－５) 

 また，学外者による講演会を企画開催して(資料５－４－①－６)，「社会生活上の知識」の涵養を

図っている。 
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資料５－４－①－１

人間の素養の涵養について 

  

  

（出典 平成 18 年度運営懇話会資料 17～19 頁）
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資料５－４－①－２

ホームルーム活動年間計画表の例 

 

（出典 ホームルーム年間計画）
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資料５－４－①－３

ホームルーム活動記録の例 

 

（出典 ホームルーム記録・報告書綴）
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資料５－４－①－４

学生指導上の心得・心構え 

 

（出典 「担任のしおり」）
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資料５－４－①－５

年間行事予定表（「新入生合宿研修」「日帰り研修」等） 

月

日 曜 曜 専攻科 曜 曜 専攻科 曜 曜 専攻科 曜 曜 専攻科 曜 曜 専攻科 曜 曜 専攻科 日

1 土 土 春季休業（４/５まで） 月
　

月 木 木 開校記念日 土 土 火 火 金 金 1

2 日 日 火 火 木曜日振替授業 金 金 日 日 水 水 土 土 2

3 月 月 水 水 憲法記念日 土 土 月 月 木 木 日 日 3

4 火 火 開寮 木 木 国民の休日 日 日 火 火 職員胃検診 金 金 月 月 4

5 水 水 金 金 こどもの日 月 月 水 水 土 土 火 火 5

6 木 木 入学式 土 土 火 火 木 木 日 日 水 水 6

7 金 金
前期授業開始
新入生オリエンテーション

日
　

日 水 水 金 金 月 月 木 木 7

8 土 土 月 月 木   木 土 土 火 火 金 金
期末試験時間割
発表

8

9 日 日 火 火 金   金 日 日 水 水 土 土 9

10 月 月 水 水 土 土 月 月 学力、社会人受付 木 木 日 日 10

11 火 火 木 木 日 日 火 火 金 金 月 月 11

12 水 水 金 金 月 月 水 水 土 土 火 火 12

13 木 木 土 土 火 火 木 木 日 日 水 水 13

14 金 金 日 日 後援会総会等 水 水 金 金 臨時休業 月 月 木 木 14

15 土 土 月 月 推薦入試受付 木 木 土 土 火 火 金 金 15

16 日 日 火 火 金 金 職員健康診断 日 日 水 水 土 土 16

17 月 月 水 水 土 土 月 月 　　海の日 木 木 日 日 17

18 火 火 木 木 日 日 火 火 金 金 月 月 敬老の日 18

19 水 水 金 金 月 月 水 水 　　補講日 土 土 火 火 19

20 木 木 土 土 火 火 木 木 　　補講日 日 日 水 水 20

21 金 金 日 日 水 水 金 金 夏季休業(8/31まで) 月 月 木 木 補講日 21

22 土 土 月 月 木 木 土 土 火 火 金 金 期末試験 22

23 日 日 火
 

火 金 金 日 日 閉寮 水 水 土 秋分の日 土 　　秋分の日 23

24 月 月 水 水 土 土 月 月 木 木 日
　

　 日 24

25 火 火 木 木 日 日 火 火 学力、社会人試験 金 金 月 月 25

26 水 水 金 金 月 月 水 水 土 土 火 火 26

27 木 木 土
　

土 推薦試験 火 火 木 木 日 日 水 水 27

28 金 金 日 日 水 水 金 金 月 月 木 木 28

29 土 土 みどりの日 月 月 木 木 土 土 火 火 金 金 29

30 日 日 火
　

火 金 金 日 日 水 水 土 土 30

31 　 　 水
　

水 月 月 木 木 開寮 31

交通講話（下旬）

予

定

　 　 　 　

　       　　（注）■印は，土曜日・日曜日・祝日・振替休日・学則による休業日及び臨時休業日を表す。△印は，学校行事を表す。
　　　　　　　　　休業中の補講日 ７／１９  ，２０は原則として自然災害等の休校日の補講を行う。

内科検診（学生）

２日（火）は木曜日の授業を行う

　　　閉寮　特別開寮
　

　

　

夏季休業(8/31まで)　　四
国地区高専体育大会

　　保護者懇談会

憲法記念日

国民の休日

こどもの日

８　　月７　　月

プロジェクト研究報告会

詫間だより（中旬）

　

 平 　 成　  １8 　 年   度 　　年 　　間 　  行    事 　  予 　  定 　  表 　　（　前 期 ）

９　　月

木曜日振替授業

　

本科

成績評価表提出

４　 月

みどりの日

第２学年日帰り研修

本科

　　　補講日

５　　月 ６　　月

職員健康診断

前期中間試験時間割
発表

　　　補講日　 　集中講義

国家試験　　特別閉寮
(本校)

編入学（学力）

後援会総会等

学生総会

前期期末試験時間割
発表

　

 

　

　　

 

校内一斉清掃（上旬）

内科検診（学生）

歯科検診（学生）

　

尿検査（学生）

身体測定（学生）

結核検診（学生）

心電図（学生）

　

職員胃検診

　

始業式
　 全国高専体育大会

（近畿）

本科 本科本科

成績通知

新入生合宿研修（大洲）

春季休業（４/４まで）

前期授業開始　　対面式
新入生オリエンテーション

始業式

入学式

開寮

月

本科

 

　

開校記念日
前期中間試験

　

職員聴打診（上旬）

集団活動指導者研修

敬老の日

補講日

　　

臨時休業

　　　四国地区高専体育
大会

　　　特別開寮

前期期末試験

体験入学

特別講義

　　　　編入学受付

編入学（推薦）

 

　

壮行式

　　海の日

授業参観（５月上旬）

　　　開寮

編入学合格発表

月

日 曜 曜 専攻科 曜 本科 曜 専攻科 曜 曜 専攻科 曜 曜 専攻科 曜 曜 専攻科 曜 曜 専攻科 日

1 日 日 水 金曜日振替授業 水 金曜日振替授業 金 金 月 月 元日 木 木 木 木 1

2 月 月 後期授業開始 木 木 土 土 火 火 金 金 金 金 2

3 火 火 金 文化の日 金 文化の日 日 日 水
　

水 土 土 土 土 3

4 水
　

水 土 土 月 月 木 木 仕事始め 日
　

日 日
　

日 4

5 木  木 日
ロボコン四国地区
大会（高松）

日 火 火 金 金 補講日 月
　

月 期末試験 月 月 5

6 金 金 月 月 水 水 土 土 火
　

火 火 火 6

7 土 土 火 火 木 木 日 日 水 水 水 水 7

8 日 日 水 水 金 金 月 月 成人の日　　開寮 木 木 木 木 閉寮 8

9 月 月 体育の日 木 学生総会 木 土 土 火 火 図書館開館 金 金 金 金 特別研究期末発表会（１年） 9

10 火 火 月曜日振替授業 金 金 日 日 水 水 土
　

土 土 土 10

11 水 水 成績評価表提出 土 保護者懇談会 土 月 月 木 木 日 日
建国記念の日
後援会役員会

日 日 11

12 木 木 日 日 火 火 金 金 月 月 振替休日 月 月 12

13 金 金 月 月 水 水 土 土 火 火 火
　

火 13

14 土 土 火 火 木 木 日 日 水 水
成績評価表
提出

水
　

水 14

15 日 日 水 水 金 金 月 月 木 木 木 木 15

16 月 月 木 木 土 土 火 火 金 金 金 金 16

17 火 火 金  金
特別研究中間発表会
（１年）

日
　 　

日 水 水 土 土 土
　

土 17

18 水 水 土
四国地区総合文化祭
（本校）

土 月 月 木 木 日 日 日
　

日 18

19 木 木 日 日 火
　 　

火 金 金 月 月 臨時休業 月 月 特別開寮 19

20 金 金 月 月 水 水 土 土 火 火 火 火
修了証書授与式　　　　  　　　　　学
年末休業(3/31まで)　特別閉寮

20

21 土 土 火
　

火 木 木 日 日 水 水
特別研究期末
発表会（２年）

水 水 春分の日 21

22 日 日 水
後期中間試験時間割
発表

水 金 金 月 月 期末試験時間割発表 木 木 木 木 22

23 月 月 木 勤労感謝の日 木 勤労感謝の日 土 土
天皇誕生日
閉寮

火 火 金 金
教員会議
（修了審査）

金 金 23

24 火 火 金 金 日 日 水 水 土 土 土 土 24

25 水 水 土
 

土 月 月 冬季休業(１/７まで) 木 木 日 日 日 日 25

26 木 木 日
ロボコン全国大会（東
京）

日 火 火 金 金 月 月 月 月 26

27 金 金 月 月 水 水 図書館閉館 土 土 火 火 火 火 27

28 土 土 電波祭 火 火 木 木 仕事納め 日 日 水 水 水 水 28

29 日 日 水
　

水 金 金 月 月 木 木 29

30 月 月 木
 

木 土 土 火 火 金 金 30

31 火 火
　

日 日 水 水 特別研究論文提出 土 土 31

予

定

　 　

　       　　（注）■印は，土曜日・日曜日・祝日・振替休日・学則による休業日及び臨時休業日を表す。△印は，学校行事を表す。

３　　月

 

成績評価表提出
閉寮　　　　　　　　　　　　臨時休業

本科

卒研発表　　テスト返却日

月 １０　 月

本科

１１　 月 １２　 月

本科 本科

２　　月

推薦面接

本科

１　　月

成人の日　　開寮

秋季体育大会
成績評価表提出

始業式　　図書館開館
成績通知

推薦受付

冬季休業(１/７まで)

成績評価表提出

入学願書受付
（学力）

元日

入学試験

臨時休業

テスト返却日　　　　　　　臨時休業

建国記念の日
後援会役員会

　

詫間だより（中旬）

防火訓練（中旬）

永年勤続者表彰式

校内一斉清掃（中旬）

交通講話（上旬）

　

１日（水）は金曜日の授業を行う

図書館閉館

校内一斉清掃（上旬）

１５日（木）は月曜日の授業を行う

電波祭準備

電波祭 仕事納め

詫間だより（下旬）１０日（火）は月曜日の授業を行う

臨時休業

　

　

永年勤続者表彰式（退職時）

　

地元企業と学生との懇談会

　

 

成績通知

学年末試験

月曜日振替授業

体育の日

　　　　　　　　　休業中の補講日 １／５ は原則として自然災害等の休校日の補講を行う。

教員会議（卒業、進級審査）

特別開寮

春分の日

卒業証書授与式　　成績通知
学年末休業(3/31まで) 特別閉寮

　

後期授業開始

 

入学者募集説明会
　

 

テスト返却日

テスト返却日

国家試験（本校）

　　推薦判定結果通知

天皇誕生日
閉寮

　

振替休日

卒研発表　　テスト返却日

月曜振替授業

冬季体育大会

平 　 成　  １８ 　 年   度 　　年 　　間 　  行    事 　  予 　  定 　  表 　　（　後 期 ）

 学年末試験
時間割発表

仕事始め  

補講日

補講日

プログラミングコンテ
スト（茨城）

後期中間試験

（出典 行事予定表）
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資料５－４－①－６

学生向講演会一覧(H17,H18 年度) 

開催日 対象 講演会内容 講師所属 講師
2007/2/5 １年生 エイズに関する講演会 香川大学医学部 大野正文
2007/1/22 ３年生 煙草の害と禁煙に関する講演会 三豊総合病院 内科医 山地康文
2006/11/24 ５年生 学術講演会 ビーサンズ 取締役社長 樋口武光
2006/11/20 ２年生 覚醒剤防止に関する講演会 高瀬警察署 生活安全課長
2006/10/2 全学生 交通講和 高瀬警察署 交通課長 上杉課長
2006/9/1 クラブリーダー リーダーシップ研修会 大塚製薬(株） 藤田順久
2006/6/26 １・２年生 同和教育講演会 ビデオ講演会
2006/6/19 １・２年生 同和教育講演会 ビデオ講演会
2006/5/1 全学生 交通講和 高瀬警察署 交通課長 上杉課長
2006/1/13 ５年生 学術講演会 九州工業大学情報工学科 田中和明
2005/11/28 ３年生 煙草の害と禁煙に関する講演会 三豊総合病院 内科医 山地康文
2005/11/7 ２年生 覚醒剤防止に関する講演会 高瀬警察署 生活安全係長 高橋係長

2005/11/2 ４年生
学術講演会
「松下電器のパソコン戦略と技術力」

松下電器産業㈱ 星野央行

2005/10/3 全学生 交通講和 香川県警察本部 交通指導課
2005/9/10 クラブリーダー リーダーシップ研修会 大塚製薬(株） 課長補佐 藤田順久
2005/6/27 １・２年生 同和教育講演会「君は大切」 ジャンカー・ダビデ

2005/5/10 全学生
進路指導に関する講演会
「がんばればここまでやれる]

（株）加ト吉
代表取締役
社長

加藤義和

2005/4/25 全学生 交通講和 香川県警察本部 交通指導課 課長
2005/2/6 １年生 エイズに関する講演会 香川大学医学部 大野正文  

 

（出典 学生課資料）

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 特別活動が計画的に実施されており，目指している「人権意識」「性意識」「平和意識」「交通安

全に関する意識」といった「人間の素養の涵養」が教育課程の上で適切に配慮されている。また，学

校行事においても，「健全な社会性」や「協調性」「幅広い考え方」といった「人間の素養の涵養」

の観点から計画的な行事展開がされており，適切な配慮がなされている。 

以上から，観点を満足するものと判断する。 
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観点５－４－②： 教育の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養

が図られるよう配慮されているか。 

（観点に係る状況）  

 「本校の教育目的：養成すべき人材像」にあげられた人間の素養とは，「健全な心身」，「チャレ

ンジ精神」であり，また「自然との調和を図り，人類の福祉に寄与」する姿勢である。 

 本校では，体育大会（10 月，1 月），学園祭である電波祭（10 月）と校内一斉清掃（7 月，10 月，

2 月）を学校行事として全学年で取り組んでいる（資料５－４－①－５）。学生の「自主性」を養う

ために，体育大会と電波祭は学生会（資料５－４－②－１）を中心に運営させ，いずれも「健全な心

身」「チャレンジ精神」の育成が期待できる行事としている。また，校内一斉清掃は校内美化運動と

して定着しており，学生と教職員が共に汗を流して行う清掃活動により「公民としての資質」の向上

を図るもので，教育の目的に沿った行事と捉えている。 

 厚生補導に関することは，これを掌理する学生主事（学則９条）と学生副主事，主事補２名を配置

したうえで，厚生補導委員会，学級担任との連携をはかりながら各種の学生指導にあたっている（資

料５－４－②－２～３）。 

 学生会組織に属するクラブは，学生会準則第２条目標に「自主性を育てる」「心身の健康を助長」

「民主的に行動する」「公民としての資質を向上する」等に努めることとされていて，いずれも“養

成すべき人材像”に沿って活動している。 

 また「チャレンジ精神」の涵養や「ものづくり教育」の観点から，学生が団体を結成してのロボッ

トコンテストやプログラミングコンテストといった競技会への参加，また日刊工業新聞社主催のキャ

ンパスベンチャーグランプリへの学生応募を学校として奨励している。それぞれ指導教職員を配して

活動支援を行なっている（資料５－４－②－４～６）。 

 学生の心身の健康に対する配慮として，学外のカウンセラーに依頼して学内でカウンセリングが受

けられるよう配慮している。このほか，学生相談員も複数人配置して（資料５－４－②－７～８）

「健全な心身」の育成に努めている。 
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資料５－４－②－１

学生会関係資料（１／３） 
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資料５－４－②－１

学生会関係資料（２／３） 
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資料５－４－②－１

学生会関係資料（３／３） 

 
（出典 平成 19 年度学生便覧）
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資料５－４－②－２

学生への連絡事項の例 

 

（出典 教室掲示文書）
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資料５－４－②－３

クラブ・同好会顧問一覧 

（出典 学生課資料）
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資料５－４－②－４

ロボットコンテスト関連活動実績 

 

年度 コンテスト参加結果 
コンテスト参加 

学生人数 
対応教職員 

平成 18 年度 

2006 

全国大会：優勝・ロボコン大賞 

四国地区大会：優勝，技術賞 

2 チーム 

29 名 

三崎 

田嶋 

平成 17 年度 

2005 

全国大会：ベスト８ 

四国地区大会：優勝，アイディア賞 

2 チーム 

25 名 

三崎 

白石 

平成 16 年度 

2004 

全国大会：準優勝 

四国地区大会：優勝 

2 チーム 

24 名 

三崎 

白石 

平成 15 年度 

2003 

全国大会：ベスト４ 

四国地区大会：優勝，準優勝 

2 チーム 

* 

三崎 

白石 

平成 14 年度 

2002 

全国大会：２回戦 

四国地区大会：準優勝，特別賞 

2 チーム 

20 名 

三崎 

白石 

* 参加人数の記録なし 

http://www.takuma-ct.ac.jp/gakusei/robocon.htm 

（出典 詫間だより，出場申込み記録）
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資料５－４－②－５

プログラミングコンテスト関連活動実績 

 

年度 コンテスト参加結果 
コンテスト参加 

学生人数 
対応教職員 

平成 18 年度 

2006 

課題部門：敢闘賞 

自由部門：優秀賞 

4 チーム 

18 名 

高城 

宮武 

鰆目 

平成 17 年度 

2005 

自由部門：審査員特別賞 

競技部門：準優勝 

4 チーム 

18 名 

高城 

宮武 

鰆目 

平成 16 年度 

2004 

課題部門：審査員特別賞 

自由部門：敢闘賞 

3 チーム 

13 名 

宮武 

金澤 

平成 15 年度 

2003 

課題部門：敢闘賞 

自由部門：審査員特別賞，学生交流企

画賞 

3 チーム 

14 名 

高城 

金澤 

平成 14 年度 

2002 
自由部門：審査員特別賞 

2 チーム 

10 名 
松下 

http://www.takuma-ct.ac.jp/gakusei/procon.htm 

（出典 詫間だより，出場申込み記録）
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資料５－４－②－６

キャンパスベンチャーグランプリSHIKOKU 

 

年度 応募件数 受賞歴 

H18 5 件 受賞 4 件：最優秀賞（全国大会審査員特別賞），優秀賞・四国

経済産業局長賞，優秀賞，奨励賞 

H17 3 件 受賞 1 件：奨励賞 

H16 12 件 受賞 3 件：日刊工業新聞社賞，奨励賞，佳作 

H15 3 件 受賞 1 件：佳作 

 

（出典 総務課資料）
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資料５－４－②－７

カウンセラー・学生相談員 

 
（出典 平成 19 年度学生便覧）
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資料５－４－②－８

カウンセリングポスター 

 

（出典 学内ポスター）

 

（分析結果とその根拠理由）  

 身体的および精神的な成長を助長させる課外活動の運営がなされ，生活指導や精神的な問題に対す

る支援体制も整備されている。各種の学校行事や学生会活動，各種コンテスト参加への取組支援を通

じて，「健全な心身」，「チャレンジ精神」，「自然との調和」，「自主性」，「心身の健康」，

「民主的な行動」，「公民としての資質の向上」などの教育の目的に適合する人間の素養の涵養に取

り組んでいる。 

 以上のことから，観点を満足していると判断する。 

 

 



詫間電波工業高等専門学校 基準５ 
 

- 250 - 

＜専攻科課程＞ 

観点５－５－①： 準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっているか。 

（観点に係る状況）  

電子通信システム工学専攻の教育課程（資料５－５－①－１）は情報通信工学科，電子工学科の課

程を，情報制御システム工学専攻の教育課程（資料５－５－①－２）は電子制御工学科，情報工学科

の課程を発展させている。各学科の基幹科目とのつながりは資料５－１－①－14～17 に示されてい

る。 

専攻科課程の学習・教育目標に対する達成度水準は，準学士課程のものより高く設定されている

（資料１－１－①－７～９）。準学士課程よりも高い達成度が設定されている科目を資料５－５－①

－３に示す。 
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資料５－５－①－１

電子通信システム工学専攻教育課程表 

　 　 単 必修 修得
授　業　科　目 位 選択 単位

数 前期 後期 前期 後期 の別 数

コミュニケーション英語Ⅰ 2 1 1 必修 2
コミュニケーション英語Ⅱ 2 1 1 必修 2
技術者倫理 2 2 必修 2
文学特論 2 2 選択
物理科学特論 2 2 選択
応用数学特論 2 2 選択

知的財産権 2 2 選択

14 5 5 3 1

工業英語 2 2 選択
工業数学 2 2 選択
量子力学 2 2 選択
グラフ理論 2 2 選択
情報工学基礎論 2 2 選択
数値計算論 2 2 選択
情報ネットワーク論 2 2 選択
計測工学特論 2 2 選択
ディジタル信号処理工学 2 2 選択
マルチメディア工学 2 2 選択
アルゴリズムとデータ構造 2 2 選択
ソフトウェア工学概論 2 2 選択
エネルギー変換論 2 2 選択

特別講義 2 2 選択

28 10 8 6 4

特別研究 10 必修 10
特別実験・演習Ⅰ 4 必修 4
特別実験・演習Ⅱ 4 必修 4
集積回路工学 2 2 必修 2
応用電磁気学 2 2 必修 2
材料工学 2 2 選択
電子物性 2 2 選択
電子デバイス工学 2 2 選択
電磁波・光波工学 2 2 選択
光通信工学 2 2 選択
通信理論 2 2 選択
システム工学 2 2 選択
ニューロ・ファジィ技術 2 2 選択

38 12 6 16 4 　

66 22 14 22 8 　

80 27 19 25 9 　

*

*

*

学　年　別　配　当
区分 １年 ２年

一
般
科
目

一般科目開設単位数

専
　
　
　
門
　
　
　
科
　
　
　
目

専門共通科目開設単位数

専攻科目開設単位数計

専
門
共
通
科
目

専
　
攻
　
科
　
目

専門科目開設単位数計

一般・専門科目開設単位数合計

修得単位数合計 ６　２　単　位　以　上

4

4 6
4

 

（出典 平成 19 年度専攻科学生便覧 23 頁）
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資料５－５－①－２

情報制御システム工学専攻教育課程表 

 

　 　 単 必修 修得 　

授　業　科　目 位 選択 単位 備　考

数 前期 後期 前期 後期 の別 数

コミュニケーション英語Ⅰ 2 1 1 必修 2 演習

コミュニケーション英語Ⅱ 2 1 1 必修 2 演習

技術者倫理 2 2 必修 2

文学特論 2 2 選択

物理科学特論 2 2 選択

応用数学特論 2 2 選択

知的財産権 2 2 選択

14 5 5 3 1

工業英語 2 2 選択

工業数学 2 2 選択

量子力学 2 2 選択

グラフ理論 2 2 選択

情報工学基礎論 2 2 選択

数値計算論 2 2 選択

情報ネットワーク論 2 2 選択

計測工学特論 2 2 選択

ディジタル信号処理工学 2 2 選択

マルチメディア工学 2 2 選択

アルゴリズムとデータ構造 2 2 選択

ソフトウェア工学概論 2 2 選択

エネルギー変換論 2 2 選択

特別講義 2 2 選択

28 10 8 6 4

特別研究 10 必修 10 実験

特別実験・演習Ⅰ 4 必修 4 実験

特別実験・演習Ⅱ 4 必修 4 実験

システム制御理論 2 2 選択

数式処理概論 2 2 選択

画像処理工学 2 2 選択

生体工学 2 2 選択

電力制御機器工学 2 2 選択

光エレクトロニクス 2 2 選択

人工知能 2 2 選択

オブジェクト指向プログラミング 2 2 選択

医用工学 2 2 選択

教育システム工学 2 2 選択

38 12 6 18 2 　

66 22 14 24 6 　

80 27 19 27 7 　

4 6

4

4

*

*

*

学　年　別　配　当

区分 １年 ２年

一
般
科
目

一般科目開設単位数

専
　
　
　
門
　
　
　
科
　
　
　
目

専門共通科目開設単位数

専攻科目開設単位数計

専
　
攻
　
科
　
目

専
門
共
通
科
目

専門科目開設単位数計

一般・専門科目開設単位数合計

修得単位数合計 ６　２　単　位　以　上  

（出典 平成 19 年度専攻科学生便覧 24 頁）
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資料５－５－①－３

専攻科で新たに達成すべき達成度基準と科目対応表（１／２） 

 

電子通信システム工学専攻 

より高度な達成度

達成度 対応する必修科目 対応する選択科目 対応する科目
A1 1-3 1-4 4 技術者倫理 なし
A2 1,2 1-4 3,4 技術者倫理 なし
A3 1-3 1-4 4 技術者倫理 なし

B1
日 1,2
英 1,2

日 1-3
英 1-3

日 3
英 3

コミュニケーション英語Ⅰ
コミュニケーション英語Ⅱ
特別研究
特別実験・演習Ⅰ
特別実験・演習Ⅱ

なし
コミュニケーション英語Ⅰ
コミュニケーション英語Ⅱ
特別研究

B2
日 1,2
英 1,2

日 1-3
英 1-3

日 3
英 3

コミュニケーション英語Ⅰ
コミュニケーション英語Ⅱ
特別研究

なし

B3 日 1-3 日 1-4
日 4

コミュニケーション英語Ⅰ なし なし

C1 2項目 3項目 （3項目） 特別研究 なし 特別研究
C2 2項目 2項目

C3 3項目 4項目 （４項目）
特別研究
特別実験・演習Ⅰ

なし なし

C4 1-7 1-8 8 特別研究
D1 1-3 1-4 4 応用電磁気学 工業数学

D2 1-3 1-4 4
特別研究
応用電磁気学

グラフ理論
ディジタル信号処理工学
アルゴリズムとデータ構造

グラフ理論
情報ネットワーク論

D3 1,2 1-3 3
特別実験・演習Ⅰ
集積回路工学

なし 応用電磁気学

D4 1 1,2 2 集積回路工学

数値計算論
ディジタル信号処理工学
マルチメディア工学
特別講義
光通信工学

応用電磁気学
マルチメディア工学

D5 1,2 1-3 3 特別研究
特別研究
数値計算論

E1 1,2 1-3 3
特別研究
特別実験・演習Ⅱ

なし 特別研究

E2 1,2 1-3 3 集積回路工学
情報工学基礎論
ソフトウェア工学概論

E3 1-3 1-3
E4 1,2 1,2
E5 1,2 1,2
E6 1-3 1-3

Ｅ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

新たに習得すべき達成度学習・教
育目標

学習
成果

準学士課程
達成度水準

専攻科課程
達成度水準

 

注：斜線は該当する項目の新規の達成度がないことを示している。 
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資料５－５－①－３

専攻科で新たに達成すべき達成度基準と科目対応表（２／２） 

 

情報制御システム工学専攻 

より高度な達成度

達成度 対応する必修科目 対応する選択科目 科目
A1 1-3 1-4 4 技術者倫理 なし
A2 1,2 1-4 3,4 技術者倫理 なし
A3 1-3 1-4 4 技術者倫理 なし

B1
日 1,2
英 1,2

日 1-3
英 1-3

日 3
英 3

コミュニケーション英語Ⅰ
コミュニケーション英語Ⅱ
特別研究

なし
コミュニケーション英語Ⅰ
コミュニケーション英語Ⅱ
特別研究

B2
日 1,2
英 1,2

日 1-3
英 1-3

日 3
英 3

コミュニケーション英語Ⅰ
コミュニケーション英語Ⅱ
特別研究

なし

B3 日 1-3 日 1-4
日 4

コミュニケーション英語Ⅰ なし なし

C1 2項目 3項目 （3項目）
特別研究
特別実験・演習Ⅰ
特別実験・演習Ⅱ

なし
特別研究
特別実験・演習Ⅰ
特別実験・演習Ⅱ

C2 2項目 2項目

C3 3項目 4項目 （４項目）
特別研究
特別実験・演習Ⅰ
特別実験・演習Ⅱ

なし なし

C4 1-7 1-8 8 特別研究 なし

D1 1-3 1-4 4 なし
工業数学
電力制御機器工学

D2 1-3 1-4 4
特別研究

グラフ理論
ディジタル信号処理工学
アルゴリズムとデータ構造
オブジェクト指向プログラミング

グラフ理論
情報ネットワーク論

D3 1,2 1-3 3 なし オブジェクト指向プログラミング 医用工学

D4 1 1,2 2 なし

数値計算論
ディジタル信号処理工学
マルチメディア工学
特別講義
人工知能
教育システム工学

マルチメディア工学

D5 1,2 1-3 3 特別研究
特別研究
数値計算論

E1 1,2 1-3 3
特別研究
特別実験・演習Ⅰ

なし
特別研究
特別実験・演習Ⅰ

E2 1,2 1-3 3 なし
情報工学基礎論
ソフトウェア工学概論

E3 1-3 1-3
E4 1,2 1,2
E5 1,2 1,2
E6 1-3 1-3

Ｅ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

新たに習得すべき達成度学習・教
育目標

学習
成果

準学士課程
達成度水準

専攻科課程
達成度水準

 

注：斜線は該当する項目の新規の達成度がないことを示している。 

（出典 シラバスより集計）

 

（分析結果とその根拠理由）  

専攻科の科目は，基礎学科の基幹科目を発展させたものである。また，学習・教育目標の達成度水

準に関しても，専攻科課程の水準は準学士課程の水準をさらに高めたものになっている。連携が考慮

されている。 
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観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置（例えば，必修科目，選択科目

等の配当等が考えられる。）され，教育課程が体系的に編成されているか。また，

授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成す

るために適切なものになっているか。 

（観点に係る状況）  

学習・教育目標実現のため，要所に必修科目が配置され，選択科目が補完している（資料５－５－

②－１）。また，各専攻の教育目的（資料５－５－②－２）に対応した専門科目が配置されている

（資料５－５－②－３，４）。多数の選択科目により，各学生の学習履歴，志望分野に応じた効率的

な履修を可能にしている。 

科目配置時期に関しては，早期に基礎科目を配置し，２年間４期のなかでも系統性が取れるように

している（資料５－５－②－５）。２年次後半の開講科目数を減らして，特別研究で自主的な取り組

みの時間を確保できるようにしている（資料５－５－②－６）。人文・社会系の科目，理数系の科目，

基礎的専門科目，発展的専門科目のバランスもよい（資料５－５－②－７）。 

専攻科の授業は，専攻科課程の学習・教育目標に対する達成度水準を実現する適切なものとなって

いる（資料５－５－②－８）。 
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資料５－５－②－１

学習・教育目標と科目の対応表 

電子通信システム工学専攻

学習･教育目標
必修･選択
の別

第１学年 第２学年

必修 技術者倫理
選択

必修
コミュニケーション英語Ⅰ
特別研究

コミュニケーション英語Ⅱ
特別研究

選択 工業英語

必修
特別研究
特別実験・演習Ⅰ

特別研究
特別実験・演習Ⅰ

選択

必修
特別研究 特別研究

集積回路工学
応用電磁気学

選択
ほとんどの科目 ほとんどの科目

必修
特別研究
特別実験・演習Ⅰ

特別研究
特別実験・演習Ⅰ
集積回路工学

選択

情報工学基礎論
数値計算論
情報ネットワーク論

マルチメディア工学
ソフトウェア工学概論

情報制御システム工学専攻

学習･教育目標
必修･選択
の別

第１学年 第２学年

必修 技術者倫理

選択

必修
コミュニケーション英語Ⅰ
特別研究

コミュニケーション英語Ⅱ
特別研究

選択 工業英語

必修
特別研究
特別実験・演習Ⅰ

特別研究
特別実験・演習Ⅰ

選択

必修
特別研究 特別研究

選択
ほとんどの科目 ほとんどの科目

必修 特別研究 特別研究

選択

情報工学基礎論
数値計算論
情報ネットワーク論
オブジェクト指向プロ
グラミング

マルチメディア工学
ソフトウェア工学概論
システム制御理論
生体工学
電力制御機器工学

Ｂ：日本語及び英語で共同作
業を良好に行うことができる.

Ｃ：情報機器を活用して情報収
集や情報分析，文書作成，口
頭発表ができるようになる．
Ｄ：技術者としての基礎知識を
身につけ，高度な関連技術を
修得し，広い視野を持って技術
の発展に対応できるようにな
る．

Ｅ：与えられた課題を達成する
手段を設計し，粘り強く問題解
決に取り組むことができるよう
になる．

Ｅ：与えられた課題を達成する
手段を設計し，粘り強く問題解
決に取り組むことができるよう
になる．

Ａ：技術者としての責任を自覚
し，人類の福祉に貢献できる
倫理観を身に付ける.

Ａ：技術者としての責任を自覚
し，人類の福祉に貢献できる
Ｂ：日本語及び英語で共同作
業を良好に行うことができる.

Ｃ：情報機器を活用して情報収
集や情報分析，文書作成，口
頭発表ができるようになる．
Ｄ：技術者としての基礎知識を
身につけ，高度な関連技術を
修得し，広い視野を持って技術
の発展に対応できるようにな
る．

 

 

（出典 シラバスより集計）
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資料５－５－②－２

専攻科の教育目的 

３．専攻科の目的 

(1) 電子通信システム工学専攻 

「マルチメディア通信を専門分野とする実践的な高度開発型技術者を育成する。」 

現在，情報は多様で豊かな表現内容を持つように求められている。つまり情報はマルチ

メディア化している。この様な状況に対応して，通信も多様化し，従来の通信より広い意

味を持ったマルチメディア通信の技術が必要になっている。このマルチメディア通信の分

野において実践的な技術活動をする技術者を養成する。 

 

(2) 情報制御システム工学専攻 

「ＩＴ技術を専門分野とするシステム構築能力に長けた実践的な高度開発型技術者を育成す

る。」 

本専攻はＩＴシステムの開発，保守運用などＩＴシステムに関連する様々な技術側面に

対応できる実践的技術者を養成することを目的としたものである。ＩＴシステムはコンピ

ュータを核としたシステムであるが，その全容を理解するためには様々な工学的知識が必

要である。そのために本専攻では，ハードウェアからソフトウェアまでの幅広い工学基礎

知識を持ち，電子工学，機械工学などの基盤に立ったシステム構築能力を備え，コンピュ

ータネットワークを含むＩＴ技術を習得した，創造性に富む実践的な高度開発型技術者を

養成する。 

（出典 専攻科学生便覧５頁）
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資料５－５－②－３

教育課程の特徴（編成方針） 

 

２．教育課程の特色 

電子通信システム工学専攻 

マルチメディア通信技術を構成するシステムを含む技術，システムを構成する電子回路，及

びその電子回路を構成する電子デバイス技術からなる融合した階層構造の技術の教育プログラ

ムである。 

 すなわち，通信システムの構成要素である電子デバイス，電子回路などの設計・開発ができ

る技術者への道と通信システムそのものの設計・開発や保守・運用ができる技術者への道のど

ちらかを選択可能にし，通信システムに対してミクロな視点から興味を持っている学生に対し

ても，マクロな視点から興味を持っている学生に対しても，意欲的に勉学できる教育課程を編

成している。 

情報制御システム工学専攻 

ハードウェアからソフトウェアまでの幅広い工学知識を有し，システム構築能力に長けたＩ

Ｔ技術者を養成する課程である。そのために，教育課程は以下の三つの教育プログラムをバラ

ンス良く配置した構成としている。 

工学基礎技術教育プログラムではハードウェアからソフトウェアまでの幅広い工学基礎知識

を習得する。システム構築技術教育プログラムでは電子工学，機械工学などの基盤に立ったシ

ステム構築技術を習得する。ＩＴ技術教育プログラムではＩＴ技術を習得する。さらにこれら

の科目を取捨選択することにより，ハードウェアに興味を持つ学生に対しても，ソフトウェア

に興味を持つ学生に対しても，システム構築に興味を持つ学生に対しても意欲的に勉強できる

教育課程を構成している。 

（出典 専攻科学生便覧７頁）
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資料５－５－②－４

専門講義科目の配置 

 

資料５－５－②－３教育課程の特徴（編成方針）に対応させ，講義科目を，電子通信システ

ム工学専攻では，工学基礎科目，電子工学関連科目，通信システム関連科目，関連工学分野科

目に，情報制御システム工学専攻では，工学基礎科目，システム構築技術関連科目，ＩＴ技術

関連科目，関連工学分野科目と分類し，配置を示す。 

 

電子通信システム工学専攻 

分類 専門共通科目 専攻科目 

工学基礎 8 科目 
工業英語，工業数学，量子力学，グ

ラフ理論，情報工学基礎論，マルチ

メディア工学，アルゴリズムとデー

タ構造，ソフトウェア工学概論 

1 科目 
応用電磁気学 

電子工学 2 科目 
計測工学特論，集積回路工学 

3 科目 
材料工学，電子物性，電子デバイス

工学 

通信システム 2 科目 
情報ネットワーク論，ディジタル信

号処理工学 

3 科目 
電磁波・光波工学，光通信工学，通

信理論 

関連工学分野 3 科目 
数値計算論，エネルギー変換論，特

別講義 

2 科目 
システム工学，ニューロ・ファジィ

技術 

 
情報制御システム工学専攻 

分類 専門共通科目 専攻科目 

工学基礎 8 科目 
工業英語，工業数学，数値計算論，

グラフ理論，情報工学基礎論，マル

チメディア工学，アルゴリズムとデ

ータ構造，ソフトウェア工学概論 

0 科目 
 

システム構築技術 
（制御工学，システム工学） 

2 科目 
ディジタル信号処理工学，計測工学

特論 

3 科目 
システム制御理論，電力制御機器工

学，教育システム工学 

ＩＴ技術（情報工学） 1 科目 
情報ネットワーク論 

4 科目 
数式処理概論，画像処理工学，人口

知能，オブジェクト指向プログラミ

ング 

関連工学分野 3 科目 
量子力学，エネルギー変換論，特別

講義 

3 科目 
生体工学，光エレクトロニクス， 医

用工学 

（出典 教育課程表から集計）
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資料５－５－②－５

科目進行表 

電子通信システム工学専攻

専攻科第１学年 専攻科第２学年
前期 後期 前期 後期

量子力学

工業数学

グラフ理論

通信理論

応用電磁気学 電磁波・光波工学 光通信工学

集積回路工学
電子物性 材料工学 電子デバイス工学

計測工学特論
情報工学基礎論

ディジタル信号処理工学

数値計算論 マルチメディア工学

アルゴリズムとデータ構造 ソフトウェア工学概論

情報ネットワーク論

システム工学

エネルギー変換論

ニューロファジー技術

工業英語 特別講義

特別実験・演習Ⅰ(2,2) 特別実験・演習Ⅱ(2,2)

特別研究(2,2) 特別研究(3,3)

情報制御システム工学専攻

専攻科第１学年 専攻科第２学年
前期 後期 前期 後期

エネルギー変換論

量子力学
光エレクトロニクス

工業数学

グラフ理論

情報工学基礎論

システム制御理論

電力制御機器工学

計測工学特論

医用工学 生体工学

数値計算論 数式処理概論

画像処理工学 マルチメディア工学

アルゴリズムとデータ構造 ソフトウェア工学概論

オブジェクト指向プログラミング

教育システム工学

人工知能

情報ネットワーク論 ディジタル信号処理工学

工業英語 特別講義

特別実験・演習Ⅰ(2,2) 特別実験・演習Ⅱ(2,2)

特別研究(2,2) 特別研究(3,3)

 

 

（出典 各科専門科目進行表（専攻科ホームページ）の専攻科該当部分）
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資料５－５－②－６

専攻科の週当たりの拘束時間 

電子通信システム工学専攻拘束時間（カッコ内の数は単位数を示す） 

１年 ２年 
 

前期 後期 前期 後期 

一般科目 6（5） 6（5） 4（3） 2（1） 

専門共通科目 10(10) 8(8) 6(6) 4(4) 専門科目 

 専攻科目 16(8) 18(10) 21(11) 19(9) 

合計 32(23) 32(23) 31(20) 25(14) 

 

情報制御システム工学専攻拘束時間（カッコ内の数は単位数を示す） 

１年 ２年 
 

前期 後期 前期 後期 

一般科目 6（5） 6（5） 4（3） 2（1） 

専門共通科目 10(10) 8(8) 6(6) 4(4) 専門科目 

 専攻科目 16(8) 18(10) 23(13) 17(7) 

合計 32(23) 32(23) 33(22) 23(12) 

注：拘束時間は教育課程表の科目をすべて履修した場合で，特別研究，特別実験・演習を含む。 

（出典 専攻科教育課程表（資料５－５－①－１，資料５－５－①－２）より作成）
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資料５－５－②－７

専攻科科目分類 

 電子通信システム工学 情報制御システム工学 

人文・社会系科目 6 科目 

（コミュニケーション英語Ⅰ，コミ

ュニケーション英語Ⅱ，文学特論，

技術者倫理，知的財産権，工業英

語） 

6 科目 

（コミュニケーション英語Ⅰ，コミ

ュニケーション英語Ⅱ，文学特論，

技術者倫理，知的財産権，工業英

語） 

数理系科目 5 科目 

（物理科学特論，応用数学特論，工

業数学，量子力学，グラフ理論） 

5 科目 

（物理科学特論，応用数学特論，工

業数学，量子力学，グラフ理論） 

基礎的専門科目 9 科目 

（情報工学基礎論，情報ネットワー

ク論，計測工学特論，デジタル信号

処理工学，マルチメディア工学，ア

ルゴリズムとデータ構造，ソフトウ

ェア工学概論，エネルギー変換論，

特別講義） 

9 科目 

（情報工学基礎論，情報ネットワー

ク論，計測工学特論，デジタル信号

処理工学，マルチメディア工学，ア

ルゴリズムとデータ構造，ソフトウ

ェア工学概論） 

発展的専門科目 11 科目 

（集積回路工学，応用電磁気学，材

料工学，電子物性，電子デバイス工

学，電磁波・光波工学，光通信工

学，通信理論，システム工学，ニュ

ーロ・ファジィ技術） 

11 科目 

（システム制御理論，数式処理概

論，画像処理工学，生体工学，電力

制御機器工学，光エレクトロニク

ス，人工知能，オブジェクト指向プ

ログラミング，医用工学，教育シス

テム工学） 

（出典 教育課程表（資料５－５－①－１，資料５－５－①－２）より集計）
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資料５－５－②－８

平成19年度 専攻科科目と学習・教育目標，学習成果，到達度基準との対応表（１／２） 

 

表の各列は学習・教育目標，学習成果を示し，各列の科目ごとの値は，その科目が該当する学習

・教育目標，学習成果のどの到達度基準に対応しているかを示す。 

 

電子通信システム工学専攻 

A1 A2 A3 B1 B2 B3 C1 C2 C3 C4 D1 D2 D3 D4 D5 E1 E2 E3 E4 E5 E6

コミュニケーション英語Ⅰ 1 必 2 ○ 1-4 1-3 1-4
コミュニケーション英語Ⅱ 2 必 2 ○ 1-3 1-3

技術者倫理 1 必 2 ○ 1-4 1-4 1-4

文学特論 2 選 2 3 1,2 1,2 1

物理科学特論 1 選 2 3 2

応用数学特論 1 選 2 1,2

知的財産権 1 選 2 1-3

工業英語 1 選 2 4 2

工業数学 1 選 2 1-4

量子力学 1 選 2 1-3

グラフ理論 1 選 2 1,2,4-6

情報工学基礎論 1 選 2 1,3 1-3 1-3 1-2 1-3 1

数値計算論 1 選 2 1-3 1-3 1,2 1,2 1-3 1-3 1-3

情報ネットワーク論 1 選 2 1,3,5 2 1 1,3

計測工学特論 1 選 2 1,2 1
ディジタル信号処理工学 2 選 2 1-4 2 2

マルチメディア工学 2 選 2 1 1-3 1,2
アルゴリズムとデータ構造 1 選 2 1-4

ソフトウェア工学概論 2 選 2 1 1 1-3 1 1,2

エネルギー変換論 2 選 2 3 2

特別講義 2 選 2 2 1,2

特別研究 1 必 4 ○ 1-4 1-3 1,2 1-5 1,2 1-4 1-8 1-4 2 1-4 1,2 1,2

特別研究 2 必 6 ○ 1-4 1-3 1,2 1-5 1,2 1-4 1-8 1-4 2 1-4 1,2 1,2

特別実験・演習Ⅰ 1 必 4 ○ 3 1,2 1,2 2 1-4 3 1,3 1 1 2 2 2 2

特別実験・演習Ⅱ 2 必 4 ○ 3 2 1-3 2 2 2 2

集積回路工学 2 必 2 ○ 1-3 1-5 1-3 1-3

応用電磁気学 1 必 2 ○ 1-4 1-4 1

材料工学 1 選 2 1,2

電子物性 1 選 2 1-3 1-3

電子デバイス工学 2 選 2 1-3 1 1

電磁波・光波工学 1 選 2 1-3

光通信工学 2 選 2 1-3 2 1,2
通信理論 1 選 2 1-3 1-3

システム工学 2 選 2 1-3

ニューロ・ファジィ技術 2 選 2

1-4 1-4 1-4 日 1-3
英 1-3

日 1-3
英 1-3

日 1-4 3項目
以上

2項目
以上

4項目
以上

1-8 1-4 1-4 1-3 1,2 1-3 1-3 1-3 1-3 1,2 1,2 1-3

専
門
共
通
科
目

一
般
科
目

専攻科　科目

専
攻
科
目

Ｃ学
年

選
択

単
位

専攻科課程の達成度水準

Ｄ Ｅ履
修

修
得

Ａ Ｂ
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資料５－５－②－８

平成19年度 専攻科科目と学習・教育目標，学習成果，到達度基準との対応表（２／２） 

 

情報制御システム工学専攻 

 

A1 A2 A3 B1 B2 B3 C1 C2 C3 C4 D1 D2 D3 D4 D5 E1 E2 E3 E4

コミュニケーション英語Ⅰ 1 必 2 ○ 1-4 1-3 1-4
コミュニケーション英語Ⅱ 2 必 2 ○ 1-3 1-3

技術者倫理 1 必 2 ○ 1-4 1-4 1-4

文学特論 2 選 2 3 1,2 1,2 1

物理科学特論 1 選 2 3 2

応用数学特論 1 選 2 1,2

知的財産権 1 選 2 1-3

工業英語 1 選 2 4 2

工業数学 1 選 2 1-4

量子力学 1 選 2 1-3

グラフ理論 1 選 2 1,2,4-6

情報工学基礎論 1 選 2 1,3 1-3 1-3 1-2

数値計算論 1 選 2 1-3 1-3 1,2 1,2 1-3

情報ネットワーク論 1 選 2 1,3,5 2 1 1,3

計測工学特論 1 選 2 1,2 1
ディジタル信号処理工学 2 選 2 1-4 2 2

マルチメディア工学 2 選 2 1 1-3 1,2
アルゴリズムとデータ構造 1 選 2 1-4

ソフトウェア工学概論 2 選 2 1 1 1-3 1 1,2

エネルギー変換論 2 選 2 3 2

特別講義 2 選 2 2 1,2

特別研究 1 必 4 ○ 1-4 1-3 1,2 1-5 1,2 1-4 1-8 1-4 2 1-4

特別研究 2 必 6 ○ 1-4 1-3 1,2 1-5 1,2 1-4 1-8 1-4 2 1-4

特別実験・演習Ⅰ 1 必 4 ○ 1-5 1-4 2 1-4 1

特別実験・演習Ⅱ 2 必 4 ○ 1-5 1-4 2

システム制御理論 2 選 2 3 3 1,2 2 2

数式処理概論 2 選 2 1,2

画像処理工学 1 選 2 1,2 2

生体工学 2 選 2 5 3 1,2,3 1 3

電力制御機器工学 2 選 2 1-5 1,3 1,2

光エレクトロニクス 1 選 2

人工知能 1 選 2 1,2,3 1 1,2
オブジェクト指向プログラミング 1 選 2 1-4 3 1,2,3 3

医用工学 1 選 2 1,3 2,4

教育システム工学 2 選 2 1 1,2 1
1-4 1-4 1-4 日 1-3

英 1-3
日 1-
3
英

日 1-4 3項目
以上

2項目
以上

4項目
以上

1-8 1-4 1-4 1-3 1,2 1-3 1-3 1-3 1-3 1,2

一
般
科
目

専
門
共
通
科
目

専
攻
科
目

専攻科　科目
Ｃ履

修

専攻科課程の達成度水準

Ｄ Ｅ学
年

選
択

単
位

履
修

Ａ Ｂ

（出典 シラバスより集計）

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学習・教育目標と科目の対応表（資料５－５－②－１）及び科目分類（資料５－５－②－７）に示

されるように，専攻科課程の学習・教育目標や各専攻の教育目的に沿って科目が体系的に配置されて

いる。目標とする達成度を保証できるように授業内容が設定されている（資料５－５－②－８）。 
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観点５－５－③： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他専攻の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施等が考えられる。）に配慮してい

るか。 

（観点に係る状況）  

学生のニーズとして準学士課程での多様な学習履歴（資料５－５－③－１～３），志望分野に対

応する教育がある。必要とされる多くの科目を選択科目とし，各人の状況に合わせた履修を可能にし

ている（資料５－５－①－１，２）。 

教育課程で対応できない，学生のニーズ・学術の発展動向・社会からの要請に対応できるように，

他専攻の科目履修や他大学の科目履修が可能になっており，実績もある（資料５－５－③－４～６）。

香川大学との間で単位互換制度（資料５－５－③－７）を設けている。 

学位のニーズに対し，各専攻とも，「電気電子工学」と「情報工学」の学士に対応した授業科目を

開講している（資料５－５－③－８）。他分野からの学生も学位取得が可能である（資料５－５－③

－９）。学位取得の実績を資料５－５－③－１に示す。 

第一級陸上無線技術士国家試験の一部免除校の認定を受けている（資料５－５－③－10）。 

多様な学生（資料５－５－③－１）の受け入れのために必要な補充教育を，特別実験・演習で対応

している。この科目では特別研究と関連する内容の補充が可能である（資料５－５－③－11）。 

 

資料５－５－③－１

専攻・出身学科別学位取得状況 

 

学位取得者数 

[出身学科別取得者数] 

年度 専攻 修了

者数 

電気電子工学 情報工学 

電子通信

システム 
8(1) 

8(1) 

[T:4,E:3,C:1(1),I:0,他:0] 

0 

[T:0,E:0,C:0,I:0,他:0] 

平成 17

年度 

情報制御

システム 
9(2) 

2 

[T:0,E:0,C:2,I:0,他:0] 

7(2) 

[T:0,E:1(1).C:1,I:5(1),他:0] 

電子通信

システム 
10 

9 

[T:5,E:5,C:0 ,I:0,他:0] 

0 

[T:0,E:0,C:0,I:0,他:0] 

平成 18

年度 

情報制御

システム 
8 

2 

[T:0,E:0,C:3 ,I:0,他:0] 

5 

[T:1,E:0,C:2,I:2,他:0] 

※ 修了者数，取得者数の括弧内は他高専からの入学者数（内数） 

※ T：情報通信工学科，E：電子工学科，C：電子制御工学科，I：情報工学科 

（出典 教務関係資料から集計）
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資料５－５－③－２

準学士課程での選択科目開講数 

学科 4 学年 5 学年 

情報通信工学科 一般：7 科目 

専門：11 科目 

一般：7 科目 

専門：8 科目 

電子工学科 一般：7 科目 

専門：4 科目 

一般：7 科目 

専門：8 科目 

電子制御工学科 一般：7 科目 

専門：14 科目 

一般：7 科目 

専門：20 科目 

情報工学科 一般：7 科目 

専門：3 科目 

一般：7 科目 

専門：9 科目 

 

（出典 選択科目履修届けから集計）
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資料５－５－③－３

準学士課程での選択科目履修届の例（情報通信） 

 

（出典 教務作成文書）
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資料５－５－③－４

他の専攻の授業科目の履修，他の大学等で履修した単位の認定に関する規程 

 

 （他の専攻の授業科目の履修） 

第11条 教育上支障がない場合は，他の専攻で開設されている専門科目のうちの選択科目を 

履修し，単位を修得することができる。 

２ 前項の規定に基づき修得した単位は，８単位を超えない範囲で当該専攻における単位と 

して認定することができる。 

３ 第１項により履修する場合は，第４条の規定を準用する。 

 （他の大学等で履修した単位の認定） 

第12条 大学及び他の高等専門学校の専攻科等（以下「大学等」という。）で開設されてい 

る授業科目の履修を希望する者は，あらかじめ大学等の許可及び本校校長の許可を得た上 

で，受講科目を提出しなければならない。これにより修得した単位は，１６単位を超えな 

い範囲で専攻科における授業科目の履修とみなし，単位の修得を認定することができる。 

 

（出典 専攻科学生便覧 59 頁 

詫間電波工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規程）

 

資料５－５－③－５

他専攻の授業科目の修得実績 

 

電子通信システム工学専攻 情報制御システム工学専攻  

1 年 2 年 1 年 2 年 

平成 16 年度 0  0  

平成 17 年度 0 0 0 1 

平成 18 年度 0 0 0 0 

（出典 学生課教務係）

 

資料５－５－③－６

他の大学等の授業科目の修得実績 

 

電子通信システム工学専攻 情報制御システム工学専攻  

1 年 2 年 1 年 2 年 

平成 16 年度 1a  1b  

平成 17 年度 0 0 0 1a 

平成 18 年度 0 0 0 0 

     大学：科目名は，a が長岡技術科学大学：「コンピュータネットワークとインターネッ

ト」，ｂが香川大学：「技術開発管理」である。 

（出典 学生課教務係）
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資料５－５－③－７

香川大学単位互換科目履修案内 

 

 

 

 

（出典 香川大学単位互換科目履修案内）
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資料５－５－③－８

学位取得のための履修例（通信工学科卒業生）（１／２）

「電気電子工学」への申請：　電子通信システム工学専攻（情報通信工学科卒）

基礎資格

専攻分野

専攻区分

基本基準

修得基準 第一申請区分 本＋専 専のみ 本科＋専攻 専攻のみ

「積み上げ単位」が62単位以上 18 18 80 80

「専門科目」と関連科目との合計単位数が62単位以上 31 6 93 68

「関連科目」と「専攻外科目」との合計単位数が24単位以上 11 0 35 24

「積み上げ単位」のうち「専門科目」と「関連科目」との合計が31単位以上 37 37 68 68

外国語の単位数が1単位以上

27 8 57 38

10 4 14 8

14 8 18 12

電気電子工学 専門科目(40単位以上）

科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数 共通/専 本科＋専攻 専攻のみ

電気磁気学Ⅱ 2 計測工学特論 2 共通

電子計測 2 グラフ理論 2 共通

電子回路Ⅱ 2 応用電磁気学 2 専攻

システム工学 2 専攻
6 0 8 14 8

エネルギー変換論 2 共通

0 0 2 2 2

電子工学Ⅱ 2 集積回路工学 2 専攻

材料工学 2 専攻

電子物性 2 専攻

電子デバイス工学 2 専攻

2 0 8 10 8

電波伝送学Ⅰ 2 電子計算機 2 数値計算論 2 共通

アナログ通信工学Ⅰ 2 電波伝送学Ⅱ 2 アルゴリズムとデータ構造 2 共通

ディジタル通信工学Ⅰ 1 アナログ通信工学Ⅱ 2 ディジタル信号処理工学 2 共通

情報ネットワーク論 2 共通

マルチメディア工学 2 共通

情報工学基礎論 2 共通

ソフトウェア工学 2 共通

電磁波・光波工学 2 専攻

光通信工学 2 専攻

通信理論 2 専攻

5 6 20 31 20

特別研究 10 専攻

特別実験・演習Ⅰ 4 専攻

特別実験・演習Ⅱ 4 専攻

18 18 18

応用数学Ⅰ 2 応用数学Ⅱ 2 物理科学特論 2 一般

応用物理Ⅱ 2 応用数学特論 2 一般

量子力学 2 共通

工業数学 2 共通

4 2 8 14 8

特別講義 2 共通

ニューロファジー技術 2 専攻

0 0 4 4 4

国語 1 保健･体育 1 コミュニケーション英語Ⅰ 2 一般

保健･体育 1 コミュニケーション英語Ⅱ 2 一般

英語Ⅰ 2 技術者倫理 2 一般

文学特論 2 一般

知的財産権 2 一般

工業英語 2 共通

4 1 12 17 12

80

高等専門学校を卒業した者

工学

電気電子工学

余裕 取得可能単位数

情報通信工学科 電子通信システム工学専攻

4年 5年 1，２年

A群（講義･演習科目）（30単位以上）

電気電子工学の基礎となる科目（4単位以上)

B群(実験･実習科目）6単位j以上

関連科目(4単位以上）

A群（講義･演習科目）（30単位以上）

電気電子工学の基礎となる科目（4単位以上)

電気工学に関する科目

電子工学に関する科目

情報通信工学に関する科目

B群(実験･実習科目）6単位j以上

電気電子工学に関する実験･実習科目

関連科目(4単位以上）

工学の基礎となる科目

工学および周辺技術等に関する科目

関連外科目
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資料５－５－③－８

学位取得のための履修例（通信工学科卒業生）（２／２）

「情報工学」への申請：　電子通信システム工学専攻（情報通信工学科卒）

基礎資格

専攻分野
専攻区分

基本基準
修得基準 第一申請区分 本＋専 専のみ 本科＋専攻 専攻のみ

「積み上げ単位」が62単位以上 18 18 80 80
「専門科目」と関連科目との合計単位数が62単位以上 31 6 93 68
「関連科目」と「専攻外科目」との合計単位数が24単位以上 21 10 45 34
「積み上げ単位」のうち「専門科目」と「関連科目」との合計が31単位以上 37 37 68 68
外国語の単位数が1単位以上

17 -2 47 28
4 4 8 8
0 -2 6 4
0 0 6 6

24 18 28 22

情報工学 専門科目(40単位以上）

科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数 共通/専 本科＋専攻 専攻のみ

情報工学基礎論 2 共通
アルゴリズムとデータ構造 2 共通
グラフ理論 2 共通

ディジタル信号処理工学 2 共通

0 0 8 8 8

電子計算機 2 情報ネットワーク論 2 共通

ソフトウェア工学 2 共通

0 2 4 6 4

数値計算論 2 共通
マルチメディア工学 2 共通

ニューロファジー技術 2 専攻

0 0 6 6 6

電子計測 2 電波伝送学Ⅱ 2 計測工学特論 2 共通
電気磁気学Ⅱ 2 アナログ通信工学 2 集積回路工学 2 専攻
電子工学Ⅱ 2 システム工学 2 専攻
電子回路Ⅱ 2 応用電磁気学 2 専攻
電波伝送学Ⅰ 2 通信理論 2 専攻
アナログ通信工学 2
ディジタル通信工 1

13 4 10 27 10

B群(実験･実習科目）6単位j以上

特別研究 10 専攻
特別実験・演習Ⅰ 4 専攻
特別実験・演習Ⅱ 4 専攻

18 18 18

関連科目(4単位以上）

応用数学Ⅰ 2 応用数学Ⅱ 2 物理科学特論 2 一般
応用物理Ⅱ 2 応用数学特論 2 一般

量子力学 2 共通
工業数学 2 共通

4 2 8 14 8

特別講義 2 専攻
エネルギー変換論 2 専攻
材料工学 2 専攻
電子物性 2 専攻
電子デバイス工学 2 専攻
電磁波・光波工学 2 専攻
光通信工学 2 専攻

0 0 14 14 14

国語 1 保健･体育 1 コミュニケーション英語Ⅰ 2 一般
保健･体育 1 コミュニケーション英語Ⅱ 2 一般
英語Ⅰ 2 技術者倫理 2 一般

文学特論 2 一般
知的財産権 2 一般
工業英語 2 共通

4 1 12 17 12

80

関連外科目

電気電子・通信・システムに関連する科目

工学の基礎となる科目

工学および周辺技術等に関する科目

情報工学に関する実験･実習科目

A群（講義･演習科目）（30単位以上）

情報工学基礎に関する科目(4単位以上）

計算機システムに関する科目(４単位以上）

情報処理に関する科目(４単位以上）

情報通信工学科 電子通信システム工学専攻
4年 5年 1，２年

工学
情報工学

余裕 取得可能単位数

高等専門学校を卒業した者

B群(実験･実習科目）6単位j以上
関連科目(4単位以上）

A群（講義･演習科目）（30単位以上）
情報工学基礎に関する科目(4単位以上）
計算機システムに関する科目(４単位以上）
情報処理に関する科目(４単位以上）

 

（出典 専攻科学生便覧 26，27 頁）
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資料５－５－③－９

学位取得のための履修例（短大等で工学の専門分野を修得していない場合）（１／２） 

「電気電子工学」への申請：　電子通信システム工学専攻（短大等）

基礎資格

専攻分野
専攻区分

基本基準
修得基準 第一申請区分 本＋専専のみ本科＋専専攻のみ

「積み上げ単位」が62単位以上 18 18 80 80
「専門科目」と関連科目との合計単位数が62単位以上 6 6 68 68
「関連科目」と「専攻外科目」との合計単位数が24単位以上 62 0 86 24
「積み上げ単位」のうち「専門科目」と「関連科目」との合計が31単位以上 37 37 68 68
外国語の単位数が1単位以上

8 8 38 38
4 4 8 8

8 8 12 12

電気電子専門科目(40単位以上）

科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数
共通/
専攻

本科＋専専攻のみ

計測工学特論 2 共通
グラフ理論 2 共通
応用電磁気学 2 専攻
システム工学 2 専攻

0 0 8 8 8
エネルギー変換論 2 共通

0 0 2 2 2
集積回路工学 2 専攻
材料工学 2 専攻
電子物性 2 専攻
電子デバイス工学 2 専攻

0 0 8 8 8
数値計算論 2 共通
アルゴリズムとデータ構造 2 共通
ディジタル信号処理工学 2 共通
情報ネットワーク論 2 共通
マルチメディア工学 2 共通
情報工学基礎論 2 共通
ソフトウェア工学 2 共通
電磁波・光波工学 2 専攻
光通信工学 2 専攻
通信理論 2 専攻

0 0 20 20 20

特別研究 10 専攻
特別実験・演習Ⅰ 4 専攻
特別実験・演習Ⅱ 4 専攻

18 18 18

物理科学特論 2 一般
応用数学特論 2 一般
量子力学 2 共通
工業数学 2 共通

0 0 8 8 8
特別講義 2 共通
ニューロファジー技術 2 専攻

0 0 4 4 4

コミュニケーション英語Ⅰ 2 一般
コミュニケーション英語Ⅱ 2 一般
技術者倫理 2 一般
文学特論 2 一般
知的財産権 2 一般
工業英語 2 共通

31 31 12 74 12
80

短大等を卒業した者

工学
電気電子工学

余裕 取得可能単位数

A群（講義･演習科目）（30単位以上）
電気電子工学の基礎となる科目（4単位以上)

B群(実験･実習科目）6単位j以上
関連科目(4単位以上）

短大等 電子通信システム工学専攻
1年 2年 1，２年

A群（講義･演習科目）
（30単位以上）

電気電子工学の基礎となる科目
（4単位以上)

電気工学に関する科目

電子工学に関する科目

情報通信工学に関する科目

B群(実験･実習科目）6単位j以上

電気電子工学に関する実験･実習科
目

関連科目(4単位以上）

工学の基礎となる科目

工学および周辺技術等に関する科目

関連外科目
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資料５－５－③－９

学位取得のための履修例（短大等で工学の専門分野を修得していない場合）（２／２） 
「情報工学」への申請：　電子通信システム工学専攻（短大等卒）

基礎資格

専攻分野
専攻区分

基本基準
修得基準 第一申請区分 本＋専専のみ本科＋専専攻のみ

「積み上げ単位」が62単位以上 18 18 80 80
「専門科目」と関連科目との合計単位数が62単位以上 6 6 68 68
「関連科目」と「専攻外科目」との合計単位数が24単位以上 70 8 94 32
「積み上げ単位」のうち「専門科目」と「関連科目」との合計が31単位以上 37 37 68 68
外国語の単位数が1単位以上

0 0 30 30
4 4 8 8
0 0 4 4
2 2 6 6

16 16 20 20

情報工学専門科目(40単位以上）

科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数
共通/
専攻

本科＋専専攻のみ

情報工学基礎論 2 共通
アルゴリズムとデータ構造 2 共通
グラフ理論 2 共通
ディジタル信号処理工学 2 共通

0 0 8 8 8
情報ネットワーク論 2 共通
ソフトウェア工学 2 共通

0 0 4 4 4
数値計算論 2 共通
マルチメディア工学 2 共通
ニューロファジー技術 2 専攻

0 0 6 6 6
計測工学特論 2 共通
集積回路工学 2 専攻
システム工学 2 専攻
応用電磁気学 2 専攻
通信理論 2 専攻
光通信工学 2 専攻

0 0 12 12 12
B群(実験･実習科目）6単位j以上

特別研究 10 専攻
特別実験・演習Ⅰ 4 専攻
特別実験・演習Ⅱ 4 専攻

18 18 18
関連科目(4単位以上）

物理科学特論 2 一般
応用数学特論 2 一般
量子力学 2 共通
工業数学 2 共通

0 0 8 8 8
特別講義 2 専攻
エネルギー変換論 2 専攻
材料工学 2 専攻
電子物性 2 専攻
電子デバイス工学 2 専攻
電磁波・光波工学 2 専攻

0 0 12 12 12

コミュニケーション英語Ⅰ 2 一般
コミュニケーション英語Ⅱ 2 一般
技術者倫理 2 一般
文学特論 2 一般
知的財産権 2 一般
工業英語 2 共通

31 31 12 74 12
80

短大等を卒業した者

工学
情報工学

余裕 取得可能単位数

A群（講義･演習科目）（30単位以上）
情報工学基礎に関する科目(4単位以上）
計算機システムに関する科目(４単位以上）
情報処理に関する科目(４単位以上）

B群(実験･実習科目）6単位j以上
関連科目(4単位以上）

短大等 電子通信システム工学専攻
1年 2年 1，２年

A群（講義･演習科目）
（30単位以上）

工学の基礎となる科目

工学および周辺技術等に関する科目

関連外科目

情報工学に関する実験･実習科
目

情報工学基礎に関する科目
 (4単位以上）

計算機システムに関する科目
 (４単位以上）

情報処理に関する科目
(４単位以上）

電気電子・通信・システムに関連する科

 
（出典 教育課程表より集計）
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資料５－５－③－10

第一級陸上無線技術士国家試験の一部免除校の認定証 

 

（出典 学生課）
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資料５－５－③－11

補充教育の例 

テキスト（４年工学実験） 

 

レポート 

  

（出典 指導教員保存資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

学生の多様な学習履歴や志向に対応できるように選択科目が配置され，また，他専攻，他大学の単

位認定制度があり，機能している。資格，学位の取得にも考慮された教育課程である。 

 

 

観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用等が考えられる。） 

（観点に係る状況）  

知識の教授が主な科目は講義とし，実時間をかける必要のあるもの，コミュニケーション英語や特

別実験・演習，特別研究は演習・実験としている。授業形態のバランスは，両専攻とも，62 単位を

修得した場合，講義と非講義の単位数の比は 40:22 であり，実時間数の比は 40:62 となる（資料５－

６－①－１）。 

学習・教育目標Ａの技術者倫理・責任自覚能力に関しては，必修科目の技術者倫理（資料５－６－

①―２）で教育している。討議やレポートなどで実際の事例を深く考えさせる工夫を行っている。広

い観点を提示するために３人の教員が担当している。 

学習・教育目標Ｂのコミュニケーション能力に関しては，コミュニケーション英語（資料５－６－

①―３，４）を演習として開講している。プレゼンテーション演習も行っている（資料５－６－①―

５）。また，国際交流を教育の機会としても利用している（資料５－６－①―６，７）。 

学習・教育目標Ｃの情報収集・分析，文書作成，口頭発表と，Ｅの設計・問題解決能力に関しては，

主に，特別研究（資料５－６－①―８，９）を配置している。特別研究は，学生の計画と発想により

進めるものとし，さらに指導教員の個別指導により，研究・技術開発手法の伝授も目論んでいる。 

学習・教育目標Ｄの基礎知識，関連技術，技術発展に対する対応力については，殆どの科目が関係

し，志望する分野の科目を主にして目標を達成できるようになっている。 

基礎学科以外からの学生受け入れ（資料５－６－①―10），卒業研究と特別研究の非継続性（資料

５－６－①―11）のため，特別実験・演習の時間を指導教員の裁量で比較的自由に使うことができる

ようにしている（資料５－６－①―12，資料５－６－①―13）。 

多くの科目で，少人数であること（資料５－６－①―14）を活用してきめ細かい教育を行っている

（資料５－６－①―15）。 
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資料５－６－①－１

授業形態（講義，演習，実験）別単位数，時間数集計 

 

電子通信システム工学専攻 

1 年次 2 年次 62 単位を修得した場合 
授業形態 

前期 後期 前期 後期 
合計 

修得単位 時間 

講義 
必修：4

選択：14

必修：0 

選択：18 

必修：2

選択：12

必修：0

選択：8

必修：6

選択：52

必修：6 

選択：34 
40 

演習 
必修：1

選択：0

必修：1 

選択：0 

必修：1

選択：0

必修：1

選択：0

必修：4

選択：0

必修：4 

選択：0 
8 

実験 
必修：8 

選択：0 

必修：10 

選択：0 

必修：18

選択：0

必修：18 

選択：0 
54 

計 
必修：14 

選択：32 

必修：14 

選択：20 

必修：28

選択：52

必修：28 

選択：34 
102 

 注：最終列を除いて，数値は単位数を表す。時間は週 1 時間半期分の授業時間を 1 とした。 

 

情報制御システム工学専攻 

1 年次 2 年次 62 単位を修得した場合 
授業形態 

前期 後期 前期 後期 
合計 

修得単位 時間 

講義 
必修：2

選択：18

必修：0 

選択：18 

必修：0

選択：14

必修：0

選択：6

必修：2

選択：56

必修：2 

選択：38 
40 

演習 
必修：1

選択：0

必修：1 

選択：0 

必修：1

選択：0

必修：1

選択：0

必修：4

選択：0

必修：4 

選択：0 
8 

実験 
必修：8 

選択：0 

必修：10 

選択：0 

必修：18

選択：0

必修：18 

選択：0 
54 

計 
必修：14 

選択：32 

必修：14 

選択：20 

必修：28

選択：52

必修：28 

選択：34 
102 

注：最終列を除いて，数値は単位数を表す。時間は週 1 時間半期分の授業時間を 1 とした。 

 

（出典 教育課程表より集計）
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資料５－６－①－２

技術者倫理のシラバス 

 

（出典 シラバス）
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資料５－６－①－３

コミュニケーション英語Ⅰのシラバス 

 

（出典 シラバス）
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資料５－６－①－４

コミュニケーション英語Ⅱのシラバス 

 

 

（出典 シラバス）
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資料５－６－①－５

コミュニケーション英語Ⅱの発表例 

 

 
 

 

 
途中省略（4 枚） 

 
（出典 コミュニケーション英語Ⅱの学生発表資料）
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資料５－６－①－６

国際交流（校報） 

 

   

 

９２号 掲載記事     諸      報 

     行 事 日 誌（８月） 

     行事予定表 （９・１０月）

 

 

諸  報 

 韓国・東洋工業専門大学からの訪問受け入れ 

 

 本校と学術交流協定を締結している韓国・東洋工業

専門大学から学生４名及び引率教員３名が７月３１日

から８月５日までの日程で本校を訪れた。 

 昨年，１０月には本校専攻科生２名と引率教員１名が

東洋工業専門大学を訪問している。 

 学生４名は詫間町などの家庭でホームステイしながら

の研修であり，直接，日本文化に触れる機会となった。

 本校の研修では，ＩＣ設計，ＩＣプロセス，電子回路製作

とアンテナについての実験を実際に体験してもらった。

また，本校専攻科生も英語で発表会を行い，韓国から

の研修学生に積極的に話しかけるなどコミュニケーショ

ンにつとめ，終始なごやかな交流，研修となった。 
 

 

（出典 校報 92 号）

 



詫間電波工業高等専門学校 基準５ 
 

- 283 - 

 

資料５－６－①－７

国際交流（研究発表会プログラム等） 

 
（出典 平成 18 年度年報 65 頁）
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資料５－６－①－８

電子通信システム工学専攻の特別研究のシラバス 

 

（出典 シラバス）
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資料５－６－①－９

情報制御システム工学専攻の特別研究のシラバス 

 

（出典 シラバス）
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資料５－６－①－10

基礎学科以外からの受け入れ人数 

 

年度 他校 本校の他学科 

平成 16 年度 3（AE:1, AI:2） 0 

平成 17 年度 0 2(AE:0, AI:2) 

平成 18 年度 0 1(AE:0, AI:1) 

平成 19 年度 0 0 

注：括弧内は専攻ごとの内訳 

  AE，AI は，それぞれ，電子通信システム工学専攻，情報制御システム工学専攻 

  の受け入れ人数を示す。 

（出典 教務係資料から集計）

 

資料５－６－①－11

卒業研究から特別研究の継続性 

 

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度
学生数 9 10 10
継続者数 4 9 6
比率 44.4% 90.0% 60.0%
学生数 9 10 11
継続者数 2 6 3
比率 22.2% 60.0% 27.3%
学生数 18 20 21
継続者数 6 15 9
比率 33.3% 75.0% 42.9%

電子通信

情報制御

専攻科全体

 

 

（出典 詫間だよりと教務係資料から集計）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



詫間電波工業高等専門学校 基準５ 
 

- 287 - 

資料５－６－①－12

特別実験・演習のシラバス（１／４） 
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資料５－６－①－12

特別実験・演習のシラバス（２／４） 
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資料５－６－①－12

特別実験・演習のシラバス（３／４） 
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資料５－６－①－12

特別実験・演習のシラバス（４／４） 

 

（出典 シラバス）
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資料５－６－①－13

特別実験・演習題目一覧（１／３） 

 

電子通信システム工学専攻 特別実験・演習 

----------------------------------------------------------------------- 

H16 特別実験・演習 I 

・  電流電源テストによる狭ピッチ CMOS LSI のリード浮き検出のための交流電界 

・  色素増感太陽電池の製作と評価 

・ 電力線上の短波帯電流分布 

・  PC と H8/3069F の組み合わせによる計測制御システムの検討 

・  RC サーボモータを用いた肩義手の協調動作制御システムの一方式 

・  セルラーニューラルネットワークのロバストネスに関する検討 

・  前置木探索 VQ を用いた全探索 VQ 高速符号化手法におけるメモリ量の削減について 

・ ナノクリスタルシリコン発光層の作製 

・ ガンマ線バースト残光の自動観測システムの開発 

----------------------------------------------------------------------- 

H17 特別実験・演習 I 

・ 黒鉛シートを使用したギャップフィルターに関する研究 

・ つや消し電解研磨 

・ 無線センサーネットワークによる室内温度監視システムの構築 

・ Java アプレットによる交通流シミュレーション 

・ 光音響分光法の半導体への適用と学生実験教材の開発 

・ 視覚障害者歩行支援システムに関する研究 

・ 木構造化した全探索 VQ コードブックを用いた高速 VQ 手法について 

・ RC サーボモータを用いた 6 自由度肩義手の協調動作システムの開発 

・ 柔軟な動作をする自律型サッカーロボットの研究 

・ マイクロ波を用いた変位計測装置の研究 

----------------------------------------------------------------------- 

H17 特別実験・演習 II 

・  色素増感太陽電池の製作と評価 

・ 屋内電力線上の短波帯電流分布およびそれによる放射電界測定に関する研究 

・ PC と H8/3069F の組み合わせによる計測制御システムの開発 

・ RC サーボモータを用いた肩義手の協調動作制御システムの開発 

・ セルラーニューラルネットワークのロバストネスに関する検討 

・ 前置木探索 VQ を用いた全探索 VQ 高速符号化手法における高ビットレートの実現について 

・ 高周波スパッタ法によるナノクリスタルシリコン発光層の作製  

・ ガンマ線バースト残光の自動観測システムの開発 

----------------------------------------------------------------------- 

H18 特別実験・演習 I 

・ 電源電流測定による CMOS IC のリード浮き検査における内層配線の影響について 

・ 光ファイバの偏波分散測定装置の開発 

・ ガンマ線バーストの残光の自動観測システムの開発 

・ 高周波スパッタ装置の特性評価 

・ Sub-100nm Cu 配線の実現に向けた２層レジストによるリフトオフプロセス  

・ 電源電流テストによる狭ピッチＣＭＯＳ ＬＳＩの出力端子のリード浮き検出 

・ 三角不等式を利用した高速 VQ 手法について 

・ マイクロ波位相測定システムの開発 

・ 赤外線マルチスペクトルイメージングによる異物検出に関する研究 

----------------------------------------------------------------------- 
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資料５－６－①－13

特別実験・演習題目一覧（２／３） 

 

----------------------------------------------------------------------- 

H18 特別実験・演習 II 

・  CPU 用ギャップフィルターの開発 

・  つや消し電解研磨 

・  無線センサーネットワークによる室内温度監視システムの構築 

・ Java アプレットによる交通流シミュレーション 

・  光音響分光法の半導体への適用と学生実験教材の開発 

・  視覚障害者歩行支援システムに関する研究 

・  木構造化した全探索 VQ コードブックを用いた高速 VQ 手法について 

・  RC サーボモータを用いた 6 自由度肩義手の協調動作システムの開発 

・  柔軟な動作をする自律型サッカーロボットの研究 

・  マイクロ波を用いた変位計測装置の研究 

----------------------------------------------------------------------- 

 

 

情報制御システム工学専攻  特別実験・演習 

----------------------------------------------------------------------- 

H16 特別実験・演習 I 

・ 英語の学習支援システムのための Web データベース構築Ⅰ 

・ 英語の学習支援システムのための Web データベース構築Ⅱ 

・ OpenGL を用いた 2 次元 CG プログラミング 

・ OpenGL を用いた 3 次元 CG プログラミング 

・ 実験教材としての USBit の有用性，USBit の実験書の作成，マルチスレッド 

・ 電子機器を用いた情報表示装置の調査 

 ・ PICNIC の製作と PHP による Web プログラミングの実験 

・ オンライン MSDN の実現，ディジタル信号処理のプログラミング演習 

・ PIC 基礎プログラミング演習 

・ 生体の電気的安全性に関する調査 

・ 交通シミュレーションプログラムの開発の基礎知識， 

   交通事故の危険性を予測するための交通シミュレーション 

・ Borland C++ Builder 演習 

・ Tex 演習 

・ 本校専攻科要覧サイトの作成，Web サーバの試作 

----------------------------------------------------------------------- 

H17 特別実験・演習 I 

・ 数式処理プログラミング 

・ 代数系入門 

・ リスト処理プログラミング 

・ Web 小テストシステムの作成 

・ Web データベース構築実験 

・ 校内事務文書管理ソフトウェアの作成 

・ PHP と PostgreSQL の連携について 

・ 交通シミュレーションについて， 

・ 交通事故の危険性を予測するための交通シミュレーションの開発 

・ PIC 基礎プログラミング演習 

・ PIC ターゲットボードの制御プログラムの作成 

・ センサシステムの特性・補正に関する研究 

・ 線形写像の階数について， 

・ ホモロジー群を計算する GAP パッケージの開発 

・ 動画像処理プログラミング 

・ 神経回路網による画像認識 

・ 微分幾何演習 

----------------------------------------------------------------------- 
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資料５－６－①－13

特別実験・演習題目一覧（３／３） 

 

----------------------------------------------------------------------- 

H17 特別実験演習 II 

・ コーパス・テキスト分析のための java 演習 

   java を用いた平文テキストからのイディオム抽出 

・ HMD インターフェースの作成 

・ ロボットアームの 3 次元座標の測定 

・ 乱数生成プログラム 

・ OpenGL を用いた固体内の電子の軌道描画ソフトの作成 

・ Google ローカルと GPS ケータイを使った移動記録システム 

 ・ サイトマップ自動作成プログラムの開発 

・TCP ポートスキャンツールの開発  

・ 音声加工によるオープンセミナー展示用システムの試作 

  windows 上でのリアルタイム音声処理について 

・ PIC16F873 を用いた計測実習 

・ 交通事故の発生する危険性を予測する交通シミュレーションプログラムの開発， 

 ・ 交通シミュレーションプログラムの開発 

・ 数値計算法 

・ 測地線の方程式の計算 

・ Google Maps API と GPS 携帯電話連動システムの試作， 

・  base64encoder/decoder の試作 

----------------------------------------------------------------------- 

H18 特別実験演習 I 

・ Prolog,VB6 からの形態素解析(chasen)及び構文解析(knp)の利用方法， 

  ・  最近の自然言語処理研究に関する調査 

・ 画像処理プログラミング 

・ カラー画像処理プログラミング       

・ TOEIC 各章問題の傾向と、推察できる効果的な学習プログラム作成 

・ マルチエージェント実験システムの開発  

・ 微分幾何演習 

・ Tex 演習 

・ PIC 基礎プログラミング演習 

・ けん玉をモチーフとしたリアルタイム OS 実習装置の開発 

・ ディジタル画像の色空間の表現 

・ ローカルｉアプリサーバ構築のための基礎実験 

----------------------------------------------------------------------- 

H18 特別実験演習 II 

・ 精度保証付き計算による連立１次方程式の解法 

・ Web アプリケーションのためのユーザ管理システムの作成 

・ Web とデータベースの連携について 

・ 交通関係論文のサーベイ 

・ PIC ワークブックの評価 

・ センサシステムの特性・補正に関する研究 

・ GAP による線形代数演習  

・ 周波数領域における画像のフィルタリング 

 

（出典 専攻主任保管資料）
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資料５－６－①－14

H18 専攻科科目別受講者数集計 

 

コミュニケーション英語Ⅰ 1 必 20 特別研究 1 必 9
コミュニケーション英語Ⅱ 2 必 18 特別研究 2 必 10
技術者倫理 1 必 20 特別実験・演習Ⅰ 1 必 9
文学特論 2 選 10 特別実験・演習Ⅱ 2 必 10
物理科学特論 1 選 20 集積回路工学 2 必 10
応用数学特論 1 選 20 応用電磁気学 1 必 9
知的財産権 1 選 19 材料工学 1 選 9
工業英語 1 選 20 電子物性 1 選 9
工業数学 1 選 17 電子デバイス工学 2 選 0
量子力学 1 選 20 電磁波・光波工学 1 選 9
グラフ理論 1 選 20 光通信工学 2 選 1
情報工学基礎論 1 選 20 通信理論 1 選 8
数値計算論 1 選 20 システム工学 2 選 10
情報ネットワーク論 1 選 20 ニューロ・ファジィ技術 2 選 0
計測工学特論 1 選 20 特別研究 1 必 11
ディジタル信号処理工学 2 選 10 特別研究 2 必 8
マルチメディア工学 2 選 18 特別実験・演習Ⅰ 1 必 11
アルゴリズムとデータ構造 1 選 19 特別実験・演習Ⅱ 2 必 8
ソフトウェア工学概論 2 選 16 システム制御理論 2 選 8
エネルギー変換論 2 選 14 数式処理概論 2 選 2
特別講義 2 選 18 画像処理工学 1 選 11

生体工学 2 選 8
電力制御機器工学 2 選 4
光エレクトロニクス 1 選 未開講
人工知能 1 選 11
オブジェクト指向プログラミング 1 選 11
医用工学 1 選 11
教育システム工学 2 選 8

電
子
通
信
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
　
専
攻
科
目

情
報
制
御
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
　
専
攻
科
目

専攻科　科目
学
年

一
般
科
目

専
門
共
通
科
目

選
択

受講
者数

専攻科　科目
学
年

選
択

受講
者数

  

 

（出典 教務係資料より作成）
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資料５－６－①－15

専攻科の各科目の特色および工夫されている点（１／２） 

 

科    目  特色，工夫など 
主体的活動，発想を重

視する演習を含む (注)

コミュニケーション英

語Ⅰ 

音読筆記演習，コンピュータを利用した語彙習得，プ

レゼンテーション演習 
○ 

コミュニケーション英

語Ⅱ 
聴力，発話能力の演習，ライティング能力の育成訓練 ○ 

技術者倫理 情報検索，討議 ○ 

文学特論 表現力、討論力の向上，実務的文章作成力を育成   

物理科学特論 
数式処理を用いたコンピュータ実習，実習を重視する

評価 
  

応用数学特論 自作教材，演習の導入   

知的財産権 
データベース検索，事例発表，討議，特許明細書の作

成 
○ 

工業英語 英語でのプレゼンテーション ○ 

工業数学 自作教材，毎回の演習レポート   

量子力学 具体的なモデルの詳細な説明   

グラフ理論 具体例を多用した授業   

情報工学基礎論 パワーポイントで講義，シミュレーション実習   

数値計算論 プログラミング実習   

情報ネットワーク論 
スイッチおよびルータのシミュレータを使用した設計

や設定の演習 
  

計測工学特論 
レポートにより，授業内容の予習・復習の状況，自ら

学ぶ姿勢を評価 
  

ディジタル信号処理工

学 
4 回の試験で評価   

マルチメディア工学 実際のマルチメディアデータを用いた演習   

アルゴリズムとデータ

構造 
プログラミング実習   

ソフトウェア工学概論 
数人のグループによる UML を使ったアプリケーショ

ン設計の実習 
○ 

エネルギー変換論 演習，3 回程度のレポートで提出   

特別講義 15 人のオムニバス方式   

(注)「主体的活動，発想を重視する演習を含む」は，観点５－６－②で参照 
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資料５－６－①－15

専攻科の各科目の特色および工夫されている点（２／２） 

 

科    目  特色，工夫など 
主体的活動，発想を重

視する演習を含む (注)

集積回路工学 毎回基本的な課題を宿題，資料検索，レポート提出   

応用電磁気学 演習問題中心の授業   

材料工学 実際の新材料の紹介   

電子物性 3 回の実験   

電子デバイス工学 二人のオムニバス方式，一部輪講形式   

電磁波・光波工学 数回のレポート提出、ノートの評価   

光通信工学 一部の項目で実習実験   

通信理論 定期試験(80%)と自主学習評価(20%)による評価   

システム工学 
パワ－ポイントをもちいた講義，ノート等での復習状

況の評価 
  

ニューロ・ファジィ技

術 
（未開講）   

システム制御理論 各節ごとのレポート提出   

数式処理概論 数式処理システムを用いた演習，小テスト，レポート   

画像処理工学 
Ｃ言語を用いたプログラミング演習，章ごとのレポー

ト，小テスト 
  

生体工学 生態計測の実習   

電力制御機器工学 3 回程度のレポート，演習   

光エレクトロニクス （未開講）   

人工知能 演習，レポート   

オブジェクト指向プロ

グラミング 
能力別に学習項目や課題を選別   

医用工学 計測実験，資料調査とレポート   

教育システム工学 
オリジナルの教育支援システムを作成し，最終授業で

その機能や完成度などを相互評価 
○ 

(注)「主体的活動，発想を重視する演習を含む」は，観点５－６－②で参照 

（出典 シラバスより抽出）

（分析結果とその根拠理由）  

教育の目的上，時間をかけて教育すべき科目を実験または演習科目としている。非講義科目の時間

数は講義科目の約1.5倍程度になっており，教育の目的に照らして妥当なバランスになっている。 

技術者倫理やコミュニケーション英語は教育目標を達成する上で重要な役割を担っているが，それ

ぞれで教育目的に応じた工夫がなされている。ほとんどの科目で，少人数教育のメリットを活かした

学習指導上の工夫が行われている。 
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 観点５－６－②： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ      

         れているか。 

（観点に係る状況） 

創造性のための必要条件として，新しい発想やアイデアの捻出，設計・製作能力を考えている。 

設計・製作能力に関しては，本校の学習教育目標Ｅに対応する科目で教育している。両専攻とも，

10以上の科目がある（資料５－５－②―８）。特に，電子通信システム専攻では設計を目的とする実

験を行っている（資料５－６－②－１）。 

新しい発想の機会を与えるため，学生の主体的活動，発想を重視する演習が，いくつかの科目で行

われている（資料５－６－①―15）。新しい発想やアイデアの捻出のためには，独自な考え方を持つ，

違った視点を導入することが大切である。特別研究では，研究記録（資料５－６－②－２）の記入に

より，学生独自の考えを熟成させ，指導教員等との議論で違った視点を導入して新しい発想やアイデ

アの捻出に結び付けたいと考え指導している（資料５－６－②－３）。また中間発表を，議論を通じ，

さまざまな視点を導入する機会と位置づけ，学生同士の議論を奨励し，調査票（資料５－６－②－

４）の記入により定着を図ろうとしている。 

創造的技術開発能力を特別研究論文査読シートの新規性の項目や達成度自己評価で評価している

（資料５－６－②―５）。 

平成19年度からは特別実験・演習で創造性の涵養を目的とする実験（資料５－６－②－６）を始め

る。 
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資料５－６－②－１

電子通信システム専攻の特別実験・演習Ⅰの「自動販売機の IC の設計」のテキスト 

 

（出典 特別実験・演習Ⅰテキスト）
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資料５－６－②－２

研究記録（１／２） 
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資料５－６－②－２

研究記録（２／２） 

 

（出典 研究記録）
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資料５－６－②－３

研究記録記入の指導 

Ⅲ．研究記録に関すること 
１．研究記録の必要性 

研究を始める時は、過去に行われた関連する研究状況を調べ、未達の部分や改良が必要な部分

を見いだし、研究の意義づけを行った上で、研究テーマを設定する。研究テーマが定まれば、次

に年間の研究計画を立て、それらを実現するための具体的な実験計画を立て実行する。 

研究で行う実験は初めて行う実験なので、学生実験の様に必ず良い結果が得られるという保証

はない。むしろうまくいかないほうが多いといえる。うまくいかない状況に陥った場合、良い結

果を出すことが焦眉の急となり、当初の研究計画の目標は忘れられがちになり、気がつけばかな

り時間が経過したにも係わらず、研究は当初想定していたほど進捗していない、という状況に陥

りがちである。 

これを防ぐため、指導教員を交えて研究グループで定期的に研究経過報告のためのミーティン

グを行うのが常である。この時、状況を客観的にかつ詳細に解析するために、毎日の記録、特に

数値化した記録が非常に役立つことになる。結果だけでは、なぜそうなったかの解析が不可能

で、実験方法を考え直す上で、また今後の計画を立案する上での参考にはならない。また記憶

は、長期間経過すると曖昧になりがちで，時には思い込みから誤った記憶になる場合もある。こ

れも過去に行った一連の実験を見直す場合には信頼性に欠け、実験計画を立てる参考資料として

は使えない。この様なことから、具体的な記録は非常に重要である。 

以上の手法は、実験系の研究テーマについて特にいえることであるが、それ以外の研究テーマ

においても、研究の進め方はほぼ同じであるので、事情は同じであり、実験や研究記録は重要で

ある。 

２．研究記録のつけ方 

ノートは、年間をとおして毎日使うものなので、耐久性のあるハードカバーでかつ後で付け足

し等ができなくするため頁番号がふってあるものを用意した。上述したことを心にとめて、毎日

の実験内容の概要と結果をできるだけ具体的，定量的に記録して欲しい。 

また、実験中に疑問に感じたこと、直面した問題の概要と考えられる対策、ひらめいたアイデ

アなどを書き留めておくのも良い。これは後で問題解決策の一案となるばかりでなく、新しい研

究テーマの卵になる可能性もあるからである。また指導教員とのミーティング概要も記録してお

けば、実験中に方針を再確認できるので好都合である。 

以上の様に、記録をとることを通じて、多面的に物事を観察し詳細に記録する習慣，常識に対

しても、“なぜ？”と思える、先入観にとらわれない姿勢とその疑問の答えを出す習慣を身につ

けることが，“実践的な技術者”，“創造性のある技術者”への成長につながると信じている。

“独創は出したいと思っている人には出せない。事実を丹念に追っているうちに新しいことに巡

り会う”，といわれている。また、“創造性を高める方法は，関心ある異分野の知識，経験をで

きるだけ多く持つこと”ともいわれている。これらの言葉を常に心にとめ，専攻科の２年間で、

ぜひ技術者としての基本的な素養を身につけて欲しいと願っている。 

（出典 専攻科学生便覧 18，19 頁）
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資料５－６－②－４

特別研究中間発表調査票の例（１／２） 
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資料５－６－②－４

特別研究中間発表調査票の例（２／２） 

 

（出典 専攻主任保存資料）
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資料５－６－②－５

創造的技術開発能力に関する評価（１／５） 

 

平成 17 年度 
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資料５－６－②－５

創造的技術開発能力に関する評価（２／５） 
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資料５－６－②－５

創造的技術開発能力に関する評価（３／５） 
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資料５－６－②－５

創造的技術開発能力に関する評価（４／５） 

平成 18 年度 
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資料５－６－②－５

創造的技術開発能力に関する評価（５／５） 

 

 

（出典 平成 17 年度年報 56 頁，平成 18 年度年報 58 頁）

 

 

 

 

 



詫間電波工業高等専門学校 基準５ 
 

- 309 - 

資料５－６－②－６

創造性の涵養を目的とする実験（１／３） 

 

１．専攻科第 1 学年特別実験 「マイクロコンピュータを用いたロボットコンテストの企画」 
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資料５－６－②－６

創造性の涵養を目的とする実験（２／３） 

 

以下省略 
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資料５－６－②－６

創造性の涵養を目的とする実験（３／３） 

２．専攻科第 1 学年特別実験 「創造性を育む実験」 

 

（出典 実験指導書，情報工学科学科会議資料（学科実験趣旨説明書））
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（分析結果とその根拠理由）  

新しい発想の機会を与える，学生の主体的活動，発想を重視する演習が，いくつかの科目で行われ，  

その中でPBLの試みもある。特別研究では，研究ノートや中間発表の場を利用して，学生独自の考え

の熟成や新しい視点での思考を促すなど，機会を捉えて創造性を育むための指導を行っている。 

以上のことより，概ね創造性を育むための教育上の工夫が行われているといえる。 

 

 

観点５－６－③： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され，活用さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程と同じ過程で，同じ様式のシラバスが作成され，公開されている（資料５－２－②－１，

２）。シラバスには学習・教育目標との対応，達成度基準，履修要件，進め方，教育内容，評価方法

等が示され，必要な情報を与えている（資料５－６－①―２～４，８，９，12）。 

シラバスを用いて各授業のガイダンスを行っている（資料５－２－②－４）。学生のシラバスの保

存，活用状況はアンケート結果（資料５－２－②－３）に示されている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

シラバスには十分な内容が記入されている。教員はシラバスを用い科目のガイダンスを行い，活用

している。専攻科生は，約80％がシラバスを保存し，約60％が何らかの形で利用している。 

 

 

観点５－７－①： 専攻科で修学するにふさわしい研究指導（例えば，技術職員などの教育的機能 

     の活用，複数教員指導体制や研究テーマ決定に対する指導などが考えられる。）

が行われているか。 

（観点に係る状況）  

１年次の研究指導は１人または２人の教員（主指導教員と副指導教員）で，２年次は２人の教員

（主査，副査）が責任を負う（資料５－７－①－１）。原則として，１人の専攻科生に対し，１人の

担当教員が２年間を通じ１対１で指導する。逆に，1人の教員は，多くの場合，１人の専攻科生を，

多くても各学年１人の専攻科生を担当する。１年次の11月と３月の発表会では全指導教員が，２年次

のまとめの段階では主査，副査の二人が指導する（資料５－７－①－２）。観点５－６－②で述べた

ように，研究記録と中間発表会の調査票により指導を確実なものとするようにしている。 

特別研究のテーマの決定は，多くの場合専攻科入学前にテーマを示し，学生に選択させている。卒

業研究のテーマを継続させている学生の割合（資料５－６－①－11）はそれほど高くないので，特別

研究の充実のために，特別実験・演習の多くの時間が指導教員の裁量で行えるようになっており，研

究に必要な技能や知識の修得に使われている（資料５－６－①－12，13）。 

専攻科では学会発表等を奨励し，研究レベルの向上を図っている。ほぼ全員が学外発表を行ってい

る（資料５－７－①－３，４）。 

学校の目的に対し，特別研究が担う部分はシラバスに明示されている（資料５－６－①－８，９）。
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各指導教員はシラバスに沿って指導し，その結果は特別研究論文査読シート（資料５－６－②－５）

を参考に特別研究審査会で審査される（資料５－７－①－５）。 

資料５－７－①－１

平成 18 年度特別研究指導教員一覧（１／２） 

電子通信システム工学専攻 

1 年次 

 学生氏名 テーマ 主指導教員 副指導教員

１       電源電流測定による CMOS IC のリード浮き検査における

内層配線の影響について 

高木 月本＊ 

２       光ファイバの偏波分散測定装置の開発 辻（琢） 青海＊ 

３       ガンマ線バーストの残光の自動観測システムの開発 澤田＊ 三河 

４       高周波スパッタ装置の設計及び作製 辻（琢）＊ 青海 

５       (休学) （澤田） （福永＊）

６       Ｓｕｂ１００ｎｍパタン作製用２層レジストプロセス 三崎 長岡＊ 

７       電源電流テストによる狭ピッチＣＭＯＳ ＬＳＩの出力

端子のリード浮き検出 

高木＊ 月本 

８       三角不等式を利用した最近傍検索の高速化手法について 高木 福永＊ 

９       マイクロ波位相測定システムの開発 森本（敏） 草間＊ 

10       赤外線マルチスペクトルイメージングによる異物検出に

関する研究 

三崎＊ 矢木 

 注：アスタリスクは研究を直接指導する担当教員を示す。 

2 年次 

 学生氏名 テーマ 主査 副査 

１       CPU 用ギャップフィルターの開発 三崎＊ 矢木 

２       （休学中） （井上） （高木＊） 

３       ステンレス鋼の電解研磨法に関する研究 森本（峯）＊ 木下 

４       無線センサーネットワークによる室内温度監視システ

ムの構築 

井上 梶＊ 

５       Java アプレットによる交通流シミュレーション 澤田＊ 三河 

６       光音響分光法の半導体への適用と学生実験教材の開発 三崎 矢木＊ 

７       視覚障害者歩行支援システムに関する研究 住友 増田＊ 

８       木構造化した全探索 VQ コードブックを用いた高速 VQ

手法について 

住友 福永＊ 

９       RC サーボモータを用いた 6 自由度肩義手の協調動作

システムの開発 

森本（峯） 木下 

10       柔軟な動作をする自律型サッカーロボットの研究 井上 小野＊ 

11       マイクロ波を用いた変位計測装置の研究 森本（敏） 真鍋＊ 

注：アスタリスクは研究を直接指導する担当教員を示す。 
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資料５－７－①－１

平成 18 年度特別研究指導教員一覧（２／２） 

 

情報制御システム工学専攻 

1 年次 

 学生氏名 テーマ 主指導教員 副指導教員 

１       遺伝的アルゴリズムを用いた帰納的学習による雑談シ

ステム 

宮武 野中＊ 

２       写真を用いた視覚障害者のための位置認識システムの

開発 

國井＊ 河田（純） 

３       ディジタル計測器の測定値自動読み取りプログラムの

開発 

金澤 今城＊ 

４       仮想彫刻システムのためのワイヤーによる空間位置セ

ンサーの試作 

徳永＊  

５       英語学習システム作成のための TOEIC 研究 宮武 河田（進）＊ 

６       マルチエージェント実験システムの開発 徳永 田嶋＊ 

７       重力レンズ効果の CG における輝度補正 福間＊  

８       生体インピーダンス軌跡測定システムの開発 一色＊  

９        マルチスペクトル画像を用いた不可視領域の可視化 金澤＊ 河田（進） 

10       二足歩行ロボットの制御に関する研究 村上＊  

11       ローカル i アプリサーバ支援システムの構築 河田（純） 鰆目＊ 

 注：アスタリスクは研究を直接指導する担当教員を示す。 

 

2 年次 

 学生氏名 テーマ 主査 副査 

１       数式処理システム Asir 上での精度保証付き計算に関

する研究 

村上 近藤＊ 

２       データベースを利用した小テスト支援システムの試作 宮武＊ 今城 

３       学内事務文書管理ソフトウェアの作成 金澤 高城＊ 

４       交通事故の危険度を予測するための交通シミュレータ

の開発 

金澤 松下＊ 

５       意思伝達支援のための符号式文字入力装置の開発 一色＊ 山本 

６       センサシステムの特性・補正に関する研究 徳永 田嶋＊ 

７      ホモロジー群を計算する GAP パッケージの開発 福間 奥山＊ 

８       手の動作認識によるロボット制御システムの開発 徳永＊ 田嶋 

９       （休学中） （福間＊）  

注：アスタリスクは研究を直接指導する担当教員を示す。 

（出典 専攻科長保存資料）
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資料５－７－①－３

研究発表実績集計表 

 

 H16 H17 H18 

入学

年度 

専攻 学会 研究

会 

査読

論文 

紀要

等 

学会 研究

会 

査読

論文

紀要

等 

学会 研究

会 

査読

論文 

紀要

等 

AE 5 0 0 0 1 7 0 0     

AI 3 3 0 1 0 8 0 0     

H16 

合計 8 3 0 1 1 15 0 0     

AE     3 0 0 1 1 10 0 1 

AI     5 1 0 1 0 5 0 0 

H17 

合計     8 1 0 2 1 15 0 1 

AE         2 1 0 0 

AI         3 0 0 0 

H18 

合計         5 1 0 0 

合計 8 3 0 1 9 16 0 2 6 16 0 1 

AE：電子通信システム工学専攻，AI：情報制御システム工学専攻 

（出典 専攻科特別研究評価記録等から集計）

 

 

 

資料５－７－①－２

特別研究（２年次）の指導体制 

 

２．専攻科特別研究（２年次）の評価と記録に関する専攻科委員会での確認事項 

 

                      平成１７年４月２０日 専攻科委員会にて 

(1)特別研究指導体制 

 ・各学生の特別 

研究論文を審査するために主査・副査をおく。 

 … 省略 … 

 ・６月末日までに主査・副査を決定する。 

  ・主査・副査は学位授与機構に提出する学修レポートを査読し、助言、指導を行う。 

 ・主査・副査は特別研究論文を査読し、論文に対する作成指導と評価を行う。 

 

（出典 専攻科成績等に関する確認事項（専攻科ホームページ教員限定））
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資料５－７－①－４

平成 18 年度修了生研究業績（１／２） 
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資料５－７－①－４

平成 18 年度修了生研究業績（２／２） 

 

 

（出典 平成 18 年度専攻科特別研究論文集 101，102 頁）
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資料５－７－①－５

特別研究審査会の記録 

 

 

（出典 専攻主任保管資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

 １人の担当教員が２年間連続して，要所では複数の教員が，学生個別のテーマについて研究指導を

行っている。ほぼ全員が学外発表を行っている。研究内容に関しても 60％強の学生が新規性を認め

られている（資料５－６－②－５）。以上より，学校教育法上の目的を達成する上でふさわしい指導

が行われていると判断する。 

シラバスには学習教育目標に対する特別研究の位置付けがなされており,それに沿って指導がなさ

れ，その達成度は特別研究審査会で確認されている。研究記録や中間発表時の調査票により，指導を

より有効なものにしようとしている。学校の教育目的を達成する上でふさわしい指導が行われている

と判断する。 
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観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知さ

れているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適

切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

修了認定，成績評価・単位認定規定が専攻科学生便覧に掲載され，配布されている（資料５－８－

①－１，２）。各授業科目の成績評価法はシラバスに明記されている。これらの周知はガイダンス

（資料５－８－①－３），各授業で行われている（資料５－２－②－４）。修了認定，成績評価・単

位認定規定の認知度はアンケート（資料５－８－①－４）のとおりである。 

１単位の学習時間に関しては，専攻科学生便覧，上記のガイダンスで学生に周知している。 

個別の科目についての成績評価，単位認定は各科目担当の教員または教員団によって行われる。準

学士課程と同じく，評価に関する資料の保存が義務付けられ，評価の妥当性を確認することができる

ようになっている（資料９－１－①－３）。特別研究に関しては，特別研究論文査読シート等を基に，

発表会後の特別研究担当者による特別研究審査会で合否の認定を行っている（資料５－８－①－５，

資料５－７－①－５）。 

原則として，試験答案を返却し，解答，配点を示し，確認をさせている。 

修了認定は拡大教務委員会の予備審査ののち，教員会議で修了認定を行っている（資料５－８－①

－６，７）。 
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資料５－８－①－１

詫間電波工業高等専門学校学則 第８章 専攻科 

   第８章 専攻科 

第38条 本校に，専攻科を置く。 

第39条 専攻科は，高等専門学校における教育の基礎の上に，精深な程度において工業に関する高度

な専門知識と技術を教授し，その研究を指導することを目的とする。 

第40条 専攻科の専攻及び入学定員は，次のとおりとする。 

      専    攻  入学定員  

   電子通信システム工学専攻   ８人  

   情報制御システム工学専攻   ８人  

第41条 専攻科に入学できる者は，次の各号の一に該当する者とする。 

 (1) 高等専門学校を卒業した者 

 (2) 短期大学を卒業した者 

 (3) 専修学校の専門課程を修了した者のうち学校教育法第82条の10の規定により大学に編入学する

ことができる者 

 (4) 外国において，学校教育における14年の課程を修了した者 

 (5) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の

学校教育における14年の課程を修了した者 

 (6) その他専攻科において，高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

第42条 校長は，入学志願者に対しては，別に定めるところにより選抜を行う。 

２ 校長は，前項の選抜の結果に基づき，第28条に規定する入学料を納付した者に対して入学を許可

する。ただし，入学料免除又は入学料徴収猶予の申請書を受理された者にあっては，この限りでな

い。 

第43条 専攻科の修業年限は，２年とする。ただし，４年を超えて在学することはできない。 

第44条 休学の期間は，１年以内とする。ただし，特別の理由がある場合は，１年を限度として休学

期間の延長を認めることができる。 

２ 休学期間は，通算して２年を超えることができない。 

３ 休学の期間は，前条に定める修業年限及び在学期間に算入しない。 

第45条 開設する授業科目及びその単位数は，別表第３のとおりとする。 

２ 履修方法については，別に定める。 

第46条 専攻科に２年以上在学し，所定の授業科目を履修し，62単位以上を修得した者について，修

了を認定する。 

２ 修了を認定した者には，校長は，所定の修了証書を授与する。 

３ 第１項に規定する単位の修得については，別に定める。 

第47条 専攻科学生については，第３条から第６条，第11条，第12条，第13条の３第１項及び第４ 

項，第19条から第20条，第22条から第24条，第25条の２第１項及び第３項，第27条から第36条， 

第37条第１号，第37条第３号から第５号の規定を準用する。この場合において，第25条の２第１ 

項中「外国の大学又は高等学校」とあるのは，「外国の大学」と，第37条第３号中「第21条」と 

あるのは「第44条」と，第37条第５号中「第17条第２項」とあるのは，「第42条第２項」とそれぞ

れ読み替えるものとする。 

第 48 条 本章に定めるもののほか，専攻科に関する必要な事項は，別に定める。 

 

 

（出典 専攻科学生便覧 47 頁）
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資料５－８－①－２

詫間電波工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規程（１／２） 

 

 （趣旨） 

第１条 この規程は，詫間電波工業高等専門学校（以下「本校」という。）学則第４５条

第２項，第４６条第３項及び第４８条の規定に基づき，本校専攻科（以下「専攻科」とい

う。）の授業科目の履修方法及び成績の評価並びに修了の認定に関し必要な事項を定める

ものとする。 

 （授業） 

第２条 １単位時間は，標準５０分とする。 

２ 授業は，講義，演習，実験及び実習のいずれか又はこれらの併用により行うものとす

る。 

 （単位の計算方法） 

第３条 各授業科目の単位数は，１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容を

持って構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間

外に必要な学修等を考慮して，次の各号の基準により単位数を計算するものとする。 

 (1) 講義については，１５単位時間の授業をもって１単位とする。 

 (2) 演習については，３０単位時間の授業をもって１単位とする。 

 (3) 実験及び実習については，４５単位時間の授業をもって１単位とする。 

 （履修方法） 

第４条 専攻科に関する授業科目の履修にあたっては，年度当初に別に定める「授業科目

履修届」（別紙様式１）を所定の期日までに提出しなければならない。 

 （試験） 

第５条 専攻科の試験は，定期試験，追試験及びその他の試験とする。 

２ 定期試験は，各学期末に実施する。 

３ 定期試験中に不正行為を行った者は，それ以降の試験を停止させ，当該試験期間中に

行われた全科目の試験の成績は，０点とするものとする。 

４ 故意に試験を忌避したと認められた者又は懲戒処分のため試験を受けることができな

かった者の当該科目の試験の成績は，０点とするものとする。 

５ 次の各号に該当する理由により定期試験を受験できなかった者については，事由を証

明する書類を添えて願い出た場合，追試験を実施するものとする。 

  (1) 病気（医師の診断書がある場合に限る）       

  (2) 忌引（学生準則第15条による） 

  (3) その他校長がやむを得ない事情と認めた場合 

６  追試験の成績は，担当教官の判断により，８０点満点で評価することも出来るものと

する。 

 （成績評価） 

第６条 成績は，授業科目ごとに試験の成績及び平素の学習状況等を総合して評価する。 

２ 成績の評価は，１００点法によって評価し，次の評語により区分する。ただし，   

１００点法による評価が困難な科目については，合格又は不合格とする。 

 

評 価 １００～８０点 ７９～７０点 ６９～６０点 ６０点未満  

評 語 優 良 可 不可  
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資料５－８－①－２

詫間電波工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規程（２／２） 

 

３ 前項の評価は，各授業科目とも出席すべき総授業時数の３分の２以上の出席をした者

に対して行う。 

 （単位の認定） 

第７条 前条第２項の規定に基づき，優・良・可又は合格に評価された授業科目について

は，単位を認定する。 

 

 （学業成績の記録及び通知並びに証明） 

第８条 学生指導要録に記載する成績は評価で記録し，必要がある場合は評語で記録する

ことができる。 

２ 学生に対する成績通知は評価で行う。 

３ 校外に対して発行する証明書は，必要がある場合は評語で証明することができる。 

  （専攻科の修了認定） 

第９条 専攻科の単位修得及び課程修了の認定は，学則及びこの規程に基づき，教官会議

において審議の上，校長が行う。 

 （再履修） 

第10条 単位を認定されなかった授業科目は，再履修することができる。 

２ 前項により再履修する場合は，第４条の規定を準用する。 

 （他の専攻の授業科目の履修） 

第11条 教育上支障がない場合は，他の専攻で開設されている専門科目のうちの選択科目

を履修し，単位を修得することができる。 

２ 前項の規定に基づき修得した単位は，８単位を超えない範囲で当該専攻における単位

として認定することができる。 

３ 第１項により履修する場合は，第４条の規定を準用する。 

 （他の大学等で履修した単位の認定） 

第12条 大学及び他の高等専門学校の専攻科等（以下「大学等」という。）で開設されて

いる授業科目の履修を希望する者は，あらかじめ大学等の許可及び本校校長の許可を得た

上で，受講科目を提出しなければならない。これにより修得した単位は，１６単位を超え

ない範囲で専攻科における授業科目の履修とみなし，単位の修得を認定することができ

る。 

 （専攻科の修了要件） 

第13条 学則第４６条に規定するもののほか，修得単位について次の要件を満たした者に

ついて，専攻科の修了を認めるものとする。 

専   攻 一般科目 専門科目 一般科目，専門科目の合計 

電子通信システム工学専攻 ８単位以上 ４８単位以上 ６２単位以上 

情報制御システム工学専攻 ８単位以上 ４８単位以上 ６２単位以上 

２ 前項において，必修科目は修得しておかなければならない。 

 （雑則） 

第14条 この規程に定めるもののほか，専攻科の授業科目の履修に関し必要な事項は，別

に定める。 

  附 則 

 この規程は，平成１６年４月１日から施行する。 

（出典 専攻科学生便覧 58 頁）
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資料５－８－①－３

専攻科ガイダンス（教務関係） 

 

 

 

 

 

以下は省略 

 （出典 専攻科ガイダンス資料）
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資料５－８－①－４

教務規定に対する認知度アンケート  

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 回答数

12 5 12 5 14 3 16 1 13 4 17 0 17 0 16 1 16 1 17
71% 29% 71% 29% 82% 18% 94% 6% 76% 24% 100% 0% 100% 0% 94% 6% 94% 6% 100%
15 3 16 2 18 0 18 0 12 6 17 1 18 0 14 4 15 3 18

83% 17% 89% 11% 100% 0% 100% 0% 67% 33% 94% 6% 100% 0% 78% 22% 83% 17% 100%
27 8 28 7 32 3 34 1 25 10 34 1 35 0 30 5 31 4 35

77% 23% 80% 20% 91% 9% 97% 3% 71% 29% 97% 3% 100% 0% 86% 14% 89% 11% 100%

Q.1 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が専攻科学生便覧（学則，専攻科の授業科目の履修等に関する規程）に
掲載されていることを知っていますか。

Q.2 修了審査が行われていることを知っていますか。（関連規定：専攻科の授業科目の履修等に関する規程）
Q.3 修了に必要な単位数が定められていることを知っていますか。（関連規定：学則，専攻科の授業科目の履修等に関する規程）
Q.4 すべての必修科目の単位を修得しなければ専攻科の修了ができないことを知っていますか。

（関連規定：専攻科の授業科目の履修等に関する規程）
Q.5 1単位の学習時間は、授業時間以外の学習を合わせて45時間であること知っていますか。

（関連規定：専攻科の授業科目の履修等に関する規程）
Q.6 100点法によって評価されている科目について，成績評価の評語，優，良，可，不可がどの範囲の点数に対応付けされているか知って

（関連規定：専攻科の授業科目の履修等に関する規程）
Q.7 各授業科目とも出席すべき総授業時間数の3分の2以上の出席をした者に対して評価が行われることを知っていますか。

（関連規定：専攻科の授業科目の履修等に関する規程）
Q.8 他専攻の科目が単位認定されることを知っていますか。（関連規定：専攻科の授業科目の履修等に関する規程）
Q.9 他大学等の科目が単位認定されることを知っていますか。（関連規定：専攻科の授業科目の履修等に関する規程）

全学年

専1学年

専2学年

専攻科課程
Q.1 Q.2 Q.3 Q.4 Q.5 Q.6 Q.7 Q.8 Q.9

 

（出典 平成 19 年 4 月 19 日第 1 回点検評価委員会資料）
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資料５－８－①－５

専攻科特別研究の評価と記録 

 

２．専攻科特別研究（２年次）の評価と記録に関する専攻科委員会での確認事項 

 

 平成１７年４月２０日 専攻科委員会にて 

(1)特別研究指導体制 

… 省略 … 

(2)特別研究の審査と評価 

 ・成績（合否）の判定は各専攻毎の特別研究審査会（２年次）で行う。 

  ＜判定の材料＞ 

   ・論文審査（主査・副査が論文評価シートを作成） 

平成１８年１月３１日(火)    各学生は特別研究論文を主査に提出する。 

平成１８年２月１５日(火)  主査・副査は論文を査読し、論文評価シートを作成する。 

   ・発表審査（平成１８年２月２２日  特別研究発表会を専攻毎に実施） 

・発表評価シートによる評価（発表能力に関して複数の教員で評価を行う。） 

・特別研究審査会にて合否を決める（平成１８年２月２２日） 

  ・論文審査、発表、研究態度等で総合的に判断する。 

  ・特別研究審査会は専攻毎に開く。（議長：専攻科主任） 

  ・記録物 

   ・論文査読シート（主査・副査が作成）                保存：教務 

      ・発表評価シート                                    保存：専攻科主任 

   ・中間発表論文、特別研究論文集                      保存：教務 

   ・特別研究評価記録(指導教員が作成)                  保存：教務 

   ・特別研究論文及び研究ノートなどの研究記録     保存：指導教員 

 

（出典 専攻科成績等に関する確認事項（専攻科ホームページ教員限定））
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資料５－８－①－６

専攻科修了予備審査 

 

（出典 本校グループウェア教務委員会議事要録）

 

資料５－８－①－７

専攻科修了審査 

（出典 専攻科修了審査会議事要録）
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（分析結果とその根拠理由）  

修了認定，成績評価・単位認定規定が定められ，入学時のガイダンス，学生便覧，ホームページ，

各授業で学生に周知されている。また，これらの規定やシラバスに沿って評価が行われ，試験答案等

の保存がなされている。修了認定は教員会議において規定に基づき行われている。以上より本観点を

満たすものと判断する。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

準学士課程においては，学校の「学習・教育目標，学習成果，達成度基準」に対する各科目の対応

と授業内容がシラバスに明記されていることは学内外から見て評価できる。教育の体系性の確保につ

いても，各学科の科目展開を系統的に整理して専攻科の教育に接続していることが機関としての教育

の体系性確保に役立っている。シラバスの記載にあるように，教育目標にそった教育が計画されて，

個々の授業で教育効果を高める工夫がなされている。 

また，成績評価の透明性を高めるための努力を組織として行い，成績評価法のシラバスへの記載や

成績評価資料の組織的保存を行っていることも評価できる。 

「人間の素養の涵養」の点において，学生の良好な人間関係の形成や，身体的および精神的な人間

形成を助長するよう配慮した体制と計画・実施がなされている。 

専攻科の教育課程においては，本校の各準学士課程の学修成果を効率的に伸ばし，また，一般的な

準学士課程からの入学者に対しても十分なものになっている。 

 

（改善を要する点） 

専攻科の創造性を育む試みが行われている科目としていくつかの講義科目、特別実験・演習、特別

研究があるが，より確実にこの目標を達成するためには，全員が履修する必修科目で，学生が自主的

に立案・計画し，自ら創意工夫で進める直接的な教育を行うことが望ましい。この課題に対し，H19

年度は，特別実験・演習Ⅰにおいて，PBLの手法を用いた工学実験を試行する。 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

 

基準５の各観点を満たしている。 

機関として教育の適切な展開が行われている。準学士課程と専攻科課程とも，その教育の目的に沿

った教育の展開がなされ実施されている。課程の接続も無理がなく体系性が保たれている。設置４学

科がいずれも電子情報通信系であることが，学校として統一された「学習・教育目標」の設定や授業

展開等の協調作業につながっている。 

各課程の授業展開では，演習・実験・実習が重視されており，少人数での目配りの利く授業を行う

努力がされている。多様な単位認定制度が運用されており，インターンシップも実施されている。創

造性を育む教育方法については，創造性の中心の能力は物事を体系的に考えまとめ上げる構想力（想

像力）であると考え，設計製作実験において問題を発見し問題を解決する際に，知識と事象を基に体
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系的に考えさせる工夫を行っている。また，学科によっては，PBL などの取り組みが試行的に行われ

ている。 

専攻科課程では，少人数教育の特徴を活かし，研究活動の充実に配慮した教育が行われている。学

生の学外発表も実績があり，また，修了生のほぼ全員が学士学位審査に合格していることからも適切

な教育水準であると判断できる。 

「人間の素養の涵養」の観点からは，身体的にも精神的にも配慮された運営がなされている。特別

活動（HR），課外活動，学校行事の実施，カウンセリングなど，学生への生活指導や支援の体制があ

り，適切に実施されている。 

機関として規程整備は適切に行われており，年度ごとに改定された学生便覧を全学生へ配布するな

ど，確実に周知されている。単位認定や修了認定においての規定と審査は厳密で，高等専門学校設置

基準や大学評価・学位授与機構の規定に合致している。 

 以上のことから，基準５を満足していると判断する。 
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基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

（観点に係る状況）  

観点１－１－①で述べたように，本校では教育目的に沿った学習教育目標，学習成果について，卒

業（修了）時の達成目標水準を明確に定めている（資料１－１－①－９）（資料６－１－①－１）。

また各教科の担当教員は，達成状況を検証・評価するよう取り組んでいる（資料６－１－①－２）。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料６－１－①－１

学習教育目標・学習成果の達成度水準 

 

学習教育目標・学習成果の達成度水準

A1 A2 A3 B1 B2 B3 C1 C2 C3 C4 D1 D2 D3 D4 D5 E1 E2 E3 E4 E5 E6 F1 F2 F3

準学士課程の
達成度水準

1-3 1,2 1-3
日 1,2
英 1,2

日 1,2
英 1,2

日 1-3
2項目
以上

2項目
以上

3項目
以上

1-7 1-3 1-3 1,2 1 1,2 1,2 1,2 1-3 1,2 1,2 1-3 1,2 1-4 1-3

専攻科課程の
達成度水準

1-4 1-4 1-4
日 1-3
英 1-3

日 1-3
英 1-3

日 1-4
3項目
以上

2項目
以上

4項目
以上

1-8 1-4 1-4 1-3 1,2 1-3 1-3 1-3 1-3 1,2 1,2 1-3

Ｄ Ｅ F
本科　学科

Ａ Ｂ Ｃ

（出典 平成19年2月14日 第12回教務委員会資料）



詫間電波工業高等専門学校 基準６ 

- 330 - 

 

資料６－１－①－２

座学の評価例（１／４） 

 

座学の評価に関する調査結果
　（平成１７年度の評価に基づく調査）

記入要領

達成度基準ごとの評価
・シラバスに記載の、すべての達成度基準、すべての評価対象について記してください。
・各達成度基準・評価対象に対応する学習到達目標や評価例・根拠資料については、一例で結構です。
・学習到達目標の達成状況を把握・評価できていることが確認できる根拠資料を示してください。

最終的な評価
・評価方法はシラバスに記載の内容であり、それらが確認できる根拠資料を示してください。

全学科１年「国語」

達成度基準ごとの評価
達成度基準 評価対象 学習到達目標 評価例・根拠資料

A3：４ 定期試験 先入観に囚われない考え方の柔軟性を養う。 定期試験　問１

D3:5 定期試験 歴史的仮名遣いを学び，古文学習入門とする。漢
文の基礎的読み方を知る。日本古典の名作に触
れ，感性を養う

定期試験　問２，３

A1:3 定期試験 明治以降の近代文学を鑑賞し，生き方を考える。 定期試験　問１

B3:4 プレゼンテーション
演習

プレゼンテ－ション演習により，共同作業と，要領よ
く説明する術を工夫する。

プレゼンテーション演習発表資料，評
価表

C1:1 プレゼンテーション
演習

プレゼンテ－ション演習により，共同作業と，要領よ
く説明する術を工夫する。

プレゼンテーション演習発表資料，評
価表

C4:4 プレゼンテーション
演習

プレゼンテ－ション演習により，共同作業と，要領よ
く説明する術を工夫する。

プレゼンテーション演習発表資料，評
価表

B2:1 定期試験，小テスト 自己の考えを正確に表現する力を養う 定期試験　問１，問４　　　　　　　小テ
ストの例

最終的な評価
評価例・根拠資料

１年国語評価表

電子工学科３学年「微分積分学」

達成度基準ごとの評価
達成度基準 評価対象 学習到達目標 評価例・根拠資料

D1:4 定期試験 偏微分の意味を理解し，基本的な２変数関数の偏
導関数を計算できる。

前期中間試験

D1:4 定期試験 ２次の偏導関数が計算できる。 前期期末試験
D1:4 定期試験 さまざまな偏微分に関する応用問題が解ける。 前期期末試験
D1:4 定期試験 基本的な2重積分が計算できる。 後期中間試験
D1:4 定期試験 簡単な立体の体積を計算できる。 後期中間試験
D1:4 定期試験 変数変換により2重積分を計算できる。 学年末試験
D1:4 定期試験 ２重積分の応用問題が解ける。 学年末試験
D1:4 冬期課題 さまざまな偏微分に関する応用問題が解ける。 冬期課題
D1:4 課題 偏微分の意味を理解し，基本的な２変数関数の偏

導関数を計算できる。
課題（４／１４）

最終的な評価
評価例・根拠資料

微分積分学評価表

評価方法
年４回の定期試験を８０％，毎週の小テスト１０％，平常点(提出物等)１０％の比率で総合
評価する。

評価方法
定期試験９０％，レポートや平常点（授業態度や課題）１０％で総合評価する。  
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資料６－１－①－２

座学の評価例（２／４） 

 

情報通信工学科２学年「情報処理Ⅱ」

達成度基準ごとの評価
達成度基準 評価対象 学習到達目標 評価例・根拠資料

C2:2,3 定期試験 数表の作成，データの簡単な統計処理(最大最
小・総和・平均値），二次元配列を用いた表の計算
操作が出来る能力。

前期中間試験
前期期末試験（問題２，５）
後期中間試験(問題５，６，７）
後期期末試験(問題１，３，４）

D2:2,4,5 定期試験
練習課題作成状況

電卓でも計算できる実験データ処理を，プログラミ
ングにより一括処理できる程度のプログラミング能
力。

前期中間試験（問題４，５）
前期期末試験(問題５)
後期中間試験(問題３，５～７）
後期期末試験(問題３，４）

最終的な評価
評価例・根拠資料

成績集計表（個人が特定できないよう
に並べ替えてあります。課題評価は
ファイルサーバーにアクセスしてチェッ
クしています。）

情報通信工学科3年「電子回路Ⅰ」

達成度基準ごとの評価
達成度基準 評価対象 学習到達目標 評価例・根拠資料

D2:1 定期試験 ダイオードのおよびトランジスタの構造性質特性を
知っている

前期中間　問１，６

D2:2 定期試験 ダイオード回路およびトランジスタ回路の基本的問
題を解くことができる

前期中間　問４，５
前期期末　問２，３，５

D2:3 定期試験 整流回路の基本動作を説明できる。増幅回路の基
本的動作を説明できる。

前期中間　問３
前期期末　問４，７

最終的な評価
評価例・根拠資料

電子回路Ⅰ　評価表

電子工学科・情報工学科２年「電気回路Ⅰ」

達成度基準ごとの評価
達成度基準 評価対象 学習到達目標 評価例・根拠資料

D1:1,2 定期試験 交流回路の解析に必要な微分・積分ができる。（三
角関数を理解している）

後期中間試験　問１、問２　（問３～５）

D2:1,2 定期試験 諸定理を用いた基本的な直流回路の解析ができ
る。
正弦波交流に対する各回路素子の働きを理解して
いる。

前期期末試験　問１～４

後期中間試験　問６、問７

D5:1 小テスト

演習ノート

自ら学ぶ姿勢／復習をしている。 小テストの例
小テスト評価表
演習問題一覧
演習ノート評価シート

最終的な評価
評価例・根拠資料

電気回路Ⅰ評価表

評価方法

各定期試験の得点を85％，演習ノート15％

評価方法
定期試験を60%，演習課題評価と平常点（出席率，授業態度等）を40%の比率で総合評
価した。(総合評価不可の者で試験平均点が総合評価点を上回った場合には試験平均
点を最終成績評定点とした）
ただし，定期試験成績平均点が40 点以上で，課題プログラムの完成率が80%以上である
ことが科目単位修得の必要条件。

評価方法

定期試験を80%，レポートおよびノートを20％の比率で総合評価する。
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資料６－１－①－２

座学の評価例（３／４） 

電子制御工学科３学年「電気磁気学」

達成度基準ごとの評価
達成度基準 評価対象 学習到達目標 評価例・根拠資料

Ｄ1:1-3 前期中間試験
ノート
レポート

クーロンの法則を理解する。
電界，電気力線，電位の概念を理解する。
ガウスの法則を理解し，応用をする。

前期中間試験問題１、２、３、４
レポートノートの採点表

Ｄ1:1-4 前期中間試験
ノート
レポート

電界，電位の計算法を修得する。 前期中間試験問題２、３、４
レポートノートの採点表

Ｄ1:1-3 後期中間試験
ノート
レポート

導体の性質を理解する。 後期期末試験問題１、４
レポートノートの採点表

Ｄ1:1-4 前期中間試験
ノート
レポート

コンデンサーの容量，エネルギー等の計算法を修
得する。
分極現象，電束密度の概念を理解し，誘電体の現
象に応用できるようになる。

後期期末試験問題１、２、３、４
レポートノートの採点表

最終的な評価
評価例・根拠資料

電磁気学評価票
試験問題解答例
ノートのサンプル
レポートのサンプル

電子制御工学科５年知識工学Ⅰ

達成度基準ごとの評価
達成度基準 評価対象 学習到達目標 評価例・根拠資料

定期試験 探索アルゴリズムを理解し，実際に状態空間中を
探索できる

前期中間試験　問題１(a)、1(b)、問題
２～３、前期中間

定期試験 評価を用いた探索アルゴリズムを理解する。 前期中間試験　問題１（ｃ）、前期中間

定期試験
レポート
小テスト

述語・意味ネットワーク・ルールにより簡単な知識を
表現できる。また，それらを使い簡単な知識処理を
行うことができる。

前期期末試験　問題１～３
前期末
レポート、小テスト問題、小テスト

最終的な評価
評価例・根拠資料

知識工学Ⅰ成績

情報工学科４年　数値解析

達成度基準ごとの評価
達成度基準 評価対象 学習到達目標 評価例・根拠資料

D2:1 レポート
試験

計算機における数値の表現方法を学び，計算機に
よる誤差の発生原因を理解する

第1回レポート
前期中間試験 問題2

D2:1 レポート
試験

非線形方程式を解くとは何かを再確認し，数値解
法を理解する

第２,３回レポート
前期中間試験 問題4

D2:1 レポート
試験

連立線形方程式を解くとは何かを再確認し，数値
解法を理解する

第4,5,6,7,8回レポート
前期期末試験 問題２
後期中間試験 問題１

D2:1 レポート
試験

補間法の必要性を学んだ上で，補間法を理解する 第9回レポート
後期中間試験 問題２
後期期末試験 問題１

D2:1 レポート
試験

数値積分法とは何かを学んだ上で，数値積分法を
解析する

第10回レポート
後期期末試験 問題2

D2:1 レポート
試験

常微分方程式を解くとは何かを再確認し，数値解
法を理解する

第11回レポート
後期期末試験 問題3

E2:2，E3:3 試験 実際にC言語によるプログラミングを行うことで数値
解法の必要性を理解する

後期期末試験 問題4

最終的な評価
評価例・根拠資料

成績評価表

D2:2

評価方法

定期試験を６０％、レポートを２０％、平常点（小テスト）を２０％の比率で総合評価する。

評価方法

定期テスト70％､レポート20％、ノート10％

評価方法

定期試験60％，レポートとノートを40％の比率で総合評価する。
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資料６－１－①－２

座学の評価例（４／４） 

 

専攻科　1年　「情報工学基礎論」

達成度基準ごとの評価
達成度基準 評価対象 学習到達目標 評価例・根拠資料

Ｄ２：１ 定期試験 ＨＤＬ設計の特徴を知っている。

Ｄ２：３ 定期試験
レポート

構造化記述と動作記述について説明できる。 問１７
4ビット加算器（adder4c）

Ｄ２：３ 定期試験
レポート

組み合わせ回路の動作を説明できる。 問１４，4ビット加算器（adder4c），
shifter,　ALU

E2:3 定期試験
レポート

VHDLで論理回路を記述して，論理回路を設計で
きる。

問４～問１５，
counter，MCU

E2:3 定期試験
レポート

シミュレーションで動作を確認できる。 問１６～問１７
ＡＬＵ，counter，MCU

Ｅ３：３ なし 論理合成できる。 なし

Ｅ４：1-２ レポート 簡単なマイクとプロセッサを設計して動作を確認で
きる。

MCU

E5:1-3 レポート 簡単なマイクとプロセッサを設計して動作を確認で
きる。

MCU

E6 レポート 簡単なマイクとプロセッサを設計して動作を確認で
きる。

MCU

最終的な評価
評価例・根拠資料

H18情報工学基礎論成績評価表

評価方法

回路を設計し，VHDLで記述した回路をシミュレーションによって正常に動作することを確
認した後，何処が間違えていたために正常に動作しなかったか，問題点をどのように修正
して正常に動作させたかを記載したソースリストとテストベンチ，シミュレーション結果をレ
ポートとして提出させた。レポートは9課題。レポートの点数４０％，定期試験の点数６０％
の比率で成績をつけた。  

 

（出典 平成18年11月9日  第10回認証評価専門部会資料）
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準学士課程の工学実験と卒業研究，専攻科課程の特別研究では，それぞれの評価内容に応じた評価

基準やチェックシート等により達成状況を検証・評価するように取り組んでいる（資料６－１－①－

３～５）。 

 

 

資料６－１－①－３

学生実験評価基準の例（情報通信工学科） 

（出典 情報通信工学科）
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資料６－１－①－４

学生実験評価シートの例（電子工学科） 

Ｅ４工学実験　評価シート 実験テーマ： 氏名：

提
出

体
裁

デ
ー

タ

測
定

考
察

検
討

計

班 No. 氏名 ±5 5 5 5 5 20 20

Ave.

（ 平成　1 8   年度）
評
　
価

後
片

付
け

役
割

の
遂

行

回
路

動
作

後
片

付
け

回
路

動
作

後
片

付
け

役
割

の
遂

行

回
路

動
作

役
割

の
遂

行

回
路

動
作

後
片

付
け

役割の遂行…できていなければ×印

回路動作…完成を ５として、対応した時点の完

成度を 段階的に評価

後片づけ…できていなければ×印

実
験
中
評
価

レポート
役
割

の
遂

行

17

18

19

20

13

14

15

16

9

10

11

12

5

6

7

8

1

2

3

4

／ ／ ／ ／

 

（出典 電子工学科）
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資料６－１－①－５

卒業研究評価基準の例(電子工学科) 

卒業研究の学習到達目標と評価基準

評価対象 項目番号 学習到達目標・評価基準 評価対象 達成度基準

① 時間配分が適切である。 卒研発表 C4:1

② 理解しやすい構成になっている。 卒研発表 C4:2

③ 聞き取りやすい話し方ができている。 卒研発表 C4:3

④ 情報機器を使って発表できている。 卒研発表 C4:4

⑤ 簡潔に表現できている。 卒研発表 C4:5

⑥ 図表を適切に用いている。 卒研発表 C4:6

⑦ 目的と成果を要約して説明できている。 卒研発表 C4:7

⑧ 質問に適切に回答できている。 卒研発表 C4:8

①

研究に関する基礎知識を身につけている
　３：研究に用いた基礎技術・基礎知識に関する十分な記述がある

　２：基礎技術・基礎知識に基づいた研究がなされている

　１：基礎技術・基礎知識に基づかない内容を含んでいる

論文・要旨 D2:3

②

コミュニケーションを取りながら研究を遂行できる
　３：行うべき事柄とそれを行った結果が継続して記されている
　２：行うべき事柄とそれを行った結果が記された箇所がある

　１：行うべき事柄とそれを行った結果が記された箇所がない

ノート

B1:2
B2:2
B3:2

③

文献調査などの情報収集ができる
　３：参考文献が明記され、本文中に適切に引用されている（論文）

　　　or/and　文献などを調べた内容が出典と共に記されている（論文・ノート）

　２：参考文献が記されている（論文・ノート）

　１：参考文献が記されていない

論文・要旨
ノート

C1:1
D5:2

④

研究過程で生じた問題を解決できる
　３：研究過程で生じた問題とそれを解決した内容の記述がある
　２：研究目的を概ね達成できている（生じた問題を解決してきたと考えられる）

　１：生じた問題が解決しないために研究目的を達成できていない

論文・要旨
ノート E5:2

⑤

継続して研究に取り組むことができる
　３：１年間の研究として、充実した内容の研究がなされている（論文）

　　　or/and　継続した研究を裏付ける記録が残されている（ノート）

　２：１年間の研究として、標準的な内容の研究がなされている（論文）

　　　or/and　断続的な研究記録が残されている（ノート）
　１：１年間の研究として十分とは言えない内容であり（論文）、

　　　継続性を示す記録もほとんど残されていない（ノート）

論文・要旨
ノート E6:1

⑥

研究内容を文章や口頭で論理的に説明できる
　３：研究内容が論理的に記述され、よくまとまっている
　２：研究内容が概ね論理的に記述されている

　１：論理性に欠ける

論文（主に概
要、序論、結

論）・
要旨

B2:2

⑦

情報機器を活用して報告書や資料を作成できる
　３：各種ツールを利用して作成された表、グラフ、図、数式を含む文書作成が

　　　できている
　２：ワープロを使った文書作成ができている

　１：主に手書きによって文書作成されている

論文・要旨
C2:1-2
C3:1-4

卒
研
発
表

論
文

（
含
要
旨

）

&
 

卒
研
ノ
ー

ト

（出典 電子工学科）
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準学士課程においては，学生本人が「学習教育目標・学習成果の達成度チェック表」（資料６－１

－①－６）によって学年末の成績に基づいて各達成度を点検・認識し，卒業時に学級担任がそれを最

終確認している。専攻科課程においては，修了時に専攻科委員会が「学習教育目標・学習成果の達成

度チェック表」（資料６－１－①－７）によって各達成度を点検・確認している。これらの結果を教

務委員会において報告することで，学校としてそれらを把握している（資料６－１－①－８）。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料６－１－①－６

学習教育目標・学習成果の達成度チェック表の例（準学士課程・電子工学科） 

 

学習教育目標・学習成果の達成度チェック表（電子工学科）

A1 A2 A3 B1 B2 B3 C1 C2 C3 C4 D1 D2 D3 D4 D5 E1 E2 E3 E4 E5 E6 F1 F2 F3

国語 1 必 3 ○ 3 4 1 4 1 4 5
歴史 1 必 2 ○ 1,3 2 1,4 1
地理 1 必 2 ○ 1-4 1,3 1,3 1 3 1
基礎数学Ⅰ 1 必 2 ○ 1,2
基礎数学Ⅱ 1 必 4 ○ 1,2,4
物理 1 必 3 ○ 1,2
化学 1 必 3 ○ 3
保健・体育 1 必 3 ○ 1-4 1-4 1,2
音楽 1 選 1 3 1 1,2

美術 1 選 1 3 1 1 1 1
書道 1 選 1 3 1 1 1 1,2

英語Ⅰ 1 必 2 ○ 1,2 1

英語Ⅱ 1 必 2 ○ 3 3 1 1
英語Ⅲ 1 必 1 ○ 1,2 1,2

国語 2 必 3 ○ 3 4 1,2 4 1 4 5
倫理・社会 2 必 2 ○ 3,4 1,2,4 1

制御工学 5 必 2 ○ 1-3
工学実験 5 必 4 ○ 1,2 1-3 1-3 1-5 1-3 1-3 1-4 1-4 1,2 1-3
卒業研究 5 必 12 ○ 2 2 2 1 1,2 1-4 1-8 3 2 3 2 1
パルス工学 5 選 2 2 1-3
光エレクトロニクス 5 選 2 1,2
応用計測 5 選 2 1,3,4 1 1
画像工学 5 選 2 1-3 3 2
電波伝送学 5 選 1 1-3 1-2
データ通信 5 選 2 1-3
ロボット工学 5 選 2 1-3
電力工学概論 5 選 2

保健・体育 5 必 1 ○ 1-4 1-4 1-5
法学 5 選 2 1,3,4

数学概論Ⅲ 5 選 1 4
自然特論 5 選 1 2,4

英語Ⅴ 5 選 1 1,2 1,2
英語Ⅵ 5 選 1 2-4 1,2 1 1

独語Ⅱ 5 選 1 1-3 1,2

中国語Ⅱ 5 選 1 1-3 1,2

1 2 3
4

1 2 3
4

1 2 3
4

日 1 2
3 4
英 1 2
3 4

日 1 2
3
英 1 2
3

日  1 2
3 4 5
英 1 2
3 4 5

1 2 3
4 5 6

1 2 3 1 2 3
4 5

1 2 3
4 5 6
7 8

1 2 3
4 5 6

1 2 3 4
5 6

1 2 3
4 5

1 2 3 1 2 3 1 2 3
4

1 2 3 1 2 3
4

1 2 3
4

1 2 3 1 2 3 1 2 3
4

1 2 3
4

1 2 3
4 5

1-3 1,2 1-3 日 1,2
英 1,2

日 1,2
英 1,2

日 1-3 2項目
以上

2項目
以上

3項目
以上

1-7 1-3 1-3 1,2 1 1,2 1,2 1,2 1-3 1,2 1,2 1-3 1,2 1-4 1-3

達成度水準を満たしているかをチェック
　履修科目で水準を満たしていれば○
　修得科目で水準を満たしていれば✔

修
得

達成度チェック
　履修科目の達成度を○で囲む
　修得科目の達成度に✔を入れる

準学士課程の達成度水準

本科　科目
学
年

選
択

単
位

履
修

FＤ ＥＡ Ｂ Ｃ

 ※ このチェック表は，単位を取得した科目のシラバスに掲げられている学習教育目標・学習成果の達成度は

達成されたものとし，それらが卒業時に各学習成果の達成度水準を満たしているかどうかをチェックする。 

 

（出典 平成19年3月5日 第15回教務委員会資料）
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資料６－１－①－７

学習教育目標・学習成果の達成度チェック表の例（専攻科課程） 

 

システム工学専攻 氏名

A1 A2 A3 B1 B2 B3 C1 C2 C3 C4 D1 D2 D3 D4 D5 E1 E2 E3 E4 E5 E6

コミュニケーション英語Ⅰ 1 必 2 ○ 1-3 1,2 1-4

コミュニケーション英語Ⅱ 2 必 2 ○ 1-3 1-3

技術者倫理 1 必 2 ○ 1-4 1-4 1-4

文学特論 2 選 2 3 1,2 1,2 1

物理科学特論 1 選 2 3 2

応用数学特論 1 選 2 1-3

知的財産権 1 選 2 1,2 1 1-3 1,2 1-4 1-8 1-3 1-4 1,2

工業英語 1 選 2 4 2

工業数学 1 選 2 1-4

量子力学 1 選 2 1-3

グラフ理論 1 選 2 1,2,4-6

情報工学基礎論 1 選 2 1,3 3 3 2 1

数値計算論 1 選 2 1-3 1-3 1,2 1,2 1-3 1-3 1-3

情報ネットワーク論 1 選 2 1,3,5 2 1 1,3

計測工学特論 1 選 2 1,3 1,2

ディジタル信号処理工学 2 選 2 1-4 2 2

マルチメディア工学 2 選 2 1 1-3 1,2

アルゴリズムとデータ構造 1 選 2 1-4

ソフトウェア工学概論 2 選 2 1 1 1-3 1 1,2

エネルギー変換論 2 選 2 3 2

特別講義 2 選 2 2 1,2

特別研究 1 必 4 ○ 1-4 1-3 1,2 1-5 1,2 1-4 1-8 1-4 1-3 1-4 1,2 1-3

特別研究 2 必 6 ○ 1-4 1-3 1,2 1-5 1,2 1-4 1-8 1-4 1-3 1-4 1,2 1-3

特別実験・演習Ⅰ 1 必 4 ○ 3 1,2 1,2 2 1-4 3 1,3 1 1 2 2 2 2

特別実験・演習Ⅱ 2 必 4 ○ 3 2 1-3 2 2 2 2

集積回路工学 2 必 2 ○ 1-3 1-5 1-3 1-3

応用電磁気学 1 必 2 ○ 1-4 1-4 1

材料工学 1 選 2 1,2

電子物性 1 選 2 1-3 1-3

電子デバイス工学 2 選 2 1-3 1 1

電磁波・光波工学 1 選 2 1-3

光通信工学 2 選 2 1-3 2 1,2

通信理論 1 選 2 1-3 1-3

システム工学 2 選 2 1-3

ニューロ・ファジィ技術 2 選 2

特別研究 1 必 4 ○ 1-4 1-3 1,2 1-5 1,2 1-4 1-8 1-4 1-3 1-4 1,2 1-3

特別研究 2 必 6 ○ 1-4 1-3 1,2 1-5 1,2 1-4 1-8 1-4 1-3 1-4 1,2 1-3

特別実験・演習Ⅰ 1 必 4 ○ 1-5 1-4 2

特別実験・演習Ⅱ 2 必 4 ○ 1-5 1-4 2

システム制御理論 2 選 2 3 3 1,2 2 2

数式処理概論 2 選 2 1,2

画像処理工学 1 選 2 1,2 2

生体工学 2 選 2 5 3 1,2,3 1 3

電力制御機器工学 2 選 2 1-5 1,3 1,2

光エレクトロニクス 1 選 2

人工知能 1 選 2 1,2,3 1 1,2

オブジェクト指向プログラミング 1 選 2 1-4 3 1,2,3 3

医用工学 1 選 2 1,3 2,4

教育システム工学 2 選 2 1 1,2 1

1 2 3
4

1 2 3
4

1 2 3
4

日 1 2
3 4
英 1 2
3 4

日 1 2
3
英 1 2
3

日  1 2
3 4 5
英 1 2
3 4 5

1 2 3
4 5 6

1 2 3 1 2 3
4 5

1 2 3
4 5 6
7 8

1 2 3
4 5 6

1 2 3 4
5 6

1 2 3
4 5

1 2 3 1 2 3 1 2 3
4

1 2 3 1 2 3
4

1 2 3
4

1 2 3 1 2 3

1-4 1-4 1-4 日 1-3
英 1-3

日 1-3
英 1-3

日 1-4 3項目
以上

2項目
以上

4項目
以上

1-8 1-4 1-4 1-3 1,2 1-3 1-3 1-3 1-3 1,2 1,2 1-3

H18年度入学者　学習教育目標・学習成果の達成度評価（H19年4月）

専攻科　科目
学
年

選
択

単
位

履
修
予
定

修
得

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

達成度チェック
　修得科目の達成度を○で囲む

専攻科課程の達成度水準

達成度水準を満たしているかをチェック
　修得科目で水準を満たしていれば○

一
般
科
目

専
門
共
通
科
目

電
子
通
信
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
　
専
攻
科
目

情
報
制
御
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
　
専
攻
科
目

（出典 平成19年3月5日 第15回教務委員会資料）
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なお準学士課程の達成目標水準は，電子制御工学科以外では必修科目を修得することで満足する

（資料５－１－①－18～21）。電子制御工学科および専攻科課程では前年度末のガイダンスにおいて，

それぞれ定められている達成目標水準を満たすような選択科目の履修を指導している（資料６－１－

①－９，10）。 

 

資料６－１－①－８

学習教育目標・学習成果の達成度評価結果に関する教務委員会議事録 

 

 

※ 議事録中の（表１）は，後出の「学習教育目標・学習成果の達成度評価結果（資料６－１－②－１）」 

（一部データの誤りを修正している） 

（出典 本校グループウェア 平成19年5月7日 第2回教務委員会資料）
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資料６－１－①－９

電子制御工学科の選択科目履修ガイダンス資料 

 

（出典 電子制御工学科）
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資料６－１－①－10

専攻科の選択科目履修ガイダンス資料（１／２） 

 

※ 資料中の「別紙１」は，資料１－１－①－９の専攻科に関する部分と同等の内容 
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資料６－１－①－10

専攻科の選択科目履修ガイダンス資料（２／２） 

システム工学専攻 氏名

A1 A2 A3 B1 B2 B3 C1 C2 C3 C4 D1 D2 D3 D4 D5 E1 E2 E3 E4 E5 E6

コミュニケーション英語Ⅰ 1 必 2 ○ 1-4 1-3 1-4

コミュニケーション英語Ⅱ 2 必 2 ○ 1-3 1-3

技術者倫理 1 必 2 ○ 1-4 1-4 1-4

文学特論 2 選 2 3 1,2 1,2 1

物理科学特論 1 選 2 3 2

応用数学特論 1 選 2 1,2

知的財産権 1 選 2 1-3

工業英語 1 選 2 4 2

工業数学 1 選 2 1-4

量子力学 1 選 2 1-3

グラフ理論 1 選 2 1,2,4-6

情報工学基礎論 1 選 2 1,3 1-3 1-3 1-2 1-3 1

数値計算論 1 選 2 1-3 1-3 1,2 1,2 1-3 1-3 1-3

情報ネットワーク論 1 選 2 1,3,5 2 1 1,3

計測工学特論 1 選 2 1,2 1

ディジタル信号処理工学 2 選 2 1-4 2 2

マルチメディア工学 2 選 2 1 1-3 1,2

アルゴリズムとデータ構造 1 選 2 1-4

ソフトウェア工学概論 2 選 2 1 1 1-3 1 1,2

エネルギー変換論 2 選 2 3 2

特別講義 2 選 2 2 1,2

特別研究 1 必 4 ○ 1-4 1-3 1,2 1-5 1,2 1-4 1-8 1-4 1-3 1-4 1,2 1-3

特別研究 2 必 6 ○ 1-4 1-3 1,2 1-5 1,2 1-4 1-8 1-4 1-3 1-4 1,2 1-3

特別実験・演習Ⅰ 1 必 4 ○ 3 1,2 1,2 2 1-4 3 1,3 1 1 2 2 2 2

特別実験・演習Ⅱ 2 必 4 ○ 3 2 1-3 2 2 2 2

集積回路工学 2 必 2 ○ 1-3 1-5 1-3 1-3

応用電磁気学 1 必 2 ○ 1-4 1-4 1

材料工学 1 選 2 1,2

電子物性 1 選 2 1-3 1-3

電子デバイス工学 2 選 2 1-3 1 1

電磁波・光波工学 1 選 2 1-3

光通信工学 2 選 2 1-3 2 1,2

通信理論 1 選 2 1-3 1-3

システム工学 2 選 2 1-3

ニューロ・ファジィ技術 2 選 2

特別研究 1 必 4 ○ 1-4 1-3 1,2 1-5 1,2 1-4 1-8 1-4 1-3 1-4 1,2 1-3

特別研究 2 必 6 ○ 1-4 1-3 1,2 1-5 1,2 1-4 1-8 1-4 1-3 1-4 1,2 1-3

特別実験・演習Ⅰ 1 必 4 ○ 1-5 1-4 2 1-4 1

特別実験・演習Ⅱ 2 必 4 ○ 1-5 1-4 2

システム制御理論 2 選 2 3 3 1,2 2 2

数式処理概論 2 選 2 1,2

画像処理工学 1 選 2 1,2 2

生体工学 2 選 2 5 3 1,2,3 1 3

電力制御機器工学 2 選 2 1-5 1,3 1,2

光エレクトロニクス 1 選 2

人工知能 1 選 2 1,2,3 1 1,2

オブジェクト指向プログラミング 1 選 2 1-4 3 1,2,3 3

医用工学 1 選 2 1,3 2,4

教育システム工学 2 選 2 1 1,2 1

1 2 3
4

1 2 3
4

1 2 3
4

日 1 2
3 4
英 1 2
3 4

日 1 2
3
英 1 2
3

日  1 2
3 4 5
英 1 2
3 4 5

1 2 3
4 5 6

1 2 3 1 2 3
4 5

1 2 3
4 5 6
7 8

1 2 3
4 5 6

1 2 3 4
5 6

1 2 3
4 5

1 2 3 1 2 3 1 2 3
4

1 2 3 1 2 3
4

1 2 3
4

1 2 3 1 2 3

1-4 1-4 1-4 日 1-3
英 1-3

日 1-3
英 1-3

日 1-4 3項目
以上

2項目
以上

4項目
以上

1-8 1-4 1-4 1-3 1,2 1-3 1-3 1-3 1-3 1,2 1,2 1-3

注 記入されている達成度は，1年の科目についてはH18年度で，2年の科目についてはH19年度で記入されている。

別紙２

H19年度入学者　学習教育目標・学習成果の達成度予定表

専攻科　科目
学
年

選
択

単
位

履
修
予
定

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

達成度チェック
　履修予定科目の達成度を○で囲む

専攻科課程の達成度水準

達成度水準を満たしているかをチェック
　履修科目で水準を満たしていれば○

一
般
科
目

専
門
共
通
科
目

電
子
通
信
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
　
専
攻
科
目

情
報
制
御
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
　
専
攻
科
目

 

（出典 専攻科委員会）
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（分析結果とその根拠理由）  

本校では，教育目的に沿って学習教育目標・学習成果の卒業（修了）時における達成目標水準が明

確に定められており，各科目における達成状況を検証・評価する取り組みが行われている。卒業・修

了時の各学習教育目標・学習成果についての達成度は，担任や専攻科委員によって点検・確認されて

いる。選択科目の履修についても必要事項がガイダンスで指導されており，適切な取組が行われてい

る。 
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観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，単位修得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等か

ら，あるいは卒業研究，卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成果や

効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

観点６－１－①で述べた方法で実施した平成18年度の学習教育目標・学習成果の達成度評価結果は，

準学士課程５学年では，３学科についてはすべての項目について全員（編入学生，留学生を除く）が

達成度水準を満足していた。準学士課程１学科では対応が遅れ，すべての教科を修得しても達成度水

準を満足しない状況であった。また専攻科課程２学年では，学生への指導が十分徹底していなかった

ために達成度水準の達成比率が低い項目があった（資料６－１－②－１）。これらについては，授業

内容の見直し（資料５－１－①－20）や指導の徹底（資料６－１－①－９，10）により，平成19年度

は改善される見込みである。 

 

 
 

この取り組みはまだ不十分であるので，教育の成果･効果が上がっていることを裏付ける目的で，

他のいくつかの状況について分析した。 

資料６－１－②－１

学習教育目標・学習成果の達成度評価結果 

 

平成18年度卒業・修了生の学習教育目標・学習成果の達成度評価

【準学士課程】平成18年度卒業生

A1 A2 A3 B1 B2 B3 C1 C2 C3 C4 D1 D2 D3 D4 D5 E1 E2 E3 E4 E5 E6 F1 F2 F3

準学士課程の達成度水準
1-3 1,2 1-3 日1,2

英1,2
日1,2
英1,2

日1-3 2項目
以上

2項目
以上

3項目
以上

1-7 1-3 1-3 1,2 1 1,2 1,2 1,2 1-3 1,2 1,2 1-3 1,2 1-4 1-3

電子制御工学科における
H18年度の達成度対応状況

1-3 1,2 1-3 日1,2
英1,2

日1,2
英1,2

日 3,4 2項目
以上

2項目
以上

3項目
以上

1-7 1-3 1-3 1,2 1 1,2 4 1,2 2,3 1 1-3 1,2 1-4 1-3

達成度水準を満足した人数
40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40

達成比率（％）
100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

達成度水準を満足した人数
42 42 42 44 44 44 44 44 44 44 44 44 44 44 44 44 44 44 44 44 44 44 44 44

達成比率（％）
95% 95% 95% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

達成度水準を満足した人数
30 30 30 33 33 33 33 33 33 33 33 33 33 33 33 33 33 33 33

達成比率（％）
91% 91% 91% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

達成度水準を満足した人数
41 41 41 42 42 42 41 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42

達成比率（％）
98% 98% 98% 100% 100% 100% 98% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

達成度水準を満足した人数
153 153 153 159 159 126 158 159 159 159 159 159 159 159 159 126 159 126 126 126 159 159 159 159

達成比率（％）
96% 96% 96% 100% 100% 79% 99% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 79% 100% 79% 79% 79% 100% 100% 100% 100%

【専攻科課程】平成18年度修了生

A1 A2 A3 B1 B2 B3 C1 C2 C3 C4 D1 D2 D3 D4 D5 E1 E2 E3 E4 E5 E6

専攻科課程の達成度水準
1-4 1-4 1-4 日1-3

英1-3
日1-3
英1-3

日1-4 3項目
以上

2項目
以上

4項目
以上

1-8 1-4 1-4 1-3 1,2 1-3 1-3 1-3 1-3 1,2 1,2 1-3

達成度水準を満足した人数
10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 3 10 10

達成比率（％）
100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 30% 100% 100%

達成度水準を満足した人数
8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 6 8 8 8 8 8 8 7 5 8 8

達成比率（％）
100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 75% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 88% 63% 100% 100%

達成度水準を満足した人数
18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 16 18 18 18 18 18 18 17 8 18 18

達成比率（％）
100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 89% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 94% 44% 100% 100%

※ 学習教育目標Ａは第２学年までに達成度水準を満足するために、第４学年への編入学生（電子工学科１名、電子制御工学科２名、情報工学科１名）および第３学年に入
学の留学生（電子工学科１名、電子制御工学科１名）はこれを満足しない。情報工学科の編入学生１名は、同様の理由によりC1を満足しない。

合　　計

159

合　　計

18

情報制御システム
工学専攻

8

電子通信システム
工学専攻

10

Ｄ Ｅ

人数

学習教育目標・学習成果
Ａ Ｂ Ｃ

学習教育目標・学習成果
Ａ Ｂ Ｃ

人数

Ｄ Ｅ F

電子工学科

44

情報通信工学科

40

情報工学科

42

電子制御工学科

33

（出典 平成19年5月7日 第2回教務委員会資料）
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(1) 単位取得の状況 

準学士課程の過去５年間の必修科目単位取得率（資料６－１－②－２），および専攻科課程の設置

後３年間の単位取得率（資料６－１－②－３），共に毎年95％前後と，いずれも高い比率を保ってい

る。 

 

資料６－１－②－２

準学士課程必修科目単位修得率（１／３） 

平成１8年度 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 学科計
履修単位数 1462 1564 1428 1425 1341 7220
修得単位数 1307 1351 1383 1295 1289 6625
追認可（内数） 3 3
修得率 89.4% 86.4% 96.8% 90.9% 96.1% 91.8%
履修単位数 1496 1564 1510 2775 1593 8938
修得単位数 1323 1372 1457 2679 1583 8414
追認可（内数） 2 2
修得率 88.4% 87.7% 96.5% 96.5% 99.4% 94.1%
履修単位数 1496 1190 1124 1317 1218 6345
修得単位数 1306 925 993 1229 1095 5548
追認可（内数） 10 10
修得率 87.3% 77.7% 88.3% 93.3% 89.9% 87.4%
履修単位数 1530 1156 1395 1589 1530 7200
修得単位数 1442 1089 1350 1533 1463 6877
追認可（内数） 0
修得率 94.2% 94.2% 96.8% 96.5% 95.6% 95.5%

履修単位数 29703
（１８年度は、一般単位追認試験の結果を含まない） 修得単位数 27464

修得率 92.5%

情報工学科

情報通信工
学科

電子工学科

電子制御工
学科

年度計

 

 

平成１７年度 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 学科計
履修単位数 1462 1564 1190 528 975 5719
修得単位数 1388 1467 1172 526 947 5500
追認可（内数） 55 41 12 44 20 172
修得率 94.9% 93.8% 98.5% 99.6% 97.1% 96.2%
履修単位数 1428 1530 1666 1150 897 6671
修得単位数 1376 1510 1629 1121 874 6510
追認可（内数） 49 28 32 37 0 146
修得率 96.4% 98.7% 97.8% 97.5% 97.4% 97.6%
履修単位数 1462 1292 1258 773 640 5425
修得単位数 1375 1107 1133 748 596 4959
追認可（内数） 59 45 31 38 0 173
修得率 94.0% 85.7% 90.1% 96.8% 93.1% 91.4%
履修単位数 1428 1360 1564 989 688 6029
修得単位数 1308 1344 1511 973 688 5824
追認可（内数） 35 44 34 32 0 145
修得率 91.6% 98.8% 96.6% 98.4% 100.0% 96.6%

履修単位数 23844
修得単位数 22793
修得率 95.6%

情報通信工
学科

電子工学科

電子制御工
学科

情報工学科

年度計
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資料６－１－②－２

準学士課程必修科目単位修得率（２／３） 

平成１６年度 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 学科計
履修単位数 1496 1224 1462 1032 1000 6214
修得単位数 1418 1168 1436 960 996 5978
追認可（内数） 9 20 28 51 0 108
修得率 94.8% 95.4% 98.2% 93.0% 99.6% 96.2%
履修単位数 1428 1530 1496 1204 851 6509
修得単位数 1423 1530 1465 1106 851 6375
追認可（内数） 11 10 16 38 0 75
修得率 99.6% 100.0% 97.9% 91.9% 100.0% 97.9%
履修単位数 1428 1258 1292 912 660 5550
修得単位数 1367 1192 1232 787 656 5234
追認可（内数） 10 28 16 10 0 64
修得率 95.7% 94.8% 95.4% 86.3% 99.4% 94.3%
履修単位数 1428 1564 1394 1056 640 6082
修得単位数 1425 1542 1392 1046 640 6045
追認可（内数） 9 20 10 12 0 51
修得率 99.8% 98.6% 99.9% 99.1% 100.0% 99.4%

履修単位数 24355
修得単位数 23632
修得率 97.0%

年度計

情報工学科

電子制御工
学科

情報通信工
学科

電子工学科

 

 

平成１５年度 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 学科計
履修単位数 1462 1530 1564 1008 1025 6589
修得単位数 1308 1512 1488 931 997 6236
追認可（内数） 16 22 42 17 6 103
修得率 89.5% 98.8% 95.1% 92.4% 97.3% 94.6%
履修単位数 1496 1496 1598 1064 966 6620
修得単位数 1429 1465 1538 1042 943 6417
追認可（内数） 18 26 22 16 0 82
修得率 95.5% 97.9% 96.2% 97.9% 97.6% 96.9%
履修単位数 1496 1258 1088 936 540 5318
修得単位数 1454 1227 1036 864 540 5121
追認可（内数） 45 40 52 16 0 153
修得率 97.2% 97.5% 95.2% 92.3% 100.0% 96.3%
履修単位数 1462 1428 1462 1066 656 6074
修得単位数 1445 1397 1452 1041 656 5991
追認可（内数） 13 22 30 14 0 79
修得率 98.8% 97.8% 99.3% 97.7% 100.0% 98.6%

履修単位数 24601
修得単位数 23765
修得率 96.6%

年度計

情報工学科

情報通信工
学科

電子工学科

電子制御工
学科
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資料６－１－②－２

準学士課程必修科目単位修得率（３／３） 

平成１４年度 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 学科計
履修単位数 1428 1700 1564 1056 975 6723
修得単位数 1416 1553 1478 987 971 6405
追認可（内数） 30 40 16 60 4 150
修得率 99.2% 91.4% 94.5% 93.5% 99.6% 95.3%
履修単位数 1462 1666 1292 1232 874 6526
修得単位数 1392 1541 1239 1200 874 6246
追認可（内数） 16 27 44 34 0 121
修得率 95.2% 92.5% 95.9% 97.4% 100.0% 95.7%
履修単位数 1462 1156 1292 696 700 5306
修得単位数 1398 1101 1210 664 700 5073
追認可（内数） 45 22 58 36 0 161
修得率 95.6% 95.2% 93.7% 95.4% 100.0% 95.6%
履修単位数 1462 1428 1394 1066 656 6006
修得単位数 1447 1413 1372 1046 656 5934
追認可（内数） 6 22 0 32 0 60
修得率 99.0% 98.9% 98.4% 98.1% 100.0% 98.8%

履修単位数 24561
修得単位数 23658
修得率 96.3%

年度計

情報工学科

情報通信工
学科

電子工学科

電子制御工
学科

 

 

（出典 学生課教務係）
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資料６－１－②－３

専攻科課程単位修得率 

 

平成１8年度 １年 ２年 専攻計
履修単位数 398 232 630
修得単位数 382 230 612
修得率 96.0% 99.1% 97.1%
履修単位数 466 216 682
修得単位数 445 198 643
修得率 95.5% 91.7% 94.3%

履修単位数 1312
修得単位数 1255
修得率 95.7%

平成１7年度 １年 ２年 専攻計
履修単位数 426 230 656
修得単位数 418 222 640
修得率 98.1% 96.5% 97.6%
履修単位数 409 244 653
修得単位数 367 230 597
修得率 89.7% 94.3% 91.4%

履修単位数 1309
修得単位数 1237
修得率 94.5%

平成１6年度 １年 ２年 専攻計
履修単位数 398 － 398
修得単位数 374 － 374
修得率 94.0% － 94.0%
履修単位数 389 － 389
修得単位数 371 － 371
修得率 95.4% － 95.4%

履修単位数 787
修得単位数 745
修得率 94.7%

年度計

電子通信
システム工学

情報制御
システム工学

年度計

電子通信
システム工学

年度計

電子通信
システム工学

情報制御
システム工学

情報制御
システム工学

 

 

（出典 学生課教務係）
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(2) 進級・卒業・修了の状況 

各学年の進級・卒業・修了の在籍者数に対する割合は，過去５年間の集計結果を見ると，概ね95％

前後となっている（資料６－１－②－４）。 

 

資料６－１－②－４

進級・卒業・修了の状況（１／２） 

進級・卒業・修了状況（過去5年間）

準学士課程　全学年 専攻科課程　全学年
卒業・修了年度 平成14 平成15 平成16 平成17 平成18 合計 平成16 平成17 平成18 合計

入学時人数 820 821 821 829 829 4120 18 38 41 97
休学者数 3 1 4 4 12 1 3 4
退学者数 20 26 16 26 24 112 1 1 2
原級留置者数
（含 休学者）

18 13 13 26 38 108 1 2 3

進級・卒業・修了者数 782 782 792 777 767 3900 18 36 38 92
進級・卒業・修了率 95.4% 95.2% 96.5% 93.7% 92.5% 94.7% 100.0% 94.7% 92.7% 94.8%

進級・卒業・修了状況（各年度）
平成18年度

準学士課程 専攻科課程
学年 １学年 2学年 ３学年 ４学年 ５学年 全学年 1学年 2学年 全学年

在籍者数 176 161 160 169 163 829 21 20 41
休学者数 1 2 1 4 1 2 3
退学者数 4 6 8 4 2 24 1 1
原級留置者数
（含 休学者）

13 16 2 4 3 38 1 1 2

進級・卒業・修了者数 159 139 150 161 158 767 20 18 38
進級・卒業・修了率 90.3% 86.3% 93.8% 95.3% 96.9% 92.5% 95.2% 90.0% 92.7%

平成17年度

準学士課程 専攻科課程
学年 １学年 2学年 ３学年 ４学年 ５学年 全学年 1学年 2学年 全学年

在籍者数 170 169 167 170 153 829 20 18 38
休学者数 1 1 1 1 4 1 1
退学者数 3 6 9 7 1 26 1 1
原級留置者数
（含 休学者）

12 6 2 3 3 26 1 1

進級・卒業・修了者数 155 157 156 160 149 777 19 17 36
進級・卒業・修了率 91.2% 92.9% 93.4% 94.1% 97.4% 93.7% 95.0% 94.4% 94.7%

平成16年度

準学士課程 専攻科課程
学年 １学年 2学年 ３学年 ４学年 ５学年 全学年 1学年 2学年 全学年

在籍者数 170 167 166 168 150 821 18 18
休学者数 1 1
退学者数 1 1 6 8 16
原級留置者数
（含 休学者）

2 2 2 7 13

進級・卒業・修了者数 167 164 158 153 150 792 18 18
進級・卒業・修了率 98.2% 98.2% 95.2% 91.1% 100.0% 96.5% 100.0% 100.0%  
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資料６－１－②－４

進級・卒業・修了の状況（２／２） 

平成15年度

準学士課程
学年 １学年 2学年 ３学年 ４学年 ５学年 全学年

在籍者数 174 168 168 160 151 821
休学者数 2 1 3
退学者数 7 4 10 4 1 26
原級留置者数
（含 休学者）

2 2 1 7 1 13

進級・卒業・修了者数 165 162 157 149 149 782
進級・卒業・修了率 94.8% 96.4% 93.5% 93.1% 98.7% 95.2%

３年生退学１０名には死亡１名を含む

平成14年度

準学士課程
学年 １学年 2学年 ３学年 ４学年 ５学年 全学年

在籍者数 171 175 163 158 153 820
休学者数
退学者数 1 8 9 2 20
原級留置者数
（含 休学者）

6 4 3 5 18

進級・卒業・修了者数 164 163 151 151 153 782
進級・卒業・修了率 95.9% 93.1% 92.6% 95.6% 100.0% 95.4%

 

（出典 学生課教務係）
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卒業（修了）率は，準学士課程では在籍者数に対する87％程度，専攻科課程では95％程度であり，

いずれも高い水準を維持しているといえる。（資料６－１－②－５）。 

 

 

資料６－１－②－５

卒業率（１／２） 

在籍者数に対する卒業率（過去5年間のまとめ）

学科･専攻 入学者数 転科人数 編入学数 留学生数 計 卒業人数 （内留年生） 卒業率

情報通信工学科 209 14 3 1 227 197 (14) 86.8%
電子工学科 210 10 7 5 232 198 (10) 85.3%
電子制御工学科 210 -27 6 3 192 158 (8) 82.3%

情報工学科 210 3 5 6 224 206 (7) 92.0%

合　　計 839 0 21 15 876 759 (39) 86.6% 取得人数 取得率
電子通信工学専攻 19 0 0 0 19 18 94.7% 17 94.4%
情報制御工学専攻 18 0 0 0 18 17 94.4% 16 94.1%

合　　計 37 0 0 0 37 35 94.6% 33 94.3%

在籍者数に対する卒業率（各年度）
平成１８年度 平成１９年３月卒業・修了生

学科･専攻 入学者数 転科人数 編入学数 留学生数 計 卒業人数 （内留年生） 卒業率

情報通信工学科 42 2 44 40 (2) 90.9%
電子工学科 42 5 1 1 49 44 (1) 89.8%
電子制御工学科 42 -6 2 38 33 (3) 86.8%

情報工学科 42 -1 1 2 44 41 (2) 93.2%

合　　計 168 0 4 3 175 158 (8) 90.3% 取得人数 取得率
電子通信工学専攻 10 10 10 100.0% 9 90.0%
情報制御工学専攻 9 9 8 88.9% 7 87.5%

合　　計 19 19 18 94.7% 16 88.9%

平成１７年度 平成１８年３月卒業・修了生

学科･専攻 入学者数 転科人数 編入学数 留学生数 計 卒業人数 （内留年生） 卒業率

情報通信工学科 42 2 44 38 (1) 86.4%
電子工学科 42 5 47 38 80.9%
電子制御工学科 42 -8 2 36 30 (3) 83.3%

情報工学科 42 1 2 2 47 43 91.5%

合　　計 168 0 4 2 174 149 (4) 85.6% 取得人数 取得率
電子通信工学専攻 9 9 8 88.9% 8 100.0%
情報制御工学専攻 9 9 9 100.0% 9 100.0%

合　　計 18 18 17 94.4% 17 100.0%

平成１６年度 平成１７年３月卒業生

学科･専攻 入学者数 転科人数 編入学数 留学生数 計 卒業人数 （内留年生） 卒業率

情報通信工学科 42 8 50 40 (4) 80.0%
電子工学科 42 -3 1 2 42 37 (4) 88.1%
電子制御工学科 42 -5 2 2 41 33 (2) 80.5%
情報工学科 42 1 43 40 93.0%

合　　計 168 0 4 4 176 150 (10) 85.2%

学位取得

学位取得

学位取得
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資料６－１－②－５

卒業率（２／２） 

 

平成１５年度 平成１６年３月卒業生

学科･専攻 入学者数 転科人数 編入学数 留学生数 計 卒業人数 （内留年生） 卒業率

情報通信工学科 41 2 1 1 45 40 (2) 88.9%
電子工学科 42 5 3 50 41 (2) 82.0%
電子制御工学科 42 -9 33 27 81.8%
情報工学科 42 2 2 46 41 (2) 89.1%

合　　計 167 0 4 3 175 149 (6) 85.1%

平成１４年度 平成１５年３月卒業生

学科･専攻 入学者数 転科人数 編入学数 留学生数 計 卒業人数 （内留年生） 卒業率

情報通信工学科 42 2 44 39 (5) 88.6%
電子工学科 42 -2 2 2 44 38 (3) 86.4%
電子制御工学科 42 1 1 44 35 79.5%
情報工学科 42 1 1 44 41 (3) 93.2%

合　　計 168 0 5 3 176 153 (11) 86.9%

（出典 学生課教務係）
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(3) 資格取得の状況 

平成15年度から実施している，資格取得により単位を認定する「課題研究による単位取得の認定」

制度（資料５－１－②－３）を利用して年間数十名が資格を取得しており，年々増加傾向にある。平

成18年度には，延べ約70名が資格取得している（資料６－１－②－６）。 

 

 
 

資料６－１－②－６

資格取得人数（準学士課程）（１／２） 

平成18年度

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5
ディジタル技術検定２級情報部門 7 1 2 10
ディジタル技術検定２級制御部門 1 10 1 12
ディジタル技術検定１級制御部門 1 1
情報処理活用能力検定２級 1 1 2
初級システムアドミニストレータ試験 1 1 3 1 6
電気通信主任技術者試験（線路） 1 1
工事担当者試験ディジタル第１種 1 1
基本情報処理技術者試験 1 6 2 9
TOEIC(730以上) 1 1
TOEIC(600-729) 2 2
TOEIC(450-599) 2 1 3 6
TOEIC(400-449) 1 4 3 1 1 6 1 17

0 0 0 6 4 0 0 7 5 3 0 0 1 12 3 0 0 1 22 4

平成17年度

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5
実用英語技能検定準２級 1 1 2
デイジタル技術検定２級情報部門 1 4 5 10
デイジタル技術検定２級制御部門 1 2 11 14
基本情報処理技術者試験 2 4 2 8
情報処理活用能力検定２級 2 1 3
初級システムアドミニストレータ試験 1 3 4
陸上無線技術士試験１級 1 1
TOEIC(730以上) 2 2
TOEIC(600-729) 1 1
TOEIC(450-599) 1 1 1 3
TOEIC(400-449) 3 2 1 1 1 8

0 0 2 4 3 1 0 3 20 1 0 0 0 8 0 0 0 6 5 3

　　　　　　　　学科・学年
資格名

情報通信工学科 電子工学科 電子制御工学科

合　　　計 56
9 25 8 14

情報工学科
合計

情報工学科
合計

　　　　　　　　学科・学年
資格名

情報通信工学科 電子工学科 電子制御工学科

合　　　計 68
10 15 16 27
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資料６－１－②－６

資格取得人数（準学士課程）（２／２） 

平成16年度

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5
実用英語技能検定２級 1 1
実用英語技能検定準２級 1 1 4 6
デイジタル技術検定２級情報部門 2 2
デイジタル技術検定２級制御部門 4 1 1 6
基本情報処理技術者試験 4 1 5
ソフトウエア開発技術者試験 1 1
初級システムアドミニストレータ試験 1 1 2
画像処理技能検定（マルチメデイ ア部門）２級 1 1
CG検定２級 1 1
陸上無線技術士２級 1 1
工事担任者試験デイジタル第１種 1 1
ＴＯＥＩＣ(730以上) 2 2
ＴＯＥＩＣ(600-729) 1 1
ＴＯＥＩＣ(450-599) 1 1
ＴＯＥＩＣ(400-449) 1 1 1 3

0 0 1 1 1 1 0 0 6 3 0 0 1 3 1 0 1 5 7 3

平成15年度

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5
実用英語技能検定２級 1 1 2
実用英語技能検定準２級 1 1 1 1 1 1 6
ディジタル技術検定２級情報部門 1 1 2
ディジタル技術検定２級制御部門 1 1 2
基本情報処理技術者試験 1 11 12
初級システムアドミニストレータ試験 1 1 1 3
CG検定２級 1 1
第２級陸上無線技術士 1 1
TOEIC(730以上) 2 1 3
TOEIC(600-729) 1 1 2
TOEIC(450-599) 1 1 1 3
TOEIC(400-449) 1 2 1 4

0 0 1 0 0 0 2 1 7 6 0 1 1 1 0 0 1 2 16 2

　　　　　　　　学科・学年
資格名

情報通信工学科 電子工学科 電子制御工学科

合　　　計 41
1 16 3 21

電子工学科 電子制御工学科

情報工学科
合計

情報工学科
合計

合　　　計 34
3 10 5 16

　　　　　　　　学科・学年
資格名

情報通信工学科

 

（出典 学生課教務係）
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(4) 各種コンペティション等の受賞内容 

「アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト」では，毎年地区大会に出場する２チーム

が共に各賞を受賞し，好成績を収めている。さらに平成18年度まで８年連続で全国大会に出場し，12

年度，13年度には史上初の連続優勝，16年度には準優勝，18年度には史上初の優勝とロボコン大賞の

ダブル受賞を成し遂げ，全国トップクラスの戦績を残している（資料６－１－②－７，８）。 

 

 
 

資料６－１－②－７

「アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト」でのこれまでの成績 

回 年
数 度 開催日 当番校 開催日

A ：ＡＲＫ（優勝） A ：ＡＲＫ
B ：蒼天（技術賞・特別賞） 　　　（優勝・ロボコン大賞）
A ：Caravan　（優勝） A ：Caravan
B ：大和　（２回戦敗退）　（アイデア賞） 　　　（ベスト８）
A ：Fever　（優勝） A ：Fever
B ：飛翔　（２回戦敗退） 　　　（準優勝）
A ：A（エース）　（優勝） A ：A（エース）
B ：轟天　（準優勝） 　　　（ベスト４）
A ：チャレンジTAKUMA　（準優勝） A ：チャレンジTAKUMA
B ：蜘蛛侠　（特別賞） 　　　（２回戦敗退）
A ：チャレンジャー　（優勝） A ：チャレンジャー
B ：海里　（準優勝） 　　　（優勝）
A ：ミレニアム・リサイクラー　（準優勝） A ：ミレニアム・リサイクラー

　　　　　　　　　　（パフォーマンス賞） 　　　（優勝）
B ：蕾開花　（特別賞）
A ：クリテイカルポイント　（優勝） A ：クリテイカルポイント
B ：Jump　ｔｏ　２０００　（準優勝） 　　　（２回戦敗退）

H11.11.28

アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト

12 11 H11.10.31 高　知

H13.11.25

13 12 H12.10.22 高　松 H12.12.3

14 13 H13.10.28 阿　南

H15.11.23

15 14 H14.10.20 弓　削 H14.11.24

16 15 H15.11.2 詫　間

H18.11.26

H17.12.4

17 16 H16.10.24 新居浜 H16.11.28

18 17 H17.11.6 高　知

19 H18 H18.11.5 高　松

本校チームの成績
地　区　大　会

本校チームの成績
全　国　大　会

 

（出典 学生課学生支援係）
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資料６－１－②－８

「アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト 2006」全国大会の結果（１／２） 

 

 



詫間電波工業高等専門学校 基準６ 

- 357 - 

 
 

資料６－１－②－８

「アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト 2006」全国大会の結果（２／２） 

 

（出典 ＮＨＫ ロボコン公式ホームページ）
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「高等専門学校プログラミングコンテスト」でも，平成17年度競技部門の準優勝をはじめ，審査員

特別賞を４回獲得するなど，毎年各賞を受賞している（資料６－１－②－９）。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６－１－②－９

「高等専門学校プログラミングコンテスト」でのこれまでの成績 

 

回数 年度 開　催　日 主管高専 部　門 出場作品 審査結果
QaRuta －Evolutional かるた－

敢闘賞

すごろびっくす
　－どうせならゲームと運動一緒にしたいね－

予選落ち

自由部門 ＄フィン ファンタジー 優秀賞
競技部門 Puta ２回戦敗退
課題部門 地図情報システム 予選落ち

ALICE 予選落ち
ひゃくｍａｔｈ．　ネット 審査員特別賞

競技部門 かぴなんざぐわ 準優勝
課題部門 ばーちゃるママ＠ｈｏｍｅ 審査員特別賞
自由部門 似テら　ー君の見た目ー 敢闘賞
競技部門 GerechtErde １回戦敗退
課題部門 ヴァーチャル打！　ーあの球を打てー 敢闘賞

審査委員特別賞
学生交流企画賞

競技部門 T-K2S ２回戦敗退
審査委員特別賞
学生交流企画賞

競技部門 The　Goto １回戦敗退

競技部門 CUM　～Clear　UP　ｔｈｅ　Mess～ １回戦敗退

敢闘賞

高等専門学校プログラミングコンテスト

自由部門 Planet＠リズム

課題部門 飛ぶ人間コンテスト　ー君の見た空ー
石川　高専

鶴岡　高専

自由部門米子　高専

課題部門
お年寄りとその家族のための介護コミュ
ニケーション手帳

平成１７年１０月　９日（日）
～１０日（月）

H17

平成１５年１０月１１日（土）
～１２日（日）

H15

平成１３年１０月１３日（土）
～１４日（日）

H13

新居浜高専

東京　高専

課題部門

12

14

平成１４年１０月１１日（金）
～１２日（土）

H1413

16

平成１６年１０月　９日（土）
～１０日（日）

H1615

17 H18
平成１８年１０月７日（土），
～８日（日）

茨城　高専

 

（出典 学生課学生支援係）
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四国の学生を対象にした新事業の提案コンペ「キャンパスベンチャーグランプリSHIKOKU」におい

ても，第１回（15年度）から毎年各賞を受賞しており，平成18年度には，最優秀賞と優秀賞を本校が

独占した。最優秀賞を受賞したチームは全国大会に出場し，審査員特別賞を受賞した（資料６－１－

②－10，11，12）。 

 

 
 

資料６－１－②－10

「キャンパスベンチャーグランプリ SHIKOKU」でのこれまでの受賞 

回数 年度 賞 受賞テーマ
最優秀賞
【全国大会】審査員特別賞

図書館利用者カードを忘れても大丈夫「リメンバーコード」

優秀賞・
四国経済産業局長賞

ファンタジックセラピーシステムの開発

優秀賞 ハザードコンパス
奨励賞 ZigBeeを用いた消費エネルギーモニタリングシステムの開発と販売

3 H17 奨励賞 新しいゴミ箱
日刊工業新聞社賞 電動三輪車を用いたソーラーカー
奨励賞 電磁誘導方式による視覚障害者歩行支援システムの開発
佳作 新しい防犯システム

1 H15 佳作 放送局案内装置

キャンパスベンチャーグランプリSHIKOKU

H162

H184

（出典 地域交流室資料）
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資料６－１－②－11

「第４回キャンパスベンチャーグランプリ SHIKOKU」の受賞者一覧 

 

（出典 日刊工業新聞 キャンパスベンチャーグランプリ公式サイト）
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資料６－１－②－12

「第３回キャンパスベンチャーグランプリ全国大会」の受賞者一覧 

 

（出典 日刊工業新聞 キャンパスベンチャーグランプリ公式サイト）
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（分析結果とその根拠理由）  

平成18年度末に実施した学習教育目標・学習成果の達成度評価結果から，準学士課程３学科につい

ては卒業時の達成目標水準を満たす教育の成果･効果が上がっている。準学士課程１学科および専攻

科では取り組みや達成目標水準の達成比率が十分ではなかったが，平成19年度は改善される見込みで

ある。また，単位取得の状況や進級・卒業・修了の状況が良好であり，さらに資格試験合格者が年々

増加していることや，ロボットコンテストやキャンパスベンチャーグランプリなどにおける極めて優

秀な成績から判断して，「創造性ある実践的な電子情報系技術者の育成」を使命として掲げた本校の

教育の成果や効果が十分に上がっている。 

 

 

 

観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 

進学・就職の状況は，準学士課程では平成16年度以降進学率が増加傾向にあり，平成18年度に低下

したが依然として平成15年度以前の進学率を上回っている。就職浪人等（その他）の割合は減少して

おり，進学・就職率はほぼ100％となっている。専攻科課程では17，18年度の２年間で３名が大学院

に進学し，32名が就職しており，進学・就職率は100％であった（資料６－１－③－１）。 

進学先は，準学士課程のほとんどが国公立大学工学部か高専専攻科であり，数名が私立大学や専門

学校に進学している。専攻科課程では，進学者全員が国立大学の大学院に進学している。そのほとん

どが電子情報系学科・専攻であり，他分野へは，平成18年度の専攻科修了生１名が教育系大学大学院

に進学したのみである。就職先は，準学士課程，専攻科課程共に電子機器・エンジニアリング関連や

製造業などが多く，そのほとんどが電子･情報関連の技術を生かせる民間企業である（資料６－１－

③－２，３）。 

 

 

資料６－１－③－１

進学率・就職率 

進学・就職の状況

準学士課程 専攻科課程
年度 平成14 平成15 平成16 平成17 平成18 合計 平成17 平成18 合計

卒業・修了者数 153 149 150 149 158 759 17 18 35
進学者数 65 63 84 84 75 371 2 1 3
進学率 42.5% 42.3% 56.0% 56.4% 47.5% 48.9% 11.8% 5.6% 8.6%
就職者数 82 81 62 63 82 370 15 17 32
就職率 53.6% 54.4% 41.3% 42.3% 51.9% 48.7% 88.2% 94.4% 91.4%
その他 6 5 4 2 1 18 0 0 0
その他の率 3.9% 3.4% 2.7% 1.3% 0.6% 2.4% 0.0% 0.0% 0.0%  

（出典 学生課学生支援係）
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資料６－１－③－２

進路状況（平成 18 年度）（１／２） 
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資料６－１－③－２

進路状況（平成 18 年度）（２／２） 

 

（出典 平成19年度 学校要覧）
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（分析結果とその根拠理由）  

進学・就職率はほぼ100％であり，その内訳は本校の各学科・専攻（すべて電子・情報系）が養成

する人材像や専門性が活かされる進学先・就職先となっている。これらの結果から判断して，本校の

教育目的が意図する成果や効果が上がっているといえる。 

 

資料６－１－③－３

進路状況（平成 17・18 年度・専攻科課程） 

就職／進学の別

31, 91%

3, 9% 0, 0%

就職

進学

その他

 

専攻科修了生の就職先（産業別）

8, 27%

5, 16%

4, 13% 0, 0%

6, 19%
1, 3%

6, 19%

1, 3%
製造

エンジニア

コンピュータ

情報通信

電子機器

サービス

電力・ガス

その他（就職）

 

専攻科修了生の進学先

0, 0%

1, 33%
0, 0%

2, 67%

国公立大学院
（電子情報系）

私立大学院
（電子情報系）

大学院　　　
（その他）

その他（進学）

 

（出典 学生課資料）
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観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等，学生からの意見聴取の結果から判断して，教育

の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

本校では専攻科課程は平成17年度より，準学士課程については平成18年度から学生による学習達成

度評価の取り組みを行っている。準学士課程の３・５学年，および専攻科課程２学年の学生に学習・

教育目標に対する達成度自己評価アンケート（資料６－１－④－１，２）を実施している。準学士課

程については教育改善専門部会が，専攻科課程については専攻科委員会が平成19年２月に実施したア

ンケートの集計および分析を行った。 

資料６－１－④－１

学習・教育目標に対する達成度自己評価アンケート用紙（準学士課程の例） 

A

A1 技術者としての責任を果たす能力（技術者倫理規定）

A2 人類の福祉に貢献できる能力（文化，社会及びその歴史）

A3 物事の良し悪しを根拠を示して判断できる能力

B

B1 相手の意図を理解できる能力　（日本語）

B1 相手の意図を理解できる能力　（英語）

B2 自分の考えを相手に伝える能力　(日本語）

B2 自分の考えを相手に伝える能力　(英語）

B3 役割を分担し，相互に協力して作業できる能力　（日本語）

C

C1 情報機器を活用して情報収集ができる能力

C2 情報機器を活用して情報分析ができる能力

C3 情報機器を活用して文書作成ができる能力

C4 情報機器を活用して口頭発表ができる能力

D

D1 数学，自然科学に関する知識

D2 専門技術に関する知識

D3 幅広い知識

D4 技術の変遷を予測できる能力

D5 自ら学ぶ姿勢

E

E1 計画を立案できる能力

E2 回路又はシステムを設計できる能力

E3

E4 回路又はシステムの問題点を見つけることができる能力

E5 問題点を解決できる能力

E6 粘り強く取り組む姿勢

Ｆ

F1 運動能力の維持向上に努める姿勢

F2 団体の規律を守る姿勢

F3 他の学生と協調しながら積極的にスポーツに取り組む姿勢

１項目以下 ２項目該当

１項目以下 ２項目該当

１項目以下 ２項目該当

１項目以下 ２項目該当

４項目以下 ５項目該当 ６項目該当 ７項目該当 ８項目該当

◇ 別紙の「学習･教育目標，学習成果，達成度基準」を参照しながら，各学習成果に対する達成度基準の項目が，どの程度自分に
該当しているかを，それぞれの学習成果ごとに１箇所だけ×印を入れてください。

４項目該当 ５項目該当

４項目該当 ５項目以上

３項目該当 ４項目該当 ５項目該当

５項目以上

４項目該当

４項目該当

３項目該当

技術者としての基礎知識を身につけ，高度な関連技術を修得
し，広い視野を持って技術の発展に対応できるようになる。

運動能力の維持向上に努め，規律正しい団体行動がとれるようになる。

３項目該当

３項目該当

３項目該当

与えられた課題を達成する手段を設計し，粘り強く問題解決に
取り組むことができるようになる。

回路を組み立てることができる能力，又はシステムを構築できる能力

３項目該当

１項目以下 ２項目該当 ４項目該当

１項目以下 ２項目該当

学習目標に対する達成度の自己評価アンケート

回答欄

情報機器を活用して情報収集や情報分析，文書作成，口頭発表
ができるようになる。

技術者としての責任を自覚し，人類の福祉に貢献できる倫理観
を身に付ける。

日本語及び英語で共同作業を良好に行うことができる。

学習・教育目標，学習成果

 
（出典 平成18年11月13日 第9回教務委員会資料，

平成19年2月14日 第12回教務委員会資料）
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資料６－１－④－２

学習・教育目標に対する達成度自己評価アンケート用紙（専攻科課程の例（抜粋）） 

 

専攻名：　　　　　　　　　　　　システム専攻　　氏名：

専攻科の教育理念

 開校精神を核としてもち、それに加えて、

国際的なコミュニケーション能力
高いレベルの能

力を有する
能力がある 判定できない 能力がない

 と

創造的技術開発能力
高いレベルの能

力を有する
能力がある 判定できない 能力がない

 と

技術者倫理・責任自覚能力
高いレベルの能

力を有する
能力がある 判定できない 能力がない

 とを備えた高度開発型実践技術者を養成する。

本校の学習・教育目標

A

① 技術者としての責任を果たす能力（技術者倫理規定）

　　1) 安全で有用なものを作ることの大切さを知っている。（技術者の使命）
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

　　2) 環境を保全しつつ地球資源を有効に活用することの大切さを理解している。（環境）
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

　　3) 人間同士の相互了解を確認しあうことの大切さを知っている。（歴史，文化）
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

　　4) 生命を尊重し，自他の幸福を願う姿勢が身についている。（人倫）
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

② 人類の福祉に貢献できる能力（文化，社会及びその歴史）

　　1) 技術者は公衆に対して責任を負う立場にあることを知っている。
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

　　2) 技術者は有用で安全な技術を提供しなければならないことを知っている。
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

　　3) 技術の有用性とリスクを示すことができる。
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

　　4) 公衆の安全を最優先する姿勢を身に付けている。
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

③ 物事の良し悪しを根拠を示して判断できる能力

　　1) 事例において，何が問題か説明できる。
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

　　2) 事例を通して，他者の体験をわがものとしている。
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

　　3) 公衆の安全，福祉，健康及び環境保全を優先して判断できる。
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

　　4) 判断を多様な価値観から評価できる。
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

B

① 相手の意図を理解できる能力

　　1) 相手の発言を正しく理解しようという態度を持っている。
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

　　2) 発言の内容を文法や語彙の面から正しく聞き取り，理解できる。
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

　　3) 対話の状況と内容から，相手の意図を正しく理解できる。
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

　　4) 自分の理解を確認するために質問できる。
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

② 自分の考えを相手に伝える能力

　　1) 自分の考えを相手に正しく伝えようという態度を持っている。
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

　　2) 自分の考えを文法や語彙の面から正しく相手に伝えることができる。
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

　　3) 自分の考えが相手に正しく伝わったことを確認できる。
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

③ 役割を分担し，相互に協力して作業できる能力

　　1) 作業の目的を知っている。
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

　　2) 自分の役割を理解できる。
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

　　3) 分担の作業を遂行できる。
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

　　4) 助け合いながらお互いの作業を進めることができる。
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

　　5) 話し合って個々の役割を決めることができる。
高いレベルで該

当する
該当する 判定できない 該当しない

到達度自己評価

技術者としての責任を自覚し，人類の福祉に貢献できる倫理観を身に付ける.

日本語及び英語で共同作業を良好に行うことができる.

　専攻科の教育理念と本校の学習・教育目標に対する到達度の自己評価をお願いします。本調査は専攻科の教育改善のための資料としてのみ
使用します。なお、この調査にかかわる個人情報は公開しませんが、集計結果は公開することがあります。各基準に関する自己評価では対応す
るものに○印をつけてください。[　]の中にはその根拠となる特別研究等での事例を１つ記入して下さい。出来れば、特別研究論文に示している事
例、証拠が明示できる事例を選んで下さい。根拠資料は、できるだけ、下記の記号を使って示して下さい。
　R1　特別研究本論文、　　　　R2　特別研究論文集論文、　　　　R3　中四国研究交流会レジメ、　　　　R4　研究記録

 

（出典 専攻科委員会）
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自己評価がそれぞれの達成度水準（資料６－１－①－１）を満たしている割合を見ると，準学士課

程３学年に比べて５学年がすべての項目で高い。専攻科課程では，その達成度水準が準学士課程より

高いにも関わらず，ほとんどの項目で準学士課程５学年よりも自己評価が高い。また，５学年および

専攻科２学年の自己評価が達成度水準を満たしている割合の平均は，準学士課程で70％程度，専攻科

課程で80％程度となった。準学士課程では全体の平均が50％に満たない項目がいくつかあるが，学科

によるばらつきが大きく，すべての項目で50%を超えている学科もある（資料６－１－④－３）。 

 

資料６－１－④－３

学習・教育目標に対する達成度自己評価が達成度水準を満たしている割合（平成 18 年度実施） 

 

「学習目標に対する達成度の自己評価」が達成度水準を満たしている割合 2007.2実施

専攻科

３学年 ２学年

全体 情報通信 電子 電子制御 情報 全体 全体

45% 62% 80% 61% 67% 68% 97%

78% 92% 95% 84% 83% 89% 94%

38% 68% 73% 35% 49% 58% 71%

76% 69% 91% 81% 74% 79% 80%

52% 45% 75% 56% 45% 56% 67%

73% 74% 95% 80% 77% 82% 81%

46% 38% 61% 48% 41% 47% 56%

52% 64% 82% 65% 66% 70% 92%

81% 87% 98% 97% 91% 93% 96%

75% 90% 95% 88% 90% 91% 86%

54% 64% 75% 81% 80% 75% 94%

11% 5% 57% 10% 24% 26% 82%

45% 59% 77% 66% 56% 65% 71%

41% 51% 80% 50% 56% 60% 79%

64% 72% 95% 78% 80% 82% 80%

72%

53% 55% 88% 50% 65% 66% 70%

66% 76% 95% 82% 83% 85% 92%

50% 74% 88% 61% 78% 76% 81%

21% 43% 70% 36% 35% 47% 83%

57% 63% 95% 69% 79% 78% 87%

62% 72% 95% 79% 78% 81% 97%

30% 41% 67% 30% 36% 45% 81%

76% 85% 93% 88% 67% 83%

24% 44% 66% 35% 35% 46%

48% 62% 77% 81% 50% 67%

53% 62% 83% 64% 63% 69% 82%

※準学士課程３学年についても，５学年と同じく卒業時の達成度水準を満たしている割合を集計した．
※準学士課程のC1～C3以外は，該当すると回答された項目数をレベルの下位から順に該当しているものとして集計した．
※専攻科課程は，達成度水準に対応する各項目について「（高いレベルで）該当する」と回答された割合を平均して集計した．
※専攻科課程のC1～C3については，「（高いレベルで）該当する」と回答された割合の上位から達成度水準の項目数分を平均して
　　集計した．
※準学士課程のD4については，アンケートの解答欄の不備により，今回は集計できなかった．

５学年

E5:問題点を解決できる能力

E4:回路又はシステムの問題点を見つけることができる能力

E6:粘り強く取り組む姿勢

B3:役割を分担し，相互に協力して作業できる能力

D2:専門技術に関する知識

D3:幅広い知識

D4:技術の変遷を予測できる能力

B2:自分の考えを相手に伝える能力(英語）

平　　　　　均

B2:自分の考えを相手に伝える能力(日本語）

A1:技術者としての責任を果たす能力（技術者倫理規定）

A2:人類の福祉に貢献できる能力（文化，社会及びその歴史）

A3:物事の良し悪しを根拠を示して判断できる能力

B1:相手の意図を理解できる能力(日本語)

B1:相手の意図を理解できる能力(英語)

F3:他の学生と協調しながら積極的にスポーツに取り組む姿勢

D1:数学，自然科学に関する知識

D5:自ら学ぶ姿勢

E1:計画を立案できる能力

E2:回路又はシステムを設計できる能力

C1:情報機器を活用して情報収集ができる能力

C2:情報機器を活用して情報分析ができる能力　　　　　　　　　　　　　

C3:情報機器を活用して文書作成ができる能力

C4:情報機器を活用して口頭発表ができる能力

準学士課程

F1:運動能力の維持向上に努める姿勢

F2:団体の規律を守る姿勢

A:技術者として の責 任を自覚し， 人類の福 祉に貢献で きる倫理観を身に付 ける.

B:日本語及び英 語で 共同作 業を良好に行うことがで きる.

C :情報機器を活 用して 情報収集 や情報分析 ，文 書作成， 口頭 発表がで きるようにな る．

D:技術者として の基 礎知識を身につけ，高 度な 関連技 術を修得し， 広い視野 を持って 技術の発 展に対応で きるようにな る．

E:与 え られた課題を達 成する手段を設計 し，粘 り 強く問題解決に取り 組むことがで きるようにな る．

F:運 動能力の維 持向上に努 め， 規律正しい団体 行動がとれるようにな る．

E3:回路を組み立てることができる能力，    又はシステムを構築できる能力

 

（出典 平成19年4月19日 第1回点検評価委員会資料）
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（分析結果とその根拠理由） 

 学生が行う学習･教育目標に対する達成度自己評価アンケート結果から，卒業･修了時の自己評価が

達成度水準を満たしている割合の平均は，準学士課程で70％程度，専攻科課程で80％程度に至ってお

り，学年進行に従って確実に学校の意図する教育の成果や効果が上がっている。 

 

 

 

 

観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先などの関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付

けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか。

また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

平成18年に卒業生を対象に学習･教育目標・学習成果についてのアンケート調査をWeb上で実施し，

広範囲に意見を聴取するよう取り組んでいる。なお専攻科課程は平成18年に第１期修了生を出したば

かりなので，今回の調査は準学士課程卒業生が対象となる。実施に際しては，同窓会（七宝会）の協

力を得て，同会の発行する会報紙面（資料６－１－⑤－１）やメーリングリストを通じてアンケート

調査への協力を呼びかけ，200名を超える回答が得られた。アンケートは，各項目の必要性を問う設

問に加え，最近５年以内の卒業生を対象に，学習成果として掲げられている能力が在学中に身に付い

たか否かについて質問している（資料６－１－⑤－２）。その集計結果もWeb上で公開しており， 

学習成果の24項目中14項目で「身についている」あるいは「ある程度身についている」が70％を超え

ているが，10項目で「身についていない」が30％を超えている（資料６－１－⑤－３）。 

 

 
 

資料６－１－⑤－１

卒業生に対する学習・教育目標に関するアンケート調査協力依頼 

 

（出典 七宝会会報 第52号）
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資料６－１－⑤－２

卒業生に対する学習・教育目標に関するアンケートの Web ページ 

 

 

（出典 本校ホームページ）
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資料６－１－⑤－３

卒業生に対する学習・教育目標に関するアンケート集計結果（１／９） 
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資料６－１－⑤－３

卒業生に対する学習・教育目標に関するアンケート集計結果（２／９） 
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資料６－１－⑤－３

卒業生に対する学習・教育目標に関するアンケート集計結果（３／９） 
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資料６－１－⑤－３

卒業生に対する学習・教育目標に関するアンケート集計結果（４／９） 
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資料６－１－⑤－３

卒業生に対する学習・教育目標に関するアンケート集計結果（５／９） 
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資料６－１－⑤－３

卒業生に対する学習・教育目標に関するアンケート集計結果（６／９） 
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資料６－１－⑤－３

卒業生に対する学習・教育目標に関するアンケート集計結果（７／９） 
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資料６－１－⑤－３

卒業生に対する学習・教育目標に関するアンケート集計結果（８／９） 
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資料６－１－⑤－３

卒業生に対する学習・教育目標に関するアンケート集計結果（９／９） 

 

 

（出典 本校ホームページ http://www.takuma-ct.ac.jp/sotugyosei.htm）
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進路指導室で毎年実施している進路先の会社訪問の際には，来年度の求人予定などと共に，本校卒

業生の学力・資質・能力等に関する意見を聴取している（資料６－１－⑤－４）。 学生たちの進路

先である会社の担当者に本校卒業生の学力・資質・能力等について意見を求め，それらを学習・教育

目標，学習成果に対応づけて分析した。全体に「優れている」「やや優れている」との評価が多く，

特に専門学力・専門性で高い評価を得ている。主体性やチャレンジ精神などの項目で一部「劣ってい

る」と評価されている（資料６－１－⑤－５）。 

 

 

資料６－１－⑤－４

進路先の会社訪問記録の例（平成 18 年度） 

 

（出典 進路指導室資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

卒業生に対して本校の学習･教育目標，学習成果が在学中に身に付いたか否かを聴取するアンケ

ートを行った結果，24項目中10項目で「身についていない」が30％を超えた。結果が低く出たのは，

アンケートの際に達成度基準をすべて（達成目標水準を超える高い基準まで）掲載しており，卒業

時の達成目標水準が考慮されていなかったことが一因と考えられる。今後の調査ではこの点も考慮

して実施する必要がある。 

一方，進路先である会社の担当者への意見聴取の結果では，全体的に概ね良好な評価を得ている。

このことから，仕事をする上で必要な能力は身についていると考えられ，教育の成果や効果が上が

っていると判断できる。 

 

 

資料６－１－⑤－５

進路先関係者に対する学力・資質・能力の達成状況に関する意見聴取（平成 18 年度） 

 

（平成18年）

本校卒業生の優れているところ／劣っているところ （回答：３２社）

非
常

に

優

れ

て

い
る

優
れ

て

い

る

や
や

優

れ

て

い

る

や
や

劣

っ
て

い

る

劣

っ
て

い

る

非
常

に

劣

っ
て

い
る

基礎学力，一般教養 A1,A2,A3,D1,D3 2 2

専門学力，専門性 D2,D3,D4 6

誠実性，信頼性，責任感，

職業観，就業意識

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力，協調性 B1,B2,B3,C1,C2,C3,C4,F2,F3 4 1

リーダーシップ B1,B2,B3 1 1

語学力 B1,B2,B3 1 1

論理性 B1,B2

主体性 D5 2 1

創造性 E1,E2,E3,E4,E5,E6

チャレンジ精神 E6 2 1

倫理観 A1,A2,A3

プレゼンテーション能力 B2,C1,C2,C3,C4

0 20 5 1 4 0

    学習教育目標・学習成果
    との対応

進路先関係者から指摘を受けた数

合　　　計

進路先関係者に対する学力・資質・能力の達成状況に関する意見聴取（会社訪問時）　集計表

2 2 1A1,A2,A3

　　　　　　　　　　　評価

 

　資質・能力等

 

（出典 進路指導室資料）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・ 本校の教育目的を果たす上で必要な学習教育目標，学習成果，達成度基準が具体的に設定され

ており，これらを軸にしてその達成状況の把握ができている。 

・ 各種コンペティション等における活躍。特にロボットコンテストでは，全国でもトップクラス

の成績をあげている。 

・ 資格試験合格者が年々増加しており，平成18年度には，延べ約70名が資格取得している。 

・ 進学・就職率がほぼ100％であり，ほとんどが本校の専門性が生かされる進路先に進んでいる。 

 

（改善を要する点）  

・ 準学士課程１学科および専攻科では，取り組みや達成目標水準の達成比率が十分ではなかった

（平成19年度は改善される見込み）。 

・ 卒業（修了）生からの在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関する意見聴取は，一部設問

に適切ではない部分があったために十分な分析が行われていない。 

 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

本校の教育目的を果たす上で必要な学習教育目標，学習成果，達成度基準が具体的に設定されてお

り，各教科のシラバスに記載された学習到達目標と明確に関連付けられている。各担当教員は，達成

状況を検証・評価する取り組みを行っている。特に，最重要科目に位置づけられている工学実験や卒

業研究・特別研究は，それぞれに応じたチェックシート等を用いて達成状況の把握に努めている。卒

業・修了時の各学習教育目標・学習成果についての達成度は，担任や専攻科委員によって点検・確認

されており，適切な取組が行われていると判断できる。 

学習教育目標・学習成果の達成度評価への対応が一部遅れているが，不十分ながら実施した結果か

ら，卒業（修了）時の達成目標水準を満たす教育の成果･効果が上がっているといえる。このことは，

単位取得の状況，進級・卒業・修了の状況，資格取得の状況などから裏付けられている。特に，ロボ

ットコンテストやキャンパスベンチャーグランプリなどにおける極めて優秀な成績から判断して，

「創造性ある実践的な電子情報系技術者の育成」を使命として掲げた本校の教育の成果や効果が十分

に上がっているといえる。さらに進学・就職率はほぼ100％であり，その内訳も本校の専門性が生か

される進学先・就職先となっていることから判断して，本校の教育目的が意図する成果や効果が上が

っていることが認められる。 

学生による学習達成度評価の集計結果の分析によると，卒業･修了時の自己評価が達成度水準を満

たしている割合の平均は，準学士課程で70％程度，専攻科課程で80％程度に至っており，学年進行に

従って確実に学校の意図する教育の成果や効果が上がっている。最近の卒業生に対するWebを利用し

た同様のアンケートの集計結果では，24項目中10項目で「身についていない」が30％を超える結果と

なったが，一部設問に適切ではない部分があったことが結果を低くした一因と考えられ，今後この点

を改善して調査する必要がある。 

一方，進路先である会社の担当者への意見聴取の結果では全体的に概ね良好な評価を得ており，仕

事をする上で必要な能力は身についていると考えられ，教育の成果や効果は上がっていると判断でき

る。 
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基準７ 学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程の全学生には始業式後に，新入生には入学式後および合宿研修の双方にて，学生便覧を

基にガイダンスを実施している（資料７－１－①－１，２）。 

３学年後期には４学年の選択科目履修ガイダンスも実施している（資料６－１－①－９）。 

専攻科では授業開始日に専攻科学生便覧を元にガイダンスを行っている（資料７－１－①－３）。 

各授業の初めに担当教員がシラバスを配布し授業の目標等を説明している（資料７－１－①－４）。 

学級担任による学生との面談が定期的に行われており，学習についての相談・助言がなされている

（資料７－１－①－５，６）。 

教員がオフィスアワ－を個別に設けている場合があるが（資料７－１－①－７），学生は放課後自

由に教員室を訪れることができるので設定について全校的な取り決めはない。しかし，情報通信工学

科や数学科においては組織的な取り組みを行っている（資料７－１－①－８～10）。 

その他，数学科の「微分積分学補習」（資料７－１－①－11），情報工学科の「土曜フリースクー

ル」（資料７－１－①－12～14），電子制御工学科の「土曜の施設開放」（資料７－１－①－15）が

行われている。 
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資料７－１－①－１

準学士課程ガイダンス 

（出典 教員会議資料）
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資料７－１－①－２

合宿研修日程表（１／２） 
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資料７－１－①－２

合宿研修日程表（２／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成19年度新入生合宿研修のしおり）
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資料７－１－①－４

シラバス配布の例 

（出典 平成18年度講義日誌）

資料７－１－①－３

専攻科ガイダンス 

 
（出典 教員会議資料）

科目名 　基礎数学I
学年学科　１年 １組
分野 　一般
担当教員 南貴之
学期 通年

項目 学習項目（時間数） 授業日授業日授業日授業日授業日備考
1 整式の加減法，整式の乗法(4) 4/13 4/17 4/13シラバス配布
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資料７－１－①－５

学級担任のしおり 

《学級担任の心得・心構え》 

 

1. 勉学の動機づけ 

 学生の本分は勉学であり，本校生としてのプライドを持たせ，また社会情勢等の情報を提供し，学生が

夢や希望を持ち勉学に励むよう動機づける努力をする。 

2. 人間形成 

 目線を学生に合わせ，信頼関係を構築し，一人ひとりを大切に育てるよう努め，良識を持った若者とし

ての人間形成の助けとなる。 

3. カウンセリング 

 人格は千差万別であるから日常的に学生と時間を共有し，一人ひとりの思考や悩みをしっかり聞き，学

生の心を開かせるように心がける。 

4. 保護者とのコミュニケーション 

 学生からのシグナルを早期に感知し，保護者と情報交換を十分行う。 

5. 校則の遵守，礼儀作法 

 学生の校則遵守と本校生に恥じない礼儀作法を身に付けさせる努力をする。 

 

《学生指導の要点》 

 

1. 指導の大切さを認識し，学生との接点を増やし，学生の気持ちを充分理解するよう努め，学生一人ひとり

の心に届く指導を公平に実行する。 

2. クラスの融和を心がけ，良好な雰囲気の維持に努める。 

3. 早期指導を心掛け，保護者との連絡を密にする。 

4. 教科担任，クラブ指導教官，主事補，学科等と常に連絡を密にし，学生の学校生活を総合的に把握してお

く。 

5. 日頃から一人ひとりをよく観察し，学習状況や生活態度の変化を機敏に察知し，迅速に対処する。 

6. 留年生，学業不振学生，欠課欠席の多い学生は，特に個人指導に心掛ける。 

留学生については，指導教官と連絡を密にする。 

7. 学生の休学，退学，復学については，学生便覧等をよく読み，事前に保護者と連絡を密にし，かつ教務お

よび学科主任と十分検討し慎重に対処する。 

―中略― 

１. 学級担任の主な業務（全学年共通） 

 

(4) 個人面談 

放課後などを利用し，全学生と個人面談をする。悩みなどを聞き指導に役立てる。 

―以下省略― 

（出典 学生課教務係）
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資料７－１－①－６

学級担任による個人面談の例（平成 18 年度） 

 

（出典 学級担任作成文書）

 

資料７－１－①－７

オフィスアワーの例 

 

Office Hours for students 

Mon, Tue and Thu  16:00- 17:00 

Fri   16:00-17:30 

 

Notice: 

All are welcomed without an appointment 

Time and day other than above will be arranged for any students with an 

appointment 

（出典 英語科森教員室前掲示物）



詫間電波工業高等専門学校 基準７ 

- 390 - 

 

資料７－１－①－８

情報通信工学科のオフィスアワー 

（出典 情報通信工学科ホームページ http://www.dt.takuma-ct.ac.jp/officehour/）
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資料７－１－①－９

平成１８年度情報通信工学科オフィスアワー相談件数 

（出典 情報通信工学科）
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資料７－１－①－10

数学科における学習相談の例・相談件数（１／２） 

 



詫間電波工業高等専門学校 基準７ 

- 393 - 

資料７－１－①－10

数学科における学習相談の例・相談件数（２／２） 

（出典 平成18年度年報 30頁）
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資料７－１－①－11

数学科の微分積分学補習（１／２） 
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資料７－１－①－11

数学科の微分積分学補習（２／２） 

（出典 平成 18 年度年報 28 頁）
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資料７－１－①－12

土曜フリースクール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生活動活性化プロジェクト報告書）
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資料７－１－①－13

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 情報工学科）
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資料７－１－①－14

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 情報工学科）
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資料７－１－①－15

電子制御工学科の土曜施設開放 

 

 

（出典 電子制御工学科ホームページ http://www.dc.takuma-ct.ac.jp/Japanese/Saturday/）

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学習を進める上でのガイダンスは学習に支障のないよう入学当初から行われている。 

学生が自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制は様々な形式で整備されており，十分に機

能している。 
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観点７－１－②： 自主的学習環境（例えば，自主学習スペ－ス，図書館等が考えられる。）及び

厚生施設，コミュニケ－ションスペ－ス等のキャンパス生活環境等が整備され，

効果的に利用されているか。 

（観点に係る状況）  

図書館には進路指導資料室兼用の自習室が用意され，蔵書検索用のPCが備えられている（資料７

－１－②－１～４）。 

開館時間の延長や学内限定サービスも充実している（資料７－１－②－５，６）。 

学生用図書も充実しており，貸出冊数は全国高専の中でも上位である（資料７－１－②－７）。 

情報処理センタ－には４つの演習室（資料７－１－②－８～９）があり，校内LANに接続されたPC

が配備されていてe-Learningも導入されている（資料７－１－②－10）。第一演習室は放課後にも学

生に開放されている（資料７－１－②－11）。 

マルチメディア・ラ－ニング・ラボは必要に応じて放課後の利用に対応している（資料７－１－②

－12，13）。 

学生談話室は自習や福利厚生に利用されている（資料７－１－②－14）。 

福利センタ－には売店，学生食堂，学生会事務局，談話室，和室，オ－ディオル－ムなどがあり，

学生会活動やクラブ活動などで利用されている（資料７－１－②－15～17）。 

 

資料７－１－②－１

 

 

 

 

 

（出典 平成１９年度学生便覧 １５９頁）
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資料７－１－②－２

図書館の整備（１／２） 
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資料７－１－②－２

図書館の整備（２／２） 

 

（出典 平成17年度年報 93頁）
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資料７－１－②－３

（出典 平成19年度学校要覧 38頁）
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資料７－１－②－４

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料７－１－②－５

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料７－１－②－６

図書館ホームペ－ジ 

             （出典 本校図書館ホームページ 

http://denshobato.da.takuma‐ct.ac.jp/users/tosyo/index.html）
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資料７－１－②－７

図書館利用状況（１／２）
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資料７－１－②－７

図書館利用状況（２／２）

 

（出典 社団法人 日本図書館協会「日本の図書館 統計と名簿 2006」）
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資料７－１－②－８

（出典 本校グループウエア規程集）
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資料７－１－②－９

（出典 本校グループウエア）
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資料７－１－②－10

e-Learning 利用状況 

 

 

（出典 情報処理センター）

 

資料７－１－②－11

第一演習室放課後利用状況（１～２月） 

 

月 日 人数 月 日 人数 

1 17 31 2 1 12 

1 18 26 2 2 15 

1 19 28 2 5 15 

1 22 40 2 6 26 

1 23 33 2 7 48 

1 24 14 2 8 36 

1 25 16 2 9 35 

1 26 13 2 13 43 

1 29 30 2 14 45 

1 30 26 

1 31 26 

（出典 情報処理センター）

 



詫間電波工業高等専門学校 基準７ 

- 412 - 

                                  資料７－１－②－12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成19年度学生便覧 157頁）

 

                                    資料７－１－②－13

マルチメディアラーニング・ラボ放課後利用状況 

 

目的：英語の補習 

内容：第一回 時制 

   第二回 態 

   第三回 不定詞 

   第四回 動名詞 

   第五回 分詞 

   第六回 助動詞 

指導教員：英語科教員 

期間：１２月１８日～１月１２日までの内、６回 

時間：１６時１５分～１７時１５分 

対象学年： １年生 

参加延べ人数： １１２人 

（出典 英語科）
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資料７－１－②－14

学生談話室内部 

 

（出典 学生課学生支援係）

 

                                  資料７－１－②－15 

 

（出典 学生課学生支援係）
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                                    資料７－１－②－16

 

（出典 平成19年度学生便覧 106頁）
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                                   資料７－１－②－17

（出典 学生課）

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

図書館は自習環境の整備や，利用・貸出状況から効果的に利用されていることがわかる。情報処理

センタ－は放課後の利用が多く，マルチメディア教室も効果的に利用されている。学生談話室や福利

センタ－も整備されており，福利厚生面も充実している。 

 

 

観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズ（例えば，資格試験や検定試験受講，外国留学

等に関する学習支援等が考えられる。）が適切に把握されているか。 

（観点に係る状況）  

校長・３主事と学生代表である学生会役員との懇談会が毎年開催され，学生からの意見を取り入れ

るようになっている（資料７－１－③－１）。 

上記懇談会にて提案された意見に学生会意見箱の設置要請があり，検討の結果図書館センターロビ

ーおよび講義棟学生玄関に設置された（資料７－１－③－２）。意見箱は学生会の所有であるので，

直接学校に内容が公表されることはない。ただし，意見自体は必要に応じて上記懇談会や学生主事サ

イド，学生総会などを通じて検討されている（資料７－１－③－３，４）。 

学生からの要望は，各クラスの中央委員を通じて中央委員会，学生総会へと上げられる（資料７－

１－③－４，５，資料５－４－②－１）。学生総会での決議事項は報告書（議事録）により学校側に

伝えられる。 

後援会の支部総会においてアンケートを行っており，これらの意見を教員会議の資料として教員全

員に配布し，校長より改善の指示を行っている（資料７－１－③－６）。 

 

福利センター利用状況（１０月～１２月）
（各室鍵貸し出し回数）

１０月 １１月 １２月

吹奏楽部室 35 33 21

オーディオルーム 30 35 25

和室 18 15 2

学生会事務局 4 4 7

その他 0 0 0
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資料７－１－③－１

学生との懇談会実施記録（１／２） 

１９．３．３1 作成 

回 実施日時 出席者      内       容 

１ 平成１６年 

２月１７日(火) 

16:15～18:15 

学生会役員 

学生会長外４名 

竹内校長 

高崎学生課長 

施設・設備関係の要望９件 

講義・学習関係の要望５件 

通学・学生生活・その他関係の要望７件 

○校長からの要望等２件 

２ 平成１６年 

７月１２日(月) 

16:20～18:55 

学生会役員 

学生会長外６名 

竹内校長 

高崎学生課長 

施設・設備関係の要望５件 

講義・学習・進路関係の要望４件 

通学・学生生活関係の要望５件 

食堂・売店関係の要望８件 

その他 学生会検討事項１件外処理済１件 

３ 平成１７年 

２月１８日(金) 

16:20～18:30 

学生会役員 

学生会長外５名 

竹内校長 

明渡事務部長 

高崎学生課長 

施設・設備関係の要望１０件 

通学・学生生活関係の要望１０件 

食堂・売店関係の要望４件 

その他 学校側から要望・照会事項 

意見箱の設置について 

学生と食堂関係者との懇談会について 

制服について 

４ 平成１７年 

10 月 17 日(月) 

16:15～18:30 

学生会役員 

学生会長外５名 

竹内校長 

明渡事務部長 

溝下学生課長 

施設・設備関係の要望１１件 

学生生活・食堂関係の要望５件、校長からの要望１件 

その他の要望、課外活動、研修各１件・授業関係４件 

学校側から要望・照会事項 

福利センター自販機前の整理整頓について 

授業評価についての改善事項 

その他処理済事項・確認事項 

※ 懇談会の再検討 学生側に寮委員を追

加 

学校側に３主事を追

加 

寮を含めた学生の意見を聞くこと 

学校側の代表者に主事を加えることで、より直接的に意見が伝わる

ようにすること 

 



詫間電波工業高等専門学校 基準７ 

- 417 - 

 資料７－１－③－１ 

学生との懇談会実施記録（２／２） 

５ 平成１８年 

６月１６日(金) 

16:15～18:15 

学生会役員 

学生会長外５名 

男女寮委員長 

後藤・高橋 

高畑校長 

高木教務主事 

塩田学生主事 

河田寮務主事 

溝下学生課長 

学生会としての要望 

各クラスのロッカーの更新 

修学旅行の実施検討について 

その他 

風紀の乱れについて 

授業の遅刻について 

校長から 

１００分授業について 

学寮の指導体制、施設改修について 

４５時間学修単位について 

卒業式・入学式の実施場所について 

※その他確認事項数件 

（出典 学生課）

 

資料７－１－③―２

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課）
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資料７－１－③－３

 

（出典 平成17年度年報 ８頁）
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資料７－１－③－４

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 18 年度前期学生総会議事録）
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資料７－１－③－５

学生会規約 

 

（出典 平成 19 年度学生便覧 116 頁）
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資料７－１－③－６

支部総会アンケート結果（１／２） 
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資料７－１－③－６

支部総会アンケート結果（２／２） 

 

以下略 

（出典 教員会議資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

校長・３主事と学生会役員との懇談会をはじめ学生会意見箱・中央委員会・学生総会など学生から

の要望を取り入れる仕組みがあり，さらに保護者を通じても意見を取り込むことができている。 

 

観点７－１－④： 資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況）  

資格試験や検定試験は指導教員の指導を受けた上で単位として認められる（資料５－１－②－２，

３）。 

無線従事者国家試験については情報通信工学科および電子工学科の学生には科目免除や学校認定の

制度がある（資料５－１－②－９，15，資料７－１－④－１）。特に情報通信工学科はWeb上に説明

を記載している（資料７－１－④－２） 

これらの国家試験については各学科で説明会等を行い（資料７－１－④－３～５），免許申請書の

取り寄せや，申し込み手続きを学科や学生課で一括して行うなどの便宜を図っている（資料７－１－

④－１）。 

ディジタル検定および無線従事者国家試験の陸上無線技術士１級・２級については毎年本校を試

験会場として実施している（資料７－１－④－６，７）。 

英語に関しては実用英語技能検定２級・準２級の準会場としての試験の実施，TOEIC IPテストの校

内での実施，TOEIC受験料補助，及び成績優秀者に報奨を与えた。（資料７－１－④－８，９）。ま

た英語合宿，オーストラリアでの短期の語学研修を開催した（資料７－１－④－10～12）。 
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資料７－１－④－１

無線従事者・工事担任者国家試験の案内（１／３）
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資料７－１－④－１

無線従事者・工事担任者国家試験の案内（２／３） 
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資料７－１－④－１

無線従事者・工事担任者国家試験の案内（３／３） 

 
（出典 平成 19 年度学生便覧 15 頁）

 

 

資料７－１－④－２

（出典 情報通信工学科ホームページ http://www.dt.takuma-ct.ac.jp/H18/index.html）
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資料７－１－④－３

資格取得に関する説明会（情報通信工学科）配布資料（１／２） 
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資料７－１－④－３

資格取得に関する説明会（情報通信工学科）配布資料（２／２） 

 

（出典 情報通信工学科）
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資料７－１－④－４

掲示資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 情報通信工学科）

 

情報通信工学科で取得可能な国家資格

資格名

※○印は、単位を履修し修得する必要がある科目です。

※△印は、単位を履修する必要がある科目です。

※情報通信工学科で開設して
いる上記の専門科目は、陸上
無線技術士、工事担任者およ
び
電気通信主任技術者の国家試
験範囲を含む内容であり、受
験する際に有利となる。

（＊２）実際の申請者数であり、可能者数はこれよりも高い。

工事担任者
（AI１種～AI３種、DD１種～DD

３種、AI・DD総合種）

第二級陸上無線技術士

第一級陸上無線技術士

第一級陸上特殊無線技士

第二級陸上特殊無線技士

電気通信主任技術者
（伝送交換主任技術者）

第二級海上特殊無線技士

Ｔ科受験者数(*1)
（Ｈ１７ー１月期）

合格者数 合格率

１ １００

２６/３９（＊２）

ー

２８．０

４９．９

２０．８

１

３１．９

ー ー ー

０ ー

３７

３２

０

１０

１２

ー

６ １８．８

１３ ２７．８

３２

１

１

５

１

１

５８．２

３２．４

２７．０

全国（％）
（社会人含

む）

２３．４

６２．７

７７．９

３７．５

ー

６６．７

１７．２

２０．４

ＡＩ１種～ＡＩ３
種、ＤＤ１種
～ＤＤ３種、

総合種により
異なる

１００

１００

２９．２
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資料７－１－④－５

情報工学科の学生の資格取得支援状況（１／３） 

 

 情報工学科の学生の資格取得支援の取り組みについて、最近 5 年間に行った取り組みを報告す

る。以下に授業時間内、放課後や休日、その他の３つに分類し報告する。 

（１） 授業時間内 

 ３年生の必修科目「基礎情報工学」においては、その学習目標を基本情報処理技術者の試験の

合格レベルに達することとし、また授業内で関連資格の内容や必要性を随時説明している。資料

１（シラバス） 

（２） 放課後や休日 

 200４年 3 月の春季休業期間中に 3 年生の有志を対象に、情報工学科棟内において、受験対策勉

強会を計画し実施した。資料２（案内資料） 

 参加者数は、４日間で延べ 20 名の学生が参加した。担当教員として個別指導（2 名：今城、高

城教員）、C 言語プログラミング知識（松下教員）、データベース知識（鰆目教員）の 4 名が担

当した。 

 

         

              受験対策勉強会の様子 

（３） その他 

(a) 受験願書の配布支援 

 学科で、願書申し込み期間前に 100 部の受験願書を一括取り寄せを行い、3 年～5 年の担任を通

じて口頭で学生に周知し、希望学生に配布している。 

(b) 2006 年 5 月の 4 年生保護者懇談会において、保護者に対して資格取得に関して説明を行っ

た。  

 

 

 

 



詫間電波工業高等専門学校 基準７ 

- 431 - 

資料７－１－④－５

情報工学科の学生の資格取得支援状況（２／３） 

説明会資料１ 
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資料７－１－④－５

情報工学科の学生の資格取得支援状況（３／３） 

 

説明会資料２ 

受験対策勉強会について 
春季休業期間中に、情報処理技術者受験対策の勉強会を下記のとおり行 

います。受験および受験を予定している学生は奮って参加してください。

記 
   日時 3 月 29,30,31 日、4 月１,2 日の 5 日間 

      午前 10 時～午後 3 時 

  

  場所 情報工学科棟２F 基礎工学実験室 

       基礎情報工学の教科書、所持する問題集を持参のこと。 
              

 

                           情報工学科

 

（出典 情報工学科）
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資料７－１－④－６

（出典 財団法人 実務技能検定協会ホームページ

http://www.digital.kentei.or.jp/hall.html）

 

資料７－１－④－７

平成 18 年度陸上無線技術士国家試験受験者数 

（のべ人数，なお複数の科目を受験している者も含む） 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課教務係）

 

資 格 試験月 受験者数

第一級陸上無線技術士 １月 10

７月 11

第二級陸上無線技術士 １月 60

７月 22
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資料７－１－④－８

TOEIC と実用英語技能検定（１／２） 
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資料７－１－④－８

TOEICと実用英語技能検定（２／２） 

 

 

 

 

 （出典 平成 18 年度年報 19 頁）
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資料７－１－④－９

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 17 年 5 月 23 日教務委員会資料）
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資料７－１－④－10

英語合宿（１／２） 
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資料７－１－④－10

英語合宿（２／２） 

 

（出典 平成18年度年報 21頁）
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資料７－１－④－11

（出典 本校グループウエア各委員会議事要旨）

 



詫間電波工業高等専門学校 基準７ 

- 440 - 

資料７－１－④－12

オーストラリア語学研修報告 

 

（出典 平成 18 年 6 月 19 日国際交流委員会資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

資格試験や検定試験における単位認定制度や試験会場引き受けなど学校としての支援体制が整備さ

れている。 

資格取得状況のうちでTOEICについては徐々に成績も上昇している。陸上無線技術士の取得につい

ては特に情報通信工学科の取り組みが顕著であり，支援体制はある程度機能している。 
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観点７－１－⑤： 特別な支援を行うことが必要と考えられる者（例えば，留学生，編入学生，社

会人学生，障害のある学生等が考えられる。）への学習支援体制が整備されてい

るか。また，必要に応じて学習支援が行われているか。 

（観点に係る状況） 

 各留学生にはチューター（学生相談員）が選ばれ学習面や生活面全般の相談相手となっており，さ

らに指導教員も選任されている（資料７－１－⑤―１～３）。 

留学生には時間割を特別に編成している（資料７－１－⑤―４）。 

編入学生には10月に説明会を開催し（資料７－１－⑤－５），数学の勉強についてのガイダンスを

行っている（資料７－１－⑤－６）。 

障害のある学生には，特殊な機能を持つPCを導入して（資料７－１－⑤―７），各種の研修会に参

加し，受け入れる際の注意点などを教職員に周知している（資料７－１－⑤―８，９）。 

 

資料７－１－⑤－１

学生相談員一覧 

 

（出典 学生課教務係）
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資料７－１－⑤－２

チューターのためのマニュアル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課教務係）
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資料７－１－⑤－３

 

（出典 学生課教務係）

 

資料７－１－⑤－４

留学生の時間割 

（出典 学生課教務係）
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資料７－１－⑤－５

 

（出典 学生課教務係）
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資料７－１－⑤－６

編入学生への配布プリント 

 

 

（出典 情報通信工学科）
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資料７－１－⑤－７

障害学生に対する支援機器の申請書 

（出典 学生課教務係）
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資料７－１－⑤－８

学生支援に関する研修会 

（出典 学生課学生支援係）
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資料７－１－⑤－９

障害のある学生に対するお願い 

（出典 学生課教務係）

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 留学生にはチューター制度により，編入学生には入学前のガイダンスで学習支援を行っている。障

害のある学生には各種の学習支援機材を開発し，研修会に参加するなど支援体制が整備されている。 

 

 

 

 

 

 



詫間電波工業高等専門学校 基準７ 

- 449 - 

観点７－１－⑥： 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況）  

各クラブに顧問・副顧問を配置して活動を支援している（資料５－４－②－３）。 

学生会活動には学生主事・学生副主事・学生主事補が支援している（資料７－１－⑥―１）。 

顧問会議およびクラブの部長会を経て学生総会で承認された上で，学生会から各クラブに物品費や

交通費などの援助が行われており（資料７－１－⑥―２，３），監査委員会による監査が行われてい

る（資料７－１－⑥―４，５）。 

毎年集団活動指導者研修を行いリーダーの養成を行っている（資料７－１－⑥―６）。 

練習場所として陸上競技場，野球場，体育館（第一，第二），武道場，福利センターがある（資料

７－１－⑥―７）。 

AED（自動体外式除細動器）を設置して，クラブ活動中の事故に備えている（資料７－１－⑥―

８）。 

 

 

資料７－１－⑥－１

詫間電波工業高等専門学校学生会準則 

 

（出典 平成 19 年度学生便覧 114 頁）
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資料７－１－⑥－２

局 クラブ名 物品購入費 参加登録料 交通費 補助費 計

野 球 部 ***** ***** ***** ***** *****

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 部 ***** ***** ***** ***** *****

ソ フ ト テ ニ ス 部 ***** ***** ***** ***** *****

バ レ ー ボ ー ル 部 ***** ***** ***** ***** *****

卓 球 部 ***** ***** ***** ***** *****

柔 道 部 ***** ***** ***** ***** *****

剣 道 部 ***** ***** ***** ***** *****

陸 上 部 ***** ***** ***** ***** *****

サ ッ カ ー 部 ***** ***** ***** ***** *****

ヨ ッ ト 部 ***** ***** ***** ***** *****

水 泳 部 ***** ***** ***** ***** *****

空 手 部 ***** ***** ***** ***** *****

ト レ ッ キ ン グ 部 ***** ***** ***** ***** *****

少 林 寺 拳 法 部 ***** ***** ***** ***** *****

バ ド ミ ン ト ン 部 ***** ***** ***** ***** *****

テ ニ ス 部 ***** ***** ***** ***** *****

計 ***** ***** ***** ***** *****

吹 奏 楽 部 ***** ***** ***** ***** *****

新 聞 部 ***** ***** ***** ***** *****

無 線 部 ***** ***** ***** ***** *****

Ｅ Ｓ Ｓ ***** ***** ***** ***** *****

落 語 研 究 部 ***** ***** ***** ***** *****

天 文 部 ***** ***** ***** ***** *****

写 真 部 ***** ***** ***** ***** *****

将 棋 部 ***** ***** ***** ***** *****

計 ***** ***** ***** ***** *****

Ｓ Ｊ Ｒ Ｃ 同 好 会 ***** ***** ***** ***** *****

書 道 同 好 会 ***** ***** ***** ***** *****

応 援 団 同 好 会 ***** ***** ***** ***** *****

サイクリングクラブ同 好会 ***** ***** ***** ***** *****

情 報 総 合 研 究 会 ***** ***** ***** ***** *****

絵 画 同 好 会 ***** ***** ***** ***** *****

模 型 同 好 会 ***** ***** ***** ***** *****

文 芸 同 好 会 ***** ***** ***** ***** *****

軽 音 楽 同 好 会 ***** ***** ***** ***** *****

茶 道 同 好 会 ***** ***** ***** ***** *****

計 ***** ***** ***** ***** *****

合 計 ***** ***** ***** ***** *****

　【備考】　１．物品購入費　：　各クラブから申請のあった物品購入及び修理費等
　　　　　　２．参加登録料　：　大会参加費、連盟登録料、審判登録料等
　　　　　　３．交通費　　　：　大会参加のための交通補助費（1/2負担）

文
化
局

同
好
会

平成１８年度　クラブ関係予算（案）

体
育
局

（出典 平成18年度学生総会資料）

 



詫間電波工業高等専門学校 基準７ 

- 451 - 

資料７－１－⑥－３

学生会規約 

（出典 平成19年度学生便覧 116頁）

 

（中略） 
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資料７－１－⑥－４

監査委員会 

（出典 平成19年度学生便覧 118頁）

 

資料７－１－⑥－５

 

（出典 平成18年度学生会 会計監査報告書）
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資料７－１－⑥－６

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課学生支援係）
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資料７－１－⑥－７

各クラブ練習場所 

（出典 平成 19 年度学生便覧 151 頁）
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資料７－１－⑥－８

AED設置場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課）

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学生のクラブ活動や学生会活動には支援体制が確立されており，承認・監査の手続きも確立されて

いて，支援体制は機能している。 
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観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況）  

学級担任による生活面の指導（資料７－１－①－５，６）の他に学生相談室による体制が整備され

ている（資料７－２－①―１）。 

相談室員として学外にも２名のカウンセラーを依頼している（資料７－２－①―２）。 

学内の相談員は各種研修会に参加している。また，学外カウンセラーを講師として教員を対象とす

る講演会も行っている（資料７－２－①―２）。 

保健室を設置しており，健康相談などに対応している（資料７－２－①－２）。 

AEDを設置して（資料７－１－⑥―８）緊急時に利用できるよう講習会を行っている。 

セクシュアル・ハラスメント防止委員会が設置されている（資料７－２－①―３）。 

経済面では日本学生支援機構による奨学生への推薦制度や各種奨学金制度がある（資料７－２－①

―４，５）。 

授業料免除および入学料に関する納付猶予や免除制度がある（資料７－２－①―６～８）。 
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資料７－２－①－１

 

 

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料７－２－①－２

学生相談状況（１／２） 

                           平成１９年 ３月１０日現在

平成 １８ 年度 学生相談状況等の報告書 

 １．学生相談活動 

      本校の学生相談は専門のカウンセラー（臨床心理士）と教職員による。 

□ 専門のカウンセラーは次の体制で行っている。 

      ○カウンセラー 古川 信子 

        相談 日時  第１・３週 金曜日  １６時３０分～１７時３０分 

      ○カウンセラー 島原 一恵 

        相談 日時  毎週    月曜日  １３時３０分～１７時３０分 

      注：お二人は図書館棟２階の学生相談室において相談に応じている。 

    □ 教職員の学生相談体制は以下の通りである。 

      ・運営の基盤は「詫間電波工業高等専門学校学生相談室規定」 

    「詫間電波工業高等専門学校学生相談室委員会規定」に則り、 

     委員会を開催し、学生相談の職務を行っている。 

   ・平成１８年度 学生相談室 担当教職員は以下の者が担当した。  

        学生相談室  室長  一般   教科 細谷 守 

                   相談員    一般   教科 内田 由理子 

                   相談員    情報通信工学科  青海 惠之 

                   相談員    電子  工学科  木下 敏治 

                   相談員    電子制御工学科  一色 弘三 

                   相談員    情報  工学科  鰆目 正志 

               補助相談員    看護師          三崎 保子 

      ・教職員は主として教員室、保健室等で面談に応じ、時日を設定してカウンセラーの勤務日でない曜日・時間に学生相談室で面談への

対応をした。 

  ２．学生相談以外の活動状況 

    平成１８年 ４月 新入生のオリエンテーションで校内カウンセラーを説明 

  平成１８年 ５月 学生相談員とカウンセラーとの合同学習会 

    平成１８年 ７月 「１年生の高専生活における意識調査」 

                        アンケート調査の実施 

                        アンケートに関しては相談室員が集計している。 

            但し、個人情報に関するマル秘事項として公表をしていない  

平成１８年 ９月 講演会「心の窓は開いていますか」‥講師 古川 信子先生 

    平成１８年１１月  平成１８年度 中国・四国地区メンタルヘルス研究協議会に参加 

           （一色 弘三教員 、溝下 洋和学生課長） 

  平成１８年１２月 第４４回 全国学生相談研修会  

           参加申し込みをしたが、多数の参加希望があり、参加できず。 

    平成１９年 １月 第３回 全国国立高等専門学校メンタルヘルス研究集会に参加 （鰆目 正志教員 、三崎 保子看護師）  
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資料７－２－①－２

学生相談状況（２／２） 

 

 

 非公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生相談室）
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 資料７－２－①－３

  

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料７－２－①－４

奨学制度 

（出典 平成19年度学生便覧 ７頁）

 

資料７－２－①－５

各種奨学制度の利用実績 

 

（出典 平成 19 年度学生便覧 ８頁）
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資料７－２－①－７

入学料免除制度 

（出典 平成19年度学生便覧 22頁）

 

資料７－２－①－６

（出典 平成18年度前期授業料免除説明会資料）
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資料７－２－①－８

授業料免除制度利用実績 

平成18年度後期授業料免除者 

全額免除 半額免除

32名 17名 

（出典 学生課学生支援係）

 

（分析結果とその根拠理由）  

生活面に係わる指導体制は学生相談室を中心に整備されていて，相談状況から機能していることが

わかる。経済面での支援も各種免除制度や奨学金制度により整備されていて，利用実績から機能して

いることがわかる。 

 

観点７－２－②： 特別な支援を行うことが必要と考えられる者（例えば，留学生，障害のある学

生等が考えられる。）への生活支援等を適切に行うことができる状況にあるか。

また，必要に応じて生活支援等が行われているか。 

（観点に係る状況）  

留学生には個室を与え，専用の補食談話室やシャワー室を設置している（資料７－２－②―１，

２）。 

宗教上の配慮から，留学生に対しては補食談話室を２つに分けて設置し（資料７－２－②―２），

自炊を許可している。 

チューターと指導教員がともに生活面での相談に乗っている（資料７－１－⑤―２，３）。 

毎年度初めに留学生歓迎会を開催している（資料７－２－②―３）。 

留学生専用パソコンルームが設置されている（資料７－２－②―１）。 

障害のある学生に対しては，エレベーター，自動ドア，スロープ，休憩場所，身障者用トイレを設

置している。また，クラスルームの配置も考慮されたものとなっている（資料７－１－②―15，資料

７－２－②―４）。 

資料７－２－②－１

留学生用個室・パソコンルーム 

（出典 平成19年度寄宿舎３棟部屋割表）
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資料７－２－②－２

留学生用補食談話室・シャワー室 

（出典 平成19年度学生便覧 162,163頁）

３棟 

２棟 
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資料７－２－②－３

留学生歓迎会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課教務係）
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資料７－２－②－４

エレベーター等の配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成19年度学生便覧 152頁）
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（分析結果とその根拠理由）  

留学生には個室や補食室設置など生活面での援助が行なわれている。障害のある学生に対してもエ

レベーターなどの設備を設置し，最適な場所にクラスルームを配置することで支援が行われている。 

 

観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能

しているか。 

（観点に係る状況）  

学生寮は４棟あり，１棟・３棟が男子寮，４棟が女子寮として使用されている。１棟には食堂，事

務室があり，集会室が２室設置されている（資料７－２－③－１）。 

各棟各階には補食談話室が設置されている。自習室も１棟はほぼ各階に，３棟・４棟にはそれぞれ

１室ずつが整備されている（資料７－２－③－２，３）。 

パソコンルームが各棟に設置されている（資料７－２－②－１，資料７－２－③－２，３）。 

夜間には１棟，３棟にそれぞれ舎監が勤務しており，点呼や巡回，学習相談を行っている（資料７

－２－③－４）。 

３棟舎監は４棟における学習相談にも応じている（資料７－２－③－５）。 

自習時間が決められており，寮委員が自習の補助を行っている（資料７－２－③－６，７）。 

寮委員と班長は寮生の学習・生活両面での相談に乗っている（資料７－２－③－８，９）。 

試験前には学習相談会（勉強会）が開かれている（資料７－２－③－10）。 

寮指導部が巡回をして病欠の有無を確認するとともに，寝坊をしている寮生を起こして学校へ登校

させている（資料７－２－③－11）。 

 

資料７－２－③－１

集会室の配置 

  寄宿舎１棟 

（出典 平成19年度学生便覧 161頁）
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資料７－２－③－２

補食談話室，パソコン室の配置 

（出典 学生課学生生活係）
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資料７－２－③－３

補食談話室，パソコンルームの配置 

 

 

３棟２階 

 

 

４棟２階 

 

（出典 平成19年度学生便覧 163,164頁）
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資料７－２－③－４

舎監点呼簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課学生生活係）

 

資料７－２－③－５

３棟舎監による学習相談 

平成１８年 ４月

寄宿舎３棟舎監各位 

寮 務 主 事 

 

寄宿舎４棟女子寮生に対する学習相談について（依頼） 

 

このことについて，下記のとおり依頼しますので，よろしくお願いします。 

記 
・２０：００に寄宿舎３棟舎監室から寄宿舎４棟へ移動すること。 

・寄宿舎４棟各階を巡回後，１階電話当番室にて待機すること。 

・女子寮生の学習相談を行うこと。 

・学習相談は，点呼時間２１：３０までを限度とすること。 

・寄宿舎４棟への出入りについて 

○ 西共用棟２階の「出入口扉」を利用する場合は，当直用の鍵を使用 

すること。 

○ ４棟玄関を利用する場合は，３棟当直室に備え付けてあるカードキー 

を使用すること。 

・寄宿舎４棟にて学習相談を行っている間は，寄宿舎３棟舎監室入口ドアのホワイトボードに

「寄宿舎４棟で現在学習指導中であること，又，用事のある場合は１棟舎監室へ連絡するこ

と」と明記しておくこと。 

（出典 寄宿舎３棟舎監室掲示物）
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資料７－２－③－６

七宝寮（１，３棟）日課表 

（出典 平成19年度学生便覧 132頁）
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資料７－２－③－７

紫雲寮（４棟）日課表 

（出典 平成19年度学生便覧 140頁）
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資料７－２－③－８

（出典 平成19年度学生便覧 127頁）

 

資料７－２－③－９

（出典 平成19年度学生便覧 128頁）
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資料７－２－③－10

学習会の開催 

 

 

（出典 平成18年度年報 11頁）
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資料７－２－③－11

 

（出典 寮務関係資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

集会室，補食室，自習室が整備されていて，寮委員，班長，寮指導部などにより，学生寮が生活・

勉学の場として機能している。 
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観点７－２－④： 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況）  

進路指導室が設置されており，準学士課程および専攻科の進路指導を統括している（資料７－２－

④―１）。 

進路指導委員会は進路指導室の運営を支えている（資料７－２－④―２）。 

進路指導資料室（兼自習室）にはPCを設置して就職情報の検索に役立てたり，公務員試験問題集等

の準備，年２回の地元企業との面談会，豊橋・長岡技術科学大学の説明会の開催，インターネットに

よる情報開示，進路指導説明会を行っている（資料７－２－④―３，４）。 

夏季休業中に校外実習を取り入れている（資料５－１－②―５，６，14）。 

保護者懇談会の当日に保護者に対する進路説明会も行われている（資料７－２－④―５）。 

各学科では，公開模擬面接，面接練習，進路相談などを行っている（資料７－２－④―６，７）。 

アンケート調査や進学・就職状況によれば，大部分の学生は現在の進路指導に満足している（資料

７－２－④―８，９）。 

 

資料７－２－④－１

（出典 平成17年度年報 75頁）
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資料７－２－④－２

進路指導委員会規程 

（出典 本校グループウエア規程集）

 

資料７－２－④－３

企業との面談会 

（出典 平成17年度年報 76頁）

 

資料７－２－④－４

（出典 進路指導室資料）
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資料７－２－④－５

保護者に対する進路説明会 

（出典 平成18年度後援会通常総会実施要領）

 

資料７－２－④－６

情報工学科公開模擬面接 

 

（出典 情報工学科）
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資料７－２－④－７

情報工学科進路相談 

 

 

 

（出典 情報工学科）
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資料７－２－④－８

進路に関するアンケート（１／６） 
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資料７－２－④－８

進路に関するアンケート（２／６） 
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資料７－２－④－８

進路に関するアンケート（３／６） 
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資料７－２－④－８

進路に関するアンケート（４／６） 
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資料７－２－④－８

進路に関するアンケート（５／６）
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資料７－２－④－８

進路に関するアンケート（６／６） 

 

（出典 進路指導室）
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（分析結果とその根拠理由）  

進路指導室の下で就職や進学の指導が行われていて，保護者との相談にも応じる体制が整備されて

いる。アンケートの結果から，体制は機能しているといえる。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・エレベーターやスロープの設置により障害を持つ学生の受け入れ態勢が整っている。 

・校内 LAN の整備で情報検索や電子ジャーナル等の利用も可能である。 

・図書館の利用も盛んであり，図書の整備や閲覧室・自習室の整備も万全である。 

・英語合宿を開催して学生の学習意欲を喚起する努力を行っている。 

・地元企業と学生との面談会を本校で行っている。 

 

資料７－２－④－９

 

（出典 本校ホームページ http://www.takuma-ct.ac.jp/syuusyoku/sotugyou.htm）
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（改善を要する点） 

・学生寮は老朽化対策および耐震補強のため改修工事が必要であり，毎年概算要求を行っている。 

・編入学生には入学後の学習・生活両面での支援体制が必要である。 

 

（３）基準７の自己評価の概要 

学習を進める上でのガイダンスは入学当初から行われており，学習に支障のないよう配慮されてい

る。 

学生が自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制は，教員個人の取り組みを基本としながら，

組織的な取り組みも様々な形式で整備されており，十分に機能している。 

図書館は延長開館など自習環境が整備されており，自習室利用状況・貸出状況からみて効果的に利

用されている。情報処理センタ－，マルチメディアラーニング・ラボも自主的学習環境として効果的

に利用されている。学生談話室や福利センタ－も整備されており，福利厚生面も充実している。 

校長・３主事と学生会役員との懇談会をはじめ学生会意見箱・中央委員会・学生会総会など学生か

らの要望を取り入れる仕組みがあり，さらに保護者を通じても意見を取り込むことができている。 

資格試験や検定試験における単位認定制度や試験会場引き受けなど，学校としての支援体制が整備

されている。 

資格取得状況では，TOEICの成績が徐々に上昇している。陸上無線技術士の取得については特に情

報通信工学科の取り組みが顕著であり，支援体制はある程度機能しているといえる。 

 留学生にはチューター制度により支援が行われ，編入学生には入学前のガイダンスで学習支援を行

っている。障害のある学生には各種の学習支援機材を開発し，研修会に参加することで支援体制が整

備されている。 

学生のクラブ活動や学生会活動には支援体制が確立されており，承認・監査の手続きも確立されて

いて，支援体制は機能している。 

生活面に係わる指導体制は学生相談室を中心に整備されている。相談状況から学生相談室が機能し

ていることがわかる。経済面での支援も各種免除制度や奨学金制度により整備されている。 

留学生には個室や補食室設置など生活面での支援が行なわれている。障害のある学生に対してもエ

レベーターなどの設備を設置し，最適な場所にクラスルームを配置することで支援が行われている。 

学生寮には集会室，補食室，自習室が整備されていて，寮委員，班長，寮指導部などにより，学生

寮が生活・勉学の場として機能している。 

進路指導室の下で就職や進学の指導が行われていて，保護者との相談にも応じる体制が整備されて

いる。アンケート調査結果から，体制は機能しているといえる。 
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基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの分析 

観点８－１－①： 学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備（例えば，校

地，運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，演習室，情報処理学習のた

めの施設，語学学習のための施設，図書館等，実験・実習工場さらには職業教育

のための練習船等の設備等が考えられる。）が整備され，有効に活用されている

か。また，施設・設備のバリアフリー化への配慮がなされているか。 

（観点に係る状況）  

 本校は，昭和46年に工業高等専門学校に昇格した。約12.1万㎡の敷地に各専門学科棟・マルチメデ

ィア棟・講義棟・専攻科棟等の校舎，体育館や運動場，プール等の運動施設並びに図書館・情報処理

センター・寄宿舎などを整備している（資料８－１－①－１～３）。 

校地内には，池，芝生，樹木，ベンチ等を設置し，校内環境の整備も図り，また，施設長期計画に

基づき建物の耐震補強や内外装の改修等も順次実施している。マルチメディア棟，講義棟及び各学科

棟等の校舎内には，教室や各種実験室をはじめ，教員研究室，事務室等，教育と研究に必要な部屋を

整備している。 

 平成12年度の補正予算において，「マルチメディア棟」が整備され次のとおり有効活用が図られた。 

・マルチメディア棟の活用により教育水準が向上し，より創造的な教育を行うことができる環境が

整備された。 

・既存施設の LL 教室，女子用諸室及び一般教科の教員研究室等を建物内に整備し，学科に縛られ

ない共有スペースを確保したことで，既存施設の有効活用が促進され，狭隘解消に繋がった。 

 ・高機能で最新の機器を使ったネットワークの構築，システム設計能力の開発，マルチメディア・

インターネットを活用した授業・演習の比率を大幅に増加させることにより，情報技術の高度化

と多様化に対応させた。 

 ・映像等マルチメディア教材を利用しての授業を充実させ，TOEIC の全員受験と特に英会話能力の

大幅なレベルアップができる環境が整った。 

 平成 13 年度の補正予算において，「第一学科棟」の校舎が改修整備され次のとおり有効活用が図

られた。 

・LL 教室とコンピュータ演習室等のマルチメディア棟への集約により，PBL 等の新しい取組が可能

な実験室等が整備され，創造的な工学実験・実習に向けての教育水準の向上に繋がり，狭隘解消

を図ることができ，教育，研究の能率が向上した。 

・情報処理センターが拡充され，情報処理教育に幅広く利用されることとなった。平成 12，13 年

度の整備で特に情報処理教育は目覚ましい発展を遂げた。観点８－１－②で詳しく解説する。 

・身障者エレベーターの設置等身障者対策，老朽，劣化した外装・内部設備の改修を行い既存施設

の活性化が図られた。 

平成17年度当初予算において，｢専攻科棟｣が整備され次のとおり有効活用が図られた。 

・情報通信関連分野における高度技術・知識を持った人材育成機関として整備され，地域社会への

貢献が期待される。 

・高度な研究を行う専攻科生と本科の卒業研究生が協力することにより，指導教員も含めてお互い

が切磋琢磨することとなり，より一層の教育・研究の活性化及び研究の高度化が期待できる。 

 活用状況においては，定期に教育研究施設の利用状況実態調査を行い，点検評価委員会で審議し
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（資料２－２－①－７，資料８－１－①－４），施設の有効利用に努めており（資料８－１－①－

５），教室や実験室等の使用状況及び設備の稼働状況から，概ね有効に活用されているといえる（資

料８－１－①－６，７）。校内の体育施設等は，学外者に対しても一時使用を認めており，有効活用

に努めている（資料８－１－①－８）。 

 また，本校のバリアフリー化に関して，学校施設としてはもとより，地域コミュニティの拠点，地

震等の災害等の応急的な避難場所としての役割を果たせるよう，適切に整備を進めてきた。各校舎を

繋ぐ通路部分にスロープ・手摺及びエレベーターを設置すると共に，外部建具の自動ドア化，障害者

トイレの整備を行い，有効に利用されている。また，今後も整備を行うべく計画を策定しており，更

なる円滑利用が出来るよう配慮している（資料８－１－①－９）。  
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資料８－１－①－１

施設の概況 

 

（出典 平成 19 年度学校要覧 41 頁）
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資料８－１－①－２

建物配置図 

 

（出典 平成 19 年度学校要覧 42 頁）
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資料８－１－①－３

沿革の大要（１／２） 
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資料８－１－①－３

沿革の大要（２／２） 

 

(出典 平成 19 年度学校要覧 2～3 頁)
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資料８－１－①－４

点検評価委員会での審議例 

 

 

（出典 本校グループウェア各委員会議事要旨）
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資料８－１－①－５

詫間電波工業高等専門学校施設の有効利用に関する規程（１／３） 
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資料８－１－①－５

詫間電波工業高等専門学校施設の有効利用に関する規程（２／３） 
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資料８－１－①－５

詫間電波工業高等専門学校施設の有効利用に関する規程（３／３） 

 

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料８－１－①－６

教室・実験室の使用状況（１／５） 
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資料８－１－①－６

教室・実験室の使用状況（２／５） 
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資料８－１－①－６

教室・実験室の使用状況（３／５） 
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資料８－１－①－６

教室・実験室の使用状況（４／５） 
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資料８－１－①－６

教室・実験室の使用状況（５／５） 

 

（出典 総務課財務係）
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資料８－１－①－７

 

（出典 総務課財務係）
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資料８－１－①－８

 

 

 

 

 

 

（出典 本校ホームページ http://www.takuma-ct.ac.jp/crdc/shisetu/shisetu.htm）
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資料８－１一①－９

 

 

（出典 総務課施設係）
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（分析結果とその根拠理由）  

教育に必要な施設・設備は教育課程の実現に支障なきよう整備されている。 

教室は充分な広さを有し，また体育館や運動場などの運動施設も整備されているほか，講義室や実験

・実習施設・情報処理施設および実践教育用の種々の機器や装置類も適切に整備され，それぞれ有効

に活用されている。 

 また，施設・設備のバリアフリー化については，障害のある学生等の利用者が円滑に利用できるよ

う整備されている。  

 

 

観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たす情報ネットワークが十分なセキュリテ

ィ管理の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校には，情報処理教育の円滑な実施のため，情報処理センターが設置され，運営のため情報処理

センター委員会が置かれている（資料８－１－②－１～３）。本校ネットワーク構築の歩み（資料８

－１－②－４），情報処理センターのシステム構成（資料８－１－②－５）のとおり整備されている。

校内LANについては，平成５年には，専用回線で学術情報ネットワーク（SINET）と接続され，また，

校内LANの運用も始まり，早くからインターネットに接続されている。平成19年には，教育用電子計

算機システムが更新され，高速化，セキュリティ強化，信頼性向上のための最新の設備が導入されて

いる。校内LANは，基幹部では1000BASE，末端部では100BASEと高速化されている（資料８－１－②－

６，７）。これらの管理・運用は，情報処理センターで行われている。 

 学生会役員との懇談会において，学生用メールの運用や学内LANについて質問要望が出され，回答

を行っている。また，意見箱を設置して利用環境の向上に常時，努めている（資料８－１－②－８）。 

 サーバーコンピュータにインストールして欲しいソフトウェアなどの要望は電子メールでも受け入

れて対応しており，学生のニーズに素早く対応できる体制がある。ネットワークは，時代にあった通

信速度を持つ設備を整備しており，パソコンの台数はニーズに合う台数を確保している。 

 平成15年にセキュリティポリシーを定め（資料８－１－②－９)，不正アクセスやウィルスなどに

対する対策を施し，また，利用者にも注意を促している。 

掲示物｢情報処理センター演習室利用時の注意｣などにより情報倫理に関する知識の周知を行ってい 

る（資料８－１－②－10）。 
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資料８－１－②－１

 

 

 

 

 

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料８－１－②－２

 

 

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料８－１－②－３

情報処理センターの紹介 

 

（出典 本校ホームページ http://www.takuma-ct.ac.jp/center/centerintro.html）
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資料８－１－②－４

ネットワーク構築の歩み（１／２） 

 

 

 

 



詫間電波工業高等専門学校 基準８ 

- 511 - 

資料８－１－②－４

ネットワーク構築の歩み（２／２） 

 

(出典 本校ホームページ http://www.takuma-ct.ac.jp/center/centerenkaku.html)

 

資料８－１－②－５

詫間電波工業高等専門学校 情報ネットワークシステム構成図

情報処理センター

Frontｽｲｯﾁ
(1000BASE）

Centerスイッチ（二重化）

GI 

第三学科棟

第二学科棟

第二講義棟

図書館センター

福利センター

ＬＡＮ

ＬＡＮ

ＬＡＮ

寮

ＬＡＮ

記念館

第一学科棟

ＬＡＮ

ＬＡＮ

マルチメディア棟

第一講義棟

ファイアウォール

GI

Frontｽｲｯﾁ(1000BASE）

Frontｽｲｯﾁ
(1000BASE）

MCU

電波応用実験室

４F

MCU

第三演習室

Frontｽｲｯﾁ
(1000BASE）

Edgeｽｲｯﾁ

電子制御工学科

Frontｽｲｯﾁ
(1000BAS）

情報工学科

EM

Edgeｽｲｯﾁ

一般教科

マルチメディアラボ サイバーラボ 高度情報ラボ

３ , ４F

EM

EM

EM

EM

電子工学科３F

情報通信工学科２F

EM

EM

LAN

１F

２F

EM

ＬＡＮ

ｽｲｯﾁﾝｸﾞ ﾊﾌﾞ

1000BASE

ＬＡＮ

Frontｽｲｯﾁ
(1000BASE）

MCUMCU

SM
GI

SM

MCU MCU

管理棟

ＬＡＮ

Frontｽｲｯﾁ
(1000BASE）

MCU MCU MCU

ＬＡＮ

ＬＡＮ

MCU

MCU

Edgeｽｲｯﾁ

GI

Frontｽｲｯﾁ(1000BASE）

SM

MCU

４棟２F
自習室

SM

MCU

MCU

ＬＡＮ

Edgeｽｲｯﾁ

GI
GI

GI

GI

GI

GI GI

ＬＡＮ

専攻科棟

SINET

EM

ｽｲｯﾁﾝｸﾞ ﾊﾌﾞ

Frontｽｲｯﾁ(1000BASE）

GI

シンクライアントシステム

：
MCU

第一演習室

サーバー

MCU

パソコン
ルーム

MCU

MCU
MCU

MCU

各種 サーバー

各種 サーバー

：

LAN

 

（出典 本校ホームページ http://www.takuma-ct.ac.jp/center/LANsystem.html）
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資料８－1－②－６

専用線トラフィックの時間変化容量：6Mbps 詫間－高松間 

 

（出典 学内限定ホームページ http://www.cc.takuma-ct.ac.jp/~mrtg/takugate.html）
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資料８－1－②－７

Giga Bit Ether 通信量(棟別)（１／２） 

 

 

 

 

 

※ネットワークトラフィックのグラフです。横軸が時刻縦軸がコアスイッチと各フロントスイッチとの通

信料（５分間の平均値）を示します。 
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資料８－1－②－７

Giga Bit Ether通信量(棟別)（２／２） 

（出典 学内限定ホームページ http://www.cc.takuma-ct.ac.jp/~mrtg/eth.html）

 

資料８－１－②－８

意見箱 

 

（出典 情報処理センター）
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資料８－１－②－９

情報セキュリティポリシー 

 

 

（出典 本校グループウェア規程集 ）
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資料８－１－②－10

 

 

（出典 情報処理センター）

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校の十分なセキュリティ管理の下，インターネット及び電子メール等の利用を含め，学生のネッ

トワーク利用環境が整備されている。 

平成５年には，専用回線で学術情報ネットワーク（SINET）と接続され，また，校内LANの運用も始

まり，早くからインターネットに接続されている。平成19年には，教育用電子計算機システムが更新

され，高速化，セキュリティ強化，信頼性向上のための最新の設備が導入されている。情報ネットワ

ークが十分なセキュリティ管理の下，適切に整備され，有効に活用されている。 

セキュリティポリシーは，組織体制の変更及び情報を取り巻く環境の変化に対応した見直しが必要

な時期にある。 
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観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備さ

れ，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況）  

図書館の図書は87,026冊所蔵し，閲覧室に43,450冊，書庫に30,463冊，教員研究室に13,113冊を配

架している（資料８－２－①－１，２）。 

 雑誌は48タイトル，新聞は８紙購読し，CDは1,420タイトル，DVDは543タイトルを所蔵している。 

 年度当初に図書・紀要委員会（資料８－２－①－３）で予算審議し，各学科・教科の図書推薦によ

り専門的書籍の系統的受入を行っている（資料８－２－①－４）。平成18年度閲覧用推薦図書の受入

実績は1,462冊，3,686,344円である。 

 平成18年度の利用実績は図書等貸出冊数（音楽CD 4,700枚を含む。）15,609冊，貸出人数7,665名，

図書館入館者数53,904名である。 

参加する学生を募集して，書店に直接出向いて本の選定をするブックハンティングを，年２回実施

している。平成18年度はこれに計51名の学生が参加し，290冊の図書を購入した。 

 読書感想文コンクールは，学生の読書意欲と文章作成能力の向上を図るため，国語科の協力を得て 

年1回実施し，入賞者に賞状及び賞品を授与している。平成18年度は145編の応募があり，国語科で一

次審査，図書・紀要委員会で最終審査し，入賞者を決定した（資料８－２－①－５）。 

また，図書館に関する案内を学校ホームページに掲載し，ネットワークを利用した蔵書検索を可能

にする等，利用者の便に供している（資料８－２－①－６）。 
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資料８－２－①－１

図書館蔵書数，利用状況 

 

（出典 平成 19 年度学校要覧 38 頁）
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資料８－２－①－２

図書館資料の案内 

（出典 本校ホームページhttp://denshobato.da.takuma-ct.ac.jp/users/tosyo/shiryou.htm）
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資料８－２－①－３

 

 

 

 

 

 

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料８－２－①－４

学科図書推薦による購入例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課学生支援係）
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資料８－２－①－５

 

読書感想文コンクール 

第２０回読書感想文コンクール実施要領 

 

    １．題は自由とする。 

 

         ４００字詰原稿用紙３枚以上とする。 

 

    ２．締切   ９月４日（月） 

 

              図書閲覧室へ提出する。 

 

    ３．入賞者には賞状及び賞品を授与する。 

 

          １位 図書カード（１０，０００円）  １名 

          ２位 図書カード（ ５，０００円）  ２名 

          ３位 図書カード（ ３，０００円）  ２名 

 

複数応募も可、一人で２編以上入賞した場合は上位作品１編の入賞とする。 

 

    ４．応募者には参加賞を授与する。 

 

    ５．入賞作品は電書波図(図書館だよりの Web 版)に掲載する。 

 

    ６．選考は図書・紀要委員会で行う。 

 

    ７．共用棟前の掲示板に掲示するとともに学級担任及び学生図書委員に依頼し周知する。 

         

 

   ★同時に写真・絵画・イラストも募集 

 

      題材   自由 

締切   ９月４日（月） 図書閲覧室へ提出する。 

賞品   入選２点 図書カード（各３，０００円） 

入選作品は電書波図(図書館だよりの Web 版)のトップページに採用。 

 

（出典 学生課学生支援係）
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資料８－２－①－６

図書館ＨＰ 

  

（http://denshobato.da.takuma-ct.ac.jp/users/tosyo/index.html） 

 

（http://tosyo9.da.takuma-ct.ac.jp/） 

（出典 本校ホームページ）
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（分析結果とその根拠理由）  

学生及び教員のニーズに応じて必要な資料が系統的に整備され，活用されている。87,000冊以上の

蔵書があり，工学や自然科学の他，文学や歴史，社会科学，語学などの図書や学術雑誌も充実してお

り，さらに学生の要望や教員の意見などを配慮して図書を整備している。またインターネットを利用

した蔵書検索や文献検索サービス，学生図書委員会の活動や広報の作成，図書館イベントなどで図書

の利用促進を図っている。以上から，本観点を満足していると判断する。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 本校の施設・設備は，施設長期計画に基づいて継続的に整備されている。また，点検評価委員会に

おいて施設の利用状況と問題点が分析されていることから，施設・設備は有効に活用されている。情

報ネットワークに関しても十分なセキュリティ管理の下，インターネット及び電子メール等の利用を

含め，学生のネットワーク利用環境が整備されている。 

図書館についても学科の種類，教員数及び学生数に応じた図書，学術雑誌など教育研究上必要な資

料として利用しやすく系統的に配架し整備がされている。また，学生のニーズに対応した各種コーナ

ーも設置され有効に活用されている。 

 

（改善を要する点）  

 セキュリティポリシーについて，組織体制の変更，環境の変化に対応した見直しを検討する。 

 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

本校の目的や教育課程に対応した校地・校舎・教室・図書館棟・情報処理センター・体育館・運動

場等の施設が整備されているほか，教育用の機械器具・計測機器等の設備も適切に整備され，それぞ

れ有効に活用されている。また，学内の情報ネットワークについては，校内LANの高速化，学外接続

の高速化を最大限に図っているほか，情報セキュリティの面からもウィルスに対処する仕組みを整備

するなど教育や学生のニーズを満たすものとして適切に整備され，有効に活用されている。 

 図書館については，学生及び教員のニーズに応じて系統的に収集された図書，学術雑誌，視聴覚資

料等の教育研究上必要な資料が充実した状態で整備されている。また書架の配置や検索用のパソコン

等の設備，並びに土曜日や夜間に開館するなど利便性が十分に考慮されており，学生からも有効に活

用されている。また，校内の体育施設や図書館は学外者に対して開放しており，有効に活用されてい

る。 

 以上のとおり，施設・設備が整備され，有効に活用されているほか，情報ネットワークも十分な

セキュリティ管理下で適切に整備され，図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料

も整備されている。 
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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

（観点に係る状況）  

教育活動の実態を示すために，資料９－１－①－１に示すデータ・資料を収集・蓄積している（資

料１－１－①－10，資料９－１－①－２～６）。 

評価を適切に実施できる体制として，教務委員会の下に「教育改善専門部会」を，点検評価委員会

の下に「認証評価専門部会」を設置している（資料９－１－①－７～９）。また，学外の有識者との

運営懇話会（資料９－１－①－10）を開催し，委員からの意見と本校の対応状況等をまとめた運営懇

話会報告書を全教員に配布することで自己点検・評価に活用している。 
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資料９－１－①－１

時期 保存確認 保存場所

1 シラバス

平成7年度から15年度までは，教務係
で製本。平成16年度から製本をやめ各
科のWebページに公開。平成18年度か
らは教務係で取りまとめWeb上に公開。

3月 学生課教務係
学生課教務係
（本校Webペー
ジに掲載）

１－1－①－10
シラバス例

2 講義日誌
平成18年度から，全教員が記録し保
管。

試験期間中
(年4,5回）

各科 各科
９－１－①－２
講義日誌例

3 試験答案

平成17年は，前期期末試験からの成績
上位5名の答案と可，不可の答案，得
点の度数分布表をファイリングし保管。
平成18年度からは，非常勤を含む全教
員の担当科目について，得点の度数分
布グラフ，白紙の試験問題，解答例，答
案（得点の降順にソート）を電子ファイ
ル化し，年度末に全ファイルをDVDに
保存。

試験期間中
(年4,5回）

年度末

各科

教育改善専門部会

各科

学生課教務係

９－１－①－３
答案保存の
ガイドライン

4 授業評価アンケート

平成11年度から学生による授業評価ア
ンケートを年1回実施。講義科目を原則
として1人２科目選択し，実施。 専攻科
科目を講義している場合は，２科目のう
ちの１科目は専攻科科目。

12月末
（前期科目は
10月末）

学生課教務係
学生課教務係
（本校図書館の
閲覧室で公開）

９－１－①－４
授業評価
アンケート

5
シラバスと授業について
の自己点検評価シート

平成16年度から年度末に全教員は担
当科目ごとに記載し保管。

年度末 各科 各科
９－１－①－５
自己点検評価
シート

6 自己点検集計表
「シラバスと授業についての自己点検
評価シート」の集計結果を示す統一し
た集計表を，平成17年度に作成。

年度末 教務委員会 学生課教務係
９－１－①－６
自己点検集計
表例

資料番号
内容

教育活動の実態を示すデータや資料一覧

チェック
データ   資料名 概要

 

（出典 教育改善専門部会データより作成）

 

資料９－１－①－２

 

（出典 平成18年度 講義日誌 一般教科，専門学科ごとに保存）
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資料９－１－①－３

試験答案保存のガイドライン 

 

（出典 平成 18 年度第 4 回教務委員会資料 平成 18 年５月 29 日（抜粋））
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資料９－１－①－４

授業評価に関するアンケート用紙 

学年・学科： 科目名： 月 日

授業評価に関するアンケート（平成１７年度）

◇この調査は、授業担当の教員が学生の皆さんと共同して、授業をより良くするために実施するものです。

◇１～１６の項目は５段階です。３を普通程度として、１～５の該当する数字に１つだけ○をつけて下さい。

○あなた自身に関する質問
積極的 普通 消極的

1．あなたは話をよく聞き授業に集中しましたか。 5 4 3 2 1
集中した どちらともいえない 集中していない

２．あなたは予習復習を十分行いましたか。 5 4 3 2 1
行った どちらともいえない 行っていない

３．あなたは試験勉強を計画的に行いましたか。 5 4 3 2 1
行った どちらともいえない 勉強をしていない

○授業の評価に関する質問

４．授業の内容を理解できますか。 5 4 3 2 1
理解できる どちらともいえない 全く理解できない

５．授業の難易度は適切ですか。 5 4 3 2 1
適切である どちらともいえない 適切でない

６．授業の進み具合は適切ですか。 5 4 3 2 1
適切である どちらともいえない 適切でない

７．授業に準備や工夫がされていますか。 5 4 3 2 1
されている どちらともいえない 全くされていない

８．居眠りや私語をしているとき、 5 4 3 2 1
　　教員は注意等をしますか。 必ずする どちらともいえない 全然しない

９．教員は授業に遅れたり、早く終わったり、 5 4 3 2 1
　　休講などがありますか。 ない どちらともいえない 非常に多い

１０．授業中、質問や発言をしやすいですか。 5 4 3 2 1
しやすい どちらともいえない しやすくない

１１．教員に意欲・熱意を感じますか。 5 4 3 2 1
感じる どちらともいえない 全く感じない

１２．黒板の使い方は適切ですか。 5 4 3 2 1
適切である どちらともいえない 適切でない

１３．教員の説明は分かり易いですか。 5 4 3 2 1
分かり易い どちらともいえない 全く分からない

１４．あなたの成績は正しく評価されていますか。 5 4 3 2 1
されている どちらともいえない 全くされていない

１５．試験問題の難易度は適切ですか。 5 4 3 2 1
適切である どちらともいえない 適切でない

１６．総合的に判断して良い授業だと思いますか。 5 4 3 2 1
良い どちらともいえない 悪い

○授業に関する意見

１７．授業に対する意見を自由に記入して下さい。

 

（出典 学生課教務係）
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資料９－１－①－５

シラバスと授業についての自己点検評価シート 

 

（出典 シラバスと授業についての自己点検評価シート）
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資料９－１－①－６

（出典 教育改善専門部会データより作成）

 

資料９－１－①－７

教育改善専門部会議事要録 

（出典 本校グループウェア 平成 17 年度第 7 回教育改善専門部会議事要録（抜粋））
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資料９－１－①－８

点検評価委員会認証評価専門部会細則 

 

（出典 本校グループウェア 点検評価委員会認証評価専門部会細則）

 

資料９－１－①－９

教育改善に関係する委員会等の組織図 

 

（出典 各種委員会規程より作成）
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資料９－１－①－10

運営懇話会要項 

 

（出典 平成 18 年度 運営懇話会報告書 平成 18 年 9 月 29 日 4 頁）
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（分析結果とその根拠理由）  

 教育改善専門部会と認証評価専門部会を設置し，教育活動の実態を示すデータ・資料の保存方法や

自己点検・評価のためのガイドライン作りを行っている。各科や教務係，委員会等で毎年授業評価ル

ープ（資料９－１－①－11）に従って授業改善・評価がなされている。以上，評価を適切に実施する

体制を整備している。 

 

 

資料９－１－①－11

教育改善サイクル 

授業評価ループ

教務係
で集計

学生

2. 授業評価アンケート回収

5. 結果を図書館に掲示

3. 集計結果を通知
教員

各科で相互チェック

6. 自己点検評価シート作成

教務委員会で分析・検討

7. 自己点検評価集計表の作成

4. コメントを加筆

8. 分析・検討結果を報告

企画運営委員会で評価 校長

9. 指導

10. シラバス作成
（改善計画）1. シラバス配布・解説

 

（出典 平成 17 年度運営懇話会報告書の 19 頁上の資料をもとに作成）
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観点９－１－②： 学生の意見の聴取（例えば，授業評価，満足度評価，学習環境評価等が考えら

れる。）が行なわれており，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反

映されているか。 

（観点に係る状況） 

学生による授業評価アンケートを年１回実施している。平成11・12年度は全教員・全担当科目に対

して実施し，評価結果を報告書にまとめ全教員に配布した（資料９－１－②－１～３）。平成13年度

からは質問項目を見直し，実施科目も教員あたり２科目に設定した（資料９－１－②－４）。アンケ

ート集計結果は，平成15年度から自由に閲覧できるよう図書館での公開を始めている（資料９－１－

②－５）。平成18年度からはアンケート用紙を自動集計できるように変更し，回収と集計を教務係で

行うようにした（資料９－１－②－６，７）。 

講義や学習に関する学生の意見は，校長･３主事・学生課長と学生会役員との懇談会においても聴

取している（資料７－１－③－１）。聴取した意見は，学生会役員との懇談会(メモ)として学校とし

ての対応状況をまとめ自己点検・評価に反映されている（資料９－１－②－８）。 

後援会支部総会では，学生の意見・要望等についてのアンケート調査を保護者に対して実施し，調

査結果は教員会議において全教員に配布されている（資料９－１－②－９）。教務委員会において，

関係する教員は要望に対する回答を教務主事に報告し，自己点検・評価に反映するようにしている

（資料９－１－②－10）。 
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資料９－１－②－１

授業評価に関するアンケート用紙 

 

（出典 自己点検・評価報告書（平成 12 年度 学生による授業評価）平成 13 年 3 月 付 1-1 頁）
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資料９－１－②－２

授業評価アンケートの分析結果 

 

（出典 自己点検・評価報告書（学生による授業評価 中間報告）平成 12 年 6 月   6 頁）
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資料９－１－②－３

授業評価アンケートの分析結果 

 

（出典 自己点検・評価報告書（平成 12 年度 学生による授業評価）平成 13 年 3 月   5 頁）
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資料９－１－②－４

                                                          平成 17 年 9 月 12 日 

 教員 各位 

                                                      教務主事 高木正夫 

                   授業評価アンケートの実施について 

 

  平成 17 年度も昨年同様学生による授業評価アンケートを実施することになりましたので， 

各教員には下記の日程で授業評価アンケートの実施をお願いいたします。 

 原則として、実施は１回／年ですが、もし、実施を２回に分ける場合は、実施時期等を 

ご連絡ください。 

  各教員ごとに，原則として担当科目から２科目を選択し実施してください。 

 ただし，同じ科目を複数のクラスで教える場合は１クラスだけ実施して，もう１科目は 

別の科目を実施して下さい。対象科目を１科目しか担当していない場合は１科目だけ実施 

し，対象科目を担当していない場合はアンケートを実施する必要はありません。 

 1)アンケート用紙（本メールの添付ファイル“questionnaire.xls”）は，各教員また 

  は各学科で必要枚数のコピーをお願いいたします。 

   ただし，非常勤担当科目については教務係でコピーします。 

 2)アンケート実施時、担当教員は学生にプレッシャーがかからないようにアンケート時 

  は教室から出るなどご配慮をよろしくお願いいたします。 

  実施したアンケートの集計は，各教員でお願いいたします。集計結果は，本メールの 

添付ファイル“result.xls”に入力してください。 

   ただし，非常勤担当科目については教務係で集計します。 

 3)集計ファイルは，下記のメールアドレスへ添付ファイルとして送付いただくか，フロ 

  ッピーディスクに入れ教務係へご提出下さるようお願いいたします。その際，ファイ 

  ル名を教員のフルネームに変更するようお願いいたします。たとえば，高木の場合は 

  ファイル名が“高木正夫.xls”となります。後の手続きが簡単になりますように，ご 

  協力をよろしくお願いいたします。 

 4)集計結果は教務係でプリントアウトし、ファイリングして、図書館の図書閲覧室に置 

  き、閲覧可能とします。 

                              記 

【アンケート実施期間  】  10 月 3 日(月)～12 月 16 日(金) 

【アンケート対象科目  】 工学実験、体育、芸術，演習中心の科目以外の科目 

【アンケート用紙    】 本メール添付ファイル“questionnaire.xls“ 

【アンケート集計ファイル】 本メール添付ファイル“result.xls“ 

【集計結果の提出締切日 】  1 月 10 日(火) １７時 

【集計結果提出先    】 教務係へフロッピーで提出，または， 

                                 ■■■■■takuma-ct.ac.jp への電子メールに添付 

 

（出典 学生課教務係）
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資料９－１－②－５

平成 18 年度 授業評価に関するアンケート集計結果（閲覧用） 

 

（出典 図書館閲覧室）
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資料９－１－②－６

平成 18 年度 授業評価に関するアンケート用紙 

 

（出典 学生課教務係で配布）
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資料９－１－②－７

教員各位  

 

             教務主事 高木正夫  

 

  授業評価アンケートの実施科目の調査ならびに実施要領のお知らせ  

(省略) 

Ｂ．授業評価アンケートの実施要領  

 

本年度の授業評価アンケートの要領要領をご連絡します。昨年度と比べ，いくつかの  

点で変更がありますので，ご注意ください。  

 

１．変更する理由  

 

昨年度は各先生方でアンケートの集計をお願いしておりましたが，外部評価において  

アンケートの客観性に劣るとの指摘が予想されます。そこで，本年度からは，アンケー  

トの集計は教務係で行うことになりました。  

 

(省略) 

 

４．授業評価アンケートの実施手順  

 

(1) 授業評価アンケートの印刷を教務係が行う。  

(2) 授業評価アンケートを教務係から受け取る。  

(3) 担当科目のアンケートを実施する．（約２週間）  

(4) 回答後のアンケート用紙は学生（週番または学級委員）が教務係へ提出する。  

(5) アンケートの集計を教務係が行う。（約２週間）  

(6) 授業評価アンケート用紙と集計結果を教務係から受け取る。  

(7) 学生からの意見等の事項を記入して教務係に提出する。（約１０日間）  

 

５．教員からのコメント欄等について  

 

以下の４点を文章で記述する。  

(1) 学生からの意見  

(2) 教員からのコメント  

(3) アンケート結果の分析  

(4) 今後の取り組み 

（出典 学生課教務係）
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資料９－１－②－８

（出典 学生課教務係（抜粋））
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 資料９－１－②－９

平成18年度 後援会支部総会アンケート調査集計（抜粋）（１／２） 
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 資料９－１－②－９

平成18年度 後援会支部総会アンケート調査集計（抜粋）（２／２） 

 

（出典 平成18年12月11日 教員会議で配布）

 

 資料９－１－②－10

平成18年度 後援会支部総会アンケートに対する教員の対応について 

 

（出典 本校グループウェア 平成18年度 第11回教務委員会議事要録）

 

（分析結果とその根拠理由）  

授業評価アンケートを通して，学生の授業に対する意見などを聴取し，集計結果を図書館で公開し

ている。また，校長と学生課長らが学生会代表者からの意見を収集する機会を設け，汲み取った意見

への対応を検討している。さらに後援会支部総会の場において保護者を通して学生の意見を聴取し，

関係する教員からの回答文を教務主事に報告している。 

以上，学生の意見を聴取し自己点検・評価に適切に反映させている。 
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観点９－１－③： 学外関係者（例えば，卒業（修了）生，就職先等の関係者等が考えられる。）

の意見が，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されているか。 

（観点に係る状況）  

 卒業生の意見は，平成16・17年度に同窓会を通じて本校の学習・教育目標，学習成果,達成度基準

が適当であるかどうかを調査し，結果を運営懇話会報告書に記載した（資料９－１－③－１）。平成

18年度は，就学中と卒業後の意識変化及び本校に期待する教育と本校における学習成果の自己評価を

調査した（資料６－１－⑤－２，３）。 

企業からの意見として，第５学年担任と進路指導室長が企業訪問した際に，本校卒業生の資質・能

力や企業の求める学生像などの情報を取得している（資料６－１－⑤－４）。またインターンシップ

受け入れ企業に対しては校外実習証明書（資料９－１－③－２）の中で，参加した学生の実習態度や

能力・資質等の確認を行っている。 

平成12年度に外部評価委員会を開催して学外の有識者から意見を求め，その詳細を学内外に公表し，

「点検・評価報告書（第３版）」（資料９－１－③－３）を作成した。平成16年に「詫間電波工業高

等専門学校運営懇話会」を設置し，以後毎年運営懇話会を開催している。懇話会における質問・意見

等と本校の対応等をまとめた報告書（資料９－１－③－４～６）を全教員に配布し，自己点検・評価

に反映させている。 
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資料９－１－③－１

卒業生へのアンケート結果 （１／３） 
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資料９－１－③－１

卒業生へのアンケート結果 （２／３） 
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資料９－１－③－１

卒業生へのアンケート結果 （３／３） 

 

（出典 平成 17 年度 運営懇話会報告書  平成 17 年 9 月 21 日  65－67 頁）
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資料９－１－③－２

校外実習証明書 

 

（出典 学生課教務係）

 

 



詫間電波工業高等専門学校 基準９ 

- 550 - 

資料９－１－③－３

外部評価の公表と本校の取り組み 

 

 

（出典 点検・評価報告書（第 3 版）平成 15 年 1 月  178 頁）
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資料９－１－③－４

平成 16 年度運営懇話会における質問・意見等 

 

（出典 運営懇話会報告書（第 1 回）平成 16 年 12 月 16 日  45 頁）
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資料９－１－③－５

平成 17 年度運営懇話会における質問・意見等と本校の対応（１／２） 

 

 



詫間電波工業高等専門学校 基準９ 

- 553 - 

資料９－１－③－５

平成 17 年度運営懇話会における質問・意見等と本校の対応（２／２） 

 

（出典 平成 17 年度運営懇話会報告書 平成 17 年 9 月 21 日 53，61 頁）
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資料９－１－③－６

平成 18 年度運営懇話会における質問・意見等と本校の対応（１／２） 
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資料９－１－③－６

平成 18 年度運営懇話会における質問・意見等と本校の対応（２／２） 

 

（出典 平成 18 年度運営懇話会報告書 平成 18 年 9 月 29 日  59, 61, 69, 70 頁）
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（分析結果とその根拠理由）  

  卒業生や企業，学外の有識者など多方面の方々からの意見を汲み取る機会を有している。また，運

営懇話会での質問に対する本校の対応を明確にし，報告書等にまとめ全教員に配布するなど，自己点

検・評価に適切に反映されている。 

 

 

観点９－１－④： 各種の評価（例えば，自己点検・評価，教員の教育活動に関する評価，学生に

よる達成度評価等が考えられる。）の結果を教育の質の向上，改善に結び付けら

れるようなシステムが整備され，教育課程の見直しなど具体的かつ継続的な方策

が講じられているか。 

（観点に係る状況）  

教育活動に関する委員会や専門部会を設置（資料９－１－①－９）しており，授業に関する教育改

善ループのシステムが整備されている（資料９－１－①－11）。各科ごとに教員相互で授業等のチェ

ック及び評価をしている（資料９－１－④－１，２）。評価結果は自己点検集計表（資料９－１－①

－６）にまとめ，改善点の達成度を自己評価して次年度の授業計画やシラバス等に反映させている。

各科でまとめられた自己点検集計表は，教務委員会において適切に実施できているかどうかをチェッ

クし（資料９－１－④－３），教務委員会での評価結果は企画運営委員会に報告され次年度への改善

策を考えている。 

運営懇話会において指摘を受けた意見とそれに対する学校としての対応を報告書にまとめ全教員に

配布するシステムが整備され，教育活動の見直しや改善のための方策が講じられている（資料９－１

－③－５，６）。 

自己点検・評価の分析により，授業評価アンケートの内容等の継続的な見直しを行っている（資料

９－１－④－４）。また，学生からの要望を汲み取り授業評価アンケートの公開，アンケートの回収

・集計方法なども改善している（資料９－１－②－８）。 

教育課程に関しては外部評価委員からの意見等を参考に，「中国語」と「環境と人間」を平成17年

度に新設した（資料９－１－④－５）。 
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資料９－１－④－１

学科の教員による授業に関する相互点検 

 

（出典 平成 18 年 3 月 16 日 学科（情報）教育改善会議議事録１）
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資料９－１－④－２

学科の教員による教科ごとの相互点検 

 

（出典 学科（情報）教育改善会議議事録１－１）

 



詫間電波工業高等専門学校 基準９ 

- 559 - 

 

 

資料９－１－④－３

教務委員会議事要録 

 

（出典 本校グループウェア 平成 19 年 3 月 23 日 第 17 回教務委員会議事要録）
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資料９－１－④－４

学生による授業評価アンケートの内容等の見直し （１／２） 
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資料９－１－④－４

学生による授業評価アンケートの内容等の見直し （２／２） 

（出典 点検・評価報告書（第 3 版）平成 15 年 1 月 90,91 頁）
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資料９－１－④－５

教務委員会議事要録 

 

 

（出典 本校グループウェア 平成 16 年度 第 8, 10 回教務委員会議事要録（抜粋））
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（分析結果とその根拠理由）  

各教員の自己評価を各科で相互評価し，さらに昨年度の改善点がどの程度達成されているかのチェ

ックも行っている。評価結果は教務委員会で確認し，企画運営委員会に報告している。以上，教育の

質の向上や改善に結び付けられるシステムが整備され，授業評価アンケートの内容，実施方法等の改

善や教育課程の見直しが講じられている。 

 

 

観点９－１－⑤： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授

業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改

善活動状況を，学校として把握しているか。 

（観点に係る状況）  

 非常勤も含めた全教員は，教育の質を向上するため，授業評価アンケートに記入された学生の意見

（資料９－１－⑤－１）に対する自身のコメントや集計結果の分析，今後の取り組みなどをまとめて

集計シート（資料９－１－⑤－２）に記入している。授業評価アンケート集計結果は，教務係でまと

めて印刷し図書館で公開している。また，年度末に教員が作成した「シラバスと授業についての自己

点検評価シート」（資料９－１－⑤－３）は各科で教員相互チェックをした後，自己点検集計表（資

料９－１－⑤－４）にまとめている。集計表は，教務委員会において改善点や改善されているかどう

かなどを分析・検討するのに利用されており，授業評価アンケート集計結果とともに個々の教員の改

善活動を学校として把握することに役立っている。 

 平成17年度から発行している年報（資料９－１－⑤－５）において，各教科の教育改善活動の成果

やこれからの取り組みが報告され，平成18年度からは校長に提出する教育活動報告書（資料９－１－

⑤－６）の中で授業改善の項目を設け，全教員が報告することとしており，学校として改善活動状況

を把握するよう努めている。教育改善活動の一例として，第２学年の微分積分学では，習熟度別学習

や補講の導入により教育の成果を上げている（資料９－１－⑤－７）。 
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 資料９－１－⑤－１

授業評価に関するアンケートの記入例 

 

（出典 教員個人データ）
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 資料９－１－⑤－２

授業評価に関するアンケート集計例 

 

（出典 学生課教務係）
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 資料９－１－⑤－３

シラバスと授業についての自己点検シート記入例 

 

（出典 平成19年3月23日第17回教務委員会資料）
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 資料９－１－⑤－４

自己点検集計表の記入例 

 

（出典 平成19年3月23日第17回教務委員会資料）
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 資料９－１－⑤－５

年報の表紙と目次 

 

（出典 平成17年度 年報）
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 資料９－１－⑤－６

教育活動報告書の提出依頼 

 

（出典 総務課企画係）
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 資料９－１－⑤－７

微分積分学における学力差の解消（数学科） 

（出典 平成17年度 年報 26,27頁）
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（分析結果とその根拠理由） 

個々の教員の教育改善活動状況は，授業評価アンケート集計結果の公開や年報の発行により学校と

して把握している。また全教科ではないが，年報において具体的な改善状況が示されている。  

 

 

観点９－１－⑥： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

（観点に係る状況）  

各教員の研究活動が教育の質の改善に寄与している例は26例挙げられる（資料９－１－⑥－１）。

例えば，英語科では科学研究費補助金により教材を作成し，平成17，18年度にマルチメディア公開授

業を行っている（資料９－１－⑥－２）。電子工学科では，研究活動で得られた知識を活用し，計算

機工学でのVHDLや画像工学でのMPEG技術の導入など時代に即した講義項目を取り入れている（資料９

－１－⑥－３）。工学実験においては，電子工学科では卒業研究によるWeb学生実験支援システムを

運用し（資料９－１－⑥－４），情報工学科では実験教材を自作している（資料９－１－⑥－５）。 

また，専攻科課程の特別研究においては，各指導教員の研究テーマが扱われ，学外発表もなされて

いる（資料９－１－⑥－６）。 
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資料９－１－⑥－１

研究活動が教育の質の改善に寄与している実例 （１／２） 
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資料９－１－⑥－１

研究活動が教育の質の改善に寄与している実例 （２／２） 

 

(出典 各科への調査により作成)
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資料９－１－⑥－２

マルチメディア授業の報告書 

 

（出典 マルチメディア授業報告書）
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資料９－１－⑥－３

教員の研究活動で得た知識・技術を導入した授業のシラバス （１／２） 
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資料９－１－⑥－３

教員の研究活動で得た知識・技術を導入した授業のシラバス （２／２） 

 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料９－１－⑥－４

工学実験のホームページ 

 

 

（出典 工学実験ホームページ）
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資料９－１－⑥－５

教員が自作した実験教材の Web ページ  

 

（URL  http://www.di.takuma-ct.ac.jp/~miyatake/open/assist.html）

 

（URL  http://www.di.takuma-ct.ac.jp/~matusita/GuenCAD/top/）

（出典 情報工学科）
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資料９－１－⑥－６

専攻科生の学外発表例 

 

（出典 情報処理学会 研究報告）
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（分析結果とその根拠理由）  

科学研究費補助金や卒業研究・特別研究により教材が作成され，その成果は講義や工学実験に取り

入れられている。また，学生の学会発表への参加にも取り組んでおり，研究活動が教育の質の改善に

寄与しているといえる。 

 

 

観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実施さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

文部科学省主催の新任教員研修会や高専教員研修会，FD研修会に参加し，本校においても新任教員

の研修会を開催している（資料９－２－①－１，２）。また，本校教職員を対象に，学外から講師を

迎えた講演会を開催している（資料９－２－①－３）。 

平成13年度より校長裁量経費（教育研究活性化経費）によるプロジェクト研究等を推進し（資料９

－２－①－４），年度末には報告会を開催している（資料９－２－①－５）。 

平成16年度からマルチメディアを利用した公開授業を実施している。学科から１名選出し，前もっ

て実施日時等を全教員に連絡している。授業担当者は授業内容を記録し，授業参観した教員は評価を

記録することになっている（資料９－２－①－６，７）。評価結果は授業担当者にフィードバックさ

れ，授業改善に反映されている。平成17年度から，年１回保護者など学外の人を対象とした授業参観

日を設け，アンケートにより評価を行っている（資料９－２－①－８）。 

内地・在外研究員制度で過去５年間に１名が内地に１名が在外研究員として勤務した。高専教員交

流制度では，平成18，19年度に各１名の教員が転出し，平成18年度に１名の教員を受け入れた。 

 

資料９－２－①－１

開始日 研修会名称 主催 日数 参加人数 概要
H17.6.3 新任教員研修会 本校 1 4 校務や授業等のガイダンス
H17.7.28 香川県教育センター研修講座 香川県教育センター 2 1 生徒指導研修講座
H17.8.1 香川県教育センター研修講座 香川県教育センター 1 1 学級経営研修講座
H17.8.22 高等専門学校新任教員研修会 高専機構 3 2 新任教員に対する研修
H17.9.13 高等専門学校教員研修 高専機構 3 1 クラス経営・生活指導研修会
H18.6.5 新任教員研修会 本校 2 5 校務や授業等のガイダンス
H18.7.21 香川県教育センター研修講座 香川県教育センター 2 2 学校運営・ありかた
H18.8.3 香川県教育センター研修講座 香川県教育センター 2 1 学校運営・ありかた

H18.11.22

平成19年度に実施する高等専
門学校機関別認証評価に関す
る自己評価担当者等に対する
研修会

独立行政法人大学評
価・学位記授与機構

1 5 学校運営・ありかた

研修会（講習会）への教員の参加状況

（出典 総務課人事係データより作成）
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資料９－２－①－２

ＦＤ研修会プログラム （１／３） 
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資料９－２－①－２

ＦＤ研修会プログラム （２／３） 
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資料９－２－①－２

ＦＤ研修会プログラム （３／３） 

（出典 平成 18 年度四国地区高等専門学校ＦＤ研修会 実施記録）
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資料９－２－①－３

講演日 演    題 講演者（所属）
参加教職員数

(人）
H16.11.5 FDその1つの試み 荒木光彦助教授（京都大学大学院工学研究科長） 50
H16.12.21 工学系高等専門学校専攻科への期待 神谷 武志 学位審査研究部長（大学評価・学位授与機構） 51
H17.3.11 PBLの方法と効果について 荒川 雅生 助教授 (香川大学） 60
H18.2.23 小中学校教育の現状と課題 大西 宏 助教授 (鳴門教育大学） 52
H18.12.7 高等専門学校機関別認証評価について 青木恭介教授（（独）大学評価・学位授与機構） 82

ＦＤに関する講演会の状況

 

（出典 総務課人事係データより作成）

 

資料９－２－①－４

校長裁量経費申請要領 

 

（出典 総務課企画係）
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資料９－２－①－５

2006 年プロジェクト研究発表会 目次 

 

（出典 2006 年プロジェクト研究発表会 講演論文集）
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 資料９－２－①－６

マルチメディアを利用した授業実施報告書 （１／３） 
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 資料９－２－①－６

マルチメディアを利用した授業実施報告書 （２／３） 
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 資料９－２－①－６

マルチメディアを利用した授業実施報告書 （３／３） 

 

（出典 学生課教務係）
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 資料９－２－①－７

公開授業の授業評価および自己チェックアンケートの集計結果 

 

 

（出典 学生課教務係）
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 資料９－２－①－８

授業参観に関するアンケート結果 （１／２） 
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 資料９－２－①－８

授業参観に関するアンケート結果 （２／２） 

（出典 教務係 授業参観に関するアンケート（平成19年度）集計結果）
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（分析結果とその根拠理由）  

研修会への参加やFD講演会の開催を行っている。校長裁量経費によるプロジェクト研究では，多く

のグループや個人による研究が遂行され，年度末には報告書の発行や報告会により研究成果を公開し

ている。公開授業や授業参観による授業評価，人事交流も行っており，ファカルティ・ディベロップ

メントについて組織として適切な方法で実施されている。 

 

 

観点９－２－②： ファカルティ・ディベロップメントが，教育の質の向上や授業の改善に結び付

いているか。 

（観点に係る状況） 

平成18年度四国地区高専共同事業FD研修会において３名の教員が発表した（資料９－２－②－１）。 

校長裁量経費によるプロジェクト研究の成果として， Webを利用した教育環境整備ツールが開発・

運用されており学習意欲向上が期待される（資料９－２－②－２）。また各種イベントなどを通じて，

学生のボランティア活動を支援しており，コミュニケーション能力等の育成に寄与している（資料９

－２－②－３）。 

マルチメディアを利用した公開授業では, 例えば平成17年度年報において社会科（歴史）でオンラ

インゲームを用いた授業の実施についての報告があり，平成18年に公開授業を行い再度評価している

（資料９－２－②－４，５）。 

教員交流等による成果としては，在外研究員時の研究を論文としてまとめている（資料９－２－②

－６）。 
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 資料９－２－②－１

ＦＤ研修会での発表概要 （１／２） 
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資料９－２－②－１

ＦＤ研修会での発表概要 （２／２） 

 

（出典 平成18年度四国地区高等専門学校ＦＤ研修会 実施記録）
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 資料９－２－②－２

プロジェクト研究報告会 講演論文集（１／２） 
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資料９－２－②－２

プロジェクト研究報告会 講演論文集（２／２） 

 

（出典 平成 18 年度プロジェクト研究報告会 講演論文集）
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資料９－２－②－３

学生活動活性化プロジェクト報告書 （１／２） 
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資料９－２－②－３

学生活動活性化プロジェクト報告書 （２／２） 

 

（出典 平成 17 年度 学生活動活性化プロジェクト報告書）
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 資料９－２－②－４

マルチメディアを用いての歴史教育（社会科） 

 

 

（出典 平成17年度年報 22,23頁）
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 資料９－２－②－５

授業評価および自己チェックアンケート集計結果 

 

 

（出典 授業評価および自己チェックアンケート集計結果 平成18年7月7日）
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 資料９－２－②－６

在外研究員の研究論文 

 

（出典 Sience Direct (elsevier) electronic notes in Discrete Mathematics 26 (2006)

pp.131-138  より抜粋）

 



詫間電波工業高等専門学校 基準９ 

- 602 - 

（分析結果とその根拠理由）  

 FD研修会での発表やプロジェクト研究での成果から，ファカルティ・ディベロップメントが教育の

質の向上や授業の改善に結びつくことが期待される。また公開授業や参観日において収集された参観

者の意見などが授業担当者にフィードバックされており，教育の質の向上や授業の改善に結び付いて

いる。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 教育の実態を示すデータや資料として，講義日誌，試験答案等が適切に収集され，学科ごとに相互

チェックするシステムが整備されている。学生による授業評価アンケートの集計結果を図書館で公開

し，教育等の取り組みを年報にまとめ，教育改善活動状況を学校として把握するよう努めている。教

員の開発したソフトウェアを工学実験に使用するなど，多くの研究成果が教育の質の改善に寄与して

いる。ファカルティ・ディベロップメントでは，公開授業や授業参観の実施，講演会の開催など多く

の取り組みがなされている。公開授業や授業参観日には，参観者の意見が収集され授業担当者にフィ

ードバックされているため，教育の質の向上・改善に結び付いている。 

 

（改善を要する点）  

 非常勤の担当する科目の試験答案のデータは蓄積されているが，講義日誌や成績評価に関するデー

タの蓄積が不完全である。また学生の満足度評価がなされていない。これらは早急に対処する必要が

ある。 

 

 

（３）基準９の自己評価の概要 

 本校では，平成17年度から教務委員会の下部組織として教育改善専門部会を設け，教育改善のため

のガイドライン作りなどを進めてきた。当初部会員は，各科からそれぞれ１名程度ずつ選出していた

が，作業の円滑化を図るため，平成18年度からは各科２名程度に増やした。 

教育改善専門部会で検討されたガイドラインに従って，教育の実態を示すデータや資料の収集・蓄

積が行われ，また部会員や教務係員によりデータ・資料の管理が行われている。 

学生や卒業生，企業，学外の有識者からの意見を聴取する機会を設け，聴取した意見や学校として

の対応状況は報告書としてまとめている。また授業評価アンケートの集計結果は，図書館の閲覧室で

公開しており，誰でも見ることができるようにしている。 

各科では，年数回教育改善のための会議を開催し，それまでの教育活動の実態を示すデータや資料

を相互チェックしている。また年度末の会議では，各教員が担当科目等の今年度の問題点や次年度へ

の改善点をまとめ，教育の質の向上を図っている。また公開授業も行っており，教科や学科を越えた

教育方法の改善が期待できる。 

ファカルティ・ディベロップメントとして，校長裁量経費によるプロジェクト研究を推進しており，

教育改善の報告もなされている。また毎年学外の有識者による教育改善に関する講演会も開催してい

る。公開授業や授業参観によって，自己と他者の両面から評価を行い教育の質の向上に努めており，

ファカルティ・ディベロップメントは適切に行われ，教育の質の向上や授業の改善に結びついている。 
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基準10 財務 

（１）観点ごとの分析 

観点10－１－①： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか。

また，債務が過大ではないか。 

（観点に係る状況）  

平成19年３月末日現在における資産現在額は，資産一覧表のとおりである。 

建物，構築物，建物附属設備等については，平成16年４月に独立行政法人化されるにあたり，国立

学校特別会計に所属の本校国有財産を，独立行政法人国立高等専門学校機構に全て出資財産として受

け渡しされたものが，そのまま資産として形成されている。また，平成17年度に専攻科棟を新設し，

教育研究設備の整備・充実をはかった（資料10－１－①－１）。 

 また，債務における固定負債については，平成16年度の長期借入金は420,237千円であるが，国か

らの返還計画に基づき相殺され，平成17・18年度の借入金はない。流動負債（未払金等）については，

翌年度に支払いするもので問題はない（資料10－１－①－２）。 

 

 

                                資料10－１－①－１

 

 

 

 

 

（出典 総務課財務係）
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資料10－１－①－２

貸借対照表（１／９） 

 （平成16年度） 

 

 

 



詫間電波工業高等専門学校 基準10 

- 605 - 

資料10－１－①－２

貸借対照表（２／９） 
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資料10－１－①－２

貸借対照表（３／９） 

 

 

 



詫間電波工業高等専門学校 基準10 

- 607 - 

資料10－１－①－２

貸借対照表（４／９）     

 （平成17年度） 
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資料10－１－①－２

貸借対照表（５／９） 
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資料10－１－①－２

貸借対照表（６／９） 
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資料10－１－①－２

貸借対照表（７／９） 

 （平成18年度） 
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資料10－１－①－２

貸借対照表（８／９） 
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資料10－１－①－２

貸借対照表（９／９） 

（出典 総務課財務係）
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（分析結果とその根拠理由）  

学校施設等資産は，高等専門学校設置基準を満たしており，本校の目的に沿った教育活動等を安定

して遂行できる資産を有している。また，債務については，借入金はなく，固定負債は，法律上の負

債ではなく会計上の負債として計上したものであり，流動負債についても十分な支払い能力を有して

いる。 

 

 

観点10－１－②： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継

続的に確保されているか。 

（観点に係る状況）  

本校の経常的収入については，高専機構から交付される運営費交付金及び施設整備費補助金の外，

自己収入として授業料，入学料，入学検定料，講習料，財産貸付料等がある。また，外部資金として，

共同研究料，受託研究料，寄附金，補助金等の収入がある。 

 本校における過去５年間の収入については，収入の確保等状況のとおり，授業料，入学料，入学検

定料収入は安定している（資料10－１－②－１）。外部資金についても，増加傾向にある（資料10－

１－②－２）。 

  

資料10－１－②－１

収入金の確保等状況 

 

（出典 総務課財務係）
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                               資料10－１－②－２

（出典 総務課財務係）

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校では，毎年学生定員は充足しており，収入金の確保等の状況のとおり安定して経常収入は確保

できている。また，外部資金は，年度により多少の変動はあるが，増加傾向にある。 

以上のことから，学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継続

的に確保できている。 

 

 

観点10－２－①： 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計

画等が策定され，関係者に明示されているか。 

（観点に係る状況）  

収入・支出予算に関しては，中期計画に基づいた予算が機構本部から配分され，それに基づき，以

下のとおり本校の予算配分方針を策定している。 

１.分かり易く，透明な経理とする。 

２.「学生中心主義」をモットーに予算執行に当たる。 

３.「選択と集中」を考慮する。 

この基本方針に基づき予算配分案を作成し，企画運営委員会において審議の上決定している（訪問調

査時に資料提示）。 

予算執行に当たっては，各部署からの要望を踏まえ，総合的に審議を行っている。また，決定され

た予算は，学内予算配分書により関係者に周知され，各部署において配分された予算について，財務

係へ執行計画を提出している（訪問調査時に資料提示）。 
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（分析結果とその根拠理由）  

年度予算の収支に関わる計画及び配分に対する審議体制が整っており，関係者への周知も行われて

いる。 

 

 

観点10－２－②： 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 

（観点に係る状況）  

本校の支出は，運営費交付金・施設整備費補助金及び自己収入等の範囲内に限られ，損益計算書の

とおり，当期純利益は平成16年度183,950円，平成17年度12,317円，平成18年度507,622円で支出超過

は全くない（資料10－２－②－１）。 
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                                 資料10－２－②－１

損益計算書（抜粋） 

 

 

 

（出典 総務課財務係）
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（分析結果とその根拠理由）  

以上のことにより，収支の状況において，過大な支出超過となっていない。 

 

観点10－２－③： 学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含む）

に対し，適切な資源配分がなされているか。 

（観点に係る状況）  

本校の学内予算配分事項は，教員教育研究経費，校長裁量経費，特別教育経費，学生支援経費，校

内共通経費，予備費である。「教員教育研究経費」は学科等を維持していくための必要経費，「校長

裁量経費」は教育研究にインセンティブを与える経費，「特別教育経費」は附属施設等を管理運営す

るために必要な経費，「学生支援経費」は学生の支援を行うために必要な経費，「校内共通経費」は

管理運営を行うための必要な経費，「予備費」は新規事業及び不測の事態に対応するための経費であ

る。「教員教育研究経費」の内訳は，平成19年５月１日現在の各学科等所属教員数及び学生数を基に

配分している。「校長裁量経費」の内訳は，教育研究活性化経費，教育研究設備充実経費及び教育研

究環境充実経費として配分している（訪問調査時に資料提示）。 

「教育研究活性化経費」はプロジェクト研究費及び教育研究改善経費等として，教員及び各学科等

からの申請書の提出により特別経費審査会において審査を行い，配分を決定している（資料９－２－

①－４，資料10－２－③－１）。また，翌年度には目的の達成状況等，研究活動に対して報告書の提

出を義務づけている。「特別教育経費」は，各附属施設等の要求を基に，前年度の実績を考慮のうえ

配分している（訪問調査時に資料提示）。 
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                                 資料10－２－③－１

 

 

 

 

 

 

（出典 本校グループウェア規程集）
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（分析結果とその根拠理由）  

教育研究活動に対する資源配分は，教育経費，研究経費とも，教員数及び学生数を基に，前年度実

績を考慮のうえ，企画運営委員会で審議された適切なものである。「校長裁量経費」については，学

内配分に係る基本方針にある「選択と集中」に基づき，特別経費の採択を的確に行うため，特別経費

審査会を設置するなど適切なものである。 

 

 

観点10－３－①： 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されているか。 

（観点に係る状況）  

全国55高専を統括する独立行政法人国立高等専門学校機構は，独立行政法人通則法第38条第4項の

適用をうけ，機構全体として財務諸表を官報に公表している。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

機構本部により，適切に公表がなされている。 

 

 

観点10－３－②： 財務に対して，会計監査等が適正に行われているか。 

（観点に係る状況）  

独立行政法人通則法第39条により，会計監査人による監査が規定されているとともに，高専機構 

会計規則第45条の規定に基づき，本校においても内部監査実施規程を制定し実施している（資料10－

３－②－１，２）。 

また，平成16年度に監査法人による期首監査及び期中監査を受検，平成17年度においては，四国地

区高専間での相互監査を弓削商船高専と２月に実施し，平成18年度には高知高専と12月に実施した

（資料10－３－②－３）。 
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                                 資料10－３－②－１

詫間電波工業高等専門学校内部会計監査実施規程 

 

 

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料10－３－②－２

内部会計監査結果報告書（１／２） 
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資料10－３－②－２

内部監査結果報告書（２／２） 

 

 

（出典 総務課財務係）
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                                 資料10－３－②－３

四国６高専相互監査事項一覧 

 

 

 

（出典 総務課財務係）
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（分析結果とその根拠理由）  

平成16年度に，監査法人による期首監査及び期中監査の受検，また，四国地区6高専による相互監

査も行われており，財務に対して，会計監査等が適正に行われている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

予算配分において，まず，３つの基本方針を策定し予算配分を行っていること，また，教育研究に

インセンティブを与える経費として「校長裁量経費」を整備し，競争的な環境を醸成することで教育

研究の活性化を図っている。 

 

（改善を要する点）  

今後，運営費交付金の減額及び中期計画における効率化に対応するため，外部資金の確保が重要に

なってくる。競争的研究資金の獲得，受託研究，共同研究及び寄附金の受入の増加及び科学研究費補

助金の採択率を上げること等を検討する必要がある。  

 

 

（３）基準10の自己評価の概要 

本校の目的に沿った教育活動等を将来にわたって適切かつ安定して遂行するために，必要な土地・ 

校舎・設備等の資産を有している。債務に関しては，借入金はない。 

 収入については，授業料・入学検定料・入学料等の自己収入及び運営費交付金も安定した動きを示 

している。受託研究・共同研究・寄附金等の外部資金も増加傾向となっている。 

 予算配分に関しては，企画運営委員会において策定された配分方針により，関係部署に適切に配分 

されている。また，限られた予算を効果的，競争的に配分するため，校長のリーダーシップの下で，

申請により「校長裁量経費」として，教育研究費を重点配分している。 

 支出については，計画的に適正な経理がなされている。 

 また，財務諸表については，機構本部で取りまとめの上，公表及び監査報告されており，本校に 

おいても，会計事務処理の内部監査を実施している。 
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基準11 管理運営 

（１）観点ごとの分析 

観点11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になって

おり，校長のリーダーシップの下で，効果的な意思決定が行える態勢となってい

るか。 

（観点に係る状況）  

 校長の役割は，学校教育法第 70 条の７に，各主事の役割は，学校教育法施行規則第 72 条の３及び

本校学則第９条に明確に定められている（資料 11－１－①－１）。委員会の役割は，各委員会規程

の（目的）にそれぞれ明確に定められている（資料 11－１－①－２）。 

 本校内部組織規程に，事務組織を除く内部組織について重要な事項が定められ（資料 11－１－①

－３），校長のリーダーシップの下，学校の教育等の諸活動が効果的に行われる組織体制になってい

る（資料 11－１－①－４）。本校では，校長が副校長に教務主事を，校長補佐に学生主事，寮務主

事を任命し，副校長が校長を補佐し，校長補佐が学校運営に係る特命事項について校長を補佐するこ

とにより，校長がより円滑にリーダーシップをとることができる体制になっている。各主事の下には，

副主事，主事補を配置し，機動性ある組織としている。 

 必要な委員会が設置され，委員には，学科長あるいは各学科から１名が構成員となり（資料 11－

１－①－５），審議において各科の意見を十分汲み取り，審議結果を周知しやすいしくみとなってい

る。ほとんどの各種委員会の委員長は，校長，副校長または主事であり，また，各種委員会での議事

内容は，各委員会規程に定められたとおり，毎月１回開催される企画運営委員会に報告されるため，

校長が学校全体を把握できる体制となっている。校長，副校長及び校長補佐，専攻科長，各学科長及

び一般教科長，事務部長で構成される企画運営委員会は本校の最高審議機関であり，学校運営に係る

重要事項が審議されている（資料 11－１－①－６）。 

 

 

資料 11－１－①－１

詫間電波工業高等専門学校学則 

 

  

（出典 平成 19 年度学生便覧）
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資料 11－１－①－２

委員会規程例 

 

（出典 本校グループウェア規程集）

 

 



詫間電波工業高等専門学校 基準11 

- 627 - 

資料 11－１－①－３

詫間電波工業高等専門学校内部組織規程（１／２） 
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資料 11－１－①－３

詫間電波工業高等専門学校内部組織規程（２／２） 

 

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料 11－１－①－４

組織図 

 

（出典 平成 19 年度学校要覧）
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資料 11－１－①－５

平成 19 年度校務分担表 

 
 

 

 

 

 

（出典 本校グループウェア総務課人事係）
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資料 11－１－①－６

（出典 本校グループウェア規程集）
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（分析結果とその根拠理由）  

 最高責任者である校長の職務を副校長が補佐し，校長の命により教務主事，学生主事，寮務主事の

３主事が学校運営に係る特命事項について，校長を補佐している。各主事を補佐するため副主事及び

主事補を置き，効果的な意志決定が行える。各主事，各委員会等の役割が規程に定められ明確になっ

ている。主要な各種委員会の委員長は，校長，副校長又は３主事が務め，その他も校長が任命した者

によるため，校長の運営方針等が具体的施策に反映できる。各委員会は各学科の代表者を含む構成と

なっており，学科の意見を汲み取り効果的な意志決定ができる。各種委員会での決定事項は，企画運

営委員会にて報告され，校長が学校全体の教育等諸活動を把握しリーダーシップをとれる体制となっ

ている。 

 以上のことから，校長，各主事，委員会等の役割が明確になっており，効果的な意思決定が行える

体制となっているといえる。 

 

 

観点11－１－②： 管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効果的に活

動しているか。 

（観点に係る状況）  

本校の目的を達成するため，企画運営委員会，点検評価委員会，人事委員会等各種委員会が設置さ

れている（資料 11－１―①－５），各委員会は，いずれも規程に趣旨，目的，構成等が明記され，

学校運営に関して適切に役割分担され活動している。委員会の事務は，事務組織の各係が担当してい

る。 

平成 17 年度には，審議内容及び委員構成が類似している委員会・専門部会の統合・再配置を行う

方針により，委員会数を 31 から 26 に整理統合し，併せて各種委員会の審議内容の見直しを行った

（資料 11－１－②－１）。平成 18 年度には機能性を考えて広報・情報委員会を広報・情報委員会と

事務情報化推進委員会に分割した（資料 11－１－②－２）。 

 事務組織は，平成 18 年度からそれまでの庶務課，会計課，学生課の３課体制から総務課，学生課

の２課体制に移行し，係名称も改め，事務分掌についても見直しを行い，事務の効率化を図った（資

料 11－１－②－３，４）。 
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資料 11－１－②－１

委員会の統廃合移行図（１／２） 
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資料 11－１－②－１

委員会の統廃合図（２／２） 

 

（出典 平成17年2月17日企画運営委員会資料）
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資料 11－１－②－２

広報・情報委員会の体制について 

 

（出典 平成 18 年 11 月 1 日広報・情報委員会議事要録及び資料）

 

 



詫間電波工業高等専門学校 基準11 

- 636 - 

資料 11－１－②－３

 

（出典 平成18年3月16日 企画運営委員会資料）
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資料 11－１－②－４

詫間電波工業高等専門学校の事務組織等に関する規程（１／５） 
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資料 11－１－②－４

詫間電波工業高等専門学校の事務組織等に関する規程（２／５） 
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資料 11－１－②－４

詫間電波工業高等専門学校の事務組織等に関する規程（３／５） 
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資料 11－１－②－４

詫間電波工業高等専門学校の事務組織等に関する規程（４／５） 
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資料 11－１－②－４

詫間電波工業高等専門学校の事務組織等に関する規程（５／５） 

 

（出典 本校グループウェア規程集）

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

平成 17・18 年度に委員会を見直し，委員会を整理統合することにより効果的に活動できるように

なった。事務組織も，平成 18 年度の組織再編により，近年の業務の変化に応じた機能的な組織とな

り，効果的に活動できる体制となった。 

内部組織規程，各種委員会規程，事務組織等に関する規程により適切に役割分担され効果的に活動

している。 
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観点11－１－③： 管理運営の諸規定が整備されているか。 

（観点に係る状況）  

組織については学則及び内部組織規程，各種委員会については各委員会規程，事務組織の所掌事務

については事務分掌規程においてそれぞれ規定されており，管理運営の諸規定が整備されている（資

料１１－１－③－１）。 

 

資料 11－１－③－１

規程集目次から抜粋 

（出典 総務課総務係）
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（分析結果とその根拠理由）  

管理運営に関する諸規定が整備されている。これらは本校グループウェアで確認することができる

ようになっている。 

 

 

 

観点11－２－①： 外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されているか。 

（観点に係る状況）  

平成 12 年７月外部評価委員会規程を制定し，平成 12 年 10 月 26 日に外部評価委員会を開催した。

教育理念・目標，教育課程及び教育活動，研究活動，組織管理運営，入試広報活動，地域交流・地域

貢献，国際交流・貢献，専攻科の設置について評価を受けた。これに対する本校の取り組む姿勢及び

状況は，平成 15 年１月発刊の点検評価報告書（第３版）で発表した。 

 平成16年10月に学外有識者による助言を求め，学校改善に資することを目的に運営懇話会要項を制

定し（資料11－２－①－１），第１回運営懇話会を平成16年12月16日に行った。教育理念，中期目標

・中期計画，地域連携等について説明し，意見を伺った（資料11－２－①－２）。平成17年３月には

報告書を発刊し配布した。 

 平成 17 年度は，平成 17 年９月 21 日に開催し，前年度の運営懇話会における意見に対する本校の

対応（資料 11－２－①－３）と本校の養成すべき人材像について説明し，意見を伺った（資料 11－

２－①－４）。平成 17 年 12 月には報告書を各方面に配布した。 

 平成 18 年度は，平成 18 年９月 29 日に開催し，前年度の運営懇話会における意見に対する本校の

対応（資料 11－２－①－５）と本校の自己点検の状況について説明し，意見を伺った（資料 11－２

－①－６）。平成 18 年 12 月には報告書を各関係方面に配布した。 

 本校は，平成 16 年度から毎年運営懇話会を開催し，学外の委員の方々からいただいた意見を管理

運営に反映し，その改善に努めている。 
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資料 11－２－①－１

 

（出典 平成 18 年度運営懇話会報告書）
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資料 11－２－①－２

詫間電波工業高等専門学校運営懇話会実施要領 

 

（出典 平成 16 年度運営懇話会報告書）
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資料 11－２－①－３

平成 16 年度の運営懇話会における意見に対する本校の対応（１／４） 
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資料 11－２－①－３

平成 16 年度の運営懇話会における意見に対する本校の対応（２／４） 
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資料 11－２－①－３

平成16年度の運営懇話会における意見に対する本校の対応（３／４） 
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資料 11－２－①－３

平成16年度の運営懇話会における意見に対する本校の対応（４／４） 

 

（出典 平成 17 年度運営懇話会報告書）
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資料 11－２－①－４

詫間電波工業高等専門学校運営懇話会実施要領 

 

（出典 平成 17 年度運営懇話会報告書）
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資料 11－２－①－５

平成 17 年度の運営懇話会での提言に対するその後の状況（１／５） 
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資料 11－２－①－５

平成 17 年度の運営懇話会での提言に対するその後の状況（２／５） 
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資料 11－２－①－５

平成 17 年度の運営懇話会での提言に対するその後の状況（３／５） 
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資料 11－２－①－５

平成 17 年度の運営懇話会での提言に対するその後の状況（４／５） 
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資料 11－２－①－５

平成 17 年度の運営懇話会での提言に対するその後の状況（５／５） 

 

（出典 平成18年度運営懇話会報告書）
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資料 11－２－①－６

詫間電波工業高等専門学校運営懇話会実施要領 

 

（出典 平成 18 年度運営懇話会報告書）

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

運営懇話会での有識者による意見は，企画運営委員会で報告され，具体的な改善策をとりまとめ，

本校の施策へフィードバックするための努力がなされている。対応状況は，翌年度の運営懇話会で 

説明している。 
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観点11－３－①： 自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状況に対し

て行われ，かつ，それらの評価結果が公表されているか。 

（観点に係る状況）  

自己点検の実施組織は，各学科及び一般教科，事務部のほか点検評価委員会が指定する委員会であ

る。平成５年以降実施し，報告書等を発行している（資料 11－３－①－１）。点検評価項目は，点

検・評価規程に規定され本校の教育理念及び目標，教育活動，研究活動，施設設備等９項目にわたる

総合的な内容である（資料 11－３－①－２，３）。 

 報告書は，文部科学省，全高専，県教育委員会，中学校長会等教育関係団体，地元地方自治体，新

聞社，放送局報道機関等に送付し，公表している。 

 平成17年度からは，部署毎に年度初めに目標を立て，１年をかけて実行し，年度末に点検評価して，

それらをまとめて年報として公表することとした（資料11－３－①－４，５）。 

 

資料 11－３－①－１

 

報告書作成履歴 

 

   ・平成 ５年１１月  詫間電波工業高等専門学校の現状（第１集） 

   ・平成 ８年１２月  詫間電波工業高等専門学校の現状（第２集） 

  ・平成１２年 ２月  混合学級の現状と課題 

  ・平成１２年 ６月  自己点検・評価報告書（学生による授業評価 中間報告） 

  ・平成１３年 ３月  自己点検・評価報告書（平成１２年度 学生による授業評価） 

    ・平成１３年 ３月  外部評価報告書 

             －豊かな人間性と創造性を育む魅力ある高専をめざして－ 

    ・平成１５年 １月  点検・評価報告書（第３版） 

第１部 現状と課題 

第２部 外部評価への取り組み 

  ・平成１８年 ９月  平成１７年度年報 

  ・平成１９年 ４月  平成１８年度年報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課企画係）
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資料 11－３－①－２

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料 11－３－①－３

点検評価報告書（１／４） 
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資料 11－３－①－３

点検評価報告書（２／４） 
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資料 11－３－①－３

点検評価報告書（３／４） 
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資料 11－３－①－３

点検評価報告書（４／４） 

 

 

（出典 点検評価報告書（第3版）平成15年1月発行）
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資料 11－３－①－４

平成17年度年報（１／４） 
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資料 11－３－①－４

平成17年度年報（２／４） 
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資料 11－３－①－４

平成17年度年報（３／４） 
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資料 11－３－①－４

平成17年度年報（４／４） 

 

 

（出典 平成17年度年報）
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資料11－３－①－５

平成18年度年報（１／２） 
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資料11－３－①－５

平成18年度年報（２／２） 

 

（出典 平成18年度年報）
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（分析結果とその根拠理由）  

本校の自己点検・評価は本校の活動の総合的な項目について行われており，評価結果についても，

報告書として公表されている。 

 

 

 

観点11－３－②： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に結

び付けられるようなシステムが整備され，有効に運営されているか。 

（観点に係る状況）  

平成 17 年度運営懇話会において，前年度の懇話会での意見に対して，自学自習，学生の社会見学

・体験，行政との連携，企業トップの体験談，財団の研究助成への応募等々，改善状況を説明した。 

 平成 18 年度運営懇話会において，前年度の懇話会で意見された，年度目標を立て１年ごとの PDCA

サイクルを回すこと，卒業生に対するアンケートの実施，企業や大学のニーズ把握，優秀な技術者育

成等に関して，改善状況を説明した。 

本校では，運営改善委員会が，各部署に具体的年度目標を作成するよう指示し，各部署は実行の後，

自己点検・評価して点検評価委員会に報告する。点検評価委員会では，自己点検に対する評価を行っ

て企画運営委員会に報告を行う。企画運営委員会では，報告をもとに運営上の調整をした後，学校の

組織目標・計画を定めて運営改善委員会に具体的改善策の策定を付託するとともに，各部署の年度目

標を検討させることで改善を図るしくみとしている。教育に限定されるものは教務委員会で審議され

る（資料１１－１－①－６，資料 11－３－②－1～４）。 
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資料 11－３－②－１

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料 11－３－②－２

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料 11－３－②－３

 

（出典 本校グループウェア規程集）
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資料 11－３－②－４

 

 

 

 

（出典 総務課企画係 各規定から作成）
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（分析結果とその根拠理由）  

平成16年度の運営懇話会の開催以来，本校は外部有識者の意見を採り入れ，改善状況を説明してき

た。また，平成17年度からは運営改善委員会を設置し，学校運営の改善に力を入れている。学科・共

同利用施設等の実施組織と点検評価委員会と運営改善委員会の活動によりPDCAサイクルを回しスパイ

ラルアップを目指した努力を継続していこうとしている。 

評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に結び付けられるような

システムが整備され，有効に運営されている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 ・学外有識者による運営懇話会を開催し，そこで提案された意見等をフィードバックするための継 

続的な努力を行っている。 

 ・委員会の統合整理を行い，より円滑な意思決定が行えるシステムづくりに努力している。 

 

（改善を要する点）  

・中期的な点検評価報告書の作成について検討する。 

 

 

（３）基準11の自己評価の概要 

本校では，各主事及び各委員会の役割が学則，内部組織規程，各種委員会規程により明確に定めら

れている。各種委員会の委員は概ね各学科から１名選出され，各種委員会の議事内容は，毎月１回開

催される企画運営委員会で報告される体制となっており，校長が学校全体の状況を把握している。重

要な議題は，企画運営委員会で審議されるが，併せて，校長補佐会議，学科長会議などを開催して，

効果的で迅速な意思決定が行われる体制となっている。 

 また，学外の有識者の意見を伺い，本校の運営に役立てるために，平成 16 年度より毎年運営懇話

会を開催しており，そこでの提案や意見については企画運営委員会で報告され，取り組みを検討し，

対応状況を次年度に報告している。学外の意見を学校運営のためにフィードバックするシステムが構

築されている。 

 また，点検評価委員会において，１年間の取り組みに対する自己点検が行われ，それについて運営

改善委員会で教育研究や管理運営の改善について審議され，評価結果が確実にフィードバックされて

改善に結びつくシステムになっている。また，評価結果は報告書等で公表されている。 


